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I 一 1 一 1 清算 ・ 振 替 機 関 等 の 監督 の 目的 と 監督 部 局 の 役割 

清算 機関 ( 金 商法 第 2 条 第 29 項 に 定め る 金融 商品 取引 清算 機関 を いう 。 以下 同じ 。)、 外 
国 清算 機関 ( 同 項 に 定め る 外国 金融 商品 取引 清算 機関 を いう 。 以 下 同じ 。)、 資 金 清算 機関 
(資金 決済 法 第 2 条 第 11 項 に 定め る 資金 清算 機関 を いう 。 以下 同じ 。) 、 振替 機関 (振替 法 
第 2 条 第 2 項 に 定め る 振替 機関 を いう 。 以 下 同じ 。) 及び 取引 情報 蓄積 機関 ( 金 商法 第 156 
条 の 64 第 3 項 に 定め る 取引 情報 蓄積 機関 を いう 。 以下 同じ 。) (以下 これ を 「 清 算 ・ 振 替 機 
関 等 」 と 総称 する 。) は 、 有 価 証券 等 の 金融 取引 に つい て 、 清 算 、 振 替 、 記 録 等 の 取引 成立 
後 の 多 量 ・ 多 額 の 処理 を 行う も の で ある 。 

( 注 ) 金 商法 : 金融 商品 取引 法 、 資 金 決済 法 : 資金 決済 に 関す る 法律 、 振 替 法 : 社債 、 株 

式 等 の 振替 に 関す る 法律 (以下 同じ 。) 

清算 ・ 振 替 機関 等 に お いて 、 取 引 成立 後 の 多量 ・ 多 額 の 処理 が 行わ れる こと で 、 そ の 参 
加 者 等 は 効果 的 ・ 効 率 的 に 業務 遂行 を 行い 、 ま た 、 人 金融 取引 に 係る リス ク を 削減 する こと 
が 可能 と な る 。 

一 方 で 、 一 度 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 の 業務 に 問題 が 発生 し た 場合 に は 、 参 加 者 等 は 、 集 中 
化 さ れ た 多量 ・ 多 額 の 取引 の 処理 に 係る 重大 な が リス ク に 直面 する 可能 性 が ある 。 ま た 、 多 
数 の 当事者 と 多量 ・ 多 額 の 取引 等 を 行う 清算 ・ 振 替 機関 等 の 健全 性 等 に 対す る 信頼 が 損 な 
われ た 場合 に は 、 金 融 レ ステ ム に 不測 の 混乱 を 招き か ね な い 。 

この た め 、 清 算 ・ 振 替 機 関 等 に お いて 、 清 算 、 振 替 、 記 録 等 の 業務 が 的 確 に 遂行 され 、 
適切 な リス ク 管 理 が 行わ れる こと は 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 に 対す る 信任 を 確保 し 、 ひ いて は 
わが 国 金 融 ン シス テム の 安定 を 確保 する 観点 か ら 、 重 要 で ある 。 

清算 ・ 振 替 機関 等 の 監督 の 目的 は 、 こ うし た 清算 ・ 振 替 機関 等 の 業務 の 健全 か つ 適 切な 
運営 を 確保 し 、 も っ て 、 わ が 国 の 金融 の 機能 の 安定 の 確保 及び 投資 者 等 の 保護 に 資す る こ 
と に ある 。 

効果 的 な 監督 行政 を 行う た め に は 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 の 検査 を 行う 検査 部 局 の 「 オ ン サ 
イト 」 と 監督 部 局 の 「 オ フサ イト 」 の 双方 の モニ タリ ング 手法 を 適切 に 組み 合わ せる こと 
が 必要 で あり 、 実効 性 の 高い 監督 を 実現 する た め に は 、 両 部 局 が 適切 な 連携 の 下 に 、 そ れ 
ぞ れ の 機能 を 的 確 に 発揮 する こと が 求め られ る 。 

この よう な 枠組 み の 中 で 、 監 督 部 局 の 役割 は 、 継 続 的 な 情報 の 収集 ・ 分 析 を 通じ て 、 清 
算 ・ 振 替 機関 等 の 業務 の 健全 性 や 適切 性 に 係る 問題 を 早期 に 発見 する と と も に 、 改 善 の た 
め の 働 きか け を 行っ て いく こと で ある 。 具体 的 に は 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 と の 定期 的 ・ 継 続 
的 な 意見 交換 等 や 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 か ら 提供 され た 各種 の 情報 の 蓄積 及び 分 析 を 通じ 、 
問題 を 早期 に 発見 し 、 改 善 を 促し て いく こと が 重要 な 役割 と いえ る 。 


I 一 1 一 2 清算 ・ 振 替 機関 等 の 監督 に 当たっ て の 基本 的 考え 方 
上 記 を 踏ま え 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 の 監督 に 当たっ て の 基本 的 考え 方 は 、 次 の と お り で あ 
る 。 


(1) 検査 部 局 と の 適切 な 連携 


監督 部 局 と 検査 部 局 が 、 そ れ ぞ れ の 独立 性 を 尊重 し つつ 、 適 切な 連携 を 図り 、 オ ン 
サイ ト と オフ サイ ト の 双方 の モニ タリ ング 手法 を 適切 に 組み 合わ せる こと で 、 実 効 性 
の 高い 清算 ・ 振 替 機関 等 の 監督 を 実現 する こと が 重要 で ある 。 こ の た め 、 監 督 部 局 に 
お いて は 、 検 査 部 局 と の 連携 に つい て 、 以 下 の 点 に 十分 留意 する 。 
① 検査 を 通じ て 把握 され た 問題 点 に つい て は 、 監 督 部 局 は 、 問 題 点 の 改善 状況 を フ 

オォ ロー ア ッ プ し 、 そ の 是正 に つなげ て いく よう 努め る こと 。 ま た 、 必 要 に 応じ て 、 

行政 処分 等 厳正 な 監督 上 の 措置 を 講じ る こと 。 
② 監督 部 局 が オフ サイ ト ・ モ ニタ リン グ を 通じ て 把握 し た 問題 点 に つい て は 、 次 回 
検査 に お いて その 活用 が 図ら れる よう 、 検 査 部 局 に 還元 する こと 。 


(2) 清算 ・ 振 替 機関 等 と の 十分 な 意思 疎通 の 確保 

清算 ・ 振 替 機関 等 の 監督 に 当たっ て は 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 の 経営 に 関す る 情報 を 的 
確 に 把握 ・ 分 析 し 、 必 要 に 応じ て 、 適 時 適切 に 監督 上 の 対応 に つなげ て いく こと が 重 
要 で ある 。 

この た め 、 監 督 当局 に お いて は 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 か ら の 報告 だ け で は な く 、 日 頃 
か ら 十 分 な 意思 疎通 を 図る こと を 通じ て 積極 的 に 情報 収集 する 必要 が ある 。 具 体 的 に 
は 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 と の 定期 的 な 意見 交換 等 を 通じ て 、 清 算 ・ 振 替 機 関 等 と の 日 常 
的 な コミ ュ ニ ケー ショ ン を 確保 し 、 財 務 情 報 の みな ら ず 、 経 営 に 関す る 様々 な 情報 に 
つい て も 把握 する よう 努め る 必要 が ある 。 


(3) 清算 ・ 振 替 機関 等 の 自主 的 な 努力 の 尊重 
監督 当局 は 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 が 法令 等 に 基づき 自ら 行う 一 連 の 機能 の 提供 状況 や 、 
自己 責任 原則 に 則っ た 経営 判断 を 、 法 令 等 に 基づき 検証 し 、 問 題 の 改善 を 促し て いく 
立場 に ある 。 清算 ・ 振 替 機関 等 の 監督 に 当たっ て は 、 こ の よう な 立場 を 十分 に 踏ま え 、 
清算 ・ 振 替 機関 等 の 業務 運営 に 関す る 自主 的 な 努力 を 尊重 する よう 配慮 し な けれ ば な 
ら な い 。 


(4) 効率 的 ・ 効 果 的 な 監督 事務 の 確保 
監督 当局 及び 清算 ・ 振 替 機関 等 の 限ら れ た 資源 を 有効 に 利用 する 観点 か ら 、 監 督 事 
務 は 効率 的 ・ 効 果 的 に 行わ れる 必要 が ある 。 し た が っ て 、 清 算 ・ 振 替 機 関 等 に 報告 や 
資料 提出 等 を 求め る 場合 に は 、 監 督 上 真 に 必要 な も の に 限定 する よう 配 意 す る と と も 
に 、 現 在 行っ て いる 監督 事務 の 必要 性 、 方 法 等 に つい て は 常に 点検 を 行い 、 必 要 に 応 
じ て 改 善 を 図る な ど 、 効 率 性 の 向上 を 図る よう 努め な けれ ば な ら な い 。 


1 一 2 監督 指針 策定 の 趣旨 


1I 一 2 一 1 監督 指針 策定 の 趣旨 

わが 国 の 決済 シス テム に つい て は 、 平 成 12 年 の 金融 審議 会 報告 書 「21 世紀 に 向け た 証 
券 決済 シス テム 改革 に つい て 」 以 降 、 平成 14 年 の 社債 ・ 国 債 等 の ペー パー レス 化 及 び 清 算 
機関 の 制度 整備 、 平 成 21 年 の 株 券 電子 化 実現 、 平 成 24 年 の 店 頭 デ リバ ティ ブ の 清算 ・ 取 
引 情 報 保存 義務 導入 な ど 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 の 行う 業務 の 拡大 ・ 複 雑 化 が 進ん で いる 。 

また 、 先 般 の 金融 危機 の 教訓 等 を 踏ま え 、 国 際 決 済 銀行 (BIS) ・ 支 払 決済 シス テム 委員 
会 (CPSS) 人 と 証券 監督 者 国際 機構 (10SC0) に お いて 、 既 存 の 資金 決済 シス テム 、 証券 決 
済 シ ステ ム 、 清 算 機関 に 関す る 国際 基準 の 包括 的 な 見 直し が 行わ れ 、 こ れ ら の 基準 を 統合 
し 、 強 化 を 図っ た 「 金 融 市 場 イ ン フ ラ の た め の 原 則 」 が 策定 ・ 公 表 さ れる な ど 、 清 算 ・ 振 
替 機関 等 に 係る 国際 的 な 規制 環境 も 大 きく 変化 し て いる 。 

( 注 ) 支払 決済 シス テム 委員 会 (CPSS) は 、 平 成 26 年 9 月 1 日 に 決済 ・ 市 場 イ ン フ ラ 委 

員 会 (CPMI) へ 名 称 を 変更 し た 。 

この よう な 状況 の 下 、 新 た な 国際 基準 も 踏ま そえ つつ 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 に 対す る 監督 上 
の 着眼 点 と 監督 手法 等 を 明確 化し 、 日 常 の 監督 事務 を 効果 的 に 遂行 し 、 も っ て 清算 ・ 振 替 
機関 等 に お ける 一 層 的 確 な 業務 運営 の 確保 を 図る た め 、 本 監督 指針 を 策定 する こと と し た 。 

本 監督 指針 は 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 の 実態 を 十分 に 踏ま ほえ 、 様 々 な ケー ス に 対応 で きる よ 
うに 作成 し た も の で あり 、 本 監督 指針 に 記載 され て いる 監督 上 の 評価 項目 の 全て に つい て 
各々 の 清算 ・ 振 替 機関 等 に 一 律 適用 する こと が 求め られ て いる も の で は な い 。 

従っ て 、 本 監督 指針 の 適用 に 当たっ て は 、 各 評価 項目 の 字義 通り の 対応 が 行わ れ て いな 
い 場 合 で あっ て も 、 公 益 又 は 投資 者 保護 等 の 観点 か ら 問 題 の な い 限 り 、 不 適切 と する も の 
で は な いこ と に 留意 し 、 機 械 的 ・ 画 一 的 な 運用 に 陥ら な いよ うに 配慮 する 必要 が ある 。 一 
方 、 評 価 項 目 に 係る 機能 が 形式 的 に 具備 され て いた と し て も 、 公 益 又 は 投資 者 保護 等 の 観 
点 か ら は 必ず し も 十分 と は 言え な い 場 合 も ある こと に 留意 する 必要 が ある 。 

な お 、 金融 商 品 取 引 所 が 内 閣 総理 大 臣 の 承認 ( 金 商法 第 156 条 の 19 第 1 項 ) を 得 て 行う 
こと が で きる 清算 業務 に つい て も 、 人 金 商法 上 、 清 算 機関 と 同一 の 規制 に 服 し 、 本 監督 指針 
の 対象 と な る 。 

また 、 国 債 の 振替 に つい て は 、 日 本 銀行 を 振替 業 を 営む 者 と し て 指定 で きる と する 特例 
(振替 法 第 47 条 第 1 項 ) が ある 。 当 該 規 定 に 基づき 振替 業 を 行っ て いる 日 本 銀行 に 対し 、 
本 監督 指針 の 下 で 振替 法 の 定め る と ころ に より 監督 を 行う に 当たっ て は 、 日 本 銀行 法 に 基 
づき 運営 され て いる 日 本 銀行 の 組織 の 特殊 性 に 留意 する と と も に 、 そ の 業務 運営 に お ける 
自主 性 に 十分 配慮 する 。 

以上 を 踏ま え 、 監 督 部 局 は 、 本 監督 指針 に 基づき 、 清 算 ・ 振 替 機 関 等 の 監督 事務 を 実施 
する 。 


I 一 2 一 2 本 監督 指針 の 構成 

本 監督 指針 は 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 の 監督 に 効果 的 に 利用 可能 な も の と する 観点 か ら 構 成 
され て いる 。 

すなわち 、「{ . 基本 的 な 考え 方 」、「T. 清算 ・ 振 替 機関 等 の 監督 に 係る 事務 処理 上 の 留 
意 点 」 は 、 特段 の 記載 が な い 限 り 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 の 全て を 対象 と し 、 そ の 上 で 、 清 算 ・ 
振替 機関 等 に 対す る 「 監 督 上 の 評価 項目 と 諸手 続 」 に つい て は 、 和 エル . から. に お いて 業 


態 ご と に 整理 する こと と し て いる 。 
な お 、 清 算 機関 に 係る 1. か ら 想 . まで の 規定 は 、 外国 清算 機関 に つい て これ を 準用 し 、 
本 監督 指針 の 趣旨 を 踏ま え 、 実 態 に 即 し て 適宜 読み 替え て 検証 等 を 行う こと と する 。 


IT. 清算 ・ 振 替 機関 等 の 監督 に 係る 事務 処理 上 の 留意 点 


ロー1 一 般 的 な 事務 処理 等 


エー1—1 一 般 的 な 監督 事務 


(1 ) 定期 的 な ヒア リン グ 
オフ サイ ト ・ モ ニタ リン グ の 一 環 と し て 、 清 算 ・ 振 替 機 関 等 に 対し 、 原 則 と し て 以 
下 の と お り 、 定期 的 な ヒア リン グ を 実施 する 。 
① 決算 ヒア リン グ 
決算 期 ご と に 、 決 算 の 状況 や 財務 上 の 課題 等 に つい て ヒア リン グ を 実施 する 。 な 
お 、 四 半期 開示 を 行っ て いる 場合 に は 、 必 要 に 応じ て 四半 期 ご と の 決算 内 容 に 係る 
ヒア リン グ を 実施 する 。 
② 総合 的 な ヒア リン グ 
清算 ・ 振 替 機関 等 の 経営 計画 及び 業務 展開 方 針 、 各種 リス ク 管理 ・ 収 益 管理 態勢 、 
ガバ ナン ス の 状況 等 を 総合 的 に 把握 する た め 、 年 に 1 回 以上 、 ヒ アリ ング を 実施 す 
る 。 な お 、 必 要 に 応じ て 、 監 督 当局 幹部 に よる 清算 ・ 振 替 機関 等 の 経営 陣 に 対す る 
トッ プ ヒ アリ ング を 実施 する 。 
③ リス ク 管 理 ヒ アリ ング 
清算 ・ 振 替 機関 等 の リス ク 管 理 の 現状 、 課 題 、 及 び 方 向 性 に つい て 、 年 に 1 回 以 
上 、 ヒ アリ ング を 実施 する 。 そ の 際 、 経 営 陣 の 認識 、 関 与 状況 等 に つい て も ヒア リ 
ング する こと と する 。 ま た 、 市 場 の 動向 等 を 踏ま え 、 必 要 に 応じ て 随時 リス ク 管 理 
の 状況 に つい て ヒア リン グ を 実施 する 。 


(2) 随時 の ヒア リン グ 
清算 ・ 振 替 機関 等 の 業績 や 戦略 の 変化 、 又 は 制度 を 取り 巻く 環境 の 変化 、 業 務 の 健 
全 か つ 適 切な 運営 に 影響 を 及ぼ し か ね な い 事 象 の 発生 な ど 、 監 督 上 の 必要 が 認め られ 
る 場合 に は 、 オ フサ イト ・ モ ニタ リン グ の 一 環 と し て 、 随 時 ヒア リン グ を 実施 する 。 
また 、 清 算 ・ 振 替 機 関 等 の あり 方 に つい て は 、 清 算 ・ 振 替 機 関 等 が 遵守 すべ き 国 際 
的 な 原則 と し て 、「 金 融 市 場 イ ン フ ラ の た め の 原 則 」 が 策定 され て いる こと も 踏ま え 、 
必要 に 応じ 、 清 算 ・ 振 替 機 関 等 の 同 原 則 へ の 対応 状況 等 に つい て も 、 ヒ アリ ング を 実 
施す る 。 


エー1 一 2 検査 部 局 と の 連携 

監督 部 局 及 び 検査 部 局 が 、 そ れ ぞ れ の 独立 性 を 尊重 し つつ 、 適 切な 連携 を 図り 、 オ ン サ 
イト と オフ サイ ト の 双方 の モニ タリ ング 手法 を 適切 に 組み 合わ せる こと で 、 実効 性 の 高い 
監督 を 実現 する こと が 重要 で ある こと か ら 、 検 査 部 局 と の 連携 に つい て 、 以 下 の 点 に 十分 


留意 する 。 


(1) オフ サイ ト ・ モ ニタ リン グ を 通じ て 把握 し た 問題 点 の 検査 部 局 へ の 直 元 
監督 部 局 が オフ サイ ト ・ モ ニタ リン グ を 通じ て 把握 し た 清算 ・ 振 替 機関 等 の 問題 点 
に つい て は 、 次 回 検査 に お いて その 活用 が 図ら れる よう 、 検 査 部 局 に 違 元 する も の と 


する 。 

具体 的 に は 、 監 督 部 局 は 、 検 査 部 局 に 対し 、 検 査 の 前 に 以下 の よう な 現状 等 に つい 
て の 説明 を 行う も の と する 。 

① 前 回 検査 か ら 当該 時 点 ま で の 清算 ・ 振 替 機 関 等 の 主 な 動き (他社 と の 提携 、 増資 、 
経営 陣 の 交代 等 ) 

② シス テム 更改 等 を 予定 し て いる 清算 ・ 振 替 機関 等 に つい て は 、 そ の スケ ジュ ー ル 
等 

③ 直近 決算 の 状況 

④ 総合 的 な ヒア リン グ の 結果 

⑤ 監督 上 の 措置 (報告 徴 求 、 行 政 処分 等 ) の 発動 及び フォ ロー アッ プ の 状況 

⑥ 監督 部 局 と し て 検査 で 重視 され る べき と 考え る 点 

⑦ その 他 


(2) 検査 を 通じ て 把握 され た 問題 点 に 係る 監督 上 の 対応 
監督 部 局 は 、 検 査 部 局 が 実施 し た 清算 ・ 振 替 機関 等 に 対す る 検査 に つい て 、 そ の 検 
査 結果 を 監督 業務 に 適切 に 反映 させ る 観点 か ら 、T 一 4 に 基づき 必要 な 措置 を 検討 す 
る 。 


ルー1 一 3 関係 省庁 、 日 本 銀行 、 海 外 当局 と の 連携 


(1) 関係 省庁 間 の 連携 

振替 制度 に つい て は 、 振 替 制 度 が 金融 実務 面 と 社債 等 の 発行 、 譲 渡 等 に 関す る 法制 
面 の 両面 で 十分 機能 する こと で 円 滑 な 実施 が 可能 と な る も の で ある こと に 加え 、 国 債 
等 を 扱う も の で ある ほか 、 振 替 機関 の 所 管 省庁 は 、 金 融 庁 、 法 務 省 及び 財務 省 と の 共 
管 と され て いる 。 

上 記 を 踏ま え 、 振 替 機 関 に 行政 処分 又は 許認可 等 を 行 お うと する 場合 等 その 他 監 督 
上 適切 と 認め られ る 場合 に は 、 共 管 省 庁 と の 間 に お いて 、 必 要 に 応じ 情報 共有 ・ 意 見 
交換 を 行う な ど 、 密 接 な 連携 を 図る こと と する 。 


(2) 日 本 銀行 と の 連携 
金融 機関 の 間 で 行わ れる 資金 決済 の 円 滑 の 確保 と いう 観点 か ら 、 日 本 銀行 に お いて 
は 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 に 対し 「 オ ー バ ー サ イト 」 を 行っ て いる 。 
上 記 を 踏ま え 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 に 行政 処分 又は 許認可 等 を 行 お うと する 場合 等 そ 
の 他 監 督 上 適切 と 認め られ る 場合 に は 、 日 本 銀行 と の 間 に お いて 、 必 要 に 応じ 情報 共 
有 ・ 意 見 交換 を 行う な ど 、 容 接 な 連携 を 図る こと と する 。 


(3) 海外 当局 と の 連携 
清算 ・ 振 替 機関 等 に つい て は 、 諸 外国 の 金融 機関 等 が 参加 者 と な る 、 諸 外国 に 親 会 
社 等 を 有する な ど 、 国 際 的 な 活動 を 行う 等 の 動き が 見 られ る と ころ で ある 。 
上 記 を 踏ま え 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 に 行政 処分 又は 許認可 等 を 行 お うと する 場合 等 そ 
の 他 監 督 上 適切 と 認め られ る 場合 に は 、 海 外 監 督 当局 等 と の 間 で 、 必 要 に 応じ 情報 共 
有 ・ 意 見 交換 を 行う な ど 、 容 接 な 連携 を 図る こと と する 。 


ロー2 法令 解釈 等 外部 か ら の 照会 へ の 対応 
ロー2 一 1 法令 照会 


(1) 照会 を 受け る 内 容 の 範囲 
照会 を 受け る 内 容 の 範囲 は 、 金 商法 、 資 金 決済 法 、 振 替 法 及 び こ れ ら に 関連 する 法 
令 で あっ て 金融 庁 が 所 管 す る 法令 に 関す る も の と する 。 な お 、 照 会 が 権限 外 の 法令 等 
に 係る も の で あっ た 場合 に は 、 コ メン ト 等 は 厳 に 慎む も の と する 。 


(2) 照会 に 対す る 回 答 方 法 
① 本 監督 指針 、 審 議会 等 の 答申 ・ 報 告 等 の 既存 資料 に より 回 答 可能 な も の に つい て 
は 、 適 宜 回 答 す る も の と する 。 
② 金融 庁 担当 課室 長 は 、 当 庁 が 所 管 す る 法令 に 関し 、 当 店 所 管 法令 の 直接 の 適用 を 
受け る 事業 者 又は これ ら の 事業 者 に より 構成 され る 事業 者 団体 か ら 受 けた 、 次 の 
ア . 及び イ . の 項目 で 定め る 要件 を 満た す 一 般 的 な 照会 で あっ て 、 書 面 に よる 回 答 
及び 公表 を 行う こと が 法令 適用 の 予測 可能 性 向上 等 の 観点 か ら 適切 と 認め られ る も 
の に つい て は 、 こ れ に 対す る 回 答 を 書面 に より 行い 、 そ の 内 容 を 公表 する こと と す 
る 。 
( 注 ) 事業 者 団体 と は 、 当 庁 所 管 法令 の 直接 の 適用 を 受け る 、 業種 等 を 同じ くす る 事 
業者 が 、 共通 の 利益 を 増進 する こと を 主たる 目的 と し て 、 相当 数 結合 し た 団体 又 
は その 連合 体 (当該 団体 に 連合 会 、 中 央 会 等 の 上 部 団体 が ある 場合 に は 、 原則 と 
し て 、 最 も 上 部 の 団体 に 限る 。) を いう 。 


ア . 本 手続 の 対象 と な る 照会 の 範囲 

本 手続 の 対象 と な る 照会 は 、 以 下 の 要 件 の 全て を 満た す も の と する 。 

a. 特定 の 事業 者 の 個別 の 取引 等 に 対す る 法令 適用 の 有無 を 照会 する も の で は な 

い 、 一 般 的 な 法令 解釈 に 係る も の で ある こと (法令 適用 事前 確認 手続 制度 の 利 

用 が 可能 で な いこ と 。)。 

b. 事実 関係 の 認定 を 伴う 照会 で な いこ と 。 
c. 照会 内 容 が 、 金 融 庁 所 管 法令 の 直接 の 適用 を 受け る 事業 者 (照会 者 が 団体 で 

ある 場合 は その 団体 の 構成 事業 者 ) に 共通 する 取引 等 に 係る 照会 で あっ て 、 多 

く の 事 業者 か ら の 照会 が 予想 され る 事項 で ある こと 。 

d. 過去 に 公表 され た 事務 ガイ ドラ イン 等 を 踏ま えれ ば 明らか に な っ て いる も の 

で な いこ と 。 

イ . 照会 書面 (電子 的 方 法 を 含む 。) 

本 手続 の 利用 を 希望 する 照会 者 か ら は 、 以 下 の 内容 が 記載 され た 照会 書面 の 提 
出 を 受け る も の と する 。 また 、 照会 書面 の ほか に 、 照会 内 容 及 び 上 記 ア . に 記載 し 
た 事項 を 判断 する た め に 、 記 載 事 項 や 資料 の 追加 を 要する 場合 に は 、 照 会 者 に 対 
し て 照会 書面 の 補正 及び 追加 資料 の 提出 を 求め る こと と する 。 

a. 照会 の 対象 と な る 法令 の 条項 及び 具体 的 な 論点 
b. 照会 に 関す る 照会 者 の 見 解 及 び 根 拠 
c. 照会 及び 回 答 内 容 が 公表 され る こと に 関す る 同意 


照会 書面 の 受付 窓口 は 、 照会 内 容 に 係る 法令 を 所 管 す る 金融 庁 担当 課室 と する 。 
エ . 回 答 
a. 金融 庁 担当 課室 長 は 、 照 会 者 か ら の 照会 書面 が 照会 窓口 に 到達 し て か ら 原 則 
と し て 2 か 月 以内 に 、 照 会 者 に 対し て 回 答 を 行う よう 努め る こと と し 、2 か 月 
以内 に 回 答 で き な い 場合 に は 、 照 会 者 に 対し て その 理由 を 説明 する と と も に 、 
回 答 時 期 の 目途 を 伝え る こと と する 。 
b. 回 答 書面 に は 、 以 下 の 内 容 を 付記 する こと と する 。 
「 本 回 答 は 、 照 会 対象 法令 を 所 管 す る 立場 か ら 、 照 会 書面 に 記載 され た 情報 
の み を 前 提 に 、 照 会 対象 法令 に 関し 、 現 時 点 に お ける 一 般 的 な 見 解 を 示す も の 
で あり 、 個別 具体 的 な 事例 へ の 適用 を 判断 する も の で は な く 、 ま た 、 も と より 捜 
査 当局 の 判断 や 司法 判断 を 拘束 し うる も の で は な い 。」 
c. 本 手続 に よる 回 答 を 行わ な い 場 合 に は 、 人 金融 庁 担当 課室 は 、 照 会 者 に 対し 、 
その 旨 及 び 理 由 を 説明 する こと と する 。 
オ . 公表 
上 記 エ . の 回 答 を 行っ た 場合 に は 、 金 融 庁 は 、 速 や か に 照会 及び 回 答 内 容 を 金 
融 庁 ホー ムペ ー ジ 上 に 掲載 し て 、 公 表す る こと と する 。 
③ 上 記 ② に 該当 する も の 以外 の も の で 照会 頻度 が 高い も の 等 に つい て は 、 必 要 に 応 
じ 照 会 者 、 日 時 場所 、 照 会 内 容 と 回 答 等 を 記入 し た 応接 箋 を 作成 し た 上 で 、 関 係 部 
局 に 回 覧 し 、 金 融 庁 担当 課室 に 保存 する も の と する 。 
④ 照会 者 が 照会 事項 に 関し 、 金 融 庁 か ら の 書面 に よる 回 答 を 希望 する 場合 で あっ て 、 
エー2ー2 (2) に 照ら し 法令 適用 事前 確認 手続 の 利用 が 可能 な 場合 に は 、 照 会 者 
に 対し 、 法 令 適用 事前 確認 手続 を 利用 する よう 伝え る こと と する 。 


ルー2 一 2 法令 適用 事前 確認 手続 (ノー アク ショ ン レ ター 制度 ) 

法令 適用 事前 確認 手続 (以下 「 ノ ー ア クシ ョ ン レ ター 制度 」 と いう 。) と は 、 民 間 企 業 等 
が 実現 し よう と する 自己 の 事業 活動 に 係る 具体 的 行為 に 関し て 、 当 該 行為 が 特定 の 法令 の 
規定 の 適用 対象 と な る か どう か を 、 あ ら か じ め 当 該 規 定 を 所 管 す る 行政 機関 に 確認 し 、 そ 
の 機関 が 回 答 を 行う と と も に 、 当 該 回 答 を 公表 する 制度 で あり 、 金 融 庁 で は 、 法 令 適 用 事 
前 確認 手続 に 関す る 細則 を 定め て いる 。 本 項 は 、 ノ ー ア クシ ョ ン レ ター 制度 に お ける 事務 
手続 を 規定 する も の で あり 、 制 度 の 利用 に 当たっ て は 必ず 「 金 融 庁 に お ける 法令 適用 事前 
認 手続 に 関す る 細則 」 を 参照 する も の と する 。 


(1 ) 照会 窓口 
照会 窓口 は 、 金 融 店 監督 局 総務 課 と する 。 
な お 、 照 会 窓口 た る 金融 庁 監 督 局 総務 課 は 、 下 記 (2) ③ の 記載 要領 に 示す 要件 を 
満た し た 照会 書面 が 到達 し た 場合 は 速やか に 受け 付け 、 照 会 事案 に 係る 法令 を 所 管 す 
る 担当 課室 に 回 付す る 。 


(2) 照会 書面 受領 後 の 流れ 
照会 書面 を 回 付 さ れ た 後 は 、 担 当 課室 に お いて 、 回 答 を 行う 事案 か 否 か 、 特 に 、 以 
下 ① な いし ③ に つい て 確認 し 、 当 制度 の 利用 が で き な い 照会 の 場合 に は 、 照 会 者 に 対 


し その 旨 を 連絡 する 。 ま た 、 照 会 書面 の 補正 及び 追加 書面 の 提出 等 が 必要 な 場合 に は 、 
照会 者 に 対し 所 要 の 対応 を 求め る こと が で きる 。 た だ し 、 追 加 書 面 は 必要 最小 限 と し 、 
照会 者 の 過度 な 負担 と な ら な いよ う 努 め る こと と する 。 
① 照会 の 対象 
民間 企業 等 が 、 新 規 の 事業 や 取引 を 具体 的 に 計画 し て いる 場合 に お いて 、 当 庁 が 
本 手続 の 対象 と し て ホー ムペ ー ジ に 掲げ た 所 管 の 法律 及び これ に 基づく 政府 令 ( 以 
下 「 対 象 法令 (条項 ) 」 と いう 。) に 関し 、 以 下 の よ うな 照会 を 行う も の か 。 
ア . その 事業 や 取引 を 行う こと が 、 無 許可 業務 等 に な ら な いか どう か 。 
イ . その 事業 や 取引 を 行う こと が 、 無 届け 業務 等 に な ら な いか どう か 。 
ウ . その 事業 や 取引 を 行う こと に よっ て 、 業 務 停 止 や 免許 取消 等 (不利 益 処 分 ) を 
受け る こと が な いか どう か 。 
エ . その 事業 や 取引 を 行う こと に 関し 、 直 接 に 義務 を 課さ れ 又 は 権利 を 制限 され る 
こと が な いか どう か 。 
② 照会 者 の 範囲 
照会 者 は 、 実 現し よう と する 自己 の 事業 活動 に 係る 具体 的 行為 に 関し て 、 対 象 法 
令 (条項 ) の 適用 に 係る 照会 を 行う 者 及び 当該 者 か ら 依頼 を 受け た 弁護 士 等 で あっ 
て 、 下 記 ③ の 記載 要領 を 満た し た 照会 書面 を 提出 し 、 か つ 、 照 会 内 容 及び 回 答 内 容 
が 公表 され る こと に 同意 し て いる か 。 
③ 照会 書面 の 記載 要領 
照会 書面 (電子 的 方 法 を 含む 。) は 、 下 記 の 要件 を 満た し て いる も の か 。 
ア . 将来 自ら が 行 お うと する 行為 に 係る 個別 具体 的 な 事実 が 記載 され て いる こと 。 
イ . 対象 法令 (条項 ) の うち 、 適 用 対象 と な る か どう か を 確認 し た い 法 令 の 条項 が 
特定 され て いる こと 。 
ウ . 照会 及び 回 答 内 容 が 公表 され る こと に 同意 し て いる こと が 記載 され て いる こと 。 
エ . 上 記 イ . に お いて 特定 し た 法令 の 条項 の 適用 に 関す る 照会 者 の 見 解 及 びそ の 根 
拠 が 明確 に 記述 され て いる こと 。 
④ 回 答 
照会 書面 を 回 付 さ れ た 課室 の 長 は 、 照 会 者 か ら の 照会 書面 が 照会 窓口 に 到達 し て 
か ら 原 則 と し て 30 日 以内 に 照会 者 に 対す る 回 答 を 行う も の と する 。 た だ し 、 次 に 掲 
げ る 場合 に は 、 各 々 の 定め る 期間 を 回 答 期間 と する 。 
な お 、 い ずれ の 場合 に お いて も 、 補 正 期間 を 含め 、 で きる だ け 早 く 回 答 す る よう 
努め る こと と する 。 
ア . 高度 な 金融 技術 等 に 係る 照会 で 慎重 な 判断 を 要する 場合 原則 60 日 以内 
イ . 担当 部 局 の 事務 処理 能力 を 超え る 多数 の 照会 に より 業務 に 著しい 支障 が 生じ る 
お それ が ある 場合 30 日 を 超え る 合理 的 な 期間 内 
ウ . 他 府 省 と の 共管 法令 に 係る 照会 の 場合 原則 60 日 以内 
照会 書面 の 記載 に つい て 補正 を 求め た 場合 に あっ て は 、 当該 補正 に 要 し た 日 数 は 、 
回 答 期 間 に 算入 し な いも の と する 。 ま た 、30 日 以内 に 回 答 を 行わ な い 場 合 に は 、 照 
会 者 に 対し て 、 そ の 理由 及び 回 答 時 期 の 見 通し を 通知 する こと と する 。 
⑤ 照会 及び 回 答 に つい て の 公開 
金融 庁 は 、 照会 及び 回 答 の 内 容 を 、 原則 と し て 回 答 を 行っ て か ら 30 日 以内 に 全て 
金融 店 ホー ムペ ー ジ に 掲載 し て 公開 する 。 


た だ し 、 照 会 者 が 、 照 会 書 に 、 回 答 か ら 一 定期 間 を 超え て 公開 を 希望 する 理由 及 
び 公 開 可能 と する 時 期 を 付記 し て いる 場合 で あっ て 、 そ の 理由 が 合理 的 で ある と 認 
め ら れる と き は 、 回 答 か ら 一 定期 間 を 超え て 公開 する こと が で きる 。 こ の 場合 に お 
いて は 、 必 ず し も 照会 者 の 希望 する 時 期 ま で 公開 を 延期 する も の で は な く 、 公 開 を 
延期 する 理由 が 消滅 し た 場合 に は 、 公 開 す る 旨 を 照会 者 に 通知 し た 上 で 、 公 開 す る 
こと が で きる 。 

また 、 照 会 及び 回 答 内 容 の うち 、 行 政 機関 の 保有 する 情報 の 公開 に 関す る 法律 第 
5 条 各 号 に 規定 する 不 開 示 情 報 が 含ま れ て いる 場合 、 こ れ を 除い て 公表 する こと が 
で きる 。 


ルー2 一 3 グレ ー ゾ ー ン 解消 制度 

産業 競争 力 強 化 法 (以下 、「 強 化 法 」 と いう 。) 第 9 条 第 1 項 は 、 新 事業 活動 を 実施 し よ 
うと する 者 は 、 そ の 実施 し よう と する 新 事業 活動 及び これ に 関連 する 事業 活動 に 関す る 規 
制 に つい て 規定 する 法律 及び 法律 に 基づく 命令 (告示 を 含む 。 以 下 、 こ の 項 に お いて 「 法 
令 」 と いう 。) の 規定 の 解釈 並び に 当該 新 事業 活動 及び これ に 関連 する 事業 活動 に 対す る 当 
該 規定 の 適用 の 有無 に つい て 、 そ の 確認 を 求め る こと が で きる 制度 (以下 「 グ レー ゾー ン 
解消 制度 」 と いう 。) を 規定 し て いる 。 本 項 は 、 グ レー ゾー ン 解 消 制度 に お ける 事務 手続 き 
を 規定 する も の で あり 、 制 度 の 利用 に 当たっ て は 、 必 ず 経 済 産業 省 策定 に 係る 「 産 業 競争 
力 強 化 法 「 企 業 実証 特例 制度 」 及 び 「 グ レー ゾー ン 解 消 制度 」 の 利用 の 手引 き 」( 平 成 26 年 
1 月 20 日 経済 産業 省 ) (以下 、 こ の 項 に お いて 「 利 用 の 手引 き 」 と いう 。) を 参照 する も の 
と する 。 


(1) 照会 窓口 
照会 窓口 は 、 金 融 庁 総 合 政策 局 総合 政策 課 と する 。 
な お 、 照 会 窓口 た る 金融 店 総合 政策 局 総合 政策 課 は 、 下 記 (2) ③ の 記載 要領 に 示 
す 要 件 を 満た し た 照会 書 及 びそ の 写し が 到達 し た 場合 は 速やか に 受け 付け 、 当 該 照 会 
書 に 記載 され た 確認 の 求め に 係る 法令 が 他 の 関係 行政 機関 の 長 が 所 管 す る も の で ある 
と き は 、 遅 滞 な く 、 当 該 関 係 行政 機関 の 長 に 対し 、 そ の 確認 を 求め る も の と する 。 


(2) 照会 書 受領 後 の 流れ 

照会 書 を 受け 付け た 後 は 、 総 合 政 策 局 総合 政策 課 に お いて 、 当 該 照 会 書 を 当該 照会 
書 に 記載 され た 確認 の 求め に 係る 法令 を 所 管 す る 担当 課室 に 速やか に 回 付す る と と も 
に 、 当 該 担当 課室 と 協議 し つつ 、 回 答 を 行う 事案 か 否 か 、 特 に 、 以 下 の ① か ら ③ に つ 
いて 確認 し 、 当 制度 の 利用 が で き な い 確認 の 求め の 場合 に は 、 当 該 照 会 書 を 提出 し た 
者 (以下 、 こ の 項 に お いて 「 提 出 者 」 と いう 。) に 対し その 計 を 連絡 する 。 ま た 、 照 会 
書 の 補正 及び 追加 書類 の 提出 等 が 必要 な 場合 に は 、 提 出 者 に 対し 所 要 の 対応 を 求め る 
こと が で きる 。 た だ し 、 追 加 書 類 は 必要 最小 限 と し 、 提 出 者 の 過度 な 負担 と な ら な い 
よう 努め る も の と する 。 

な お 、 当 庁 の 所 管 する 法令 に 関し て 、 強 化 法 第 9 条 第 3 項 の 関係 行政 機関 の 長 と し 
て 同 項 の 規定 に よる 求め を 受け た 場合 に は 、 上 記 の 連絡 及び 所 要 の 対応 の 求め は 、 同 
項 の 当該 主務 大 臣 に 対し て 行う も の と する 。 
① 確認 の 求め の 主体 


② 


以下 の イ . 及び 口 . を 満た すか 。 
イ . 提出 者 は 、 新 事業 活動 を 実施 し よう と する 者 で ある こと 。 
( 注 )「 新 事業 活動 」 と は 、 新 商品 の 開発 又は 生産 、 新た な 役務 の 開発 又は 提供 、 商 
品 の 新た な 生産 又は 販売 の 方 式 の 導入 、 役務 の 新た な 提供 の 方 式 の 導入 その 他 
の 新た な 事業 活動 の うち 、 当 該 新た な 事業 活動 を 通じ て 、 生 産 性 (資源 生産 性 
(エネ ルギー の 使用 又は 鉱物 資源 の 使用 (エネ ルギー と し て の 使用 を 除く 。) 
が 新た な 事業 活動 を 実施 し よう と する 者 の 経済 活動 に 貢献 する 程度 を いう 。) 
を 含む 。) の 向上 又は 新た な 需要 の 開拓 が 見 込ま れる も の で あっ て 、 公 の 秩序 
又は 善良 の 風俗 を 害する お それ が な いも の を いう (強化 法 第 2 条 第 3 項 、 同 法 
施行 規則 第 2 条 ) 。 
ロロ. 提出 者 が 、 当 店 所 管 の 事業 に 係る 新 事業 活動 を 実施 し よう と し て いる 者 で ある 
こと 。 た だ し 、 金 融 庁 長官 が 、 強 化 法 第 9 条 第 3 項 の 関係 行政 機関 の 長 と し て 同 
項 の 規定 に よる 求め を 受け た 場合 に つい て は 、 こ の 限り で な い 。 
照会 の 対象 
提出 者 が 、 そ の 実施 し よう と する 新 事業 活動 及び これ に 関連 する 事業 活動 に 関す 
る 規制 に つい て 規定 する 当 庁 が 所 管 する 法令 の 規定 の 解釈 並び に 当該 規定 の 適用 の 
有無 に つい て 、 そ の 確認 を 求め る も の で あっ て 、 以 下 の よ うな 照会 を 行う も の か 。 
イ . その 事業 や 取引 を 行う こと が 、 和 免許 また は 指定 を 受け た 者 が 行う こと が で きる 
業務 に あたる か 。 
ロ . その 事業 や 取引 を 行う こと が 、 承 認 を 受け る 必要 の ある 業務 に あたる か 。 
ハ . その 事業 や 取引 を 行う こと に よっ て 、 業 務 停 止 や 免許 また は 指定 の 取消 等 ( 不 
利益 処分 ) を 受け る こと が な いか 。 
ニニ . その 事業 や 取引 を 行う こと に 関し 、 直 接 に 義務 を 課さ れ 又 は 権利 を 制限 され る 
こと が な いか 。 


③ 照会 書 の 記載 要領 


強化 法 施行 規則 様式 第 五 に 従い 、 ま た 利用 の 手引 き を 踏ま え 、 以 下 の 事 項 が 記載 
され て いる か 。 

イ . 新 事業 活動 及び これ に 関連 する 事業 活動 の 目標 

ロロ. 新 事業 活動 及び これ に 関連 する 事業 活動 の 内 容 

ハ . 新 事業 活動 及び これ に 関連 する 事業 活動 の 実施 時 期 

二 . 解釈 及び 適用 の 有無 の 確認 を 求め る 法令 の 条項 等 

ホ . 具体 的 な 確認 事項 


(参考 ) 利用 の 手引 き 





グレ ー ゾ ー ン 解消 制度 











提出 書類 











5. 具体 的 な 確認 事項 


現在 、 規 制 の 根拠 と な る 法令 が どの よう な 規定 と な っ て お り 、 そ の うち 、 ど の 部 分 の 
解釈 が 明らか で な い の か 、 新 事業 活動 が 規制 の 対象 と な る の か 否 か が 判断 で き な い ポイ 


ント 


や 、 そ れ に よっ て 新 事 業 活動 を 行う こと が 難し い 理 由 に 加え 、 そ の こと に 関す る 自 


己 の 見 解 を 記載 し て くだ さい 。 
規制 所 管 省 庁 か ら 明 確か つ わ か りや すい 回 答 を 得る た め 、 例え ば 、「 〇 OO 〇 規制 が 支障 と 


な っ て いる の で は な いか 」 と いう 記載 で は な く 、「 〇 〇 法 に 基づき 〇 〇 が 規制 の 対象 と な 
っ て いる か どう か が 明らか で な いた め 、 〇 O 〇 法 に 基づく 許可 を 受け な く て も 、 新 事業 活 
動 に お いて 、 〇 〇 を 行う こと が で きる の か 確認 し た い 」 と いっ た よう に 、 確 認 し た い ポ 
イン ト を 、 で きる 限り 具体 的 に 記載 し て くだ さい 。 


(3) 回 答 

① 照会 書 を 回 付 さ れ た 課室 は 、 総 合 政策 局 総合 政策 課 に お いて 回 答 を 行う 事案 と 判 
断 し た 場合 に お いて は 、 提 出 者 か ら の 照会 書 及 びそ の 写し が 照会 窓口 に 到達 し て か 
ら 原 則 と し て 1 か 月 以内 に 提出 者 に 対し 強化 法 施行 規則 様式 第 太 に よる 回 答 書 を 交 
付す る も の と する 。 
また 、 照 会 書 を 回 付 され た 課室 は 、 当 該 照 会 書 に 記載 され た 確認 の 求め に 係る 法 
令 の 規定 の 解釈 及び 適用 の 有無 に つい て の 検討 の 状況 に 照ら し 、 上 記 期 間 内 に 回 答 
書 を 交付 する こと が で き な い こと に つい て や お む を 得 な い 理 由 が ある 場合 に は 、 当 該 
回 答 書 を 交付 する まで の 間 一 月 を 超え な い 期 間 ご と に 、 そ の 旨 及 びそ の 理由 を 提出 
者 に 通知 する も の と する 。 

② 金融 店 長官 が 、 他 の 関係 行政 機関 の 長 か ら 強化 法 第 9 条 第 3 項 の 規定 に よる 求め 
を 受け た 場合 に お いて は 、 照 会 書 を 回 付 さ れ た 課室 は 、 同 条 第 1 項 の 規定 に より 同 
項 の 主務 大 臣 が 照会 書 及 びそ の 写し の 提出 を 受け た 日 か ら 原 則 と し て 1 か 月 以内 に 
当該 求め に 係る 法令 の 規定 の 解釈 及び 適用 の 有無 に つい て 強化 法 施行 規則 様式 第 六 
に よる 回 答 書 に 記載 し 、 総 合 政策 局 総合 政策 課 を 通じ て これ を 当該 主務 大 臣 に 送付 
する も の と する 。 
また 、 こ の 場合 に お いて 、 当 該 求 め に 係る 法令 の 規定 の 解釈 及び 適用 の 有無 に つ 
いて の 検討 の 状況 に 照ら し 、 上 記 期 間 内 に 回 答 書 を 交付 する こと が で き な い こと に 
つい て や む を 得 な い 理 由 が ある 場合 に は 、 当 該 回 答 書 を 交付 する まで の 間 一 月 を 超 
えな い 期 間 ご と に 、 そ の 則 及 びそ の 理由 を 、 総 合 政策 局 総合 政策 課 を 通じ て 当該 主 
務 大 臣 に 通知 する も の と する 。 

③ 金融 庁 長官 が 、 他 の 関係 行政 機関 の 長 に 対し 強化 法 第 9 条 第 3 項 の 規定 に より 確 
認 を 求め た 場合 に お いて 、 当 該 関係 行政 機関 の 長 か ら 強化 法 施行 規則 様式 第 太 に よ 
る 回 答 書 の 送付 を 受け た と き に は 、 総 合 政 策 局 総合 政策 課 又 は 当該 確認 の 求め と 同 
一 事案 に つい て 照会 書 を 回 付 さ れ た 課室 を 通じ て 、 提 出 者 に 当該 回 答 書 を 交付 する 
も の と する 。 ま た 、 当 該 関 係 行 政 機関 の 長 か ら 、 原 則 と し て 1 か 月 以内 に 回 答 書 を 
交付 する こと が で き な い 旨 及 びそ の 理由 の 通知 を 受け た 場合 に は 、 こ れ ら を 提出 者 
に 通知 する も の と する 。 


エー3 行政 指導 等 を 行う 際 の 留意 点 等 


エー3 一 1 行政 指導 等 を 行う 際 の 留意 点 

清算 ・ 振 替 機関 等 に 対し て 、 行 政 指導 等 (行政 指導 等 と は 行政 手続 法 第 2 条 第 6 号 に い 
う 行 政 指導 に 加え 、 行 政 指導 と の 区 別 が 必ず し も 明確 で は な い 情 報 提 供 、 相 談 、 助 言 等 の 
行為 を 含む 。) を 行う に 当たっ て は 、 行 政 手続 法 等 の 法令 等 に 沿っ て 適正 に 行う も の と する 。 
特に 行政 指導 を 行う 際 に は 、 以 下 の 点 に 留意 する 。 


(1) 一 般 原 則 (行政 手続 法 第 32 条 ) 
① 行政 指導 の 内 容 が あく まで も 相手 方 の 任意 の 協力 に よっ て の み 実 現さ れ て いる か 。 
例え ば 、 以 下 の 点 に 留意 する 。 

ア . 行政 指導 の 内 容 及 び 運 用 の 実態 、 担 当 者 の 対応 等 に つい て 、 相 手 方 の 理解 を 得 
て いる か 。 

イ . 相手 方 が 行政 指導 に 協力 で き な い と の 意思 を 明確 に 表明 し て いる に も か か わら 
ず 、 行 政 指導 を 継続 し て いな いか 。 

② 相手 方 が 行政 指導 に 従わ な か っ た こと を 理由 と し て 不利 益 な 取扱 い を し て は いな 
いか 。 

ア . 行政 指導 に 従わ な い 事 実 を 法律 の 根拠 な く 公 表す る こと も 、 公 表す る こと に よ 
り 経済 的 な 損失 を 与え る な ど 相 手 方 に 対す る 社会 的 制裁 と し て 機能 する よう な 状 
況 の 下 で は 、「 不 利益 な 取扱 い 」 に 当たる 場合 が ある こと に 留意 する 。 

イ . 行政 指導 を 行う 段階 に お いて は 処分 権限 を 行使 する か 否 か は 明確 で な く て も 、 
行政 指導 を 行っ た 後 の 状況 に よっ て は 処分 権限 行使 の 要件 に 該当 し 、 当 該 権限 を 
行使 する こと が あり 得る 場合 に 、 そ の こと を 示し て 行政 指導 を する こと 自体 を 否 
定 す る も の で は な い 。 


( 2 ) 申請 に 関連 する 行政 指導 (行政 手続 法 第 33 条 ) 
申請 者 が 当該 行政 指導 に 従う 意思 が な い 旨 を 表明 し た に も か か わら ず 当 該 行政 指導 
を 継続 する こと に より 当該 申請 者 の 権利 の 行使 を 妨げ る よう な こと を し て いな いか 。 
① 申請 者 が 、 明 示 的 に 行政 指導 に 従わ な い 旨 の 意思 表示 を し て いな い 場 合 で あっ て 
も 、 行 政 指導 の 経緯 や 周囲 の 客観 情勢 の 変化 等 を 勘案 し 、 行 政 指導 の 相手 方 に 拒否 
の 意思 表示 が な いか どう か を 判断 する 。 
② 申請 者 が 行政 指導 に 対応 し て いる 場合 で も 、 申 請 に 対す る 判断 ・ 応 答 が 留保 され 
る こと に つい て も 任意 に 同意 し て いる と は 必ず し も いえ な いこ と に 留意 する 。 
③ 例え ば 、 以 下 の 点 に 留意 する 。 
ア . 申請 者 が 行政 指導 に 従わ ざる を 得 な いよ うに させ 、 申 請 者 の 権利 の 行使 を 妨げ 
る よう な こと を し て いな いか 。 
イ . 申請 者 が 行政 指導 に 従わ な い 旨 の 意思 表明 を 明確 に は 行っ て いな い 場 合 、 行 政 
指導 を 行っ て いる こと を 理由 に 申請 に 対す る 審査 ・ 応 答 を 留保 し て いな いか 。 
ウ . 申請 者 が 行政 指導 に 従わ な い 意思 を 表明 し た 場合 に は 、 行 政 指導 を 中 止 し 、 申 
請 に 対し 、 速 や か に 適切 な 対応 を し て いる か 。 


(3 


ペン 


許認可 等 の 権限 に 関連 する 行政 指導 (行政 手続 法 第 34 条 ) 
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許認可 等 を する 権限 又は 許認可 等 に 基づく 処分 を する 権限 を 行使 する こと が で き な 
い 場 合 又は 行使 する 意思 が な い 場 合 で ある に も か か わら ず 、 当 該 権限 を 行使 し 得る 旨 
を 殊更 に 示す こと に より 相手 方 に 当該 行政 指導 に 従う こと を 余儀 な くさ せ て いな いか 。 

例え ば 、 以 下 の 点 に 留意 する 。 
① 許認可 等 の 拒否 処分 を する こと が で き な い に も か か わら ず 、 で きる 旨 を 示し て 一 

定 の 作為 又は 不作 為 を 求め て いな いか 。 
② 行政 指導 に 従わ な けれ ば す ぐに で も 権限 を 行使 する こと を 示唆 し た り 、 何 ら か の 

不利 益 な 取扱 い を 行っ た りす る こと を 暗示 する な ど 、 相 手 方 が 行政 指導 に 従わ ざる 

を 得 な いよ うに 仕向 け て は いな いか 。 


( 4 ) 行政 指導 の 方 式 (行政 手続 法 第 35 条 ) 

① 行政 指導 を 行う 際 に は 、 相 手 方 に 対し 、 行 政 指導 の 趣旨 及び 内 容 並 びに 責任 者 を 
明確 に 示し て いる か 。 
例え ば 、 以 下 の 点 に 留意 する 。 
ア . 相手 方 に 対し て 求め る 作為 又は 不作 為 の 内 容 を 明確 に し て いる か 。 
イ . 当該 行政 指導 を どの 担当 者 の 責任 に お いて 行う も の で ある か を 示し て いる か 。 
ウ . 個別 の 法律 に 根拠 を 有する 行政 指導 を 行う 際 に は 、 そ の 根拠 条項 を 示し て いる 
か 。 
エ . 個別 の 法律 に 根拠 を 有 さ な い 行 政 指導 を 行う 際 に は 、 当 該 行 政 指導 の 必要 性 に 
つい て 理解 を 得る た め 、 そ の 趣旨 を 伝え て いる か 。 

② 行政 指導 に つい て 、 相 手 方 か ら 、 和 行政 指導 の 趣旨 及び 内 容 並 びに 責任 者 を 記載 し 
= 書面 の 交付 を 求め られ た 時 は 、 行 政 上 特別 の 支障 が な い 限 り 、 原 則 と し て これ を 
交付 し て いる か (た だ し 、 行政 手続 法 第 35 条 第 3 項 各 号 に 該当 する 場合 を 除く 。)。 


例え ば 、 以 下 の 点 に 留意 する 。 
ア . 書面 の 交付 を 求め られ た 場合 に は 、 で きる だ け 速 や か に 交付 する こと が 必要 で 
ある 。 


イ . 書面 交付 を 拒み 得る 「 行 政 上 の 特別 の 支障 」 が ある 場合 と は 、 書 面 が 作成 者 の 
意図 と 無関係 に 利用 、 解 釈 さ れる こと 等 に より 行政 目的 が 達成 で き な く な る 場合 
な ど 、 そ の 行政 指導 の 趣旨 及び 内 容 並び に 責任 者 を 書面 で 示す こと が 行政 運営 上 
著しい 支障 を 生じ させ る 場合 を いう 。 

ウ . 単に 処理 件 数 が 大 量 で ある だ け の 場合 や 単に 迅速 に 行う 必要 が ある 場合 で ある 
こと を も っ て 、「 行 政 上 特別 の 支障 」 が ある 場合 に 該当 する と は いえ な いこ と に 留 
意 す る 。 


エー 一 3 一 2 面談 等 を 行う 際 の 留意 点 
職員 が 、 清 算 ・ 振 替 機関 等 の 役職 員 等 と 面談 等 (面談 、 電 話 、 電 子 メ ー ル 等 に よる や り 
と り を いう 。 以下 同じ 。) を 行う に 際 し て は 、 下 記 の 事項 に 留意 する 。 


(1) 面談 等 に 参加 する 職員 は 、 常 に 綱紀 及び 品位 を 保持 し 、 穏 健 冷静 な 態度 で 臨ん で い 
る か 。 

(2) 面談 等 の 目的 、 相 手 方 の 氏名 ・ 所 属 等 を 確認 し て いる か 。 

(3) 面談 等 の 方 法 、 面 談 等 を 行う 場所 、 時 間 帯 、 参 加 し て いる 職員 及び 相手 方 が 、 面 談 


等 の 目的 ・ 内 容 か ら み て ふさ わし いも の と な っ て いる か 。 

(4) 面談 等 の 内 容 ・ 結 果 に つい て 双方 の 認識 が 一 致す る よう 、 必 要 に 応じ 確認 し て いる 
か 。 特 に 、 面 談 等 の 内 容 ・ 結 果 が 守秘 義務 の 対象 と な る 場合 に は 、 そ の こと が 当事者 
双方 に と っ て 明確 と な っ て いる か 。 

(5) 面談 等 の 内 容 が 上 司 の 判断 を 仰ぐ 必要 の ある 場合 に お いて 、 状 況 に 応じ あら か じ め 
上 司 の 判断 を 仰ぎ 、 又 は 事後 に 速やか に 報告 し て いる か 。 ま た 、 同 様 の 事案 に つい て 
複数 の 相手 方 と 個別 に 面談 等 を 行う 場合 に は 、 行 政 の 対応 の 統一 性 ・ 透 明 性 に 配慮 し 
て いる か 。 


エー4 行政 処分 を 行う 際 の 留意 点 
ロー4ー1 清算 機関 
ITー4ー1ー1 検査 結果 等 へ の 対応 


(1) 検査 結果 へ の 対応 

検査 部 局 が 実施 し た 清算 機関 に 対す る 検査 に つい て は 、 以 下 の と お り 、 そ の 結果 を 

監督 業務 に 適切 に 反映 させ る こと と する 。 

① 検査 報告 書 に お いて 指摘 の あっ た 法令 に 抵触 する 行為 、 そ の 他 清算 機関 の 業務 の 
運営 又は 財産 の 状況 、 公 益 又 は 投資 者 保護 の 観点 か ら 問 題 の ある 行為 又は 状況 、 及 
び 前 回 検査 で 指摘 を 受け た 重要 な 事項 で 改善 が 認め られ な い 場 合 に つい て 、 必 要 か 
つ 適 当 と 認め られ る 場合 に は 、 清 算 機関 に 対し 、 当 該 検査 報告 書 で 指摘 され た 事項 
に つい て の 事実 確認 、 発 生 原因 分 析 、 改 善 ・ 対 応 策 、 そ の 他 の 事項 を 取り まとめ た 
報告 書 を 1 か 月 以内 (必要 に 応じ 、 項 目 ご と に 短縮 する 。) に 提出 する こと を 、 金 商 
法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基づき 命ずる も の と する 。 
また 、 シ ステ ム の 変更 等 を 予定 し て いる 清算 機関 に お いて 、 シ ステ ム 変 更に 係る 
リス ク の 管理 態勢 に 関す る 指摘 が ある 場合 の うち 、 必 要 か つ 適 当 と 認め られ る 場合 
に は 、 当 該 シ ステ ム の 変更 等 の 計画 を 的 確 に 履行 する た め の 方 策 、 シ ステ ムリ スク 
に 係る 内 部 管理 態勢 (内 部 監査 を 含む 。) 等 に つい て も 、 報告 書 の 提出 を 命ずる も の 
と する 。 

② 報告 書 が 提出 され る 段階 に お いて は 、 清 算 機関 か ら 十 分 な ヒア リン グ を 行う こと 
と する 。 ヒ アリ ング に 当たっ て は 、 検 査 部 局 と も 緊密 な 連携 を 図る も の と する 。 

③ 報告 書 に 記載 され た 改善 ・ 対 応 策 の 実施 や 、 指 摘 事項 の 改善 に つい て 、 一 定 の 期 
間 を 要する と 認め られ る 場合 に は 、 定 期 的 な ヒア リン グ を 実施 する 等 フォ ロー アッ 
プ に 努め る も の と する 。 

④ 立入 検査 の 結果 等 を 踏ま え 、 証券 取引 等 監視 委員 会 か ら 、 金融 庁 設 置 法 第 20 条 第 
1 項 の 規定 に 基づき 「 行 うべ き 行 政 処 分 その 他 の 措置 」 に つい て 勧告 が あっ た 場合 
に は 、 和 監督 部 局 に お いて は 、 そ の 内 容 の 検討 を 行っ た 上 で 、 金 商 法 第 156 条 の 15 か 
ら 第 156 条 の 17 まで の 規定 に 基づく 行政 処分 その 他 の 適切 な 措置 を 検討 する こと 
と する 。 


(2) オフ サイ ト ・ モ ニタ リン グ 等 に 基づく 報告 徴 求 

① オフ サイ ト ・ モ ニタ リン グ 等 を 通じ て 、 清 算 機関 の 経営 管理 態勢 、 リ スク 管理 態 
勢 、 法 令 等 遵守 態勢 等 に 問題 が ある と 認め られ る 場合 に お いて は 、 金 商法 第 156 条 
の 15 の 規定 に 基づき 、 当 該 事項 に つい て の 事実 認識 、 発 生 原因 分 析 、 改 善 ・ 対 応 策 
その 他 必 要 と 認め られ る 事項 に つい て 報告 を 求め る こと と する 。 

② 報告 を 検証 し た 結果 、 更 に 精査 する 必要 が ある と 認め られ る 場合 に お いて は 、 金 
商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基づき 、 追 加 報 告 を 求め る こと と する 。 

③ 上 記 報 告 を 検証 し た 結果 、 公 益 又 は 投資 者 保護 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が 発生 し て 
お ら ず 、 か つ 、 清 算 機関 の 自主 的 な 改善 へ の 取組 み を 求め る こと が 可能 な 場合 に お 
いて は 、 深 度 あ る ヒア リン グ 等 を 通じ て 、 報 告 さ れ た 改善 ・ 対 応 策 の フォ ロー アッ 
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プ を 行う こと と する 。 
〈④ さら に 、 必要 が あれ ば 、 金 商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基づき 、 定期 的 な 報告 を 求 
め 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ を 行う こと と する 。 


一 4ー1 一 2 金 商法 の 規定 に 基づく 行政 処分 (業務 改善 命令 、 業 務 停 止 命令 等 ) 

清算 機関 か ら の 報告 又は 検査 部 局 か ら の 勧告 等 の 内 容 に つい て 、 本 監督 指針 に 掲げ た 評 
価 項目 等 に 照ら し て 総合 的 に 検証 し た 結果 、 公 益 又は 投資 者 保護 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が 
認め られ る 場合 、 以 下 (1) か ら (3) まで に 掲げ る 要素 を 勘案 する と と も に 、 そ れ 以 外 
に 考慮 すべ き 要 因 が な いか どう か を 吟味 し た 上 で 、 

・ 改善 に 向け た 取組 み を 清算 機関 の 自主 性 に 委ね る こと が 適当 か どう か 、 

・ 改善 に 相当 の 取組 み を 要 し 、 一 定期 間 業 務 改 善 に 専念 ・ 集 中 させ る 必要 が ある か 、 

・ 業 務 を 継続 させ る こと が 適当 か どう か 、 
等 の 点 に つい て 検討 を 行い 、 行 政 処分 の 内 容 を 決定 する こと と する 。 


(1) 当該 行為 の 重大 性 ・ 悪 質 性 
① 公益 侵害 の 程度 
例え ば 、 業 務 方 法 書 等 に 定め られ た リス ク 管 理 手続 の 主要 な 部 分 の 実施 を 怠る こ 
と に より 、 人 金融 商品 市 場 に 対す る 信頼 性 を 損なう な ど 公 益 を 著しく 侵害 し て いな い 
か 。 
② 投資 者 や 市 場 参 加 者 の 被害 の 程度 
広範 囲 に わた っ て 多数 の 投資 者 や 市 場 参 加 者 が 被害 を 受け た か どう か 。 個 々 の 投 
資 者 や 市 場 参 加 者 が 受け た 被害 が どの 程度 深刻 か 。 
③ 行為 自体 の 悪質 性 
例え ば 、 投 資 者 や 市 場 参加 者 か ら 継 続 的 に 多数 の 苦情 を 受け て いる の に も か か わ 
ら ず 、 対 応 を 怠り 続け る な ど 、 行 為 が 悪質 で あっ た か 。 
④ 当該 行為 が 行わ れ た 期間 や 反復 性 
当該 行為 が 長期 間 に わ た っ て 行わ れ た の か 、 短 期間 の も の だ っ た の か 。 反復 ・ 継 
続 し て 行わ れ た も の か 、 一 回 限り の も の か 。 ま た 、 過 去 に 同様 の 違反 行為 が 行わ れ 
た こと が ある か 。 
⑤ 故意 性 の 有無 
当該 行為 が 違法 ・ 不 適切 で ある こと を 認識 し つつ 故意 に 行わ れ た の か 、 過 和 失 に よ 
る も の か 。 
⑥ 組織 性 の 有無 
当該 行為 が 現場 の 個人 の 判断 で 行わ れ た も の か 、 あ る い は 管理 者 も 関わ っ て いた 
の か 。 更に 役員 の 関与 が あっ た の か 。 
⑦ 隠蔽 の 有無 
問題 を 認識 し た 後に 隠蔽 行為 は な か っ た か 。 隠 蔽 が ある 場合 に は 、 そ れ が 組織 的 
な も の で あっ た か 。 
⑧ 反 社 会 的 勢力 と の 関与 の 有無 
反 社 会 的 勢力 と の 関与 は な か っ た か 。 関 与 が ある 場合 に は 、 ど の 程度 か 。 


(2) 当該 行為 の 背景 と な っ た 経営 管理 態勢 及び 業務 運営 態勢 の 適切 性 


① 役員 の 法令 等 遵守 に 関す る 認識 や 取組 み は 十 分 か 。 

② 内 部 監査 部 門 の 体制 は 十分 か 、 ま た 適切 に 機能 し て いる か 。 

③ コン プラ イア ンス 部 門 や リス ク 管 理 部 門 の 体制 は 十分 か 、 ま た 適切 に 機能 し て い 
る か 。 

④ 業務 担当 者 の 法令 等 遵守 に 関す る 認識 は 十分 か 、 ま た 、 社 内 教育 が 十分 に な され 
て いる か 。 


(3) 軽減 事由 
行政 に よる 対応 に 先行 し て 自主 的 に 事態 の 改善 に 向け た 所 要 の 対応 に 取り 組ん で い 
る な ど と いっ た 軽減 事由 が ある か 。 


ルー4 一 1 一 3 標準 処理 期間 
上 記せ ー4ー1 一 2 の 行政 処分 を し よう と する 場合 に は 、 検 査 部 局 か ら の 勧告 書 若 し く 
は 報告 徴 求 を 行っ た 場合 の 当該 報告 書 を 受理 し た と きか ら 1 か 月 (処分 が 他 省 庁 と の 共管 
法令 に 基づく 場合 は 2 か 月 ) 以内 を 目途 に 行う も の と する 。 
( 注 1) 「 報 告 書 を 受理 し た と き 」 の 判断 に お いて は 、 以 下 の 点 に 留意 する 。 
ア . 複数 回 に わた っ て 、 法 律 の 規定 に 基づき 報告 を 求め る 場合 (直近 の 報告 書 を 受 
理 し た と きか ら 上 記 の 期間 内 に 報告 を 求め る 場合 に 限る 。) に は 、 最後 の 報告 書 を 
受理 し た と き を 指す も の と する 。 
イ . 提出 され た 報告 書 に 関し 、 資 料 の 訂正 、 追加 提出 等 (軽微 な も の は 除く 。) を 求 
め る 場合 に は 、 当 該 訂正 、 資 料 の 追加 提出 等 が 行わ れ た と き を 指す も の と する 。 
( 注 2) 弁明 ・ 聴 聞 等 に 要する 期間 は 、 標 準 処 理 期間 に 含ま れ な い 。 
( 注 3) 標準 処理 期間 は 、 処 分 を 検討 する 基礎 と な る 情報 ご と に 適用 する 。 


ルー4 一 1 一 4 業務 改善 命令 の 履行 状況 の 報告 義務 の 解除 

業務 改善 命令 を 発出 する 場合 に は 、 当 該 命令 に 基づく 清算 機関 の 業務 改善 に 向け た 取組 
み を フォ ロー アッ プ し 、 そ の 改善 努力 を 促す た め 、 原 則 と し て 、 当 該 清 算 機関 の 提出 する 
業務 改善 計画 の 履行 状況 の 報告 を 求め る こと と し 、 以 下 の 点 に 留意 する も の と する 。 


(1) 業務 改善 命令 を 発出 し て いる 清算 機関 に 対し て 、 当 該 清算 機関 の 提出 し た 業務 改善 
計画 の 履行 状況 に つい て 、 期 限 を 定め て 報告 を 求め て いる 場合 に は 、 期 限 の 到来 に よ 
り 、 当 該 清 算 機関 の 報告 義務 は 解除 され る 。 


(2) 業務 改善 命令 を 発出 し て いる 清算 機関 に 対し て 、 当 該 清 算 機関 の 提出 し た 業務 改善 
計画 の 履行 状況 に つい て 、 期 限 を 定め る こと な く 継 続 的 に 報告 を 求め て いる 場合 に は 、 
業務 改善 命令 を 発出 する 要因 と な っ た 問題 に 関し て 、 業 務 改 善 計画 に 沿っ て 十分 な 改 
立 措 置 が 講じ られ た と 認め られ る と き に は 、 当 該 計画 の 履行 状況 の 報告 義務 を 解除 す 
る も の と する 。 そ の 際 、 当 該 報告 等 に より 把握 し た 改善 へ の 取組 状況 に 基づき 、 解 除 
の 是非 を 判断 する も の と する 。 


エロ 一 4ー1 一 5 行政 手続 法 等 と の 関係 


(1) 行政 手続 法 と の 関係 

行政 手続 法 第 13 条 第 1 項 第 1 号 に 該当 する 不利 益 処 分 を し よう と する 場合 に は 聴 
聞 を 行い 、 同 項 第 2 号 に 該当 する 不利 益 処 分 を し よう と する 場合 に は 弁明 の 機会 を 付 
与 し な けれ ば な ら な いこ と に 留意 する (業法 の 規定 に お いて 聴聞 等 を 行わ ね ば な ら な 
いと され て いる 場合 に は 、 当 該 規定 に 基づき 聴聞 等 の 機会 の 付与 を 行う )。 

いずれ の 場合 に お いて も 、 不 利益 処分 を する 場合 に は 同 法 第 14 条 に 基づき 、 処分 の 
理由 を 示さ な けれ ば な ら な いこ と (不利 益 処分 を 書面 で する と き は 、 処 分 の 理由 も 書 
面 に より 示さ な けれ ば な ら な いこ と ) に 留意 する 。 

また 、 申 請 に より 求め られ た 許認可 等 を 拒否 する 処分 を する 場合 に は 同 法 第 8 条 に 
基づき 、 処 分 の 理由 を 示さ な けれ ば な ら な いこ と (許認可 等 を 拒否 する 処分 を 書面 で 
する と き は 、 処 分 の 理由 も 書面 に に より 示さ な けれ ば な ら な いこ と ) に 留意 する 。 
その 際 、 単 に 根拠 規定 を 示す だ け で は な く 、 い か な る 事実 関係 に 基づき 、 い か な る 
法令 ・ 基 準 を 適用 し て 処分 が な され た か を 明らか に する こと 等 が 求め られ る こと に 留 
意 する 。 


(2) 行政 不服 審査 法 と の 関係 
不服 申立 て を する こと が で きる 処分 を する 場合 に は 、 行 政 不服 審査 法 第 82 条 に 基 づ 
き 、 不服 申立 て を する こと が で きる 旨 を 書面 で 教示 し な けれ ば な ら な いこ と に 留意 す 
る 。 


(3) 行政 事件 訴訟 法 と の 関係 
取消 訴訟 を 提起 する こと が で きる 処分 を する 場合 に は 、 行 政事 件 訴訟 法 第 46 条 に 基 
づき 、 取 消 訴訟 の 提起 に 関す る 事項 を 書面 で 教示 し な けれ ば な ら な いこ と に 留意 する 。 


エモ 一 4ー1 一 6 意見 交換 制度 

不利 益 処分 が 行わ れる 場合 、 行 政 手 続 法 に 基づく 聴聞 又は 弁明 の 機会 の 付与 の 手続 と は 

別に 、 清 算 機 関 か ら の 求め に 応じ 、 監 督 部 局 と 清算 機関 と の 間 で 、 複 数 の レベ ル に お ける 

意見 交換 を 行う こと で 、 行 お うと する 処分 の 原因 と な る 事実 及び その 重大 性 に つい て の 認 

識 の 共有 を 図る こと が 有益 で ある 。 

報告 徴 求 に 係る ヒア リン グ 等 の 過程 に お いて 、 自 社 に 対し て 不利 益 処分 が 行わ れる 可能 

性 が 高い と 認識 し た 清算 機関 か ら 、 監督 部 局 の 幹部 きま) と 当該 清算 機関 の 幹部 と の 間 の 意 

見 交換 の 機会 の 設定 を 求め られ た 場合 き ” で あっ て 、 監 督 部 局 が 当該 清算 機関 に 対し て 聴 

聞 又 は 弁明 の 機会 の 付与 を 伴う 不利 益 処 分 を 行 お うと する と き に は 、 緊 急 に 処分 する 必要 

が ある 場合 を 除き 、 聴 聞 の 通知 又は 弁明 の 機会 の 付与 の 通知 を 行う 前 に 、 行 お うと する 不 

利益 処分 の 原因 と な る 事実 及び その 重大 性 等 に つい て の 意見 交換 の 機会 を 設け る こと と す 

る 。 

( 注 1) 監督 部 局 の 幹部 の 例 : 金融 庁 の 担当 課室 長 

( 注 2) 清算 機関 か ら の 意見 交換 の 機会 の 設定 の 求め は 、 監 督 当局 が 当該 不利 益 処 分 の 原 
因 と な る 事実 に つい て の 法律 の 規定 に 基づく 報告 徴 求 の 報告 書 等 を 受理 し た と きか 
ら 、 聴 聞 の 通知 又は 弁明 の 機会 の 付与 の 通知 を 行う まで の 間 に な され る も の に 限る 。 





エー4 一 1 一 7 関係 当局 、 海 外 監督 当局 等 へ の 連絡 
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報告 徴 来 命令 、 業 務 改 善 命令 若しくは 業務 停止 命令 を 発出 する 又は 免許 等 を 取り 消す 等 
の 不利 益 処分 を し よう と する 場合 に は 、 必 要 に 応じ 、 エ 一 1 一 3 に ある と お り 、 関 係 する 
当局 等 へ の 連絡 を 行う 。 


エー 一 4ー1 一 8 不利 益 処 分 の 公表 に 関す る 考え 方 

免許 等 の 取消 し 等 の 不利 益 処分 を 行っ た 場合 に は 、 清 算 機関 が 行う 一 連 の 機能 の 高い 公 
共 性 に 鑑み 、 ま た 他 の 清算 機関 等 に お ける 予測 可能 性 を 高め 、 同 様 の 事案 の 発生 を 抑制 す 
る 観点 か ら 、 公 表 に より 市 場 に 大 き な 混乱 が 生ずる お それ の ある 場合 を 除き 、 処 分 の 原因 
と な っ た 事実 及び 処分 の 内 容 等 を 公表 する (業法 の 規定 に お いて 公示 等 の 定め が ある 場合 
に は 、 当 該 規定 に 基づき 公示 等 の 手続 を 行う )。 


一 4 一 1 一 @ 清算 機関 が 提出 する 書類 等 に お ける 記載 上 の 留意 点 

別紙 様式 集 に お ける 代表 者 の 氏名 の 記載 に つい て は 、 法 令 の 手続 に 従い 、 免 許 等 の 申請 
の 際 に 旧 氏 (住民 基本 台帳 法 施行 令 (昭和 四 十 二 年 政令 第 二 百 九 十 二 号 ) 第 三 十 条 に 規定 
する 旧 氏 を いう 。) 及び 名 を 申請 者 の 氏名 に 併記 し た 申請 書 等 を 提出 し た 者 の 場合 は 、 旧 氏 
及び 名 を 括弧 書 で 併せ て 記載 する か 、 又 は 氏名 に 代え て 旧 氏 及び 名 を 記載 する こと が で き 
る こと に 留意 する 。 


一 4 一 1 一 10 電子 申請 可能 な 申請 書 等 を 提出 する に 当たっ て の 留意 点 


(1 ) 書面 ・ 対 面 に よる 手続 に つい て の 留意 点 

清算 機関 に よる 当局 へ の 申請 ・ 届 出 等 及び 当局 か ら 清算 機関 に 対し 発出 する 処分 通知 
等 に つい て は 、 そ れ ぞ れ 情 報 通信 技術 を 活用 し た 行政 の 推進 等 に 関す る 法律 (以下 「 デ 
ジタル 手続 法 」 と いう 。) 第 6 条 第 1 項 及び 第 7 条 第 1 項 の 規定 に より 、 法 令 の 規定 に 
お いて 書面 等 に より 行う こと その 他 の その 方 法 が 規定 され て いる 場合 に お いて も 、 当 該 
法令 の 規定 に か か わら ず 、 電 子 情報 処理 組織 を 使用 する 方 法 に より 行う こと が で きる こ 
と と され て いる 。 

こう し た デジ タル 手続 法 の 趣旨 を 踏ま え 、 同 法 の 適用 対象 と な る 手続 に 係る 本 監督 指 
針 の 規定 に つい て も 、 当 該 規定 の 書面 ・ 対 面 に 係る 記載 に か か わら ず 、 電 子 情報 処理 組 
織 を 使用 する 方 法 に より 行う こと が で きる も の と する 。 

また 、 経 済 社会 活動 全般 に お いて 、 デ ジ タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン が 飛躍 的 に 進 情 し て いる 中 、 
政府 全体 と し て 、 書 面 ・ 押 印 ・ 対 面 手続 を 前 提 と し た 我が国 の 制度 ・ 慣 行 を 見 直し 、 実 
際 に 足 を 運ば な く て も 手続 が で きる リモ ー ト 社会 の 実現 に 向け た 取組 み を 進め て いる 。 

金融 庁 と し て も 、 こ うし た 取組 み を 着実 に 進め る た め 、 清 算 機 関 か ら 受け 付け る 申請 ・ 
届出 等 に つい て 、 全 て の 手続 に つい て オン ライ ン で の 提出 を 可能 と する た め の 人 金融 店 電 
子 申請 ・ 届 出 シス テム を 更改 し た ほか 、 押印 を 廃止 する た め の 内 閣府 令 及び 監督 指針 等 
の 改正 を 行う こと 等 に より 、 行 政 手続 の 電子 化 を 推進 し て きた 。 

更に 、 民 間 事 業者 間 に お ける 手続 に つい て も 、「 金 融 業 界 に お ける 書面 ・ 押 印 ・ 対 面 
手続 の 見 直し に 向け た 検討 会 」 を 開催 し 、 業 界 全体 で の 慣行 見 直し を 促す こと に より 、 
書面 の 電子 化 や 押印 の 不要 化 、 対 面 規制 の 見 直し に 取り 組ん で きた 。 

この よう な 官民 に お ける 取組 み も 踏ま え 、 本 監督 指針 の 書面 ・ 対 面 に 係る 記載 の うち 、 
デジ タル 手続 法 の 適用 対象 と な る 手続 に 係る も の 以外 に つい て も 、(2) に 掲げ る 原本 
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送付 を 求め る 場合 を 除き 、 電 子 情報 処理 組織 を 使用 する 方 法 そ の 他 の 情報 通信 の 技術 を 
利用 する 方 法 に より 行う こと が で きる も の と する 。 

以上 の よう な 取扱 いと する 趣旨 に 鑑み 、 本 監督 指針 の 規定 に 基づく 手続 に つい て は 、 
手続 の 相手 方 の 意向 を 考慮 し た 上 で 、 可 能 な 限り 、 書面 ・ 対 面 に よら な い 方 法 に より 行 
うこ と を 値 源 す る も の と する 。 


(2) 申請 書 等 を 提出 する に 当たっ て の 留意 点 

(1) を 踏ま え 、 清 算 機 関 に よる 当局 へ の 申請 ・ 届 出 等 に つい て は 、 原 則 と し て 、 金 
融 庁 電子 申請 ・ 届 出 シ ステ ム を 利用 し て 法令 の 定め る 提出 期限 まで に 提出 を 求め る こと 
と する 。 

た だ し 、 公 的 機関 が 発行 する 添付 書類 (住民 票 の 写し 、 身 分 証明 書 、 戸 籍 膳 本 、 税 ・ 
手数 料 等 の 納付 を 証する 書類 等 ) に つい て は 、 原 本 送付 を 求め る こと と する 。 


ルー4 一 2 資金 清算 機関 
ルー4 一 2 一 1 検査 結果 等 へ の 対応 


( 1) 検査 結果 へ の 対応 

検査 部 局 が 実施 し た 資金 清算 機関 に 対す る 検査 に つい て は 、 以 下 の と お り 、 そ の 結 

果 を 監督 業務 に 適切 に 反映 させ る こと と する 。 

① 検査 報告 書 に お いて 指摘 の あっ た 法令 に 抵触 する 行為 、 そ の 他 資 金 清算 機関 の 業 
務 の 運営 又は 財産 の 状況 、 業 務 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の 観点 か ら 問題 の ある 行為 又 
は 状況 、 及 び 前 回 検査 で 指摘 を 受け た 重要 な 事項 で 改善 が 認め られ な い 場 合 に つい 
て 、 必 要 が 認め られ る 場合 に は 、 資 金 清算 機関 に 対し 、 当 該 検査 報告 書 で 指摘 され 
た 事項 に つい て の 事実 確認 、 発 生 原因 分 析 、 改 善 ・ 対 応 策 、 そ の 他 の 事項 を 取り ま 
と め た 報告 書 を 1 か 月 以内 (必要 に 応じ 、 項 目 ご と に 短縮 する 。) に 提出 する こと を 、 
資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基づき 命ずる も の と する 。 

また 、 シ ステ ム の 変更 等 を 予定 し て いる 資金 清算 機関 に お いて 、 シ ステ ム 変 更に 

係る リス ク の 管理 態勢 に 関す る 指摘 が ある 場合 の うち 、 必 要 が ある と 認め られ る 場 
合 に は 、 当 該 シ ステ ム の 変更 等 の 計画 を 的 確 に 履行 する た め の 方 策 、 シ ステ ムリ ス 
ク に 係る 内 部 管理 態勢 (内 部 監査 を 含む 。) 等 に つい て も 、 報告 書 の 提出 を 命ずる も 
の と する 。 

② 報告 書 が 提出 され る 段階 に お いて は 、 資 金 清算 機関 か ら 十 分 な ヒア リン グ を 行う 
こと と する 。 ヒ アリ ング に 当たっ て は 、 検 査 部 局 と も 緊密 な 連携 を 図る も の と する 。 

③ 報告 書 に 記載 され た 改善 ・ 対 応 策 の 実施 や 、 指 摘 事 項 の 改善 に つい て 、 一 定 の 期 
間 を 要する と 認め られ る 場合 に は 、 定 期 的 な ヒア リン グ を 実施 する 等 フォ ロー アッ 
プ に 努め る も の と する 。 


(2) オフ サイ ト ・ モ ニタ リン グ 等 に 基づく 報告 徴 求 
① オフ サイ ト ・ モ ニタ リン グ 等 を 通じ て 、 資 金 清算 機関 の 経営 管理 態勢 、 リ スク 管 
理 態勢 、 法 令 等 遵守 態勢 等 に 問題 が ある と 認め られ る 場合 に お いて は 、 資 金 決済 法 
第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基づき 、 当該 事項 に つい て の 事実 認識 、 発 生 原因 分 析 、 改 善 ・ 
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対応 策 そ の 他 必 要 と 認め られ る 事項 に つい て 報告 を 求め る こと と する 。 

② 報告 を 検証 し た 結果 、 更 に 精査 する 必要 が ある と 認め られ る 場合 に お いて は 、 資 
金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基づき 、 追 加 報 告 を 求め る こと と する 。 

③ 上 記 報 告 を 検証 し た 結果 、 業 務 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が 発 
生 し て お ら ず 、 か つ 、 資 金 清算 機関 の 自主 的 な 改善 へ の 取組 み を 求め る こと が 可能 
な 場合 に お いて は 、 深 度 あ る ヒア リン グ 等 を 通じ て 、 報 告 さ れ た 改善 ・ 対 応 策 の フ 
オロ ー ア ッ プ を 行う こと と する 。 

④ さら に 、 必要 が あれ ば 、 資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基づき 、 定期 的 な 報告 
を 求め 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ を 行う こと と する 。 


一 4 一 2 一 2 資金 決済 法 の 規定 に 基づく 行政 処分 (業務 改善 命令 、 業 務 停 止 命令 等 ) 


資金 清算 機関 か ら の 報告 又は 検査 部 局 の 立入 検査 等 の 内 容 に つい て 、 本 監督 指針 に 掲げ 


た 評価 項目 等 に 照ら し て 総合 的 に 検証 し た 結果 、 業 務 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の 観点 か ら 重 
大 な 問題 が 認め られ る 場合 、 以 下 (1) か ら (3) まで に 掲げ る 要素 を 勘案 する と と も に 、 
それ 以外 に 考慮 すべ き 要 因 が な いか どう か を 吟味 し た 上 で 、 


・ 改善 に 向け た 取組 み を 資金 清算 機関 の 自主 性 に 委ね る こと が 適当 か どう か 、 
・ 改善 に 相当 の 取組 み を 要 し 、 一 定期 間 業 務 改 善 に 専念 ・ 集 中 させ る 必要 が ある か 、 
・ 業 務 を 継続 させ る こと が 適当 か どう か 、 


等 の 点 に つい て 検討 を 行い 、 行 政 処分 の 内 容 を 決定 する こと と する 。 


(1) 当該 行為 の 重大 性 ・ 悪 質 性 
① 公益 侵害 の 程度 
例え ば 、 業 務 方 法 書 等 に 定め られ た リス ク 管 理 手続 の 主要 な 部 分 の 実施 を 怠る こ 
と に より 、 資 金 決 済 シ ステ ム に 対す る 信頼 性 を 損なう な ど 公 益 を 著しく 侵害 し て い 
な いか 。 
② 参加 者 等 被害 の 程度 
広範 囲 に わた っ て 多数 の 参加 者 等 が 被害 を 受け た か どう か 。 個々 の 参加 者 等 が 受 
けた 被害 が どの 程度 深刻 か 。 
③ 行為 自体 の 悪質 性 
例え ば 、 参 加 者 等 か ら 継続 的 に 多数 の 苦情 を 受け て いる の に も か か わら ず 、 対 応 
を 怠り 続け る な ど 、 行 為 が 悪質 で あっ た か 。 
④ 当該 行為 が 行わ れ た 期間 や 反復 性 
当該 行為 が 長期 間 に わ た っ て 行わ れ た の か 、 短 期間 の も の だ っ た の か 。 反復 ・ 継 
続 し て 行わ れ た も の か 、 一 回 限り の も の か 。 ま た 、 過 去 に 同様 の 違反 行為 が 行わ れ 
た こと が ある か 。 
⑤ 故意 性 の 有無 
当該 行為 が 違法 ・ 不 適切 で ある こと を 認識 し つつ 故意 に 行わ れ た の か 、 過 和 失 に よ 
る も の か 。 
⑥ 組織 性 の 有無 
当該 行為 が 現場 の 個人 の 判断 で 行わ れ た も の か 、 あ る い は 管理 者 も 関わ っ て いた 
の か 。 更に 役員 の 関与 が あっ た の か 。 
⑦ 隠蔽 の 有無 
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問題 を 認識 し た 後に 隠蔽 行為 は な か っ た か 。 隠 蔽 が ある 場合 に は 、 そ れ が 組織 的 
な も の で あっ た か 。 

⑧ 反 社 会 的 勢力 と の 関与 の 有無 
反 社 会 的 勢力 と の 関与 は な か っ た か 。 関 与 が ある 場合 に は 、 ど の 程度 か 。 


(2) 当該 行為 の 背景 と な っ た 経営 管理 態勢 及び 業務 運営 態勢 の 適切 性 
① 役員 の 法令 等 遵守 に 関す る 認識 や 取組 み は 十 分 か 。 
② 内 部 監査 部 門 の 体制 は 十分 か 、 ま た 適切 に 機能 し て いる か 。 
③ コン プラ イア ンス 部 門 や リス ク 管 理 部 門 の 体制 は 十分 か 、 ま た 適切 に 機能 し て い 
る か 。 
④ 業務 担当 者 の 法令 等 遵守 に 関す る 認識 は 十分 か 、 ま た 、 社 内 教育 が 十分 に な され 
て いる か 。 


(3) 軽減 事由 
行政 に よる 対応 に 先行 し て 自主 的 に 事態 の 改善 に 向け た 所 要 の 対応 に 取り 組ん で い 
る な ど と いっ た 軽減 事由 が ある か 。 


エ 一 4ー2ー3 標準 処理 期間 等 

清算 機関 に 係る Tー4ー1 一 3 か ら Iー4 一 1-10 の 規定 は 、 資 金 清算 機関 に つい て こ 
れ を 準用 する 。 こ の 場合 に お いて 、I 一 4ー1 一 3 の 「 検 査 部 局 か ら 勧 告 書 若しくは 報告 
徴 求 を 行っ た 場合 の 当該 報告 書 」 と ある の は 、 「 報 告 徴 求 を 行っ た 場合 の 当該 報告 書 」 と す 
る 。 


II 一 4 一 3 振替 機関 
エー4ー3 一 1 検査 結果 等 へ の 対応 


(1) 検査 結果 へ の 対応 
検査 部 局 が 実施 し た 振替 機関 に 対す る 検査 に つい て は 、 以 下 の と お り 、 そ の 結果 を 
監督 業務 に 適切 に 反映 させ る こと と する 。 
① 検査 報告 書 に お いて 指摘 の あっ た 法令 に 抵触 する 行為 、 そ の 他 振 替 機 関 の 業 務 の 
運営 又は 財産 の 状況 、 業 務 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の 観点 か ら 問 題 の ある 行為 又は 状 
況 、 及 び 前 回 検査 で 指摘 を 受け た 重要 な 事項 で 改善 が 認め られ な い 場 合 に つい て 、 
必要 と 認め られ る 場合 に は 、 振 替 機 関 に 対し 、 当 該 検査 報告 書 で 指摘 され た 事項 に 
つい て の 事実 確認 、 発 生 原因 分 析 、 改 善 ・ 対 応 策 、 そ の 他 の 事項 を 取り まとめ た 報 
告 書 を 1 か 月 以内 (必要 に 応じ 、 項目 ご と に 短縮 する 。) に 提出 する こと を 、 振替 法 
第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基づき 命ずる も の と する 。 
また 、 シ ステ ム の 変更 等 を 予定 し て いる 振替 機関 に お いて 、 シ ステ ム 変 更に 係る 
リス ク の 管理 態勢 に 関す る 指摘 が ある 場合 の うち 、 必 要 と 認め られ る 場合 に は 、 当 
該 シ ステ ム の 変更 等 の 計画 を 的 確 に 履行 する た め の 方 策 、 シ ステ ムリ スク に 係る 内 
部 管理 態勢 (内 部 監査 を 含む 。) 等 に つい て も 、 報 告 書 の 提出 を 命ずる も の と する 。 
② 報告 書 が 提出 され る 段階 に お いて は 、 振 替 機 関 か ら 十 分 な ヒア リン グ を 行う こと 
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と する 。 ヒ アリ ング に 当たっ て は 、 検 査 部 局 と も 緊密 な 連携 を 図る も の と する 。 

③ 報告 書 に 記載 され た 改善 ・ 対 応 策 の 実施 や 、 指 摘 事項 の 改善 に つい て 、 一 定 の 期 
間 を 要する と 認め られ る 場合 に は 、 定 期 的 な ヒア リン グ を 実施 する 等 フォ ロー アッ 
プ に 努め る も の と する 。 

④ 立入 検査 の 結果 等 を 踏ま え 、 証券 取引 等 監視 委員 会 か ら 、 金融 庁 設 置 法 第 20 条 第 
1 項 の 規定 に 基づき 「 行 うべ き 行 政 処 分 その 他 の 措置 」 に つい て 勧告 が あっ た 場合 
に は 、 監督 部 局 に お いて は 、 その 内 容 の 検討 を 行っ た 上 で 、 振替 法 第 20 条 か ら 第 23 
条 ま で の 規定 に 基づく 行政 処分 その 他 の 適切 な 措置 を 検討 する こと と する 。 


(2) オフ サイ ト ・ モ ニタ リン グ 等 に 基づく 報告 徴 求 

① オフ サイ ト ・ モ ニタ リン グ 等 を 通じ て 、 振 替 機 関 の 経営 管 理 態勢 、 リ スク 管理 態 
勢 、 法令 等 遵守 態勢 等 に 問題 が ある と 認め られ る 場合 に お いて は 、 振替 法 第 20 条 第 
1 項 の 規定 に 基づき 、 当 該 事項 に つい て の 事実 認識 、 発 生 原因 分 析 、 改 善 ・ 対 応 策 
その 他 必 要 と 認め られ る 事項 に つい て 報告 を 求め る こと と する 。 

② 報告 を 検証 し た 結果 、 更 に 精査 する 必要 が ある と 認め られ る 場合 に お いて は 、 振 
替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基づき 、 追 加 報告 を 求め る こと と する 。 

③ 上 記 報 告 を 検証 し た 結果 、 振 替 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 又は 投資 者 保護 の 観点 か 
ら 重 大 な 問題 が 発生 し て お ら ず 、 か つ 、 振 替 機 関 の 自主 的 な 改善 へ の 取組 み を 求め 
る こと が 可能 な 場合 に お いて は 、 深度 ある ヒア リン グ 等 を 通じ て 、 報告 され た 改善 ・ 
対応 策 の フォ ロー アッ プ を 行う こと と する 。 

④ さら に 、 必要 が あれ ば 、 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基づき 、 定期 的 な 報告 を 求 
め 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ を 行う こと と する 。 


一 4 一 3 一 2 振替 法 の 規定 に 基づく 行政 処分 (業務 改善 命令 、 業 務 停 止 命令 等 ) 
振替 機関 か ら の 報告 又は 検査 部 局 か ら の 勧告 等 の 内 容 に つい て 、 本 監督 指針 に 掲げ た 評 
価 項 目 等 に 照ら し て 総合 的 に 検証 し た 結果 、 振 替 業 の 適正 か つ 確実 な 遂行 の 観点 か ら 重 大 
な 問題 が 認め られ る 場合 、 以 下 (1) か ら (3) まで に 掲げ る 要素 を 勘案 する と と も に 、 
それ 以外 に 考慮 すべ き 要 因 が な いか どう か を 吟味 し た 上 で 、 

・ 改善 に 向け た 取組 み を 振替 機関 の 自主 性 に 委ね る こと が 適当 か どう か 、 

・ 改善 に 相当 の 取組 み を 要 し 、 一 定期 間 業 務 改 善 に 専念 ・ 集 中 させ る 必要 が ある か 、 

・ 業 務 を 継続 させ る こと が 適当 か どう か 、 
等 の 点 に つい て 検討 を 行い 、 行 政 処分 の 内 容 を 決定 する こと と する 。 


(1) 当該 行為 の 重大 性 ・ 悪 質 性 
① 公益 侵害 の 程度 
例え ば 、 業 務 規 程 等 に 定め られ た 手続 の 主要 な 部 分 の 実施 を 怠る こと に より 、 金 
融 商品 市 場 に 対す る 信頼 性 を 損なう な ど 公 益 を 著しく 侵害 し て いな いか 。 
② 投資 者 や 市 場 参 加 者 の 被害 の 程度 
広範 囲 に わた っ て 多数 の 投資 者 や 市 場 参 加 者 が 被害 を 受け た か どう か 。 個々 の 投 
資 者 や 市 場 参 加 者 が 受け た 被害 が どの 程度 深刻 か 。 
③ 行為 自体 の 悪質 性 
例え ば 、 投 資 者 や 市 場 参 加 者 か ら 継続 的 に 多数 の 苦情 を 受け て いる の に も か か わ 
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ら ず 、 対 応 を 騙り 続け る な ど 、 行 為 が 悪質 で あっ た か 。 
④ 当該 行為 が 行わ れ た 期間 や 反復 性 
当該 行為 が 長期 間 に わ た っ て 行わ れ た の か 、 短 期間 の も の だ っ た の か 。 反復 ・ 継 
続 し て 行わ れ た も の か 、 一 回 限り の も の か 。 ま た 、 過 去 に 同様 の 違反 行為 が 行わ れ 
た こと が ある か 。 
⑤ 故意 性 の 有無 
当該 行為 が 違法 ・ 不 適切 で ある こと を 認識 し つつ 故意 に 行わ れ た の か 、 過 失 に よ 
る も の か 。 
⑥ 組織 性 の 有無 
当該 行為 が 現場 の 個人 の 判断 で 行わ れ た も の か 、 あ る い は 管理 者 も 関わ っ て いた 
の か 。 更 に 役員 の 関与 が あっ た の か 。 
⑦ 隠蔽 の 有無 
問題 を 認識 し た 後に 隠蔽 行為 は な か っ た か 。 隠蔽 が ある 場合 に は 、 そ れ が 組織 的 
な も の で あっ た か 。 
⑧ 反 社 会 的 勢力 と の 関与 の 有無 
反 社 会 的 勢力 と の 関与 は な か っ た か 。 関与 が ある 場合 に は 、 ど の 程度 か 。 


(2) 当該 行為 の 背景 と な っ た 経営 管理 態勢 及び 業務 運営 態勢 の 適切 性 
① 役員 の 法令 等 遵守 に 関す る 認識 や 取組 み は 十 分 か 。 
② 内 部 監査 部 門 の 体制 は 十分 か 、 ま た 適切 に 機能 し て いる か 。 
③ コン プラ イア ンス 部 門 や リス ク 管 理 部 門 の 体制 は 十分 か 、 ま た 適切 に 機能 し て い 
る か 。 
④ 業務 担当 者 の 法令 等 遵守 に 関す る 認識 は 十分 か 、 ま た 、 社 内 教育 が 十分 に な され 
て いる か 。 


(3) 軽減 事由 
行政 に よる 対応 に 先行 し て 自主 的 に 事態 の 改善 に 向け た 所 要 の 対応 に 取り 組ん で い 
る な ど と いっ た 軽減 事由 が ある か 。 


エー 一 4 一 3 一 3 標準 処理 期間 等 
清算 機関 に 係る ロカ 一 4ー1 一 3 か ら II 一 4ー1 一 10 の 規定 は 、 振替 機関 に つい て これ を 
準用 する 。 


エー 一 4ー4 取引 情報 蓄積 機関 

エモ 一 4ー4 一 1 検査 結果 等 へ の 対応 

(1) 検査 結果 へ の 対応 
検査 部 局 が 実施 し た 取引 情報 蓄積 機関 及び 取引 情報 蓄積 業務 の 一 部 の 委託 を 受け た 
者 (以下 「 取 引 情報 蓄積 機関 等 」 と いう 。) に 対す る 検査 に つい て は 、 以 下 の と お り 、 


その 結果 を 監督 業務 に 適切 に 反映 させ る こと と する 。 
① 検査 報告 書 に お いて 指摘 の あっ た 法令 に 抵触 する 行為 、 そ の 他 取 引 情報 蓄積 機関 
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の 業務 の 運営 又は 財産 の 状況 、 公 益 又 は 投資 者 保護 の 観点 か ら 問 題 の ある 行為 又は 
状況 、 及 び 前 回 検査 で 指摘 を 受け た 重要 な 事項 で 改善 が 認め られ な い 場 合 に つい て 、 
必要 か つ 適 当 と 認め られ る 場合 に は 、 取 引 情 報 蓄積 機関 等 に 対し 、 当 該 検 査 報告 書 
で 指摘 され た 事項 に つい て の 事実 確認 、 発 生 原因 分 析 、 改 善 ・ 対 応 策 、 そ の 他 の 事 
項 を 取り まとめ た 報告 書 を 1 か 月 以内 (必要 に 応じ 、 項 目 ご と に 短縮 する 。) に 提出 
する こと を 、 金 商法 第 156 条 の 80 の 規定 に 基づき 命ずる めも の と する 。 
また 、 シ ステ ム の 変更 等 を 予定 し て いる 取引 情報 蓄積 機関 等 に お いて 、 シ ステ ム 
変更 に 係る リス ク の 管理 態勢 に 関す る 指摘 が ある 場合 の うち 、 必 要 か つ 適 当 と 認 
られ る 場合 に は 、 当 該 シ ステ ム の 変更 等 の 計画 を 的 確 に 履行 する た め の 方 策 、 シ ス 
テム リス ク に 係る 内 部 管理 態勢 (内 部 監査 を 含む 。) 等 に つい て も 、 報告 書 の 提出 を 
命ずる も の と する 。 

② 報告 書 が 提出 され る 段階 に お いて は 、 取 引 情報 蓄積 機関 等 か ら 十分 な ヒア リン グ 
を 行う こと と する 。 ヒ アリ ング に 当たっ て は 、 検 査 部 局 と も 緊密 な 連携 を 図る も の 
と する 。 

③ 報告 書 に 記載 され た 改善 ・ 対 応 策 の 実施 や 、 指 摘 事項 の 改善 に つい て 、 一 定 の 期 
間 を 要する と 認め られ る 場合 に は 、 定 期 的 な ヒア リン グ を 実施 する 等 フォ ロー アッ 
プ に 努め る も の と する 。 

④ 立入 検査 の 結果 等 を 踏ま え 、 証券 取引 等 監視 委員 会 か ら 、 金融 庁 設 置 法 第 20 条 第 
1 項 の 規定 に 基づき 「 行 うべ き 行政 処分 その 他 の 措置 」 に つい て 勧告 が あっ た 場合 
に は 、 監 督 部 局 に お いて は 、 そ の 内 容 の 検討 を 行っ た 上 で 、 金 商法 第 156 条 の 80、 
第 156 条 の 81、 第 156 条 の 83 及び 第 156 条 の 84 の 規定 に 基づく 行政 処分 その 他 の 
適切 な 措置 を 検討 する こと と する 。 


(2) オフ サイ ト ・ モ ニタ リン グ 等 に 基づく 報告 徴 来 

① オフ サイ ト ・ モ ニタ リン グ 等 を 通じ て 、 取 引 情 報 蓄積 機関 の 経営 管理 態勢 、 リ ス 
ク 管 理 態 勢 、 法 令 等 遵守 態勢 等 に 問題 が ある と 認め られ る 場合 に お いて は 、 金 商法 
第 156 条 の 80 の 規定 に 基づき 、 当 該 事項 に つい て の 事実 認識 、 発 生 原因 分 析 、 改 
善 ・ 対 応 策 その 他 必 要 と 認め られ る 事項 に つい て 報告 を 求め る こと と する 。 

② 報告 を 検証 し た 結果 、 更 に 精査 する 必要 が ある と 認め られ る 場合 に お いて は 、 金 
商法 第 156 条 の 80 の 規定 に 基づき 、 追 加 報告 を 求め る こと と する 。 

③ 上 記 報 告 を 検証 し た 結果 、 公 益 又は 投資 者 保護 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が 発生 し て 
お ら ず 、 か つ 、 取 引 情 報 蓄積 機関 の 自主 的 な 改善 へ の 取組 み を 求め る こと が 可能 な 
場合 に お いて は 、 深 度 あ る ヒア リン グ 等 を 通じ て 、 報 告 さ れ た 改善 ・ 対 応 策 の フォ 
ロー アッ プ を 行う こと と する 。 

④ さら に 、 必要 が あれ ば 、 金 商法 第 156 条 の 80 の 規定 に 基づき 、 定期 的 な 報告 を 求 
め 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ を 行う こと と する 。 


エー4ー4 一 2 金 商法 の 規定 に 基づく 行政 処分 (業務 改善 命令 、 業 務 停止 命令 等 ) 
取引 情報 蓄積 機関 等 か ら の 報告 又は 検査 部 局 か ら の 勧告 等 の 内 容 に つい て 、 本 監督 指針 
に 掲げ た 評価 項目 等 に 照ら し て 総合 的 に 検証 し た 結果 、 公 益 又は 投資 者 保護 の 観点 か ら 重 
大 な 問題 が 認め られ る 場合 、 以下 (1) か ら (3) まで に 掲げ る 要素 を 勘案 する と と も に 、 
それ 以外 に 考慮 すべ き 要 因 が な いか どう か を 吟味 し た 上 で 、 
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・ 改善 に 向け た 取組 み を 取引 情報 蓄積 機関 の 自主 性 に 委ね る こと が 適当 か どう か 、 
・ 改善 に 相当 の 取組 み を 要 し 、 一 定期 間 業 務 改 善 に 専念 ・ 集 中 させ る 必要 が ある か 、 
・ 業 務 を 継続 させ る こと が 適当 か どう か 、 

等 の 点 に つい て 検討 を 行い 、 行 政 処分 の 内 容 を 決定 する こと と する 。 


(1 ) 当該 行為 の 重大 性 ・ 悪 質 性 
① 公益 侵害 の 程度 
例え ば 、 業 務 規 程 等 に 定め られ た 手続 の 主要 な 部 分 の 実施 を 怠る こと に より 、 金 
融 商品 市 場 に 対す る 信頼 性 を 損なう な ど 公 益 を 著しく 侵害 し て いな いか 。 
② 投資 者 や 市 場 参 加 者 の 被害 の 程度 
広範 較 に わた っ て 多数 の 投資 者 や 市 場 参 加 者 が 被害 を 受け た か どう か 。 個々 の 投 
資 者 や 市 場 参 加 者 が 受け た 被害 が どの 程度 深刻 か 。 
③ 行為 自体 の 悪質 性 
例え ば 、 投 資 者 や 市 場 参 加 者 か ら 継続 的 に 多数 の 苦情 を 受け て いる の に も か か わ 
ら ず 、 対 応 を 騙り 続け る な ど 、 行 為 が 悪質 で あっ た か 。 
④ 当該 行為 が 行わ れ た 期間 や 反復 性 
当該 行為 が 長期 間 に わ た っ て 行わ れ た の か 、 短 期間 の も の だ っ た の か 。 反復 ・ 継 
続 し て 行わ れ た も の か 、 一 回 限り の も の か 。 ま た 、 過 去 に 同様 の 違反 行為 が 行わ れ 
た こと が ある か 。 
⑤ 故意 性 の 有無 
当該 行為 が 違法 ・ 不 適切 で ある こと を 認識 し つつ 故意 に 行わ れ た の か 、 過 失 に よ 
る も の か 。 
⑥ 組織 性 の 有無 
当該 行為 が 現場 の 個人 の 判断 で 行わ れ た も の か 、 あ る い は 管理 者 も 関わ っ て いた 
の か 。 更 に 役員 の 関与 が あっ た の か 。 
⑦ 隠蔽 の 有無 
問題 を 認識 し た 後に 隠蔽 行為 は な か っ た か 。 隠蔽 が ある 場合 に は 、 そ れ が 組織 的 
な も の で あっ た か 。 
反 社 会 的 勢力 と の 関与 の 有無 
反 社 会 的 勢力 と の 関与 は な か っ た か 。 関与 が ある 場合 に は 、 ど の 程度 か 。 


(2) 当該 行為 の 背景 と な っ た 経営 管理 態勢 及び 業務 運営 態勢 の 適切 性 
① 役員 の 法令 等 遵守 に 関す る 認識 や 取組 み は 十 分 か 。 
② 内 部 監査 部 門 の 体制 は 十分 か 、 ま た 適切 に 機能 し て いる か 。 
③ コン プラ イア ンス 部 門 や リス ク 管 理 部 門 の 体制 は 十分 か 、 ま た 適切 に 機能 し て い 
る か 。 
④ 業務 担当 者 の 法令 等 遵守 に 関す る 認識 は 十分 か 、 ま た 、 社 内 教育 が 十分 に な され 
て いる か 。 


(3) 軽減 事由 


行政 に よる 対応 に 先行 し て 自主 的 に 事態 の 改善 に 向け た 所 要 の 対応 に 取り 組ん で い 
る な ど と いっ た 軽減 事由 が ある か 。 
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由 一 4ー4 一 3 標準 処理 期間 等 
清算 機関 に 係る ロー4 一 1 一 3 か ら II 一 4ー1 一 10 の 規定 は 、 取引 情報 蓄積 機関 に つい 
て これ を 準用 する 。 
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監督 上 の 評価 項目 と 諸手 続 (清算 機関) 
和 ル 一 1 経営 管理 (ガバナンス) 
一 1 一 1 経営 管理 体制 


(1) 意義 

清算 機関 の 業務 が 複雑 化し 、 よ り 一 層 適 切な リス ク 管 理 等 が 求め られ る 中 で 、 清 人 算 

機関 の 業務 の 的 確 な 運営 と 経営 の 健全 性 を 確保 し 、 も っ て 金融 ンス テム の 安定 を 確保 

する た め に は 、 清 算 機関 に お いて 経営 に 対す る 規律 付け が 有効 に 機能 し 、 適 切な 経営 
管理 (ガバ ナン ス ) が 行わ れる こと が 重要 で ある 。 

経営 管理 が 有効 に 機能 する た め に は 、 そ の 組織 の 構成 要素 が それ ぞ れ 本 来 求め られ 

る 役割 を 果たし て いる こと が 前 提 と な る 。 具 体 的 に は 、 取 締 役 会 、 監 査 役 会 と いっ た 

機関 が 経営 を チェ ッ ク で き て いる こと 、 各 部 門間 の けん 制 や 内 部 監査 部 門 が 健全 に 機 

能 し て いる こと 等 が 重要 で ある 。 ま た 、 代 表 取 締 役 、 取 締 役 、 執 行 役 、 監 査 役 及び 全 

て の 職 階 に お ける 職員 が 自ら の 役割 を 理解 し 、 そ の プロ セス に 十分 関与 する こと が 必 

要 と な る 。 

( 注 ) 指名 委員 会 等 設置 会 社 で ある 場合 に つい て は 、 取 締 役 会 、 指 名 委員 会 等 、 執 行 
役 等 の 機関 等 、 ま た 、 監 査 等 委員 会 設置 会 社 で ある 場合 に つい て は 、 取 締 役 会 、 
監査 等 委員 会 等 の 機関 等 が 、 そ れ ぞ れ 与 えら れ た 権限 等 を 適切 に 行使 し て いる の 
か どう か と いっ た 観点 か ら 検 証する 必要 が ある 。 こ の 場合 に お いて は 、 本 監督 指 
針 の 趣旨 を 踏ま え 、 実態 に 即 し て 検証 を 行う こと と する 。 


(2) 主 な 着眼 点 
[代表 取締 役 ] 
① 法令 等 遵守 を 経営 上 の 重要 課題 の つと し て 位置 付け 、 代 表 取 締 役 が 率先 し て 法 
令 等 遵守 態勢 の 構築 に 取り 組ん で いる か 。 
② 代表 取締 役 は 、 リ スク 管理 部 門 を 軽視 する こと が 企業 収益 に 重大 な 影響 を 与え る 
こと を 十分 認識 し 、 リ スク 管理 部 門 を 重視 し て いる か 。 


[取締 役 ・ 取 締 役 会 

① 取締 役 は 、 業 務 執 行 に あたる 代表 取締 役 等 の 独断 専行 を けん 制 ・ 抑 止 し 、 取 締 役 
会 に お ける 業務 執行 の 意思 決定 及び 取締 役 の 業務 執行 の 監督 に 積極 的 に 参加 し て い 
る か 。 

② 社外 取締 役 が 選任 され て いる 場合 に は 、 社 外 取 締 役 は 、 経 営 の 意思 決定 の 客観 性 
を 確保 する 等 の 観点 か ら 自 ら の 意義 を 認識 し 、 積 極 的 に 取締 役 会 に 参加 し て いる か 。 
また 、 社 外 取 締 役 の 選任 議案 を 決定 する 場合 に は 、 社 外 取 締 役 に 期待 され る 役割 を 
踏ま え 、 清 算 機関 と の 人 的 関係 、 資 本 的 関係 その 他 の 利害 関係 を 検証 し 、 そ の 独立 
性 ・ 適 格 性 等 を 慎重 に 検討 し て いる か 。 ま た 、 社 外 取 締 役 が 取締 役 会 で 適切 な 判断 
を し 得る よう 、 例 えば 、 情 報 提供 を 継続 的 に 行う 等 、 何 ら か の 枠組 み を 設け て いる 
か 。 

③ 取締 役 会 は 、 例 えば 、 法 令 等 遵守 や 信用 リス ク 管 理 等 に 関す る 経営 上 の 重要 な 意 
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思 決 定 ・ 経 営 判断 に 際 し 、 必 要 に 応じ 、 外 部 の 有識者 の 助言 、 外 部 の 有識者 を 委員 
と する 任意 の 委員 会 等 を 活用 する な ど 、 そ の 妥当 性 ・ 公 正 性 を 客観 的 に 確保 する た 
め の 方 策 を 講じ て いる か 。 

④ 取締 役 会 は 、 清 算 機関 が 目指 すべ き 全 体 像 等 に 基づい た 経営 方 針 を 明確 に 定め て 
いる か 。 さ ら に 、 経 営 方 針 に 沿っ た 経営 計画 を 明確 に 定め 、 そ れ を 組織 全体 に 周知 
し て いる か 。 ま た 、 そ の 達成 度合 い を 定期 的 に 検証 し 必要 に 応じ 見 直し を 行っ て い 
る か 。 

⑤ 取締 役 及び 取締 役 会 は 、 法 令 等 遵守 に 関し 、 誠 実に 、 か つ 率 先 垂 範 し て 取組 み 、 
全社 的 な 内 部 管理 態勢 の 確立 の た め 適切 に 機能 を 発揮 し て いる か 。 

⑥ 取締 役 会 は 、 リ スク 管理 部 門 を 軽視 する こと が 企業 収益 に 重大 な 影響 を 与え る こ 
と を 十分 認識 し 、 リ スク 管理 部 門 を 重視 し て いる か 。 特 に 担当 取締 役 は リス ク の 所 
在 及 び リ スク の 種類 を 理解 し た 上 で 、 各 種 リ スク の 測定 ・ モ ニタ リン グ ・ 管 理 等 の 
手法 に つい て 深い 認識 と 理解 を 有 し て いる か 。 

⑦ 取締 役 会 は 、 戦 略 目標 を 踏ま えた リス ク 管 理 の 方 針 を 明確 に 定め 、 社 内 に 周知 し 
て いる か 。 また 、 リ スク 管理 の 方 針 は 、 定 期 的 又は 必要 に 応じ 随時 見 直し て いる か 。 
さら に 、 定 期 的 に リス ク の 状況 の 報告 を 受け 、 必 要 な 意思 決定 を 行う な ど 、 把 握 し 
た リス ク 情 報 を 業務 の 執行 及び 管理 体制 の 整備 等 に 活用 し て いる か 。 


[監査 役 ・ 監 査 役 会 

① 監査 役 ・ 監 査 役 会 は 、 制 度 の 趣旨 に 則り 、 そ の 独立 性 が 確保 され て いる か 。 

② 監査 役 ・ 監 査 役 会 は 、 付 与 さ れ た 広範 な 権限 を 適切 に 行使 し 、 会 計 監査 に 加え 業 
務 監 査 を 実施 し て いる か 。 

③ 監査 役 会 が 組織 され る 場合 で あっ て も 、 各 監査 役 は 、 あ くま で も 独 任 制 の 機関 で 
ある こと を 自覚 し 、 自 己 の 責任 に 基づき 積極 的 な 監査 を 実施 し て いる か 。 

④ 監査 役 ・ 監 査 役 会 は 、 外 部 監査 の 内 容 に 応じ て その 結果 の 報告 を 受け る な ど し て 、 
自ら の 監査 の 実効 性 の 確保 に 努め て いる か 。 


[内 部 監査 部 門 ] 

① 内 部 監査 部 門 は 、 被 監査 部 門 に 対し て 十分 けん 制 機能 が 働く よう 独立 する 一 方 、 
被 監査 部 門 の 業務 状況 等 に 関す る 重要 な 情報 を 適時 収集 する 態勢 ・ 能 力 を 有 し 、 清 
算 機 関取 り 巻く 環境 や 業務 状況 に 的 確 に 対応 し た 、 実 効 性 ある 内 部 監査 が 実施 で 
きる 体制 と な っ て いる か 。 

② 内 部 監査 部 門 は 、 被 監査 部 門 に お ける リス ク 管 理 状況 等 を 把握 し た 上 、 リ スク の 
種類 ・ 程 度 に 応じ て 、 頻 度 ・ 深 度 に 配慮 し た 効率 的 か つ 実 効 性 ある 内 部 監査 計画 を 
立案 し 、 状 況 に 応じ て 適切 に 見 直す と と も に 、 内 部 監査 計画 に 基づき 効率 的 ・ 実 効 
性 ある 内 部 監査 を 実施 し て いる か 。 

③ 内 部 監査 部 門 は 、 内 部 監査 で 指摘 し た 重要 な 事項 に つい て 遅滞 な く 代 表 取 締 役 及 
ひび 取締役 会 に 報告 し て いる か 。 内 部 監査 部 門 は 、 指 摘 事項 の 改善 状況 を 的 確 に 把握 
し て いる か 。 


[外部 監査 の 活用 ] 
① 実効 性 ある 外部 監査 が 、 清 算 機関 の 業務 の 健全 か つ 適 切な 運営 の 確保 に 不可 欠 で 
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ある こと を 十分 認識 し 、 有 効 に 活用 され て いる か 。 

② 外部 監査 が 有効 に 機能 し て いる か を 定期 的 に 検証 する と と も に 、 外 部 監査 の 結果 
等 に つい て 適切 な 措置 を 講じ て いる か 。 

③ 関与 公認 会 計 士 の 監査 継続 年 数 等 が 適切 に 取り 扱わ れ て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
下記 の ヒア リン グ 及 び 通 常 の 監督 事務 を 通じ て 、 経 営 管理 に つい て 検証 する こと と 
する 。 
① 総合 的 な ヒア リン グ (II 一 1 一 1 (1) 参照 ) 
総合 的 な ヒア リン グ に お いて 、 経営 上 の 課題 、 経 営 戦 略 及 びそ の 諸 リ スク 、 ガ バ 
ナン ス の 状況 等 に 関し 、 ヒ アリ ング を 行う こと と する 。 ま た 、 必 要 に 応じ て 、 経 営 
陣 に 対し て 直接 に トッ プ ヒ アリ ング を 行う こと と する 。 
② 日 常 の 監督 事務 を 通じ た 経営 管理 の 検証 
上 記 の ヒア リン グ に 加え 、 例 えば 、 検 査 に お ける 指摘 事項 に 対す る 業務 改善 報告 
の フォ ロー アッ プ 等 の 日 常 の 監督 事務 を 通じ て も 、 経 営 管理 の 有効 性 に つい て 検証 
する こと と する 。 
③ モニ タリ ング 結果 の 記録 
上 記 モ ニタ リン グ 結 果 を 踏ま え 、 特 記す べき 事項 に つい て は その 記録 を 作成 ・ 保 
存する こと に より 、 そ の 後 の 監 督 事務 に お ける 有効 な 活用 を 図る こと と する 。 
④ 監督 手法 ・ 対 応 
清算 機関 に お いて 、 経 営 管理 の 有効 性 等 に 疑義 が 生じ た 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善 
策 等 に つい て 、 深度 ある ヒア リン グ や 、 必要 に 応じ て 人 金 商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 
基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 
金 商法 第 156 条 の 16 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う も の 
と する 。 


ル 一 1 一 2 清算 機関 の 役員 


(1) 主 な 着眼 点 

清算 機関 の 役員 の 選任 議案 の 決定 プロ セス 等 に お いて は 、 人 金融 商品 債務 引受 業 の 公 

共 性 を 維持 する と の 観点 か ら 、 以 下 の 点 に 留意 し て 検証 する 。 

① 欠格 事由 ( 金 商法 第 82 条 第 2 項 第 3 号 イ か ら へ まで ) の いずれ か に 該当 する か 又 
は 免許 若しくは 承認 時 既に 該当 し て いた 者 で な いこ と 。 

② 金融 商品 債務 引受 業 又 は これ に 付随 する 業務 に 関し 法令 又は 法令 に 基づい て する 
行政 官庁 の 処分 に 違反 し て いな いこ と 。 

③ 金融 商品 債務 引受 業 に 関し 、 不 正 又 は 著しく 不当 な 行為 を し 、 そ の 情状 が 特に 重 
いと 認め られ る こと が な いこ と 。 


(2) 監督 手法 ・ 対 応 


清算 機関 の 役員 が 、① 金 商法 第 82 条 第 2 項 第 3 号 イ か ら へ まで に 該当 する こと と な 
っ た と き 又 は 免許 若しくは 承認 時 既に 該当 し て いた こと が 判明 し た と き 、② 不 正 の 手 
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段 に より 清算 機関 の 役員 と な っ た 者 で ある こと が 判明 し た と き 、③ 法 令 又は 法令 に 基 
づく 行政 官庁 の 処分 に 違反 し た と き 又 は 違反 し た こと が 判明 し た と き は 、 金 商法 第 156 
条 の 14 第 3 項 又は 第 156 条 の 17 第 2 項 の 規定 に 基づき 、 当 該 役員 の 解任 命令 等 の 処 
分 を 検討 する 。 

併せ て 、 当 該 役 員 又 は 委員 の 選任 プロ セス 等 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 行い 、 
必要 な 場合 に は 金 商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基づく 報告 を 求め 、 さ ら に 、 当該 清算 機 
関 の 経 営 管理 態勢 に 重大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 で あっ て 、 公 益 又 は 投資 者 保 
護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め る と き は 、 業 務 改 善 命令 ( 金 商法 第 156 条 の 16) 
等 の 処分 を 検討 する 。 


罰 一 1 一 3 人 的 構成 


(1) 主 な 着眼 点 

清算 機関 の 役員 又は 使用 人 に 関す る 以下 の 事項 に 照ら し 、 金融 商品 債務 引受 業 を 適 

正 か つ 確 実に 遂行 する に 足り る 人 的 構成 が 確保 され て いる と 認め られ る か 。 

① 金 商法 及び 関連 諸 規 則 や 本 監督 指針 で 示し て いる 経営 管理 の 着眼 点 の 内 容 を 理解 
し 、 実 行 す る に 足る 知識 ・ 経 験 、 並 びに 金融 商品 債務 引受 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 
に 必要 と な る 法令 等 遵守 態勢 及び リス ク 管 理 に 関す る 十分 な 知識 ・ 経 験 を 有 し て い 
る 者 を 確保 し て いる か 。 

② 暴力 団員 (暴力 団員 に よる 不当 な 行為 の 防止 等 に 関す る 法律 第 2 条 第 6 号 に 規定 
する 暴力 団員 を いう 。 以下 同じ 。) で な いか (過去 に 暴力 団員 で あっ た 場合 を 含む 。) 
又は 暴力 団 (暴力 団員 に よる 不当 な 行為 の 防止 等 に 関す る 法律 第 2 条 第 2 号 に 規定 
する 暴力 団 を いう 。 以 下 同 じ 。) と 密接 な 関係 を 有する 者 で は な いか 。 

③ 金 商法 等 わが 国 の 金融 関連 法令 又は これ ら に 相当 する 外国 の 法令 の 規定 に 違反 し 、 
罰金 の 刑 ( こ れ に 相当 する 外国 の 法令 に よる 刑 を 含む 。) に 処せ られ た こと が な いか 。 

④ 暴力 団員 に よる 不当 な 行為 の 防止 等 に 関す る 法律 の 規定 ( 同 法 第 32 条 の 3 第 7 項 
及び 第 32 条 の 11 第 1 項 の 規定 を 除く 。) 若しくは これ に 相当 する 外国 の 法令 の 規定 
に 違反 し 、 又 は 刑法 若しくは 暴力 行為 等 処罰 に 関す る 法律 の 罪 を 犯し 、 罰金 の 刑 ( こ 
れ に 相当 する 外国 の 法令 に よる 刑 を 含む 。) に 処せ られ た こと が な いか 。 

⑤ 禁 銅 以上 の 刑 (これ に 相当 する 外国 の 法令 に よる 刑 を 含む 。) に 処せ られ た こと が 
な いか 。 特に 、 刑法 第 246 条 か ら 第 250 条 ま で (詐欺 、 電子 計算 機 使用 詐欺 、 背 任 、 
準 詐欺 、 恐 喝 及 び こ れ ら の 未遂 ) の 罪 に 問わ れ て いな いか 。 


(2) 監督 手法 ・ 対 応 

上 記 ① か ら ⑤ ま で に 掲げ る 要素 は 、 清 算 機関 が 金融 商品 債務 引受 業 を 適正 か つ 確 実 
に 遂行 する に 足り る 人 的 構成 を 有 し て いる と 認め られ る か 否 か を 審査 する た め に 総合 
的 に 勘案 する 要素 の 一 部 で あり 、 特 定 の 要素 へ の 該当 を も っ て 直ちに その 人 的 構成 の 
適合 を 判断 する も の で は な い 。 ま ず は 清算 機関 自身 が その 責任 に お いて 、 こ うし た 要 
素 を 踏ま そえ つつ 、 適 切な 人 的 構成 の 確保 に 努め る べき で ある 。 

た だ し 、 清 算 機 関 の 役 員 又 は 使用 人 の 選任 プロ セス 等 に お いて 、 こ うし た 要素 が 十 
分 に 勘案 され て いな いと 認め られ る 場合 で あっ て 、 清 算 機 関 の 業務 の 運営 に 関し 公益 
又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め る と き は 、 当 該 人 的 構成 に 関す る 清 
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算 機関 の 認識 、 及 び 役 員 又 は 使用 人 の 選任 プロ セス 等 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 
行い 、 必 要 な 場合 に は 金 商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る 。 

報告 徴 求 の 結果 、 清 算 機関 の 経営 管理 態勢 に 重大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 で 
あっ て 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め る と き は 、 金 商法 第 156 
条 の 16 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 等 の 処分 を 検討 する 。 
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邊 2 財務 の 健全 性 
罰 一 2ー1 資本 の 充実 


(1) 意義 

清算 機関 が 、 信 用 ・ 流 動 性 リス ク 等 に 係る 適切 な リス ク 管 理 体制 を 整備 し つつ 、 経 
営 の 態様 に 応じ た 十分 な 財務 基盤 を 保有 すす る こと は 、 清 算 機関 に 対す る 参加 者 ・ 市 場 
関係 者 の 信任 を 確保 し 、 清 算 機関 が 継続 的 ・ 安 定 的 に 業務 運営 を 行う 上 で 重要 で ある 。 
この た め 、 清 算 機関 に お いて は 、 各 種 の リス ク が 顕在 化し た 場合 で も それ に 伴う 損 
失 に 十分 耐え られ る だ け の 流動 的 な 資産 を 保持 すべ き で ある 。 

また 、 リ スク 特性 に 照ら し た 資本 の 充実 の 程度 を 評価 する プロ セス を 有 し 、 十 分 な 
資本 を 維持 する た め の 適 切な 方 策 を 講じ る 必要 が ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 
[取締 役 ・ 取 締 役 会 
① 取締 役 は 、 自 社 が 取っ て いる リス ク の 性 質 及 び 水 準 並び に リス ク と 適切 な 資本 の 
水準 と の 関係 に つい て 理解 し て いる か 。 
② 取締 役 及び 取締 役 会 は 、 戦 略 目標 を 達成 する た め に は 、 そ れ に 見 合う 資本 計画 が 
不可 欠 な 要素 で ある こと を 理解 し 、 自 社 の 経営 課題 を 踏ま えた 適切 な 資本 計画 を 策 
定 し て いる か 。 
③ 取締 役 は 、 上 記 資 本 計画 の 策定 、 資 本 の 充実 の 程度 を 評価 する プロ セス 、 及 び 十 
分 な 資本 を 維持 する た め の 適 切な 方 策 を 講じ る こと に 十分 に 関与 し て いる か 。 


[資本 の 充実 の 評価 ] 

① 上 記 資 本 計画 の 策定 に 当たっ て は 、 事 業 環境 の 変化 等 を 踏ま え 行 われ る 包括 的 な 
リス ク 管 理 に お いて 計測 し た リス ク と の 対比 に お いて 充実 し た も の と な っ て いる か 
に つい て 、 評 価 が 行わ れ て いる か 。 

② 純資産 の 額 な ど 、 営 業 上 の リス ク に 備え て 保有 すべ き 金 額 に つい て は 、 信 用 リス 
ク 、 流 動 性 リス ク な どの 参加 者 破綻 に 備え る こと を 目的 に 手当 て し て いる 財源 を 控 
除 し た 上 で 、 少 な く と も 減価 償却 費 を 控除 し た 営業 費用 の 6 月 分 に 相当 する 額 を 確 
保 す る こと と し 、 ま た 、 当 該 金額 が 自社 の 業務 の 継続 を 確実 な も の と する 観点 か ら 
十分 な 水準 に ある か を 検証 し て いる か 。 

③ 自己 資本 に つい て も 、 例 えば 、 現 金 ・ 現 金 等 価 物 を 中 心 と する 等 に より スト レス 
シナ リオ 下 で 容易 に 流動 化す る こと で きる か な ど 、 適 切な 検証 を 行っ て いる か 。 

④ 仮に 資本 の 水準 が 自社 の 業務 の 継続 を 不 確 実 な も の と する 水準 に 近づい た り 、 下 
回 っ つた りす る 場合 に は 、 追 加 的 な 資本 を 調達 する た め の 実 行 可能 な 計画 を 有 し て い 
る か 。 


入 一 2ー2 包括 的 な リス ク 管 理 の 体制 


(1) 意義 


金融 商品 に 係る 取引 終了 後 の 処理 を 集中 的 に 行う 清算 機関 は 、 信 用 リス ク 、 流 動 性 
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リス ク 等 に 止ま ら ず 、 シ ステ ムリ スク 、 事 務 リ スク 等 の 多様 な リス ク に 直面 し て いる 。 
清算 機関 に お いて は 、 こ れ ら の リス ク が 自ら の 財務 の 健全 性 等 に 影響 を 与え る こと が 
な いか を 包括 的 に 確認 し 、 適 切な リス ク 管 理 体制 を 整備 し て いく こと が 求め られ る 。 
また 、 清 算 参加 者 で ある 金融 機関 等 が 、 清 算 機関 に 資金 決済 機能 や 流動 性 供給 機能 
を 果たす こと と され て いる 場合 に は 、 当 該 金融 機関 等 が 清算 機関 の 健全 性 に 及ぼ す 影 
響 は 上 記 信用 リス ク の 顕在 化 等 に 止ま ら な いこ と を 踏ま え 、 清 算 機関 に お いて は 、 当 
該 金 融 機関 等 と の 間 で の リス ク を 包括 的 に 特定 する こと が 重要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 多様 な リス ク を 包括 的 に 把握 する た め 、 全 て の リス ク を 洗い 出し 、 特 定 し た 上 で 、 
可能 な 場合 に は 計量 的 な リス ク 管 理 の 対象 と し て 、 リ スク カテ ゴリ ー を 適切 に 決定 
し て いる か 。 

② 必要 に 応じ て 、 計 量化 の 範囲 及び 精度 を 向上 させ る た め の 検 討 を 行っ て いる か 。 
例え ば 、 異 な る 種類 の リス ク の 重要 性 や 相関 等 に つい て 、 適 切 性 を 確保 すべ く 検 討 
を 行っ て いる か 。 

③ 取締役 会 は 、 清 算 機 関 全 体 の 経営 方 針 に 沿っ た 戦略 目標 を 踏ま は そ えた リス ク 管 理 の 
方 針 を 明確 に 定め 、 定 期 的 に 、 少 な く と も 年 次 で 、 検 証 及び 必要 に 応じ た 見 直し を 
行う こと と し て いる か 。 加え て 、 取 締 役 会 は 、 リ スク 管理 の 方 針 が 組織 内 で 周知 さ 
れる よう 、 適 切な 方 策 を 講じ て いる か 。 

④ 取締 役 会 は 、 定 期 的 に リス ク の 状況 の 報告 を 受け 、 必 要 な 意思 決定 を 行う な ど 、 
把握 され た リス ク 情 報 を 業務 の 執行 及び 管理 体制 の 整備 等 に 活用 し て いる か 。 

⑤ 資金 決済 機能 を 日 本 銀行 以外 の 金融 機関 に 委ね る 場合 に は 、 当 該 資金 決済 金融 機 
関 の 信用 力 、 資 本 、 流 動 資 産 等 の 状況 を 適時 に 把握 し 、 当 該 資 金 決済 銀行 に 対し て 
過度 に 信用 ・ 流 動 性 リス ク を 集中 させ て いな いか 等 の 観点 か ら 、 リ スク 管理 の 包括 
的 な 検証 ・ 管 理 を 行う こと と し て いる か 。 


玉 一 2ー3 信用 リス ク 管 理 


(1) 意義 

清算 機関 は 、 支 払 ・ 清 算 の 過程 に お いて 、 清 算 参加 者 、 決 済 銀行 、 カ スト ディ アン 
等 の 取引 関係 者 の 財務 状況 悪化 や 決済 不履行 等 に より 損失 を 被る 6 リスク を 負っ て いる 。 
特に 、 参 加 者 が 破綻 し た 場合 な ど に は 、 参 加 者 間 の 急速 な 信用 収縮 等 が 金融 市 場 に 
深刻 な 混乱 を 引き 起こ す 可 能 性 が 存在 する 。 

この た め 、 清 算 機 関 は 、 参 加 者 に 対す る 信用 エク スポ ー ジ ャ ー を 的 確 に 管理 し 、 証 
拠 金 制度 その 他 の 制度 ・ 手 法 を 組み 合わ せ 、 参 加 者 の 決済 不履行 等 か ら 生 じ る 潜在 的 
な 損失 を 制限 し 、 自 ら 及 び 他 の 参加 者 の 損失 を 極小 化す る こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 清算 機関 は 、 参 加 者 に 対す る 信用 エク スポ ー ジ ャ ー な ど 、 自 社 の 行う 清算 業務 の 
過程 で 生じ る 信用 リス ク を 管理 する た め の 方 針 を 定め て いる か 。 
② 清算 機関 は 、 信 用 リス ク の 源泉 を 特定 し 、 信 用 リス ク 量 を 定期 的 に 計測 し 、 信 用 
リス ク を 管理 する た め の 方 針 の 遵守 状況 を 把握 し 、 必 要 に 応じ し 、 リ スク 量 の 削減 等 
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の 措置 を 講じ る こと と し て いる か 。 
③ 信用 リス ク を 管理 する た め の 方 針 の 策定 に 当たっ て は 、 必 要 に 応じ 、 参 加 者 その 
他 の 外部 有識者 を 活用 する な ど 、 当 該 方 針 の 妥当 性 等 を 確保 する た め の 措 置 を 講じ 
て いる か 。 ま た 、 そ の 作成 後 も 、 外 部 環境 の 変化 等 に 応じ 定期 的 に 、 少 な く と も 年 
次 で 、 そ の 妥当 性 等 を 検証 し 、 必 要 に 応じ 見 直し を 行う こと と し て いる か 。 
④ 清算 機関 は 、 証 拠 金 な どの 事前 拠出 型 の 財務 資源 を 用 いて 、 各 参加 者 に 対す る 信 
用 エク スポ ボー ジャ ー を 高い 信頼 水準 で カバ ー し て いる か 。 具体 的 に は 、 邊 一 2ー5 
に ある 証拠 金 制度 を 実施 する こと 等 に より 、 必 要 な 事前 拠出 型 の 財務 資源 を 確保 す 
る こと と し て いる か 。 
⑤ また 、 極 端 で ある が 現実 に 起こ り 得 る 市 場 環境 を 念頭 に お き 、 事 前 拠出 型 の 財務 
資源 に 限ら な い 追 加 的 な 財務 資源 も 含め て 、 以 下 の い ずれ か の スト レス シナ リオ を 
十分 に カバ ー す る だ け の 財務 資源 を 保持 し て いる か 。 
ア . 最大 の 総 信用 エク スポ ー ジ ャ ー を も た ら す 可能 性 が ある 2 先 の 参加 者 (単体 べ 


ー ス ) まり の 破綻 
イ . 最大 の 総 信用 エク スポ ー ジ ャ ー を も た ら す 可能 性 が ある 1 先 の 参加 者 (連結 べ 
ー ス ) まほ 2 の 破綻 


特に 、CDS 等 の 複雑 な リス ク 特 性 を 伴う 商品 の 清算 業務 に 従事 し て いる 場合 に は 、 
最大 の 総 信用 エク スポ ー ジ ャ ー を も た ら す 可能 性 が ある 2 先 の 参加 者 (連結 ペース) 

和 き の 破綻 な ど 、 当 該 商 品 の 複雑 性 を 加味 し た より 保守 的 な シナ リオ を 十分 に カバ 

ー す る だ け の 財務 資源 を 保持 し て いる か 。 

( 注 1) 当該 参加 者 の 関係 会 社 等 (当該 参加 者 の 子会社 及び 関連 会 社 並 びに 当該 参 

加 者 の 親会社 、 当該 親会社 の 子会社 及び 当該 親会社 の 関連 会 社 の こと を 指す ) 
を 含ま な いで 算出 され た 額 を いう 。 
( 注 2) 当該 参加 者 の 関係 会 社 等 を 含み 算出 され た 額 を いう 。 
⑥ 上記 の 必要 財務 資源 に つい て 、 以 下 の 点 に 留意 し つつ 、 厳 格 な スト レス テス ト 等 

に より 、 そ の 十分 性 を 定期 的 に 検証 し て いる か 。 

ア . スト レス テス ト の 実施 に 当たっ て は 、 価 格 ボ ラテ ィ リ ティ や イー ルド カー ブ の 
変化 等 の 市 場 要 因 の 変化 、 複 数 参加 者 の 破綻 、 参 加 者 破綻 時 の 市 場 の 遇 迫 な ど 、 
極端 で ある が 現実 に 起こ り 得る 市 場 環境 を 様々 に 想定 し た フォ ワー ドル ッ キ ング 
な シナ リオ を 含め 実施 する こと と し て いる か 。 

イ . リス ク 管 理 の 方 針 に 則り 、 事 前 に 決定 され た シナ リオ 、 モ デル 、 パ ラメ ー タ 等 
を 用 いて 、 ス トレ ステ スト 及び バッ ク テ ス ト を 日 次 で 実施 し て いる か 。 当該 テス 
ト の 結果 を 、 内 部 の 適切 な 意思 決定 者 に 報告 し 、 財 務 資 源 の 十分 性 を 評価 し 、 必 
要 に 応じ 追加 資源 を 確保 する た め の 明 確 な 手続 を 策定 し て いる か 。 

ウ . 採用 し て いる シナ リオ 、 モ デル 、 パ ラメ ー タ 等 の 適切 性 に つき 、 少 な く と も 月 
次 で 、 詳 細 な 分 析 を 行っ て いる か 。 ま た 、 市 場 の ボラ ティ リティ 上 昇 、 流 動 性 低 
下 、 参 加 者 の ポジ ショ ン の 規模 ・ 集 中 度 の 著しい 増大 な ど に より 必要 と 認め られ 
る 場合 に 、 シ ナリ オ 等 の 分 析 を より 頻繁 に 行う こと と し て いる か 。 

エ . また 、 少 な く と も 年 次 で 、 上 記 リ スク を 管理 する た め の 方 針 の 検証 と 併せ て 、 
リス ク 管 理 モデ ル 全 般 に つい て 、 全 面 的 な 検証 及び 、 必 要 に 応じ 修正 を 行う こと 
と し て いる か 。 
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相 一 2 一 4 流動 性 リス ク 管 理 


(1) 意義 

取引 相手 が 将来 いずれ か の 時 点 で 債務 を 履行 し 得る 場合 に も 、 こ れ ら の 者 が 限ら れ 
た 期日 どおり に 決済 で き な い 場合 に は 、 清 算 機関 に 当該 債務 の 不履行 に よる 損失 が 生 
じ る こと と な る (流動 性 リス ク )。 

こう し た 場合 に は 、 清 算 機関 が 自ら の 流動 的 な 資産 に よっ て 当該 債務 不履行 等 に 係 
る 資金 不足 を カバ ー し 、 決 済 を 完了 する 必要 が 生じ る た め 、 清 算 機関 に お いて 、 流 動 
性 リス ク の 把握 と これ に 応じ た 流動 的 な 資産 の 確保 等 に より 、 流 動 性 リス ク を 的 確 に 
管理 する こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 清算 機関 は 、 自 社 の 行う 清算 業務 の 過程 で 生じ る 流動 性 リス ク を 管理 する た め の 
方 針 を 定め て いる か 。 ま た 、 決 済 及び 資金 調達 フロ ー を 継続 的 ・ 適 時 に 監視 する た 
め に 実効 性 の ある 運用 方 法 や 分 析 手 段 を 有 し て いる か 。 
② 清算 機関 は 、 極 端 で ある が 現実 に 起こ り 得る 市 場 環境 を 念頭 に お き 、 以 下 の い ず 

れ か の スト レス シナ リオ を 十分 に カバ ー す る だ け の 流動 的 資源 を 有 し て いる か 。 

ア . 最大 の 流動 資源 を 必要 と する 2 先 の 参加 者 (単体 ペー ス ) ほり の 破綻 

イ . 最大 の 流動 資源 を 必要 と する 1 先 の 参加 者 (連結 ベー ス ) ほぞ の 破綻 
特に 、CDS 等 の 複雑 な リス ク 特 性 を 伴う 商品 の 清算 業務 に 従事 し て いる 場合 に は 、 

最大 の 必要 流動 資源 を 必要 と する 可能 性 が ある 2 先 の 参加 者 (連結 ベー ス ) ほや の 破 

綻 な ど 、 当 該 商品 の 複雑 性 を 加味 し た より 保守 的 な シナ リオ を 十分 に カバ ー す る だ 

け の 流動 的 な 資産 を 保持 し て いる か 。 

( 注 1) 当該 参加 者 の 関係 会 社 等 を 含ま な いで 算出 され た 額 を いう 。 

( 注 2) 当該 参加 者 の 関係 会 社 等 を 含み 算出 され た 額 を いう 。 

③ 流動 的 な 資産 を 、 日 本 銀行 や 金融 機関 へ の 預金 、 コ ミッ トメ ント ライ ン な ど 、 資 
金 調達 に 係る 事前 の 取決め が 存在 し 、 危 機 時 に お いて も 直ちに 利用 で き 、 現 金 化 で 
きる も の に 限る こと と し て いる か 。 

④ 流動 的 な 資産 の 供給 主体 に つい て も 、 当 該 主体 が 自ら の 資金 流動 性 リス ク を 的 確 
に 管理 する 体制 を 整備 し て いる こと な ど 、 事 前 の 取 極 め に 基づき 流動 性 を 供給 で き 
る 能力 を 有 し て いる こと を 、 十 分 に 確認 し て いる か 。 

⑤ 日 本 銀行 の 口座 や 資金 決済 サー ビス 、 証 券 決済 サー ビス に アク セス で きる 場合 に 

は 、 そ れ が 実務 に 適し て いる 場合 、 資 金 流動 性 リス ク 管 理 を 強化 する た め に 、 こ う 
し た サー ビス を 利用 する こと と し て いる か 。 

⑥ 上 記 の 流動 性 財務 資源 に つい て 、 以 下 の 点 に 留意 し つつ 、 厳 格 な スト レス テス ト 

等 に より 、 そ の 十分 性 を 定期 的 に 検証 し て いる か 。 

ア . スト レス テス ト の 実施 に 当たっ て は 、 価 格 ボ ラテ ィ リ ティ や イー ルド カー ブ の 
変化 等 の 市 場 要 因 の 変化 、 複 数 参加 者 の 破綻 、 参 加 者 破綻 時 の 市 場 の 遇 迫 な ど 、 
極端 で ある が 現実 に 起こ り 得る 市 場 環境 を 様々 に 想定 し た フォ ワー ドル ッ キ ング 
な シナ リオ を 含め 実施 する こと と し て いる か 。 

イ . リス ク 管 理 の 方 針 に 則り 、 事 前 に 決定 され た シナ リオ 、 モ デル 、 パ ラメ ー タ 等 
を 用 いて 、 ス トレ ステ スト を 日 次 で 実施 し て いる か 。 当該 テス ト の 結果 を 、 内 部 
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の 適切 な 意思 決定 者 に 報告 し 、 流 動 性 資源 の 十分 性 を 評価 し 、 必 要 に 応じ 追加 資 
源 を 確保 する た め の 明 確 な 手続 を 策定 し て いる か 。 

ウ . 採用 し て いる シナ リオ 、 モ デル 、 パ ラメ ー タ 等 の 適切 性 に つき 、 少 な く と も 月 
次 で 、 詳 細 な 分 析 を 行っ て いる か 。 ま た 、 市場 の ボラ ティ リティ 上 昇 、 流 動 性 低 
下 、 参 加 者 の ポジ ショ ン の 規模 ・ 集 中 度 の 著しい 増大 な ど に より 必要 と 認め られ 
る 場合 に 、 シ ナリ オ 等 の 分 析 を より 頻繁 に 行う こと と し て いる か 。 

エ . また 、 少 な く と も 年 次 で 、 上 記 リ スク を 管理 する た め の 方 針 の 検証 と 併せ て 、 
リス ク 管 理 モ デル 全般 に つい て 、 全 面 的 な 検証 及び 、 必 要 に 応じ 修正 を 行う こと 
と し て いる か 。 


罰 一 2ー5 証拠 金 制度 


(1) 意義 

証拠 金 と は 、 変 動 証拠 金 と 当初 証拠 金 等 の 適切 な 組合 せ 等 に より 、 市 場 価格 の 変動 
等 に より 生じ る 日 々 の エク スポ ー ジ ャ ー の ほか 、 参 加 者 破綻 等 に よる 急速 な ポジ ショ 
ン 変 動 に 備え る も の で ある 。 

実効 性 の ある 証拠 金 制度 は 、 清 算 機関 の 信用 ・ 流 動 性 リス ク 管理 に お いて 重要 な 役 
割 を 果たす も の で あり 、 清 算 機関 は 、 参 加 者 破綻 等 の スト レス 時 の 市 場 環境 も 考慮 し 
た 上 で 、 清 算 の 対象 と な る 金融 商品 の リス ク 特 性 等 を 踏ま えた 証拠 金 水準 を 算出 する 
証拠 金 制度 を 整備 し 、 検 証する こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 清算 機関 は 、 清 算 の 対象 と な る 金融 商品 の リス ク 特 性 等 を 踏ま えた 証拠 金 水準 を 
算出 する 証拠 金 制度 を 備え て いる か 。 

② 証拠 金 制度 の 整備 ・ 見 直し に 当たっ て は 、 必 要 に 応じ 、 参 加 者 その 他 の 外部 有 識 
者 を 活用 する な ど 、 制 度 の 妥当 性 等 を 確保 する た め の 措 置 を 講じ て いる か 。 

③ 証拠 金 を 適切 に 算出 する た め 、 最 新 の デー タ が 入手 で きる 体制 が 整備 され て いる 
か 。 ま た 、 市場 特性 等 に より 外部 か ら の 客観 的 な 価格 情報 を 入手 する こと が 困難 な 
場合 に は 、 価 格 を 合理 的 に 評価 ・ 決 定 す る た め の 方 針 を 予め 定め て いる か 。 

④ 当初 証拠 金 の 算出 に 当たっ て は 、 金 融 商品 の リス ク 特 性 等 に 応じ 、 適 切な シナ リ 
オ 、 モ デル 、 パ ラメ ー タ 等 を 採用 し て いる か 。 特に 、 モ デル で 想定 され る 流動 化 期 
間 は 、 店 頭 デ リバ ティ ブ に つい て は 少な く と も 5 日 、 そ の 他 の 店 頭 商品 に つい て は 
少な く と も 2 日 、 上 場 商品 に つい て は 少な く と も 1 日 を 確保 し 、 ま た 、 当 該 期 間 が 
金融 商品 の リス ク 特 性 等 を 踏ま えた 保守 的 な も の と な っ て いる か 等 に つい て 検証 し 
て いる か 。 ま た 、 市場 変動 の パラ メー タ に 過去 デー タ を 用 いる 場合 に は 、 算 出 に 用 
いる 過去 デー タ の サン プル 期間 は 、 過 去 の 市 場 変動 等 に 照ら し 十分 な も の と な っ て 
いる か 。 

⑤ 算出 され た 当初 証拠 金 が 、 想 定 損失 額 の 分 布 の 少な く と も 片側 99% 信 頼 水準 を カ 
バー する も の と な る な ど 、 十 分 な 水準 に ある こと を 確認 し て いる か 。 
( 注 ) ポート フォ リオ ベー ス で 証拠 金 を 算出 する 場合 に は 、 ポ ー ト フォ リオ ご と の 

将来 エク スポ ー ジ ャ ー の 分 布 に つき 、 ポ ー ト フォ リオ 内 で リス ク の 相殺 を 認 
証拠 金 を 減算 する こと に 十分 な 合理 性 が ある か に 留意 し つつ 、 想 定 損失 額 の 少 
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な く と も 片側 99% 信 頼 水 準 を カバ ー す る も の と な る な ど 、 十 分 な 水準 に ある こ 
と を 確認 し て いる か 。 
⑥ 変動 証拠 金 の 算出 に 当たっ て は 、 頻 繁 に 、 少 な く と も 日 次 で 、 参 加 者 の ポジ ショ 
ン を 値 洗い し 、 変 動 証拠 金 の 授受 を 行う こと と し て いる か 。 ま た 、 必 要 な 場合 に 清 
算 参加 者 に 当日 中 に 追加 資金 を 預託 させ る 権限 を 有 し 、 こ れ を 行う た め の 体制 を 整 
備 し て いる か 。 
⑦ 証拠 金 算出 の モデ ル 等 に つき 、 リ スク 管理 の 方 針 に 則り 、 少 な く と も 、 日 次 で の 
バッ ク テ ス ト の 実施 、 月 次 で の 証拠 金 算出 モデ ル の 実績 等 の 分 析 、 並 びに 、 年 次 で 
の モデ ル の 全般 的 な 検証 及び 必要 に 応じ た 修正 を 行う こと と し て いる か 。 
また 、 上 記 の 年 次 で の 検証 及び 必要 に 応じ た 修正 に つい て は 、 想 一 2ー2 の リス 
ク 管 理 体制 の 検証 と 整合 的 に 行う こと と し て いる か 。 


罰 一 2 一 6 担保 制度 


(1) 意義 

担保 は 、 清 算 機関 の 信用 エク スポ ー ジ ャ ー を 保全 し て 清算 機関 が 抱え る 信用 リス ク 
を 削減 する の みな ら ず 、 参 加 者 に 対し て も 、 リ スク 管理 の イン セン ティ ブ を 与え る 意 
義 が ある 。 

一 方 で 、 担 保 の 清算 価値 は 、 市 場 環境 に 応じ て 変化 する も の で あり 、 参 加 者 破綻 等 
の スト レス 下 に お いて は 、 市 場 価格 ・ 流 動 性 が 急激 に 減少 する こと も 考え られ る 。 
この た め 、 清 算 機関 は 、 ス トレ ス 下 に お いて 担保 の 清算 価値 が 保全 対象 額 以 上 と な 
る よう 担保 価値 に 対し て 慎重 な 掛 目 を 適用 し 、 ま た 、 ス トレ ス 下 に お いて 担保 を 実際 
に 処分 する こと の で きる よう 、 体 制 の 整備 を 図る 必要 が ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 一 般 に 、 担 保 と し て 受け 入れ る 資産 を 、 信 用 リス ク ・ 流 動 性 リス ク ・ 市 場 リス ク 
の 低い も の に 限定 し て いる か 。 

② 清算 機関 は 、 担 保 価値 の 慎重 な 評価 手法 を 確立 し た 上 で 担保 掛 目 の 設定 を 行っ て 
いる か 。 ま た 、 担 保 掛 目 は 、 定 期 的 に 検証 され 、 か つ 、 ス トレ ス 時 の 市 場 環 境 を 考 
慮 し た も の と な っ て いる か 。 

③ 清算 機関 は 、 担 保 を プロ シク リカ ル に 調整 する 必要 性 を 抑制 する た め 、 ス トレ ス 
下 の 市 場 環 境 を 含め て 掛 目 を 算出 し 、 実 行 可 能 な 範囲 で で きる 限り 慎重 に 、 安定 的 ・ 
保守 的 な 掛 目 を 設定 し て いる か 。 

④ 清算 機関 は 、 担 保 と し て 特定 の 資産 を 集中 的 に 保有 すす る こと と な ら な いよ うな 措 
置 を 講じ て いる か 。 

⑤ 外国 の 担保 を 受け 入れ る 清算 機関 は 、 そ の 利用 に 伴う リス ク を 軽減 し 、 担 保 処 分 
を 適時 に 行え る こと と し て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
取引 証拠 金 の 代用 有価 証券 等 と し て 、 金 融 商品 取引 所 等 に 関す る 内 閣府 令 第 68 条 
第 1 項 第 3 号 に 規定 する 権利 (以下 「LG」 と いう 。) が 認め られ て いる 。 
LG は 、 特 定 通貨 関連 店 頭 デ リバ ティ ブ 取 引 ( 同 令 第 117 条 第 1 項 第 28 号 の 2 に 規 
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定 する 特定 通貨 関連 店 頭 デ リバ ティ ブ 取 引 を いう 。 以下 同じ 。) の カバ ー 取 引 ( 同 令 第 
94 条 第 1 項 第 1 号 に 規定 する カバ ー 取 引 を いう 。 以 下 同じ 。) に つい て 、 
特定 通貨 関連 店 頭 デ リバ ティ ブ 取 引 を 行う 金融 商品 取引 業者 等 が 特定 通貨 関連 
店 頭 デ リバ ティ ブ 取 引 や カバ ー 取 引 を 安定 的 に 行う 観点 か ら 清算 機関 の 利用 を 促 
進 する 必要 性 が 高い こと 
特定 通貨 関連 店 頭 デ リバ ティ ブ 取 引 を 行う 金融 商品 取引 業者 等 が 清算 機関 の 利 
用 を 促進 する た め の イ ン セ ン テ ィ ブ と し て 、 代 用 有価 証券 等 と し て LG の 利用 を 認 
め る こと が 有効 で ある こと 
を 踏ま え 、 例 外 的 に 代用 有価 証券 等 と し て 認め られ た も の で ある こと に 留意 する 必 
要 が ある 。 
これ を 踏ま え 、 LG の 利用 に つい て は 、 市 場 環境 の 変化 等 を 踏ま え 、 必 要 に 応じ て 見 
直す 必要 が ある 。 


相 一 2 一 7 監督 手法 ・ 対 応 

清算 機関 の 財務 の 健全 性 や リス ク 管 理 体制 の 状況 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 
び 改 善人 策 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 人 金 商法 第 156 条 の 15 の 規 
定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 

さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 人 金 商法 
第 156 条 の 16 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 
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一 3 業務 の 適切 性 


罰 一 は ー1 一 1 法令 等 遵守 を 確保 する た め の 措 置 


(1) 法令 等 遵守 に 関す る 方 針 及び 手続 等 に 係る 留意 点 

① 法令 等 遵守 を 経営 の 最 重要 課題 の つと し て 位置 付け 、 そ の 実践 に 係る 基本 方 針 、 
更に 具体 的 な 実践 計画 (コン プラ イア ンス ・ プ ログ ラム ) や 行動 規範 (倫理 規程 、 
コン プラ イア ンス ・ マ ニュ アル ) 等 を 策定 し て いる か 。 

② 法令 等 遵守 責任 者 の 権限 と 責任 を 明確 に し 、 そ の 機能 が 十分 に 発揮 され る 態勢 と 
な っ て いる か 。 

③ 法令 等 遵守 関連 の 情報 が 、 清 算 業務 を 行う 部 門 、 法 令 等 遵守 部 門 法 令 等 遵守 責 
任 者 等 の 担当 者 及び 経営 陣 の 間 で 、 的 確 に 連絡 ・ 報 告 さ れる 体制 と な っ て いる か 。 


(2) 内 部 通報 制度 に 係る 留意 点 
① 内 部 通報 制度 の 担当 部 署 や 処理 手続 を 明確 に 定め 、 迅 速 か つ 適切 に 処理 ・ 対 応 が 
行わ れる 態勢 と な っ て いる か 。 
② 内 部 通報 の 内 容 に つい て 、 必 要 か つ 適 切な 範囲 内 で 情報 共有 が 図ら れる 態勢 と な 


っ て いる か 。 
③ 内 部 通報 へ の 対応 状況 に つい て 、 適 切 に フォ ロー アッ プ が 行わ れる 態勢 と な っ て 
いる か 。 


④ 内 部 通報 の 内 容 及 びそ の 調査 結果 は 、 正 確か つ 適切 に 記録 ・ 保 存 さ れる と と も に 、 
業務 管理 体制 の 改善 、 再 発 防止 策 の 策定 等 に 十分 活用 され て いる か 。 


血 一 3 は ー1 一 2 公正 な 参加 要件 等 


(1) 意義 
金融 取引 に お ける 処理 等 を 集中 的 に 行う こと で 、 市 場 参加 者 の 安定 的 ・ 効 率 的 な 業 
務 運 営 に 資す る と いう 清算 機関 の 役割 を 踏ま えれ ば 、 清 算 機 関 の サ ービス は 、 参 加 者 
や 他 の 清算 機関 等 に 対し て 公正 で 開か れ た も の で ある べき で ある 。 
同時 に 、 清 算 機 関 は 自ら の 財務 の 健全 性 を 確保 し 、 安 定 的 に 清算 業務 を 提供 する た 
め 、 リ スク に 関連 する 合理 的 な 参加 要件 を 定め 、 参 加 者 が 清算 機関 に も た ら す リス ク 
を 管理 する こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 清算 機関 は 、 参 加 者 に 対し て 、 リ スク に 関連 する 合理 的 な 参加 要件 を 設定 し て い 
る か 。 
② 当該 参加 要件 は 、 清 算 対 象 業務 の 市 場 に お いて 、 清 算 業務 を 安定 的 に 提供 する 等 
の 観点 か ら 公正 な も の で ある か に つき 検証 を 行い 、 当 該 検証 を 踏ま えた 参加 要件 を 
公表 する こと と し て いる か 。 
③ 清算 機関 は 、 清 算 業 務 で 提供 を 受け た 情報 の 他 の サー ビス へ の 利用 、 清 算 業務 に 


41 


付随 する サー ビス の 契約 締結 等 に お いて 、 自 ら の 地位 を 溢 用 する こと と な っ て いな 
いか 。 

④ 清算 機関 は 、 参 加 者 か ら 適時 に 財務 状況 等 の 報告 を 受け る な ど 参 加 要 件 の 遵守 状 
況 の モニ タリ ング を 継続 的 に 行っ て いる か 。 ま た 、 参 加 要 件 を 満た さ な く な っ た 参 
加 者 に つい て 、 清 算 参 加 の 停止 や 退出 を 円 滑 に 行う た め の 明 確 な 手続 を 設け 、 こ れ 
を 公表 し て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
参加 要件 と 遵守 状況 の モニ タリ ング に つい て 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 
改善 人 策 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 15 の 規 
定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 人 金 
商法 第 156 条 の 16 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


罰 一 3ー1 一 3 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 の 防止 


(1) 意義 

反 社 会 的 勢力 を 社会 か ら 排 除 し て いく こと は 、 社 会 の 秩序 や 安全 を 確保 する 上 で 極 
め て 重要 な 課題 で あり 、 反 社会 的 勢力 と の 関係 を 遮断 する た め の 取 組み を 推進 し て い 
く こ と は 、 社 会 的 責任 を 果たす 観点 か ら 必要 か つ 重 要 な こと で ある 。 特 に 、 高 い 公共 
性 を 有 し 、 経 済 的 に 重要 な 機能 を 営む 清算 機関 に お いて は 、 清 算 機 関 自身 や 役職 員 の 
みな ら ず 、 金 融 商 品 市 場 に 参加 する 様々 な ステ ー ク ホル ダー が 被害 を 受け る こと を 防 
止 する た め 、 反 社会 的 勢力 を 金融 商品 市 場 か ら 排除 し て いく こと が 求め られ る 。 

も と より 清算 機関 と し て 公共 の 信頼 を 維持 し 、 業 務 の 適切 性 及び 健全 性 を 確保 する 
た め に は 、 反 社会 的 勢力 に 対し て 屈する こと な く 法 令 等 に 則 し て 対応 する こと が 不可 
欠 で あり 、 清算 機関 に お いて は 、 「 企 業 が 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 指 
針 に つい て 」 (平成 19 年 6 月 19 日 犯罪 対策 閣僚 会 議 幹 事 会 申 合せ ) の 趣旨 を 踏ま え 、 
平素 より 、 反 社会 的 勢力 と の 関係 遮断 に 向け た 態勢 整備 に 取り 組む 必要 が ある 。 

特に 、 近 時 反 社 会 的 勢力 の 資金 獲得 活動 が 巧妙 化し て お り 、 関 係 企 業 を 使い 通常 の 
経済 取引 を 装っ て 巧み に 取引 関係 を 構築 し 、 後 々 トラ ブル と な る 事例 も 見 られ る 。 こ 
うし た ケー ス に 適切 に 対処 する に は 経営 陣 の 断固 た る 対応 、 具 体 的 な 対応 が 必要 で あ 
る 。 

な お 、 役 職員 の 安全 が 脅かさ れる 等 不測 の 事態 が 危 眼 され る こと を 口実 に 問題 解決 
に 向け た 具体 的 な 取組 み を 遅らせ る こと は 、 か えっ て 清算 機関 や 役職 員 自 身 等 へ の 最 
終 的 な 被害 を 大 きく し 得る こと に 留意 する 必要 が ある 。 

(参考 )「 企 業 が 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 指 針 に つい て 」( 平 成 19 年 

6 月 19 日 犯罪 対策 閣僚 会 議 幹 事 会 申 合せ ) 
① 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 基 本 原則 
〇 組織 と し て の 対応 
〇 外部 専門 機関 と の 連携 
〇 取引 を 含め た 一 切 の 関係 遮断 
〇 有事 に お ける 民事 と 刑事 の 法 的 対応 
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〇 裏 取 引 や 資金 提供 の 禁止 
② 反 社 会 的 勢力 の と ら え 方 

暴力 、 威 力 と 詐欺 的 手法 を 駆使 し て 経済 的 利益 を 追求 する 集団 又は 個人 で 
ある 「 反 社会 的 勢力 」 を と ら え る に 際 し て は 、 暴力 団 、 暴力 団 関係 企業 、 総会 
屋 、 社会 運動 標 頂 ゴ ロ 、 政治 活動 標 棒 ゴ ロ 、 特殊 知能 暴力 集団 等 と いっ た 属性 
要件 に 着目 する と と も に 、 暴 力 的 な 要求 行為 、 法 的 な 責任 を 超え た 不当 な 要求 
と いっ た 行為 要件 に も 着目 する こと が 重要 で ある (平成 23 年 12 月 22 日 付 警 
察 庁 次 長 通達 「 組 織 犯罪 対策 要綱 」 参 照 ) 。 


(2) 主 な 着眼 点 
反 社 会 的 勢力 と は 一 切 の 関係 を も た ず 、 反 社 会 的 勢力 で ある こと を 知ら ず に 関係 を 有 し 
て し まっ た 場合 に は 、 相 手 方 が 反 社 会 的 勢力 で ある と 判明 し た 時 点 で 可能 な 限り 速やか に 
関係 を 解消 する た め の 熊 勢 整備 及び 反 社 会 的 勢力 に よる 不当 要求 に 適切 に 対応 する た め 
の 態勢 整備 の 検証 に つい て は 、 個 々 の 取引 状況 等 を 考慮 し つつ 、 例 えば 以下 の よう な 点 に 
留意 する こと と する 。 
① 組織 と し て の 対応 
反 社会 的 勢力 と の 関係 の 遮断 に 組織 的 に 対応 する 必要 性 ・ 重 要 性 を 踏ま え 、 担 当 者 や 
担当 部 署 だ け に 任せ る こと な く 取 締 役 等 の 経営 陣 が 適切 に 関与 し 、 組 織 と し て 対応 する 
こと と し て いる か 。 ま た 、 清 人 算 機 関 単体 の みな ら ず 、 グ ルー プー 体 と な っ て 、 反 社会 的 
勢力 の 排除 に 取り 組む こと と し て いる か 。 さ ら に 、 グ ルー プ 外 の 他社 と の 提携 に よる 金 
融 サ ービス の 提供 な どの 取引 を 行う 場合 に お いて も 、 反 社会 的 勢力 の 排除 に 取り 組む こ 
と と し て いる か 。 
② 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 に よる 一 元 的 な 管理 態勢 の 構築 
反 社 会 的 勢力 と の 関係 を 遮断 する た め の 対 応 を 総括 する 部 署 (以下 「 反 社会 的 勢力 対 
応 部 署 」 と いう 。) を 整備 し 、 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 一 元 的 な 管理 態 
勢 が 構築 され 、 機 能 し て いる か 。 
特に 、 一 元 的 な 管理 態勢 の 構築 に 当たっ て は 、 以 下 の 点 に 十分 留意 し て いる か 。 
ア . 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 に お いて 反 社 会 的 勢力 に 関す る 情報 を 積極 的 に 収集 ・ 分 析 す 
る と と も に 、 当 該 情 報 を 一 元 的 に 管理 し た デー タベース を 構築 し 、 適 切 に 更新 (情報 
の 追加 、 削 除 、 変 更 等 ) する 体制 と な っ て いる か 。 ま た 、 当 該 情 報 の 収集 ・ 分 析 等 に 
際 し て は 、 グ ルー プ 内 で 情報 の 共有 に 努め て いる か 。 さ ら に 、 当 該 情 報 を 取引 先 の 審 
査 や 当該 清算 機関 に お ける 株 主 の 属性 判断 等 を 行う 際 に 、 適 切 に 活用 する 体制 と な っ 
て いる か 。 
イ . 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 に お いて 対応 マニ ュ ア ル の 整備 や 継続 的 な 研修 活動 、 警 察 ・ 
暴力 追放 運動 推進 セン ター・ 弁 護 士 等 の 外部 専門 機関 と の 平素 か ら の 緊密 な 連携 体制 
の 構築 を 行う な ど 、 反 社会 的 勢力 と の 関係 を 遮断 する た め の 取 組み の 実効 性 を 確保 す 
る 体制 と な っ て いる か 。 特 に 、 平 素 よ り 警 察 と の パイ プ を 強化 し 、 組 織 的 な 連絡 体制 
と 問題 発生 時 の 協力 体制 を 構築 する こと に より 、 脅 迫 ・ 暴 力行 為 の 危険 性 が 高く 緊急 
を 要する 場合 に は 直ちに 警察 に 通報 する 体制 と な っ て いる か 。 
ウ . 反 社 会 的 勢力 と の 取引 が 判明 し た 場合 及び 反 社 会 的 勢力 に よる 不当 要求 が な され た 
場合 等 に お いて 、 当 該 情 報 を 反 社会 的 勢力 対応 部 署 へ 適切 に 報告 ・ 相 談 する 体制 と な 
っ て いる か 。 ま た 、 反 社会 的 勢力 対応 部 署 は 、 当 該 情 報 を 適切 に 経営 陣 に 対し 報告 す 
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る 体制 と な っ て いる か 。 さ ら に 、 反 社会 的 勢力 対応 部 署 に お いて 実際 に 反 社 会 的 勢力 
に 対応 する 担当 者 の 安全 を 確保 し 担当 部 署 を 支援 する 体制 と な っ て いる か 。 
③ 適切 な 事前 審査 の 実施 
反 社 会 的 勢力 と の 取引 を 未然 に 防止 する た め 、 反 社会 的 勢力 に 関す る 情報 等 を 活用 し 
た 適切 な 事前 審査 を 実施 する と と も に 、 契 約 書 や 取引 約款 へ の 暴力 団 排除 条項 の 導入 を 
徹底 する な ど 、 反 社会 的 勢力 が 参加 者 ・ 取 引 先 と な る こと を 防止 し て いる か 。 
④ 適切 な 事後 検証 の 実施 
反 社 会 的 勢力 と の 関係 遮断 を 徹底 する 観点 か ら 、 既 存 の 債権 や 契約 の 適切 な 事後 検証 
を 行う た め の 熊 勢 が 整備 され て いる か 。 
⑤ 反 社 会 的 勢力 と の 取引 解消 に 向け た 取組 み 

ア . 反 社 会 的 勢力 と の 取引 が 判明 し た 旨 の 情報 が 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 を 経由 し て 適切 
に 取締 役 等 の 経営 陣 に 報告 され 、 経 営 陣 の 適切 な 指示 ・ 関 与 の も と 対応 を 行う こと と 
し て いる か 。 

イ . 平素 か ら 警 察 ・ 暴 力 追放 運動 推進 セン ター・ 弁 護 士 等 の 外部 専門 機関 と 緊密 に 連携 
し つつ 、 反 社会 的 勢力 と の 取引 の 解消 を 推進 し て いる か 。 

ウ . 事後 検証 の 実施 等 に より 、 取 引 開 始 後に 取引 の 相手 方 が 反 社 会 的 勢力 で ある と 判明 
し た 場合 に は 、 可 能 な 限り 回 収 を 図る な ど 、 反 社会 的 勢力 へ の 利益 供与 に な ら な いよ 
う 配 意 し て いる か 。 

エ . いか な る 理由 で あれ 、 反 社会 的 勢力 で ある こと が 判明 し た 場合 に は 、 資 金 提供 や 不 
適切 ・ 異 例 な 取引 を 行わ な い 態勢 を 整備 し て いる か 。 

⑥ 反 社 会 的 勢力 に よる 不当 要求 へ の 対処 

ア . 反 社 会 的 勢力 に より 不当 要求 が な され た 計 の 情報 が 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 を 経由 し 
て 速やか に 取締 役 等 の 経営 陣 に 報告 され 、 経 営 陣 の 適切 な 指示 ・ 関 与 の も と 対応 を 行 
うこ と と し て いる か 。 

イ . 反 社 会 的 勢力 か ら の 不当 要求 が あっ た 場合 に は 積極 的 に 警察 ・ 暴 力 追放 運動 推進 セ 
ンタ ー・ 弁 護 士 等 の 外部 専門 機関 に 相談 する と と も に 、 暴 力 追放 運動 推進 セン ター 等 
が 示し て いる 不当 要求 対応 要領 等 を 踏ま えた 対応 を 行う こと と し て いる か 。 特 に 、 奮 
迫 ・ 暴 力行 為 の 危険 性 が 高く 緊急 を 要する 場合 に は 直ちに 警察 に 通報 を 行う こと と し 
て いる か 。 

ウ . 反 社 会 的 勢力 か ら の 不当 要求 に 対し て は 、 あ ら ゆ る 民事 上 の 法 的 対抗 手段 を 講ず る 
と と も に 、 積 極 的 に 被害 届 を 提出 する な ど 、 刑 事 事 件 化 も 中 踏 し な い 対応 を 行う こと 
と し て いる か 。 

エ . 反 社 会 的 勢力 か ら の 不当 要求 が 、 事 業 活動 上 の 不祥事 や 役職 員 の 不祥事 を 理由 と す 
る 場合 に は 、 反 社会 的 勢力 対応 部 署 の 要請 を 受け て 、 不 祥 事 案 を 担当 する 部 署 が 速 や 
か に 事実 関係 を 調査 する こと と し て いる か 。 

⑦ 株 主 情報 の 管理 
定期 的 に 自社 株 の 取引 状況 や 株 主 の 属性 情報 等 を 確認 する な ど 、 株 主 情報 の 管理 を 適 
切 に 行っ て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 


検査 結果 や 日 常 の 監督 事務 等 を 通じ て 把握 され た 清算 機関 の 反 社 会 的 勢力 と の 関係 を 
遮断 する た め の 熊 勢 に つき 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 深 度 あ る ヒア リン グ を 行う こと や 、 
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必要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと を 通じ て 、 清 算 機関 
に お ける 自主 的 な 改善 状況 を 把握 する 。 そ の 際 、 反 社会 的 勢力 へ の 資金 提供 や 反 社 会 的 勢 
力 と の 不適 切な 関係 を 認識 し て いる に も か か わら ず 関 係 解 消 に 向け た 適切 な 対応 が 図ら 
れ な いな ど 内 部 管理 態勢 が 極め て 脆弱 で あり 、 公 益 又 は 投資 者 保護 の 観点 か ら 重 大 な 問題 
が ある と 認め られ る 場合 に は 、 金 商法 第 156 条 の 16 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 
する 等 の 対応 を 行う 。 


所 一 3 一 2 業務 継続 体制 


(1) 意義 
清算 機関 は 、 金 融 商品 の 債務 を 集中 的 に 引き 受け 、 多 額 の 取引 の 決済 を 行う も の で 
あり 、 テロ 、 大 規模 災害 等 の 危機 発生 時 に お いて も 、 可 及 的 速やか に その 業務 を 復帰 ・ 
継続 させ る た め 、 適 切な 業務 継続 計画 の 策定 等 が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 平時 より 、 何 が 危機 で ある か を 認識 し 、 可能 な 限り その 回 避 ・ 予 防 に 努め る よう 、 
定期 的 な 点検 ・ 訓 練 を 行う な ど 未 然 防止 に 向け た 取組 み に 努 め て いる か 。 

② 危機 時 に お いて も 、 可 及 的 速やか に その 業務 を 復帰 ・ 継 続 さ せる た め 、 業 務 継 続 
計画 等 の 危機 時 に お ける 対応 方 針 等 を 策定 し 、 定 期 的 に 見 直し を 行う こと と し て い 
る か 。 

③ 業務 継続 計画 等 は 、 不 可 欠 な 情報 シス テム は 停止 か ら 2 時 間 以 内 に 再開 する こと 
を 、 ま た 、 障 害 の あっ た 当日 中 に 決済 を 完了 で きる こと を 、 目 標 と し た も の と な っ 
て いる か 。 

④ 危機 的 状況 の 発生 又は その 可能 性 が 認め られ る 場合 に は 、 速 や か に 金融 庁 企画 市 
場 局 市 場 課 へ の 報告 を 行なう と と も に 、 清 算 機関 内 部 の 関係 組織 間 の 連携 を 密接 に 
行う 態勢 が 整備 され て いる か 。 

⑤ 危機 に 備え た 安全 対策 と し て 、 地 理 的 な 要因 も 勘案 し つつ 、 バ ッ ク ア ッ プ セン タ 
ー を 設け る こと と し て いる か 。 業務 デー タ を 適時 に バッ クア ッ プ し 、 バ ッ ク ア ッ プ 
セン ター へ の 切替 え 等 の 訓練 を 定期 的 に 行っ て いる か 。 

⑥ 電力 供給 ・ 通 信 回 線 ・ 公 共 交 通 機関 等 社会 イン フラ の 停止 可能 性 を 想定 し た 対策 
が 検討 され て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 

日 常 の 監督 事務 等 を 通じ て 把握 され た 清算 機関 の 危機 管理 態勢 上 の 課題 に つい て 、 
深度 ある ヒア リン グ を 行う こと や 、 必 要 に 応じ て 人 金 商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基づく 
報告 を 求め る こと を 通じ て 、 清 算 機 関 に お ける 自主 的 な 改善 状況 を 把握 する 。 

な お 、 危 機 的 状況 の 発生 又は その 蓋然性 が 認め られ る 場合 に は 、 事 態 が 改善 する ま 
で の 間 、 当 該 清算 機関 に お ける 危機 対応 の 状況 (危機 管理 態勢 の 整備 状況 、 清 算 機能 
の 確保 、 参 加 者 を は じ め と する 関係 者 へ の 連絡 状況 、 情 報 発信 の 状況 等 ) が 危機 の レ 
ベル ・ 類 型 に 応じ て 十分 な も の と な っ て いる か に つい て 、 定 期 的 に 、 ヒ アリ ング 又は 
現地 の 状況 等 を 確認 する な ど に より 実態 把握 に 努め る と と も に 、 必 要 に 応じ 金 商法 第 
156 条 の 15 の 規定 に 基づく 報告 徴 求 を 行う 。 
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罰 一 8 一 3 事務 リス ク 管 理 


(1) 意義 
事務 リス ク と は 、 役 職員 が 正確 な 事務 処理 を 怠る 、 又 は 事故 ・ 不 正 等 を 起こ すこ と 
に より 清算 機関 等 が 損失 を 被る リスク で あり 、 人 為 的 ミス の ほか 、 情 報 シ ステ ム や 内 
部 手続 等 に に る も の な ど 、 多 様 な 要因 に よる も の と 考え られ る 。 
清算 機関 に お いて も 、 事 務 リ スク に 係る 管理 体制 を 整備 し 、 業 務 の 健全 か つ 適 切な 
運営 を 図る こと が 重要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 事務 リス ク を 特定 し 、 管 理 す る た め の 、 適 切な 方 針 ・ 手 続 等 を 定め て いる か 。 ま 
た 、 こ れ を 定期 的 に 検証 、 必 要 に 応じ 見 直す こと と し て いる か 。 さ ら に 、 事 務 リ ス 
ク 軽 減 の た め の 具 体 的 な 方 策 を 講じ て いる か 。 

② 将来 見 込ま れる 事務 処理 量 等 も 勘案 し 、 一 定 の サー ビス 水準 を 達成 する た め に 十 
分 な 処理 能力 を 備え る こと と し て いる か 。 

③ 事務 の 一 部 を 第 三 者 の サー ビス 業者 等 に 委託 ・ 依 拠 する 場合 に は 、 外 部 委託 の 対 
象 先 が 、 当 該 業務 を 清算 機関 が 自ら 行う 場合 に 満た すべ き 要 件 を 充足 し て いる こと 
を 確認 し て いる か 。 

④ 外部 委託 の 対象 と する 事務 や 外部 委託 先 の 選定 に 関す る 方 針 ・ 手 続 が 明確 に 定め 
られ て お り 、 委 託 先 に 対す る 管理 が 十分 に 行え る よう な 契約 、 態 勢 を 構築 し て いる 
か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
清算 機関 に お ける 対応 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善人 策 に つい て 、 深 
度 あ る ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基づく 報告 を 
求め る こと を 通じ て 、 清 算 機関 に お ける 自主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 事 務 リ スク 管理 態勢 に 重大 な 問題 が ある と 認め られ 、 公 益 又は 投資 者 保護 
の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 金 商法 第 156 条 の 16 の 規定 に 基 づ 
く 業務 改 善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う 。 


正 一 8ー4 シス テム リス ク 管 理 


(1) 意義 

シス テム リス ク と は 、 一 般 に 、 コ ンピュータ シス テム の ダウ ン 又 は 誤 作 動 等 の 、 シ 
ステ ム の 不備 等 に 伴い 、 清 算 機関 等 が 損失 を 被る リスク や 、 コ ンピュータ が 不正 に 使 
用 され る こと に より 清算 機関 等 が 損失 を 被る リス ク を いう 。 

清算 機関 の シス テム は 、 清 算 等 の た め に 不可 欠 な 市 場 の 基盤 その も の で あり 、 仮 に 
シス テム 障害 や サイ バー セキ ュ リ ティ 事案 が 発生 し た 場合 に は 、 清 算 機関 及び シス テ 
ム に 接続 する 参加 者 等 に 損害 が 生じ 、 ひ いて は 、 人 金融 レス テム 全体 に 影響 を 及ぼ すこ 
と と な りか ね な い 。 

この た め 、 清 算 機 関 に お ける 堅 宇 な シス テム リス ク 管 理 態勢 の 構築 が 重要 で ある 。 
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( 注 ) サイ バー セキ ュ リ ティ 事案 と は 、 情 報 通 信 ネ ットワーク や 情報 シス テム 等 の 悪 
用 に より 、 サ イ バ ー 空 間 を 経由 し て 行わ れる 不正 侵入 、 情 報 の 初 取 、 改 ざん や 破 
壊 、 情 報 シ ステ ム の 作動 停止 や 誤 作 動 、 不 正 プ ログ ラム の 実行 や DDoS 攻撃 等 の 、 
いわ ゆる 「 サ イ バ ー 攻 撃 」 に より 、 サ イ バ ー セ キュ リティ が 脅かさ れる 事案 を い 
う 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① シス テム リス ク に 対す る 認識 等 

ア . 取締 役 会 に お いて 、 シ ステ ムリ スク が 十分 認識 され 、 全 社 的 な リス ク 管 理 の 基 
本 方 針 が 策定 され て いる か 。 

イ . 取締 役 会 は 、 シ ステ ム 障 害 や サイ バー セキ ュ リ ティ 事案 (以下 「 シ ステ ム 障 害 
等 」 と いう 。) の 未然 防止 と 発生 時 の 迅速 な 復旧 対応 に つい て 、 経営 上 の 重大 な 課 
題 と 認識 し 、 熊 勢 を 整備 し て いる か 。 

ウ . シス テム リス ク に 関す る 情報 が 、 適 切 に 経営 陣 に 報告 され る 体制 と な っ て いる 
か 。 

② 適切 な リス ク 管 理 態 勢 の 確立 

ア . シス テム リス ク 管 理 の 基本 方 針 が 定め られ 、 管 理 態 勢 が 構築 され て いる か 。 

イ . 具体 的 基準 に 従い 、 管 理 す べき リス ク の 所 在 や 種類 を 特定 し て いる か 。 

ウ . 自ら の 業務 の 実態 や シス テム 障害 等 を 把握 ・ 分 析 し 、 シス テム 環境 等 に 応じ て 、 
その 障害 の 発生 件 数 ・ 規 模 を で きる 限り 低下 させ て 適切 な 品質 を 維持 する よう な 、 
実効 性 ある 態勢 と な っ て いる か 。 

③ シス テム リス ク 評 価 
シス テム リス ク 管 理 部 門 は 、 顧 客 チ ャ ネル の 多様 化 に よる 大 量 取 引 の 発生 や 、 ネ 

ットワーク の 拡充 に よる シス テム 障害 等 の 影響 の 複雑 化 ・ 広 範 化 な ど 、 外 部 環境 の 

変化 に より リス ク が 多様 化し て いる こと を 踏ま え 、 定 期 的 に 又は 適時 に リス ク を 認 

識 ・ 評 価 し て いる か 。 
また 、 洗 い 出 し た リス ク に 対し 、 十 分 な 対応 策 を 講じ て いる か 。 

④ 情報 セキ ュ リ ティ 管理 

ア . 情報 資産 を 適切 に 管理 する た め に 方 針 の 策定 、 組織 体制 の 整備 、 社内 規則 等 の 策 
定 、 内 部 管理 態勢 の 整備 を 図っ て いる か 。 ま た 、 他 社 に お ける 不正 ・ 不 祥 事 件 も 
参考 に 、 情報 セキ ュ リ ティ 管理 態勢 の PDCA サイ クル に よる 継続 的 な 改善 を 図っ て 
いる か 。 

イ . 情報 の 機密 性 、 完 全 性 、 可 用 性 を 維持 する た め に 、 情 報 セ キュ リティ に 係る 管 
理 者 を 定め 、 そ の 役割 ・ 責 任 を 明確 に し た 上 で 、 管 理 し て いる か 。 ま た 、 管 理 者 
は 、 シ ステ ム 、 デ ー タ 、 ネ ットワーク 管理 上 の セキ ュ リ ティ に 関す る こと に つい 
て 統括 し て いる か 。 

ウ . コン ピュ ー タ シス テム の 不正 使用 防止 対策 、 不 正 ア クセ ス 防 止 対策 、 コ ン ピ ュ 
ー タ ウィ ルス 等 の 不正 プロ グラ ム の 侵入 防止 対策 等 を 実施 し て いる か 。 

エ . 清算 機関 が 責任 を 負う べき 参加 者 の 重要 情報 を 網羅 的 に 洗い 出し 、 把 握 、 管 理 
し て いる か 。 

参加 者 の 重要 情報 の 洗い 出し に あたっ て は 、 業 務 、 シ ステ ム 、 外 部 委託 先 を 対 
象 範囲 と し 、 例 えば 、 以 下 の よ うな デー タ を 洗い 出し の 対象 範囲 と し て いる か 。 
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・ 通 常 の 業務 で は 使用 し な い シ ステ ム 領 域 に 格納 され た デー タ 
・ 障 害 解 析 の た め に シス テム か ら 出 力 さ れ た 障害 解析 用 デー タ 等 
オ . 洗い 出し た 参加 者 の 重要 情報 に つい て 、 重 要 度 判定 や リス ク 評 価 を 実施 し て い 
る か 。 
また 、 そ れ ぞ れ の 重要 度 や リス ク に 応じ 、 以 下 の よ うな 情報 管理 ルー ル を 策定 
し て いる か 。 
・ 情 報 の 暗号 化 、 マ スキ ング の ルー ル 
・ 情 報 を 利用 する 際 の 利用 ルー ル 
・ 記録 媒体 等 の 取扱 い ル ー ル 等 
カ . 参加 者 の 重要 情報 に つい て 、 以 下 の よ うな 不正 アク セス 、 不 正 情報 取得 、 情 報 
漏えい 等 を 牽制 、 防 止 する 仕組 み を 導入 し て いる か 。 
・ 職 員 の 権限 に 応じ て 必要 な 範囲 に 限定 され た アク セス 権限 の 付与 
・ ア クセ ス 記 録 の 保存 、 検 証 
・ 開発 担当 者 と 運用 担当 者 の 分 離 、 管 理 者 と 担当 者 の 分 離 等 の 相互 率 制 体制 等 
キ . 機密 情報 に つい て 、 暗 号 化 や マス キン グ 等 の 管理 ルー ル を 定め て いる か 。 また 、 
誕 号 化 プ ログ ラム 、 暗 号 鍵 、 暗 号 化 プ ログ ラム の 設計 書 等 の 管理 に 関す る ルー ル 
を 定め て いる か 。 
な お 、「 機 密 情報 」 と は 、 暗証 番号 、 パ スワ ー ド 等 、 参 加 者 に 損失 が 発生 する 可 
能 性 の ある 情報 を いう 。 
ク . 機密 情報 の 保有 ・ 廃 棄 、 ア クセ ス 制 限 、 外部 持ち 出し 等 に つい て 、 業務 上 の 必要 
性 を 十分 に 検討 し 、 よ り 上 厳格 な 取扱 い を し て いる か 。 
ケ . 情報 資産 に つい て 、 管 理 ル ー ル 等 に 基づい て 適切 に 管理 され て いる こと を 定期 
的 に モニ タリ ング し 、 管 理 態勢 を 継続 的 に 見 直し て いる か 。 
コ . セキ ュ リ ティ 意識 の 向上 を 図る た め 、 全 役職 員 に 対す る セキ ュ リ ティ 教育 ( 外 
部 委託 先 に お ける セキ ュ リ ティ 教育 を 含む ) を 行っ て いる か 。 
⑤ サイ バー セキ ュ リ ティ 管理 
ア . サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、 取 締 役 会 等 は 、 サ イ バ ー 攻 撃 が 高度 化 ・ 巧 妙 
化し て いる こと を 踏ま え を 、 サ イ バ ー セ キュ リティ の 重要 性 を 認識 し 必要 な 態勢 を 
整備 し て いる か 。 
イ . サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、 組 織 体 制 の 整備 、 社 内 規則 等 の 策定 の ほか 、 
以下 の よう な サイ バー セキ ュ リ ティ 管理 態勢 の 整備 を 図っ て いる か 。 
・ サ イ バ ー 攻 撃 に 対す る 監視 体制 
・ サ イ バ ー 攻 撃 を 受け た 際 の 報告 及び 広報 体制 
・ 組 織 内 CSIRT (Computer Security Incident Response Team) 等 の 緊急 時 対応 及 
び 早 期 警 戒 の た め の 体 制 
・ 情 報 共 有機 関 等 を 通じ た 情報 収集 ・ 共 有 体 制 等 
ウ . サイ バー 攻撃 に 備え 、 入 口 対策 、 内 部 対策 、 出 口 対策 と いっ た 多段 階 の サイ バ 
ー セ キュ リティ 対策 を 組み 合わ せ た 多 層 防 御 を 講じ て いる か 。 
・ 入 口 対策 (例え ば 、 フ ァ イ ア ウォ ー ル の 設置 、 抗 ウィ ルス ソフ ト の 導入 、 不正 侵 
入 検知 シス テム ・ 不 正 侵入 防止 シス テム の 導入 等 ) 
・ 内 部 対策 (例え ば 、 特権 ID・ パ スワ ー ド の 適切 な 管理 、 不 要 な ID の 削除 、 特 定 
コマ ンド の 実行 監視 等 ) 
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・ 出 口 対策 (例え ば 、 通信 ログ ・ イ ベン トロ グ 等 の 取得 と 分 析 、 不適 切な 通信 の 検 
知 ・ 庶 断 等 ) 

エ . サイ バー 攻撃 を 受け た 場合 に 被害 の 拡大 を 防止 する た め に 、 以 下 の よ うな 措置 

を 講じ て いる か 。 

・ 攻 撃 元 の IP アド レス の 特定 と 遮断 

・DDoS 攻撃 に 対し て 自動 的 に アク セス を 分 散 さ せる 機能 
・ シ ステ ム の 全部 又は 一 部 の 一 時 的 停止 等 

オ . シス テム の 脆弱 性 に つい て 、0S の 最新 化 や セキ ュ リ ティ パッ チ の 適用 な ど 必 要 
な 対策 を 適時 に 講じ て いる か 。 

カ . サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、 ネ ットワーク へ の 侵入 検査 や 脆弱 性 診断 等 を 
活用 する な ど 、 セ キュ リティ 水準 の 定期 的 な 評価 を 実施 し 、 セ キュ リティ 対策 の 
向上 を 図っ て いる か 。 

キ . イン ター ネッ ト 等 の 通信 手段 を 利用 し て 業務 を 行う 場合 に は 、 例 えば 、 以 下 の 
よう な 業務 の リス ク に 見 合っ た 適切 な 認証 方 式 を 導入 し て いる か 。 

・ 可 変 式 パ スワ ー ド や 電子 証明 書 な どの 、 固 定式 の ID・ パ スワ ー ド の み に 頼 ら な 
い 認 証 方 式 

・ ハ ー ド ウェ アト ー ク ン 等 で トラ ン ザ クシ ョ ン 署 名 を 行う トラ ン ザ クシ ョ ン 認 証 
等 

ク . イン ター ネッ ト 等 の 通信 手段 を 利用 し て 業務 を 行う 場合 に は 、 例 えば 、 以 下 の 
よう な 業務 に 応じ た 不正 防止 策 を 講じ て いる か 。 

・ 参加 者 の パソ コン の ウィ ルス 感染 状況 を 清算 機関 側 で 検知 し 、 警 告 を 発する ソ 
フト の 導入 
・ 電 子 証明 書 を IC カー ド 等 、 当 該 業務 に 利用 し て いる パソ コン と は 別 の 媒体 ・ 機 
器 へ 格納 する 方 式 の 採用 
・ 不 正 な ログ イン ・ 異 常 な 入力 等 を 検知 し 、 速 や か に 参加 者 に 連絡 する 体制 の 整 
備 等 

ケ . サイ バー 攻撃 を 想定 し た コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン を 策定 し 、 訓 練 や 見 直し 
を 実施 し て いる か 。 ま た 、 必 要 に 応じ て 、 業 界 横断 的 な 演習 に 参加 し て いる か 。 

コ . サイ バー セキ ュ リ ティ に 係る 人 材 に つい て 、 育 成 、 拡 雄 す る た め の 計 画 を 策定 
し 、 実 施し て いる か 。 

⑥ シス テム 企画 ・ 開 発 ・ 運 用 管理 

ア . 経営 戦略 の 一 環 と し て シス テム 戦略 方 針 を 明確 に し た 上 で 、 中 長期 の 開発 計画 
を 策定 し て いる か 。 また 、 中 長期 の 開発 計画 は 、 取締 役 会 の 承認 を 受け て いる か 。 

イ . 現行 シス テム に 内 在 す る リス ク を 継続 的 に 洗い 出し 、 そ の 維持 ・ 改 善 の た め の 
投資 を 計画 的 に 行っ て いる か 。 

ウ . 開発 案件 の 企画 ・ 開 発 ・ 移 行 の 承認 ルー ル が 明確 に な っ て いる か 。 

エ . 開発 プロ ジェ クト ご と に 責任 者 を 定め 、 開 発 計画 に 基づき 進捗 管理 され て いる 
か 。 

オ . シス テム 開発 に 当たっ て は 、 テ スト 計画 を 作成 し 、 ユーザー 部 門 も 参加 する な 
ど 、 適 切 か つ 十 分 に テス ト を 行っ て いる か 。 

カ . 人 材 育 成 に つい て は 、 現 行 シ ステ ム の 仕組 み 及 び 開 発 技術 の 継承 並び に 専門 性 
を 持っ た 人 材 の 育成 の た め の 具 体 的 な 計画 を 策定 し 、 実 施し て いる か 。 


49 


⑦ シス テム 監査 

ア . シス テム 部 門 か ら 独立 し た 内 部 監査 部 門 に お いて 、 定 期 的 な シス テム 監査 が 行 
われ て いる か 。 

イ . シス テム 関係 に 精通 し た 要員 に よる 内 部 監査 や 、 シ ステ ム 監 査 人 等 に よる 外部 
監査 の 活用 を 行っ て いる か 。 

ウ . 監査 の 対象 は と システ ムリ スク に 関す る 業務 全体 を カバ ー し て いる か 。 

⑧ 外部 委託 管理 

ア . 外部 委託 先 ( シ ステ ム 子 会 社 を 含む 。) の 選定 に 当たり 、 選 定 基準 に 基づき 評価 、 
検討 の 上 、 選 定 し て いる か 。 

イ . 外部 委託 契約 に お いて 、 外 部 委託 先 と の 役割 分 担 ・ 責 任 、 監 査 権限 、 再 委託 手 
続 、 提 供 さ れる サー ビス 水準 等 を 定め て いる か 。 ま た 、 人 外部 委託 先 の 社員 が 遵守 
すべ き ル ー ル や セキ ュ リ ティ 要件 を 外部 委託 先 へ 提示 し 、 契 約 書 等 に 明記 し て い 
る か 。 

ウ . シス テム に 係る 外部 委託 業務 ( 二 段階 以 上 の 委託 を 含む ) に つい て 、 リ スク 管 
理 が 適切 に 行わ れ て いる か 。 

シス テム 関連 事務 を 外部 委託 する 場合 に つい て も 、 シ ステ ム に 係る 外部 委託 に 
準じ て 、 適 切な リス ク 管 理 を 行っ て いる か 。 

エ . 外部 委託 し た 業務 ( 二 段階 以上 の 委託 を 含む ) に つい て 、 委 託 元 と し て 委託 業 
務 が 適切 に 行わ れ て いる こと を 定期 的 に モニ タリ ング し て いる か 。 

また 、 外 部 委託 先 に お ける 投資 者 や 参加 者 の デー タ の 運用 状況 を 委託 元 が 監視 、 
追跡 で きる 態勢 と な っ て いる か 。 
⑨ コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン 

ア . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン が 策定 され 、 緊 急 時 体制 が 構築 され て いる か 。 

イ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン の 策定 に 当たっ て は 、 そ の 内 容 に つい て 客観 的 な 
水準 が 判断 で きる も の (例え ば 「 金 融 機関 等 に お ける コン ティ ンジ ェ ン シー プラ 
ン (緊急 時 対応 計画 ) 策定 の た め の 手 引 書 」( 公 益 財団 法人 金融 情報 シス テム セン 
ター 編 )) を 根拠 と し て いる か 。 

ウ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン の 策定 に 当たっ て は 、 災 害 に よる 緊急 事態 を 想定 
する だ け で は な く 、 清 算 機関 の 内 部 又は 外部 に 起因 する シス テム 障害 等 も 想定 し 
て いる か 。 

また 、 バ ッ チ 処理 が 大 幅 に 遅延 し た 場合 な ど 、 十 分 な リス クシ ナリ オ を 想定 し 
て いる か 。 

エ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン は 、 他 の 人 金融 機関 及び 清算 ・ 振 替 機関 等 に お ける 
シス テム 障害 等 の 事例 や 中 央 防災 会 議 等 の 検討 結果 を 踏ま そる な ど 、 想 定 シ ナリ 
オ の 見 直し を 適宜 行っ て いる か 。 

オ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン に 基づく 訓練 は 、 全 社 レ ベル で 行い 、 外 部 委託 先 
等 と 合同 で 、 定 期 的 に 実施 し て いる か 。 

カカ. 業務 へ の 影響 が 大 きい 重要 な シス テム に つい て は 、 オ フサ イト バッ クア ッ プ シ 
ステ ム 等 を 事前 に 準備 し 、 災 害 、 シ ステ ム 障 害 等 が 発生 し た 場合 に 、 速 や か に 業 
務 を 継続 で きる 態勢 を 整備 し て いる か 。 

⑩ シス テム 更改 等 の リス ク 
ア . 役職 員 は 、 新規 シス テム の 構築 ・ 既 存 シ ステ ム 更 改 (以下 「 シ ステ ム 更 改 等 」 と 
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いう 。) の リス ク に つい て 十分 認識 し 、 そ の リス ク 管 理 態勢 を 整備 し て いる か 。 

イ . テス ト 体 制 を 整備 し て いる か 。 ま た 、 テ スト 計画 は シス テム 更改 等 に 伴う 開発 
内 容 に 適合 し た も の と な っ て いる か 。 

ウ . 業務 を 外部 委託 する 場合 で あっ て も 、 清 算 機関 生 ら が 主体 的 に 関与 する 態勢 を 
構築 し て いる か 。 

エ . シス テム 更改 等 に 係る 重要 事項 の 判断 に 際 し て 、 シ ステ ム 監 査 人 に よる 監査 等 
の 第 三 者 機関 に よる 評価 を 活用 し て いる か 。 

オ . 不測 の 事態 に 対応 する た め 、 コ ン テ ィ ン ジェ ン シ ー プ ラン 等 を 整備 し て いる か 。 

⑪ 障害 発生 時 の 対応 等 

ア . シス テム 障害 等 が 発生 し た 場合 に 、 投 資 者 や 参加 者 等 に 無用 の 混乱 を 生じ させ 
な いた め の 適 切な 措置 を 講じ る と と も に 、 速 や か に 復旧 や 代替 手段 の 稼働 に 向け 
た 作業 を 実施 する こと と な っ て いる か 。 

また 、 シ ステ ム 障 害 等 の 発生 に 備え 、 最 悪 の シナ リオ を 想定 し た 上 で 、 必 要 な 
対応 を 行う 態勢 と な っ て いる か 。 

イ . シス テム 障害 等 の 発生 に 備え 、 外 部 委託 先 を 含め た 報告 態勢 、 指 揮 ・ 命 令 系 統 
が 明確 に な っ て いる か 。 

ウ . 経営 に 重大 な 影響 を 及ぼ す シ ステ ム 障 害 等 が 発生 し た 場合 に 、 速 や か に 代表 取 
締 役 を は じ め と する 取締 役 に 報 告 す る と と も に 、 報 告 に 当たっ て は 、 最 悪 の シナ 
リオ の 下 で 生じ うる 最大 リス ク 等 を 報告 する 態勢 (例え ば 、 投 資 者 や 参加 者 に 重 
大 な 影響 を 及ぼ す 可 能 性 が ある 場合 、 報 告 者 の 判断 で 過小 報告 する こと な く 、 最 
大 の 可能 性 を 速やか に 報告 する こと ) と な っ て いる か 。 

また 、 必 要 に 応じ て 、 対 策 本 部 を 立ち 上 げ 、 代 表 取 締 役 等 自ら が 適切 な 指示 ・ 
命令 を 行い 、 速 や か に 問題 の 解決 を 図る 態勢 と な っ て いる か 。 

エ . 発生 し た シス テム 障害 等 に つい て 、 原 因 を 分 析 し 、 そ れ に 応じ た 再発 防止 策 を 
講じ る こと と し て いる か 。 

また 、 シ ステ ム 障 害 等 の 原因 等 の 定期 的 な 傾向 分 析 を 行い 、 そ れ に 応じ た 対応 
素 を と っ て いる か 。 

オ . シス テム 障害 等 の 発生 時 に 速やか に 当局 に 対す る 報告 行う こと と な っ て いる 

か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
① 問題 認識 時 
日 常 の 監督 事務 等 を 通じ て 把握 され た シス テム リス ク 管 理 態勢 上 の 課題 に つい て 
は 、 清 算 機関 又は その 業務 委託 先 に 対し 深度 ある ヒア リン グ を 行う こと や 、 必 要 に 
応じ て 金 商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと を 通じ て 、 清 算 機関 に 
お ける 自主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
また 、 公 益 又は 投資 者 保護 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が ある と 認め られ る 等 の 場合 に 
は 、 金 商法 第 156 条 の 16 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う 。 
② シス テム 更改 等 時 
清算 機関 が シス テム 更改 等 を 行う 場合 に は 、 そ の 態様 に 応じ し 、 シ ステ ム 更 改 等 実 
施 に 向け た 具体 的 な 計画 、 シ ステ ム 更 改 等 の リス ク に 係る 内 部 管理 態勢 (内 部 臣 
を 含む 。) 、 そ の 他 の 事項 に つい て 資料 の 提出 を 求め る 。 
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な お 、 態様 が 大 規模 な 場合 に は 、 当該 シス テム 更改 等 完了 まで の 間 、 金 商 法 第 156 
条 の 15 の 規定 に 基づく 報告 を 定期 的 に 求め る 。 


(4) シス テム 障害 に 対す る 対応 
① シス テム 障害 の 発生 を 認識 次 第 、 直 ち に 、 そ の 事実 の 当局 宛て 報告 を 求め る と と 
も に 、「 障 害 発 生 等 報告 書 」 (別紙 様式 1 一 1) に て 当局 宛て 報告 を 求め る も の と す 
る 。 
また 、 復 旧 時 、 原 因 解 明 時 に は 改め て その 電報 告 を 求め る こと と する (た だ し 、 
復旧 原因 の 解明 が され て いな い 場 合 で も 1 か 月 以内 に 現状 に つい て 報告 を 求め る )。 
( 注 ) 報告 すべ き シ ステ ム 人 障害 
その 原因 の 如何 を 問わ ず 、 清 算 機関 又は 清算 機関 か ら 業 務 の 委託 を 受け た 者 
等 が 現に 使用 し て いる シス テム ・ 機 器 (ハー ドウ ェ ア 、 ソ フト ウェ ア 共 ) に 発生 
し た 障害 で あっ て 、 取 引 、 決済 、 入 出 金 、 資金 繰り 、 財務 状況 把握 、 そ の 他 参 加 
者 等 の 利便 等 に 影響 が ある も の 又は その お それ が ある も の 。 
た だ し 、 一 部 の シス テム ・ 機 器 に これ ら の 影響 が 生じ て も 他 の シス テム ・ 機 器 
が 速やか に 代替 する こと で 実質 的 に は これ ら の 影響 が 生じ な い 場 合 を 除く 。 
な お 、 障 害 が 発生 し て いな い 場 合 で あっ て も 、 サ イ バ ー 攻 撃 の 予告 が な され 、 
又は サイ バー 攻撃 が 検知 され る 等 に より 、 参 加 者 や 業務 に 影響 を 及ぼ す 、 又 は 
及ぼ す 可 能 性 が 高い と 認め られ る 時 は 、 報 告 を 要する も の と する 。 
② 必要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基づく 追加 の 報告 を 求め 、 公 益 又は 投 
資 者 保護 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 に は 、 金 商法 第 156 条 の 16 
の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う も の と する 。 
さら に 、 重 大 ・ 悪 質 な 法令 違反 行為 が 認め られ る 等 の 場合 に は 、 人 金 商法 第 156 条 
の 17 の 規定 に 基づく 業務 停止 命令 等 の 発出 も 含め 、 必 要 な 対応 を 検討 する も の と す 
る 。 


相 -3 一 5 参加 者 破綻 等 へ の 対応 手続 


(1) 意義 

参加 者 等 が 決済 不履行 又は 破綻 (以下 「 破 綻 等 」 と いう 。) に 陥っ た 場合 に 、 清 算 機 
関 が 、 清 算 機能 を 円 滑 に 継続 する た め に は 、 担 保 処分 、 損 失 を 補填 する た め の 財 務 資 
源 の 手当 て 、 追 加 の 財務 資源 の 手当 て が 必要 と な っ た 場合 の 対応 等 を 、 速 や か に 実施 
する 必要 が ある 。 

こう し た 観点 か ら 、 破 綻 等 へ の 対応 に つい て は 、 清 算 機関 の 権限 や 参加 者 の 義務 等 
を 含む 手続 が 、 明 確 に 定め られ て いる こと が 求め られ る 。 ま た 、 こ うし た 手続 が 実際 
に 参加 者 破綻 等 の 際 に 、 実 務 上 実行 可能 で ある か に つき 、 適 切な 検証 を 行う こと が 必 
要 と な る 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 参加 者 の 破綻 等 に 際 し て も 、 清 算 機関 の 債務 履行 等 の 業務 の 円 滑 な 継続 を 可能 と 
する よう 、 参 加 者 破綻 等 の 際 の 財務 資源 の 手当 て その 他 の 必要 な 手続 に つい て 、 業 
務 方 法 書 等 に お いて 、 明 確 に 定め て いる か 。 
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特に 、 参 加 者 の 破綻 等 に より 生じ る 損失 を 補償 する た め の 財 務 資 源 の 所 要 額 及び 
利用 順位 、 事 前 拠出 型 の 財務 資源 の 手当 て で カバ ー で き な い 損失 が 生じ た 場合 の 追 
加 的 徴収 の 権限 及び 割当 方 法 に つい て 、 ピ 明確 に 定め て いる か 。 

② また 、 参 加 者 の 破綻 等 へ の 対応 に 関す る 手続 に つい て 、 参 加 者 その 他 の 関係 者 と 
協 働 し て 、 定 期 的 に 、 少 な く と も 年 に 1 回 、 検 証 及び 必要 に 応じ た 見 直し を 行う こ 
と と し て いる か 。 

③ 参加 者 の 破綻 等 へ の 対応 に 関す る 手続 に 関与 する 職員 、 参 加 者 その 他 の 関係 者 と 
の 間 で 、 参 加 者 破綻 等 へ の 対応 マニ ュ ア ル 等 を 整備 し 、 そ の 実行 可能 性 を 定期 的 に 
検証 する こと と し て いる か 。 

④ 清算 機関 は 、 個 別 又は 複合 的 な 参加 者 の 破綻 等 に 際 し て も 支払 債務 を 適時 に 決済 
する た め の 明 確 な 規則 ・ 手 続 を 設け て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
参加 者 の 破綻 等 へ の 対応 手続 に 関す る 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善 策 
に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基 
づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 人 金 
商法 第 156 条 の 16 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


罰 一 3 一 6 担保 等 の 管理 ・ 運 用 等 


( 1) 意義 

参加 者 の 破綻 ・ 支 払 停止 時 に お ける 顧客 保護 の 観点 か ら 、 参 加 者 の 顧客 の ポジ ショ 
ン ・ 担 保 が 参加 者 自身 の ボ ポジション ・ 担 保 と 分 別して 管理 され る こと は 、 重 要 で ある 。 
さら に 、 顧 客 ご と に 区 分 し て 保有 ・ 管 理 さ れる こと に より 、 各 顧客 は 参加 者 や 他 の 顧 
客 の 破綻 か ら 保護 され 得る こと と な る 。 

また 、 上 記 の 前 提 と し て 、 参 加 者 等 か ら 差 し 入れ られ た 担保 が 、 十 分 に 信用 力 が 高 
い 資 産 と し て 保全 され て お り 、 ま た 保管 先 に お いて 適切 に 管理 され 、 危 機 時 に 清算 機 
関 が 当 該 担保 を 速やか に 利用 可能 で ある こと が 重要 で ある 。 

勘定 移管 (ポジ ショ ン 等 を ある 当事者 か ら 別 の 当事者 に 移転 する こと ) に つい て も 、 
明確 か つ 有 効 な 勘定 移管 手続 を 規定 し て お く こ と で 、 参 加 者 破綻 等 の 際 の ポジ ショ ン 
等 移転 が 円 滑 に 行わ れ 、 ス トレ ス 時 の 市 場 の 混乱 を 抑止 する 効果 が 期待 され る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 清算 機関 は 、 参 加 者 の 破綻 等 に 伴う 支払 不能 時 に 、 顧 客 の ポジ ショ ン と これ に 関 
連 す る 担保 を 安全 か つ 有 効 に 保有 ・ 移 転 す る た め 、 分 別 管理 及び 勘定 移管 を 可能 と 
する た め の 規 則 及 び 手 続 を 設け て いる か 。 

② 清算 機関 は 、 参 加 者 の 顧客 の ポジ ショ ン を 容易 に 特定 し 、 関 連 す る 担保 を 分 別 管 
理 す る こと を 可能 に する 口座 構造 を 採用 し て いる か 。 

③ 清算 機関 は 、 破 綻 参加 者 の 顧客 の ポジ ショ ン ・ 担 保 を 単 一 又は 複数 の 別 の 参加 者 
に 勘定 移管 する た め の 規 則 及 び 手 続 を 定め て いる か 。 

④ 清算 機関 は 、 参 加 者 の 顧客 の 担保 が 個別 口座 ・ オ ム ニ バ スロ 座 い ずれ に より 保護 
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され て いる か 等 を 含め 、 参 加 者 の 顧客 の ポジ ショ ン と 、 関 連 す る 担保 の 分 別 管理 と 
勘定 移管 に 関す る 規則 ・ 手 続 を 開示 し て いる か 。 
( 注 ) 個別 口座 : 清算 機関 の 参加 者 の 顧客 の 担保 を 別々 に 管理 する 方 法 
オム ニ バ スロ 座 : 特定 の 参加 者 の 全て の 顧客 に 帰属 する 担保 を 参加 者 の 担保 
と 分 別して 単 一 の 口座 に 混 蔵 保管 する 方 法 
⑤ 受入 れ 担保 の 保管 先 に つい て 、 当 該 者 の 信用 力 、 保 管 手続 等 の 管理 体制 、 危 機 時 
に お ける 担保 の 利用 手続 等 を 勘案 し 、 厳 格 に これ を 選定 する こと と し て いる か 。 
( 注 ) な お 、 現 物 取 引 に つい て は 、 人 金 商法 第 119 条 等 の 規定 に お いて 担保 の 管理 方 
法 に 係る 事項 が 定め られ て いな い が 、 金 商法 第 43 条 の 2 及び 第 79 条 の 20 に よ 
り 、 顧 客 保護 の 趣旨 が 達成 され て いる こと に 留意 する 。 
⑥ 預託 を 受け た 担保 等 の 運用 を 行う 場合 に は 、 残 存 年 限 や 商品 性 等 も 勘案 し 、 流 動 
性 や 信用 力 が 高い も の に 限定 する こと と し て いる か 。 
⑦ また 、 運 用 規模 に つい て も 、 市場 ス トレ ス 下 で 迅速 に 換金 で きる 範囲 に 限る こと 
と し 、 ま た 、 預 託さ れ て いる 証拠 金 等 の 総額 、 過 去 の 最低 残高 ・ 年 間 支 払 量 等 に 照 
らし て 、 一 定期 間 清 算 機関 に 滞留 する も の と 仮定 する こと に 合理 的 な 見 積 り を 行い 、 
検証 する こと と し て いる か 。 
上 記 内 容 を 含む 運用 方 針 を 策定 し 、 こ れ を 公表 する こと と し て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
担保 等 の 管理 等 に 係る 体制 等 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善人 策 に つい 
て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基づく 報 
告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 金 
商法 第 156 条 の 16 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


相 一 3 一 7 参加 者 の 階層 構造 等 に 係る 留意 点 


(1) 意義 

清算 機関 の 利用 に 際 し 、 あ る 者 (間接 参加 者 ) が 他 の 者 (直接 参加 者 ) を 通じ て 、 清 
算 機関 の シス テム を 利用 する 、 階 層 的 な 参加 形態 が 存在 する 。 こ うし た 階層 的 な 参加 
形態 は 、 直 接 参加 者 を 通じ て 、 よ り 多 く の 参 加 者 に 間接 参加 者 と し て 清算 業務 に アク 
セス する こと を 可能 と する 一 方 、 直 接 参加 者 ・ 間 接 参加 者 間 の 関係 や 業務 プロ セス の 
内 容 に よっ て は 、 業 務 構 造 が 複雑 化 さ れ 、 様 々 な リス ク が 潜在 化す る 可能 性 が ある 。 
清算 機関 に お いて は 、 こ うし た 階層 的 な 参加 形態 に 内 在 す る リス ク を 特定 し 、 適 切な 
管理 体制 を 構築 し て いく こと が 必要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 清算 機関 は 、 規 則 ・ 手 続 等 に お いて 、 間接 参加 に 関す る 基本 的 な 情報 の 収集 な ど 、 
階層 的 な 参加 形態 に 係る リス ク を 特定 し 、 管 理 す る た め の 方 策 を 講じ て いる か 。 
② 上 記 の 情報 収集 等 を 通じ て 把握 し た 、 財 務 の 状況 に 比較 し て 間接 参加 者 分 の ポジ 
ショ ン の 比率 が 大 きい 直接 参加 者 、 極 め て 多数 の 顧客 の 清算 取次 ぎ を 行う 直接 参加 
者 等 に つい て は 、 そ の リス ク の 検証 を 行う こと と し て いる か 。 
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③ 清算 機関 は 、 間 接 参加 者 が 破綻 し た 場合 に 生じ 得る 清算 機関 に 対す る リス ク を 定 
期 的 に 検証 し 、 必 要 か つ 適 切な 場合 に は 、 こ うし た リス ク の 軽減 措置 を 講じ て いる 
か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
参加 者 の 随 層 構造 等 か ら 生じ る リス ク の 管理 体制 の 状況 に 問題 が 認め られ る 場合 に 
は 、 原 因 及 び 改 善人 策 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 金 商法 第 156 
条 の 15 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 公 益 又 は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 人 金 
商法 第 156 条 の 16 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


罰 一 3ー8 情報 開示 の 適切 性 等 


(1) 意義 
清算 機関 に お いて は 、 参 加 者 や 参加 予定 者 が 、 清 算 制 度 へ の 参加 か ら 生 ずる リス ク 
と 責任 を 明確 に 認識 し 、 十 分 に 理解 する こと が で きる よう 、 十 分 な 情報 を 提供 する こ 
と が 重要 で ある 。 
また 、 参 加 者 等 へ の 十分 な 情報 提供 の 観点 か ら 、 参 加 者 等 の 権利 ・ 義 務 及 び リ スク 
に 係る 重要 な 手続 等 に つい て は 、 業 務 方 法 書 等 の 規則 ・ 手 続 に 明記 し 、 併 せ て これ を 
公表 する こと が 、 重 要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 清算 機関 は 、 明 確か つ 包 括 的 な 規則 ・ 手 続 を 策定 し 、 参 加 者 に 開示 し て いる か 。 
また 、 主 要 な 規則 ・ 手 続 等 に つい て は 、 こ れ を 公表 する こと と し て いる か 。 

② 上 記 の 規則 ・ 手 続 等 に つい て は 、 参 加 者 が 清算 機関 へ の 参加 か ら 生 じ る リス ク を 
評価 で きる よう 、 清 算 機関 と 参加 者 の 権利 ・ 義 務 に つい て 明瞭 な 記述 を 行っ て いる 
か 。 

③ 清算 機関 は 、 有 償 で 行う 業務 と 無償 で 行う 業務 と を 明確 に し 、 個 別 サ ービス の 料 
金 ・ 内 容 を 公表 し て いる か 。 

④ 清算 機関 は 、 「 金 融 市 場 イ ン フ ラ の た め の 原 則 」 及 び こ れ を 補足 する 「 情 報 開示 の 
枠組 み と 評 価 方 法 」 並 びに 「 清 算 機関 の た め の 定 量 的 な 情報 開示 基準 」 学 "を 踏ま え 
た 情報 開示 を 定期 的 に 行っ て いる か 。 
( 注 ) ・CPSS 及び I0SCO「 情 報 開示 の 枠組 み と 評 価 方 法 」 (2012 年 12 月 ) 

・CPMI 及び IOSCO「 清 算 機 関 の た め の 定 量 的 な 情報 開示 基準 」(2015 年 2 月 ) 





(3) 監督 手法 ・ 対 応 
清算 機関 に よる 主要 な 規則 等 の 開示 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善 策 
に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 15 の 規定 に 基 
づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 人 金 
商法 第 156 条 の 16 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 
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皿 一 4 諸手 続 
中 一 4 一 1 業務 方 法 書 認可 等 に 係る 留意 点 


(1) 意義 
業務 方 法 書 に は 、 清 算 機関 の 業務 の あり 方 と と も に 、 当 局 認可 を 前 提 と し て 、 参 加 
者 の 要件 等 、 清 算 機 関 が 参加 者 に 行う こと の で きる 措置 な ど 、 当 該 清 算 機 関 に お ける 
清算 制度 の 基本 的 な 事項 が 盛り 込ま れ て いる 。 
上 記 を 踏ま え 、 清 算 機 関 に お いて は 、 参 加 者 ・ 参 加 者 の 顧客 等 が 、 円 滑 な 金融 取引 
の 支払 ・ 清 算 を 継続 的 ・ 安 定 的 に 行う こと が で きる よう 、 業 務 方 法 書 の 規則 ・ 手 続 等 
を 明瞭 に 規定 し 、 そ の 根拠 及び 性 質 を 明確 化す る こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 業務 方 法 書 の 作成 ・ 変 更 (以下 「 変 更 等 」 と いう 。) に 当たっ て は 、 業 務 方 法 書 及 
び 下 位 規則 等 も 含め た 清算 制度 の 全体 が 、 法 令 等 と 整合 的 で ある こと を 確認 し て い 
る か 。 

② 清算 機関 は 、 少 な く と も 当局 の 認可 の 後 で 、 又 は 必要 に 応じ 当局 の 認可 の 前 に 、 
当該 業務 方 法 書 の 変更 等 に つき 、 明 確か つ 理 解 し や すい 形 で 参加 者 ・ 参 加 者 の 顧客 
等 に 開示 し 、 必 要 に 応じ て 説明 する こと と し て いる か 。 

③ 清算 機関 は 、 当 該 説明 に 当たっ て は 、 参 加 者 の 破綻 等 の 際 の 契約 の 有効 性 及び 優 
先 性 な ど に つい て 、 清 算 等 の 契約 に 係る 関連 法規 上 の 根拠 及び 適用 関係 を 整理 し て 、 
説明 する こと と し て いる か 。 

④ 外国 か ら の 参加 者 が 存在 する 場合 や 、 海 外 に 清算 に 係る 担保 等 の 資産 を 保有 し て 
いる 場合 に は 、 当 該 国 の 法令 等 を 確認 する な ど 、 破 綻 等 の 際 に 契約 の 有効 性 が 損 な 
われ る こと と な ら な いか 等 の 法令 の 差異 に 係る リス ク を 確認 し て いる か 。 

⑤ 上 記 の 確認 や 説明 に 当たっ て は 、 必 要 に 応じ 、 外 部 の 専門 家 を 活用 する な ど に よ 
り 、 当 該 確認 や 説明 の 正確 性 に 配慮 し た 取扱 いと し て いる か 。 

⑥ 業務 方 法 書 等 の 規則 に お いて 、 決済 が いつ の 時 点 で ファ イナ ル と な る の か 、 規 則 ・ 
手続 で 明確 に し て いる か 。 ま た 、 決 済 未 了 の 支払 ・ 振 替 指図 ・ そ の 他 の 債務 を 参加 
者 が いつ の 時 点 以降 に 取り 消す こと が で き な く な る の か に つい て 、 明 確 に し て いる 
か 。 

⑦ 清算 機関 は 、 取 引 証拠 金 の 代用 有価 証券 等 と し て 、LG を 追加 する 場合 に は 、 適 切 
に 対応 ・ 管 理 す る た め の 熊 勢 を 整備 し て いる か 。 
ア . LG の 発行 者 を 高い 信用 力 を 有する 者 に 限定 し て いる か 。 
イ . LG の 発行 者 を 含め た 金融 機関 の 与信 集中 リス ク を 適切 に 管理 し て いる か 。 
ウ . 当初 証拠 金 や 変動 証拠 金 の 授受 に つい て 流動 性 リス ク を 適切 に 管理 し て いる か 。 
エ . LG の 特性 を 踏ま えた 適切 な 掛 目 を 設定 し て いる か 。 

⑧ これら の 定め が 、 法 令 等 と 整合 的 で ある こと を 確認 し 、 参 加 者 ・ 参 加 者 の 顧客 等 
に 、 必 要 に 応じ て 説明 し て いる か 。 


一 4 一 2 兼業 承認 に 係る 留意 点 
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(1) 趣旨 

清算 機関 の 健全 性 が 確 代 され な い 場 合 に は 、 当 該 清算 機関 の 業務 の 安定 性 が 損なわ 
れる の みな ら ず 、 当 該 清 算 機関 の 経営 不安 等 を 通じ 、 金 融 ン ステ ム 全 体 の 健全 性 を 損 
な う 恐 れ が ある (シス テ ミ ッ ク ・ リ スク )。 

こう し た 高い 公共 性 に 鑑み 、 清 算 機 関 に は 、 本 業 以外 の 業務 か ら の リス ク 遮 断 等 を 
目的 と し て 、 金融 商品 債務 引受 業 及 びそ の 附帯 業務 に 専念 し 、 原則 と し て 他 業 を 行 
うこ と は で き な い も の と され て いる ( 金 商法 第 156 条 の 6 第 2 項 ) 。 

一 方 で 、 金 融 商品 債務 引受 業 及び 附帯 業務 以外 で あっ て も 、 こ うし た 本 来 業 務 以 外 
の サー ビス を 提供 する こと が 決済 シス テム 全体 の 利便 性 ・ 安 定性 向上 等 に 寄与 する こ 
と も あり 得る 等 の 観点 か ら 、 金 融 商品 債務 引受 業 に 関連 する 業務 又は 商品 取引 債 務 引 
受 業 等 及び これ に 附帯 する 業務 で あっ て 、 金 融 商品 債務 引受 業 を 適正 か つ 確実 に 行う 
こと に つき 支障 を 生ずる お それ が な いと 認め られ る も の に つい て は 、 関 連 業 務 と し て 、 

認 を 受け て 行う こと が で きる も の と され て いる 。 

( 注 ) 附帯 業務 の 内 容 に つい て は 、 人 金融 商品 債務 引受 業 の 目的 が 、 債 権 ・ 債 務 の ネッ 
ティ ング を 経て 最終 的 に は その 決済 を 行う こと を 目的 と し て いる こと を 踏ま え 、 
個々 の 業務 ご と に 検証 する 必要 が ある が 、 例 えば 、 債 務 引 受け の た め の 売 買 デ ー 
タ の 受信 、 清 算 対 象 取 引 に 係る 売買 照合 機能 の 提供 、 決 済 指図 の 配信 な ど 、 金 融 
商品 債務 引受 業 を 円 滑 に 遂行 する 上 で 、 一 体 的 に 遂行 する こと が 必要 で ある も の 
等 が 該当 する も の と 考え られ る 。 


(2 ) 承認 申請 
承認 申請 に 当たっ て は 、 清 算 機関 か ら 、 金 融 商品 取引 清算 機関 等 に 関す る 内 閣府 令 
第 15 条 第 1 項 に 規定 する 承認 申請 書 (別紙 様式 1 一 2) 及び 同 条 第 2 項 各 号 に 掲げ る 
添付 書類 の 提出 を 受け る も の と する 。 


( 3 ) 承認 審査 

承認 審査 に 当たっ て は 、 個 々 の 事例 に 応じ て 、 当 該 清算 機関 が 金融 商品 債務 引受 業 

を 適切 か つ 確 実に 行う こと に つき 支障 を 及ぼ す お それ が な いか 等 の 観点 か ら 承 認 の 適 

切 性 に つい て 判断 する 必要 が ある が 、 具 体 的 に は 、 以 下 の 観点 か ら 承 認 審 査 を 行う も 

の と する 。 

① 清算 機関 に 損失 を 生じ させ 、 経 営 に 影響 を 及ぼ す 蓋 然 性 が 高く な いか 。 

② 清算 機関 に 及ぼ す リ スク が 特定 され 、 適 切 に 管理 する 体制 が 整備 され て いる か 。 

③ 清算 業務 の 運営 の 公正 性 、 中 立 性 に 対す る 信頼 が 損なわ れる 又は 清算 機関 と し て 
の 社会 的 信用 を 損なう お それ が な いか 。 

④ 業務 量 が 金融 商品 債務 引受 業 の 適切 な 運営 に 支障 を 及ぼ す も の で は な いか 。 

⑤ その 業務 の 内 容 及び 性 質 に 照ら し て 、 金 融 商 品 債務 引受 業 の 円 滑 な 運用 に 資す る 
も の か 。 ま た 、 参 加 者 ・ 参 加 者 の 顧客 等 の 利便 性 の 向上 を 通じ 、 有 価 証券 等 の 円 滑 
な 流通 に 資す る も の で ある か 。 


(4) 承認 付与 後 の 監 督 手法 ・ 対 応 


清算 機関 は 、 迅 速 ・ 確 実 な 決済 手段 を 確保 する 重要 な 社会 的 イン フラ で あり 、 他 業 
の 運営 を 理由 と し て 、 清 算 機 関 に 対す る 信頼 を 損ね る こと 等 に よっ て 本 来 業 務 の 健全 
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か つ 適 切な 運営 に 支障 を 生じ させ る こと の な いよ う 、 継 続 的 な モニ タリ ング が 求め ら 
れる 。 

他 業 を 営む こと に より 本 来 業 務 の 健全 か つ 適 切な 運営 に 支障 が 生じ て いる 又は 生じ 
る お それ が ある 場合 に は 、 深 度 あ る ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 金 商法 第 156 
条 の 15 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 

さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 人 金 
商法 第 156 条 の 16 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 等 の 処分 を 行う こと を 検討 する 。 


58 


IV. 監督 上 の 評価 項目 と 諸手 続 (資金 清算 機関) 


V 一 1 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 


IV 一 1 一 1 経営 管理 体制 


(1) 意義 

資金 清算 機関 の 業務 が 複雑 化し 、 よ り 一 層 適 切な リス ク 管 理 等 が 求め られ る 中 で 、 

資金 清算 機関 の 業務 の 的 確 な 運営 と 経営 の 健全 性 を 確保 し 、 も っ て 金融 シレ シス テム の 安 

定 を 確保 する た め に は 、 資 金 清算 機関 に お いて 経営 に 対す る 規律 付け が 有効 に 機能 し 、 

適切 な 経営 管理 (ガバ ナン ス ) が 行わ れる こと が 重要 で ある 。 

経営 管理 が 有効 に 機能 する た め に は 、 そ の 組織 の 構成 要素 が それ ぞ れ 本 来 求め られ 

る 役割 を 果たし て いる こと が 前 提 と な る 。 具 体 的 に は 、 取 締 役 会 叉 は 理事 会 、 監 査 役 

会 又は 監事 と いっ た 機関 が 経営 を チェ ッ ク で き て いる こと 、 各 部 門間 の けん 制 や 内 部 

監査 部 門 が 健全 に 機能 し て いる こと 等 が 重要 で ある 。 ま た 、 取 締 役 等 (取締 役 若 し く 

は 監査 役 若しくは 会 計 参 与 又は 理事 若しくは 監事 を いう 。) 及び 全て の 職 階 に お ける 職 

員 が 自ら の 役割 を 理解 し 、 そ の プロ セス に 十分 関与 する こと が 必要 と な る 。 

( 注 ) 指名 委員 会 等 設置 会 社 で ある 場合 に つい て は 、 取 締 役 会 、 指 名 委員 会 等 、 執 行 
役 等 の 機関 等 、 ま た 、 監 査 等 委員 会 設置 会 社 で ある 場合 に つい て は 、 取 締 役 会 、 
監査 等 委員 会 等 の 機関 等 が 、 そ れ ぞ れ 与 えら れ た 権限 等 を 適切 に 行使 し て いる の 
か どう か と いっ た 観点 か ら 検 証する 必要 が ある 。 こ の 場合 に お いて は 、 本 監督 指 
針 の 趣旨 を 踏ま え 、 実 態 に 即 し て 検証 を 行う こと と する 。 


(2) 主 な 着眼 点 
[代表 取締 役 又 は 代表 理事 ] 
① 法令 等 遵守 を 経営 上 の 重要 課題 の 0 一 つと し て 位置 付け 、 代 表 取 締 役 又は 代表 理事 
が 率先 し て 法令 等 遵守 態勢 の 構築 に 取り 組ん で いる か 。 
② 代表 取締 役 又は 代表 理事 は 、 リ スク 管理 部 門 を 軽視 する こと が 企業 収益 に 重大 な 
影響 を 与え る こと を 十分 認識 し 、 リ スク 管理 部 門 を 重視 し て いる か 。 


[取締 役 ・ 取 締 役 会 叉 は 理事 ・ 理 事 会 ] 

① 取締 役 又は 理事 は 、 業 務 執 行 に あたる 代表 取締 役 又は 代表 理事 の 独断 専行 を けん 
制 ・ 抑 止 し 、 取 締 役 会 駐 は 理事 会 に お ける 業務 執行 の 意思 決定 及び 取締 役 又 は 理事 
の 業務 執行 の 監督 に 積極 的 に 参加 し て いる か 。 

② 社外 取締 役 又は 外部 理事 が 選任 され て いる 場合 に は 、 社 外 取 締 役 又は 外部 理事 は 、 
経営 の 意思 決定 の 客観 性 を 確保 する 等 の 観点 か ら 自 ら の 意義 を 認識 し 、 積 極 的 に 取 
締 役 会 又は 理事 会 に 参加 し て いる か 。 ま た 、 社 外 取 締 役 又は 外部 理事 の 選任 議案 を 
決定 する 場合 に は 、 社 外 取 締 役 又は 外部 理事 に 期待 され る 役割 を 踏ま え 、 資 金 清算 
機関 と の 人 的 関係 、 資 本 的 関係 その 他 の 利害 関係 を 検証 し 、 そ の 独立 性 ・ 適 格 性 等 
を 慎重 に 検討 し て いる か 。 ま た 、 社 外 取 締 役 又は 外部 理事 が 取締 役 会 叉 は 理事 会 で 
適切 な 判断 を し 得る よう 、 例 えば 、 情 報 提供 を 継続 的 に 行う 等 、 何 ら か の 枠組 み を 
設け て いる か 。 
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③ 取締 役 会 叉 は 理事 会 は 、 例 えば 、 法 令 等 遵守 や 信用 リス ク 管 理 等 に 関す る 経営 上 
の 重要 な 意思 決定 ・ 経 営 判断 に 際 し 、 必 要 に 応じ 、 外 部 の 有識者 の 助言 、 外 部 の 有 
識者 を 委員 と する 任意 の 委員 会 等 を 活用 する な ど 、 そ の 妥当 性 ・ 公 正 性 を 客観 的 に 
確保 する た め の 方 策 を 講じ て いる か 。 

④ 取締 役 会 叉 は 理事 会 は 、 資 金 清算 機関 が 目指 すべ き 全 体 像 等 に 基づい た 経営 方 針 
を 明確 に 定め て いる か 。 さ ら に 、 経 営 方 針 に 沿っ た 経営 計画 を 明確 に 定め 、 そ れ を 
組織 全体 に 周知 し て いる か 。 ま た 、 そ の 達成 度合 い を 定期 的 に 検証 し 必要 に 応じ 見 
直し を 行っ て いる か 。 

⑤ 取締 役 及び 取締 役 会 叉 は 理事 及び 理事 会 は 、 法 令 等 遵守 に 関し 、 誠 実に 、 か つ 率 
先 垂 範 し て 取組 み 、 全 社 的 な 内 部 管理 態勢 の 確立 の た め 適 切 に 機能 を 発揮 し て いる 
か 。 

⑥ 取締 役 会 駐 は 理事 会 は 、 リ スク 管理 部 門 を 軽視 する こと が 企業 収益 に 重大 な 影響 
を 与え る こと を 十分 認識 し 、 リ スク 管理 部 門 を 重視 し て いる か 。 特 に 担当 取締 役 又 
は 理事 は リス ク の 所 在 及 び リ スク の 種類 を 理解 し た 上 で 、 各 種 リ スク の 測定 ・ モ ニ 
タリ ング ・ 管 理 等 の 手法 に つい て 深い 認識 と 理解 を 有 し て いる か 。 

⑦ 取締 役 会 叉 は 理事 会 は 、 戦 略 目 標 を 踏ま えた リス ク 管 理 の 方 針 を 明確 に 定め 、 社 
内 に 周知 し て いる か 。 ま た 、 リ スク 管理 の 方 針 は 、 定 期 的 又は 必要 に 応じ 随時 見 直 
し て いる か 。 さ ら に 、 定 期 的 に リス ク の 状況 の 報告 を 受け 、 必 要 な 意思 決定 を 行う 
な ど 、 把 握 し た リス ク 情 報 を 業務 の 執行 及び 管理 体制 の 整備 等 に 活用 し て いる か 。 


[監査 役 ・ 監 査 役 会 又は 監事 ] 

① 監査 役 ・ 監 査 役 会 叉 は 監事 は 、 制 度 の 趣旨 に 則り 、 そ の 独立 性 が 確保 され て いる 
か 。 

② 監査 役 ・ 監 査 役 会 駐 は 監事 は 、 付 与 さ れ た 広範 な 権限 を 適切 に 行使 し 、 会 計 監 査 
に 加え 業務 監査 を 実施 し て いる か 。 

③ 監査 役 会 が 組織 され る 場合 で あっ て も 、 各 監査 徹 よ 、 あ くま で も 独 任 制 の 機関 で 
ある こと を 自覚 し 、 自 己 の 責任 に 基づき 積極 的 な 監査 を 実施 し て いる か 。 

④ 監査 役 ・ 監 査 役 会 駐 は 監事 は 、 外 部 監査 の 内 容 に 応じ て その 結果 の 報告 を 受け る 
な ど し て 、 自 ら の 監査 の 実効 性 の 確保 に 努め て いる か 。 


[内 部 監査 部 門 ] 

① 内 部 監査 部 門 は 、 被 監査 部 門 に 対し て 十分 けん 制 機能 が 働く よう 独立 する 一 方 、 
被 監査 部 門 の 業務 状況 等 に 関す る 重要 な 情報 を 適時 収集 する 態勢 ・ 能 力 を 有 し 、 資 
金 清算 機関 を 取り 巻く 環境 や 業務 状況 に 的 確 に 対応 し た 、 実 効 性 ある 内 部 監査 が 実 
施 で きる 体制 と な っ て いる か 。 

② 内 部 監査 部 門 は 、 被 監査 部 門 に お ける リス ク 管 理 状況 等 を 把握 し た 上 、 リ スク の 
種類 ・ 程 度 に 応じ て 、 頻 度 ・ 深 度 に 配慮 し た 効率 的 か つ 実 効 性 ある 内 部 監査 計画 を 
立案 し 、 状 況 に 応じ て 適切 に 見 直す と と も に 、 内 部 監査 計画 に 基づき 効率 的 実効 
性 ある 内 部 監査 を 実施 し て いる か 。 

③ 内 部 監査 部 門 は 、 内 部 監査 で 指摘 し た 重要 な 事項 に つい て 遅滞 な く 代 表 取 締 役 及 
び 取 締 役 会 叉 は 代表 理事 及び 理事 会 に 報告 し て いる か 。 内 部 監査 部 門 は 、 指 摘 事項 
の 改善 状況 を 的 確 に 把握 し て いる か 。 
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[外部 監査 の 活用 ] 

① 実効 性 ある 外部 監査 が 、 資 金 清算 機関 の 業務 の 健全 か つ 適 切な 運営 の 確保 に 不可 
欠 で ある こと を 十分 認識 し 、 有 効 に 活用 され て いる か 。 

② 外部 監査 が 有効 に 機能 し て いる か を 定期 的 に 検証 する と と も に 、 外 部 監査 の 結果 
等 に つい て 適切 な 措置 を 講じ て いる か 。 

③ 関与 公認 会 計 士 の 監査 継続 年 数 等 が 適切 に 取り 扱わ れ て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
下記 の ヒア リン グ 及 び 通 常 の 監督 事務 を 通じ て 、 経 営 管理 に つい て 検証 する こと と 
する 。 
① 総合 的 な ヒア リン グ (II 一 1 一 1 (1) 参照 ) 
総合 的 な ヒア リン グ に お いて 、 経 営 上 の 課題 、 経 営 戦 略 及び その 諸 リ スク 、 ガ バ 
ナン ス の 状況 等 に 関し 、 ヒ アリ ング を 行う こと と する 。 ま た 、 必 要 に 応じ て 、 経 営 
陣 に 対し て 直接 に トッ プ ヒ アリ ング を 行う こと と する 。 
② 日 常 の 監督 事務 を 通じ た 経営 管理 の 検証 
上 記 の ヒア リン グ に 加え 、 例 えば 、 検 査 に お ける 指摘 事項 に 対す る 業務 改善 報告 
の フォ ロー アッ プ 等 の 日 常 の 監督 事務 を 通じ て も 、 経 営 管理 の 有効 性 に つい て 検証 
する こと と する 。 
③ モニ タリ ング 結果 の 記録 
上 記 モ ニタ リン グ 結 果 を 踏ま え 、 特 記す べき 事項 に つい て は その 記録 を 作成 ・ 保 
存する こと に より 、 そ の 後 の 監 督 事務 に お ける 有効 な 活用 を 図る こと と する 。 
④ 監督 手法 ・ 対 応 
資金 清算 機関 に お いて 、 経 営 管理 の 有効 性 等 に 疑義 が 生じ た 場合 に は 、 原 因 及 び 
改善 策 等 に つい て 、 深度 ある ヒア リン グ や 、 必要 に 応じ て 資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 
の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 資 金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必 要 が ある と 認め られ る と き に 
は 、 資金 決 済 法 第 81 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う も の 
と する 。 


IV 一 1 一 2 資金 清算 機関 の 役員 


( 1 ) 主 な 着眼 点 

資金 清算 機関 の 役員 の 選任 議案 の 決定 プロ セス 等 に お いて は 、 資 金 清算 業 の 公共 性 
を 維持 する と の 観点 か ら 、 以 下 の 点 に 留意 し て 検証 する 。 

① 欠格 事由 (資金 決済 法 第 66 条 第 2 項 第 4 号 イ か ら ホ まで ) の いずれ か に 該当 する 
か 又は 免許 時 既に 該当 し て いた 者 で な いこ と 。 

② 資金 清算 業 又は これ に 関連 する 業務 に 関し 法令 又は 法令 に 基づい て する 行政 官庁 
の 処分 に 違反 し て いな いこ と 。 

③ 資金 清算 業 に 関し 、 不 正 又 は 著しく 不当 な 行為 を し 、 そ の 情状 が 特に 重い と 認 
られ る こと が な いこ と 。 
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(2) 監督 手法 ・ 対 応 

資金 清算 機関 の 役員 が 、① 資 金 決済 法 第 66 条 第 2 項 第 4 号 イ か ら ホ まで に 該当 する 
こと と な っ た と き 又 は 免許 時 既に 該当 し て いた こと が 判明 し た と き 、② 不 正 の 手段 に 
より 資金 清算 機関 の 役員 と な っ た 者 で ある こと が 判明 し た と き 、③ 法 令 若しくは 法令 
に 基づく 行政 官庁 の 処分 に 違反 し た と き 又 は 違反 し た こと が 判明 し た と き は 、 資 金 決 
済 法 第 67 条 第 3 項 又 は 第 82 条 第 2 項 の 規定 に 基づき 、 当 該 役員 の 解任 命令 等 の 処分 
を 検討 する 。 

併せ て 、 当 該 役 員 又 は 委員 の 選任 プロ セス 等 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 行い 、 
必要 な 場合 に は 資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 求め 、 さ ら に 、 当 該 資 
金 清算 機関 の 経営 管理 態勢 に 重大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 で あっ て 、 資 金 清算 
業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必 要 が ある と 認め る と き は 、 業 務 改 善 命令 (資金 決済 
法 第 81 条 ) 等 の 処分 を 検討 する 。 


V 一 1 一 3 人 的 構成 


(1) 主 な 着眼 点 

資金 清算 機関 の 役員 又は 使用 人 に 関す る 以下 の 事項 に 照ら し 、 資 金 清算 業 を 適正 か 
つ 確 実に 遂行 する に 足り る 人 的 構成 が 確保 され て いる と 認め られ る か 。 

① 資金 決済 法 及び 関連 諸 規 則 や 本 監督 指針 で 示し て いる 経営 管理 の 着眼 点 の 内 容 を 
理解 し 、 実 行 す る に 足る 知識 ・ 経 験 、 並 びに 資金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 に 必 
要 と な る 法令 等 遵守 態勢 及び リス ク 管 理 に 関す る 十分 な 知識 ・ 経 験 を 有 し て いる 者 
を 確保 し て いる か 。 

② 暴力 団員 で な いか (過去 に 暴力 団員 で あっ た 場合 を 含む 。) 又は 暴力 団 と 密接 な 関 
係 を 有する 者 で は な いか 。 

③ 資金 決済 法 等 わが 国 の 金融 関連 法令 又は これ ら に 相当 する 外国 の 法令 の 規定 に 違 
反し 、 罰金 の 刑 (これ に 相当 する 外国 の 法令 に よる 刑 を 含む 。) に 処せ られ た こと が 
な いか 。 

④ 暴力 団員 に よる 不当 な 行為 の 防止 等 に 関す る 法律 の 規定 ( 同 法 第 32 条 の 3 第 7 項 
及び 第 32 条 の 11 第 1 項 の 規定 を 除く 。) 若しくは これ に 相当 する 外国 の 法令 の 規定 
に 違反 し 、 又 は 刑法 若しくは 暴力 行為 等 処罰 に 関す る 法律 の 罪 を 犯し 、 入金 の 刑 ( こ 
れ に 相当 する 外国 の 法令 に よる 刑 を 含む 。) に 処せ られ た こと が な いか 。 

⑤ 禁 銅 以上 の 刑 (これ に 相当 する 外国 の 法令 に よる 刑 を 含む 。) に 処せ られ た こと が 
な いか 。 特に 、 刑法 第 246 条 か ら 第 250 条 ま で (詐欺 、 電子 計算 機 使用 詐欺 、 背任 、 
準 誕 欺 、 恐 喝 及 び こ れ ら の 未遂 ) の 罪 に 問わ れ て いな いか 。 


(2) 監督 手法 ・ 対 応 
上 記 ① か ら ⑤ ま で に 掲げ る 要素 は 、 資 金 清算 機関 が 資金 清算 業 を 適正 か つ 確 実に 遂 
行 す る に 足り る 人 的 構成 を 有 し て いる と 認め られ る か 否 か を 審査 する た め に 総合 的 に 
勘案 する 要素 の 一 部 で あり 、 特 定 の 要素 へ の 該当 を も っ て 直ちに その 人 的 構成 の 適否 
を 判断 する も の で は な い 。 ま ず は 資金 清算 機関 自身 が その 責任 に お いて 、 こ うし た 要 
素 を 踏ま そえ つつ 、 適 切な 人 的 構成 の 確保 に 努め る べき で ある 。 
た だ し 、 資 金 清算 機関 の 役員 又は 使用 人 の 選任 プロ セス 等 に お いて 、 こ うし た 要素 


62 


が 十分 に 勘案 され て いな いと 認め られ る 場合 で あっ て 、 資 金 清算 機関 の 業務 の 運営 に 
関し 資金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め る と き は 、 当 該 人 的 構 
成 に 関す る 資金 清算 機関 の 認識 、 及 び 役 員 又 は 使用 人 の 選任 プロ セス 等 に つい て 深度 
ある ヒア リン グ を 行い 、 必 要 な 場合 に は 資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 
を 求め る 。 

報告 徴 求 の 結果 、 資 金 清算 機関 の 経営 管理 態勢 に 重大 な 問題 が ある と 認め られ る 場 
合 で あっ て 、 資 金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め る と き は 、 資 
金 決済 法 第 81 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 等 の 処分 を 検討 する 。 
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V 一 2 財務 の 健全 性 
IV 一 2 一 1 資本 の 充実 


(1) 意義 

資金 清算 機関 が 、 信 用 ・ 流 動 性 リス ク 等 に 係る 適切 な リス ク 管 理 体制 を 整備 し つつ 、 
経営 の 態様 に 応じ た 十分 な 財務 基盤 を 保有 する こと は 、 資 金 清算 機関 に 対す る 参加 者 
等 の 信任 を 確保 し 、 資 金 清算 機関 が 継続 的 ・ 安 定 的 に 業務 運営 を 行う 上 で 重要 で ある 。 

この た め 、 資 金 清算 機関 に お いて は 、 各 種 の リス ク が 顕在 化し た 場合 で も それ に 伴 
う 損失 に 十分 耐え られ る だ け の 流動 的 な 資産 を 保持 すべ き で ある 。 

また 、 リ スク 特性 に 照ら し た 資本 の 充実 の 程度 を 評価 する プロ セス を 有 し 、 十 分 な 
資本 を 維持 する た め の 適 切な 方 策 を 講じ る 必要 が ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 
[取締 役 ・ 取 締 役 会 叉 は 理事 ・ 理 事 会 ] 
① 取締 役 又は 理事 は 、 自 社 が 取っ て いる リス ク の 性 質 及 び 水 準 並 びに リス ク と 適切 
な 資本 の 水準 と の 関係 に つい て 理解 し て いる か 。 
② 取締 役 及び 取締 役 会 叉 は 理事 及び 理事 会 は 、 戦 略 目標 を 達成 する た め に は 、 そ れ 
に 見 合う 資本 計画 が 不可 欠 な 要素 で ある こと を 理解 し 、 自 社 の 経営 課題 を 踏ま えた 
適切 な 資本 計画 を 策定 し て いる か 。 
③ 取締 役 又は 理事 は 、 上 記 資 本 計画 の 策定 、 資 本 の 充実 の 程度 を 評価 する プロ セス 、 
及び 十分 な 資本 を 維持 する た め の 適 切な 方 策 を 講じ る こと に 十分 に 関与 し て いる か 。 


[資本 の 充実 の 評価 ] 

① 上 記 資 本 計画 の 策定 に 当たっ て は 、 事 業 環境 の 変化 等 を 踏ま え 行 われ る 包括 的 な 
リス ク 管 理 に お いて 計測 し た リス ク と の 対比 に お いて 充実 し た も の と な っ て いる か 
に つい て 、 評 価 が 行わ れ て いる か 。 

② 純資産 の 額 な ど 、 営 業 上 の リス ク に 備え て 保有 すべ き 金 額 に つい て は 、 信 用 リス 
ク 、 流 動 性 リス ク な どの 参加 者 破綻 に 備え る こと を 目的 に 手当 て し て いる 財源 を 控 
除 し た 上 で 、 少 な く と も 減価 償却 費 を 控除 し た 営業 費用 の 6 月 分 に 相当 する 額 を 確 
保 す る こと と し 、 ま た 、 当 該 金額 が 自社 の 業務 の 継続 を 確実 な も の と する 観点 か ら 
十分 な 水準 に ある か を 検証 し て いる か 。 

③ 自己 資本 に つい て も 、 例 えば 、 現 金 ・ 現 金 等 価 物 を 中 心 と する 等 に より スト レス 
シナ リオ 下 で 容易 に 流動 化す る こと で きる か な ど 、 適 切な 検証 を 行っ て いる か 。 

④ 仮に 資本 の 水準 が 自社 の 業務 の 継続 を 不 確 実 な も の と する 水準 に 近づい た り 、 下 
回 っ つた りす る 場合 に は 、 追 加 的 な 資本 を 調達 する た め の 実 行 可能 な 計画 を 有 し て い 
る か 。 


IV 一 2 一 2 包括 的 な リス ク 管 理 の 体制 


(1) 意義 


銀行 等 の 間 で 生じ た 為替 取引 に 係る 債権 債務 の 清算 を 集中 的 に 行う 資金 清算 機関 は 、 
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信用 リス ク 、 流 動 性 リス ク 等 の 、 そ の 人 為替 取引 に 基づく 債務 の 負担 等 か ら 直 接 に 発生 
する リス ク に 止ま ら ず 、 シ ステ ムリ スク 、 事 務 リ スク な ど 、 多 様 な リス ク に 直面 し て 
いる 。 資金 清算 機関 に お いて は 、 こ れ ら の リス ク が 自ら の 財務 の 健全 性 等 に 影響 を 与 
える も の が な いか を 包括 的 に 確認 し 、 適 切な リス ク 管 理 体制 を 整備 し て いく こと が 求 
め ら れる 。 

資金 清算 機関 の リス ク 管 理 の 枠組 み に つ いて は 、 各 資金 清算 機関 が それ ぞ れ の 実態 
に 応じ た 精度 の 高い 仕組 み を 構築 する こと が 期待 され る 。 

また 、 清 算 参加 者 で ある 金融 機関 等 が 、 資 金 清算 機関 に 資金 決済 機能 や 流動 性 供給 
機能 を 果たす こと と され て いる 場合 に は 、 当 該 金融 機関 等 が 資金 清算 機関 の 健全 性 に 
及ぼ す 影 響 は 上 記 信 用 リス ク の 顕在 化 等 に 止ま ら な いこ と を 踏ま え 、 資 金 清算 機関 に 
お いて は 、 当 該 金融 機関 等 と の 間 で の リス ク を 包括 的 に 特定 する こと が 重要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 多様 な リス ク を 包括 的 に 把握 する た め 、 全 て の リス ク を 洗い 出し 、 特 定 し た 上 で 、 
可能 な 場合 に は 計量 的 な リス ク 管 理 の 対象 と し て 、 リ スク カテ ゴリ ー を 適切 に 決定 
し て いる か 。 

② 必要 に 応じ て 、 計 量化 の 範囲 及び 精度 を 向上 させ る た め の 検 討 を 行っ て いる か 。 
例え ば 、 異 な る 種類 の リス ク の 重要 性 や 相関 等 に つい て 、 適 切 性 を 確保 すべ く 検 討 
を 行っ て いる か 。 

③ 取締 役 会 叉 は 理事 会 は 、 資 金 清算 機関 全体 の 経営 方 針 に 沿っ た 戦略 目標 を 踏ま え 
た リス ク 管 理 の 方 針 を 明確 に 定め 、 定 期 的 に 、 少 な く と も 年 次 で 、 検 証 及び 必要 に 
応じ た 見 直し を 行う こと と し て いる か 。 加 えて 、 取 締 役 会 叉 は 理事 会 は 、 リ スク 管 
理 の 方 針 が 組織 内 で 周知 され る よう 、 適 切な 方 策 を 講じ て いる か 。 

④ 取締 役 会 叉 は 理事 会 等 は 、 定 期 的 に リス ク の 状況 の 報告 を 受け 、 必 要 な 意思 決定 
を 行う な ど 、 把 握 さ れ た リス ク 情 報 を 業務 の 執行 及び 管理 体制 の 整備 等 に 活用 し て 
いる か 。 

⑤ 資金 決済 機能 を 日 本 銀行 以外 の 金融 機関 に 委ね る 場合 に は 、 当 該 資金 決済 金融 機 
関 の 信用 力 、 資 本 、 流 動 資 産 等 の 状況 を 適時 に 把握 し 、 当 該 資 金 決済 銀行 に 対し て 
過度 に 信用 ・ 流 動 性 リス ク を 集中 させ て いな いか 等 の 観点 か ら 、 リ スク 管理 の 包括 
的 な 検証 ・ 管 理 を 行う こと と し て いる か 。 


IV 一 2 一 3 信用 リス ク 管 理 


(1) 意義 

資金 清算 機関 は 、 支 払 ・ 清 算 の 過程 に お いて 、 清 算 参加 者 、 決 済 銀 行 等 の 取引 関係 
者 の 財務 状況 悪化 や 決済 不履行 等 に より 損失 を 被る 6 リスク を 負っ て いる 。 

特に 、 参 加 者 が 破綻 し た 場合 な ど に は 、 参 加 者 間 の 急速 な 信用 収縮 等 が 資金 清算 に 
深刻 な 混乱 を 引き 起こ す 可 能 性 が 存在 する 。 

この た め 、 資 金 清算 機関 は 、 参 加 者 に 対す る 信用 エク スポ ー ジ ャ ー を 的 確 に 管理 し 、 
担保 管理 等 の 手法 を 組み 合わ せ 、 参 加 者 の 債務 不履行 等 か ら 生じ る 潜在 的 な 損失 を 制 
限 し 、 自 ら 及 び 他 の 参加 者 の 損失 を 極小 化す る こと が 求め られ る 。 
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(2) 主 な 着眼 点 

① 資金 清算 機関 は 、 参 加 者 に 対す る 信用 エク スポ ー ジ ャ ー な ど 、 自 社 の 行う 資金 清 
算 業務 の 過程 で 生じ る 信用 リス ク を 管理 する た め の 方 針 を 定め て いる か 。 

② 資金 清算 機関 は 、 信 用 リス ク の 源泉 を 特定 し 、 信 用 リス ク 量 を 定期 的 に 計測 し 、 
信用 リス ク を 管理 する た め の 方 針 の 遵守 状況 を 把握 し 、 必 要 に 応じ 、 リ スク 量 の 削 
減 等 の 措置 を 講じ る こと と し て いる か 。 

③ 信用 リス ク を 管理 する た め の 方 針 の 策定 に 当たっ て は 、 必 要 に 応じ 、 参 加 者 その 
他 の 外部 有識者 を 活用 する な ど 、 当 該 方 針 の 妥当 性 等 を 確保 する た め の 措 置 を 講じ 
て いる か 。 ま た 、 そ の 作成 後 も 、 外 部 環境 の 変化 等 に 応じ 定期 的 に 、 少 な く と も 年 
次 で 、 そ の 妥当 性 等 を 検証 し 、 必 要 に 応じ 見 直し を 行う こと と し て いる か 。 

④ 資金 清算 機関 は 、 担 保 や これ と 同等 の 事前 拠出 型 の 財務 資源 を 用 いて 、 各 参加 者 
に 対す る 信用 エク スポ ー ジ ャ ー を 高い 信頼 水準 で カバ ー し て いる か 。 具 体 的 に は 、 
IV 一 2 クー5 に ある 担保 制度 を 実施 する こと 等 に より 、 必 要 な 事前 拠出 型 の 財務 資源 
を 確保 する こと と し て いる か 。 


IV 一 2 一 4 流動 性 リス ク 管理 


(1) 意義 

取引 相手 が 将来 いずれ か の 時 点 で 債務 を 履行 し 得る 場合 に も 、 こ れ ら の 者 が 限ら れ 
た 期日 どおり に 決済 で き な い 場合 に は 、 資 金 清算 機関 に 当該 債務 の 不履行 に よる 損失 
が 生じ る こと と な る (流動 性 リス ク )。 

こう し た 場合 に は 、 資 金 清算 機関 が 自ら の 流動 的 な 資産 に よっ て 当該 債務 不履行 等 
に 係る 資金 不足 を カバ ー し 、 決 済 を 完了 する 必要 が 生じ る た め 、 資 金 清算 機関 に お い 
て 、 流 動 性 リス ク の 把握 と これ に 応じ た 流動 的 な 資産 の 確保 等 に より 、 流 動 性 リス ク 
を 的 確 に 管理 する こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 資金 清算 機関 は 、 自 社 の 行う 清算 業務 の 過程 で 生じ る 流動 性 リス ク を 管理 する た 
め の 方 針 を 定め て いる か 。 ま た 、 決 済 及び 資金 調達 フロ ー を 継続 的 ・ 適 時 に 監視 す 
る た め に 実効 性 の ある 運用 方 法 や 分 析 手 段 を 有 し て いる か 。 
② 資金 清算 機関 は 、 極 端 で や る が 現実 に 起こ り 得 る 市 場 環境 を 念頭 に お き 、 以 下 の 
いずれ か の スト レス シナ リオ を 十分 に カバ ー す る だ け の 流動 的 資源 を 有 し て いる か 。 
ア . 最大 の 流動 資源 を 必要 と する 2 先 の 参加 者 (単体 ペー ス ) まり の 破綻 
イ . 最大 の 流動 資源 を 必要 と する 1 先 の 参加 者 (連結 ベー ス ) き ? の 破綻 
( 注 1) 当該 参加 者 の 関係 会 社 等 (当該 参加 者 の 子会社 及び 関連 会 社 並 びに 当該 参 
加 者 の 親会社 、 当該 親会社 の 子会社 及び 当該 親会社 の 関連 会 社 の こと を 指す ) 
を 含ま な いで 算出 され た 額 を いう 。 
( 注 2) 当該 参加 者 の 関係 会 社 等 を 含み 算出 され た 額 を いう 。 
③ 流動 的 な 資産 を 、 日 本 銀行 や 金融 機関 へ の 預金 、 コ ミッ トメ ント ライ ン な ど 、 資 
金 調達 に 係る 事前 の 取決め が 存在 し 、 危 機 時 に お いて も 直ちに 利用 で き 、 現 金 化 で 
きる も の に 限る こと と し て いる か 。 
④ 流動 的 な 資産 の 供給 主体 に つい て も 、 当 該 主体 が 自ら の 資金 流動 性 リス ク を 的 確 
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に 管理 する 体制 を 整備 し て いる こと な ど 、 事 前 の 取 極 め に 基づき 流動 性 を 供給 で き 
る 能力 を 有 し て いる こと を 、 十 分 に 確認 し て いる か 。 

⑤ 日 本 銀行 の 口座 や 資金 決済 サー ビス 、 証 券 決済 サー ビス に アク セス で きる 場合 に 
は 、 そ れ が 実務 に 適し て いる 場合 、 資 金 流動 性 リス ク 管 理 を 強化 する た め に 、 こ う 
し た サー ビス を 利用 する こと と し て いる か 。 

⑥ 上 記 の 流動 性 財務 資源 に つい て 、 以 下 の 点 に 留意 し つつ 、 厳 格 な スト レス テス ト 

等 に より 、 そ の 十分 性 を 定期 的 に 検証 し て いる か 。 

ア . スト レス テス ト の 実施 に 当たっ て は 、 複 数 参加 者 の 破綻 、 参 加 者 破綻 時 の 市 場 
の 遇 人 迫 な ど 、 極 端 で ある が 現実 に 起こ り 得 る 市 場 環 境 を 様々 に 想定 し た フォ ワー 
ドル ッ キ ング な シナ リオ を 含め 実施 する こと と し て いる か 。 

イ . リス ク 管 理 の 方 針 に 則り 、 事 前 に 決定 され た シナ リオ 、 モ デル 、 パ ラメ ー タ 等 
を 用 いて 、 ス トレ ステ スト 及び バッ ク テ ス ト を 日 次 で 実施 し て いる か 。 当該 テ ス 
ト の 結果 を 、 内 部 の 適切 な 意思 決定 者 に 報告 し 、 財 務 資 源 の 十分 性 を 評価 し 、 必 
要 に 応じ 追加 資源 を 確保 する た め の 明 確 な 手続 を 策定 し て いる か 。 

ウ . 採用 し て いる シナ リオ 、 モ デル 、 パ ラメ ー タ 等 の 適切 性 に つき 、 少 な く と も 月 
次 で 、 詳 細 な 分 析 を 行っ て いる か 。 ま た 、 流 動 性 低下 、 参 加 者 の ポジ ショ ン の 規 
模 ・ 集 中 度 の 著しい 増大 な ど に より 必要 と 認め られ る 場合 に 、 シ ナリ オ 等 の 分 析 
を より 頻繁 に 行う こと と し て いる か 。 

エ . また 、 少 な く と も 年 次 で 、 上 記 リ スク を 管理 する た め の 方 針 の 検証 と 併せ て 、 
リス ク 管 理 モデ ル 全 般 に つい て 、 全 面 的 な 検証 及び 、 必 要 に 応じ 修正 を 行う こと 
と し て いる か 。 


IV 一 2 一 5 担保 制度 


(1) 意義 

担保 は 、 資 金 清算 機関 の 信用 エク スポ ボー ジャー を 保全 し て 資金 清算 機関 が 抱え る 信 
用 リス ク を 削減 する の みな ら ず 、 参 加 者 に 対し て も 、 リ スク 管理 の イン セン ティ ブ を 
与え る 意義 が ある 。 

一 方 で 、 担 保 の 清算 価値 は 、 市 場 環 境 に 応じ て 変化 する も の で あり 、 参 加 者 破綻 等 
の スト レス 下 に お いて は 、 市 場 価格 ・ 流 動 性 が 急激 に 減少 する こと も 考え られ る 。 
この た め 、 資 金 清算 機関 は 、 ス トレ ス 下 に お いて 担保 の 清算 価値 が 保全 対象 額 以上 
と な る よう 担保 価値 に 対し て 慎重 な 掛 目 を 適用 し 、 ま た 、 ス トレ ス 下 に お いて 担保 を 
実際 に 処分 する こと の で きる よう 、 体 制 の 整備 を 図る 必要 が ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 一 般 に 、 担 保 と し て 受け 入れ る 資産 を 、 信 用 リス ク ・ 流 動 性 リス ク ・ 市 場 リス ク 
の 低い も の に 限定 し て いる か 。 

② 資金 清算 機関 は 、 担 保 価値 の 慎重 な 評価 手法 を 確立 し た 上 で 担保 掛 目 の 設定 を 行 
っ て いる か 。 ま た 、 担 保 掛 目 は 、 定 期 的 に 検証 され 、 か つ 、 ス トレ ス 時 の 市 場 環 境 
を 考慮 し た も の と な っ て いる か 。 

③ 資金 清算 機関 は 、 担 保 を プロ シク リカ ル に 調整 する 必要 性 を 抑制 する た め 、 ス ト 
レス 下 の 市 場 環境 を 含め て 掛 目 を 算出 し 、 実 行 可能 な 範囲 で で きる 限り 慎重 に 、 安 
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定 的 ・ 保 守 的 な 掛 目 を 設定 し て いる か 。 
④ 資金 清算 機関 は 、 担 保 と し て 特定 の 資産 を 集中 的 に 保有 すす る こと と な ら な いよ う 
な 措置 を 講じ て いる か 。 
⑤ 外国 の 担保 を 受け 入れ る 資金 清算 機関 は 、 そ の 利用 に 伴う リス ク を 軽減 し 、 担 保 
処分 を 適時 に 行え る こと と し て いる か 。 


IV 一 2 一 6 監督 手法 ・ 対 応 

資金 清算 機関 の 財務 の 健全 性 や リス ク 管 理 体制 の 状況 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 
因 及 び 改 善 策 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 資金 決済 法 第 80 条 第 
1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 

さら に 、 資 金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必 要 が ある と 認め られ る と き に は 、 資 
金 決済 法 第 81 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 
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IV 一 3 業務 の 適切 性 


IV 一 3ー1 一 1 法令 等 遵守 を 確保 する た め の 措 置 


(1) 法令 等 遵守 に 関す る 方 針 及び 手続 等 に 係る 留意 点 

① 法令 等 遵守 を 経営 の 最 重要 課題 の 0 つと し て 位置 付け 、 そ の 実践 に 係る 基本 方 針 、 
更に 具体 的 な 実践 計画 (コン プラ イア ンス ・ プ ログ ラム ) や 行動 規範 (倫理 規程 、 
コン プラ イア ンス ・ マ ニュ アル ) 等 を 策定 し て いる か 。 

② 法令 等 遵守 責任 者 の 権限 と 責任 を 明確 に し 、 そ の 機能 が 十分 に 発揮 され る 態勢 と 
な っ て いる か 。 

③ 法令 等 遵守 関連 の 情報 が 、 清 算 業務 を 行う 部 門 、 法 令 等 遵守 部 門 法 令 等 遵守 責 
任 者 等 の 担当 者 及び 経営 陣 の 間 で 、 的 確 に 連絡 ・ 報 告 さ れる 体制 と な っ て いる か 。 


(2) 内 部 通報 制度 に 係る 留意 点 
① 内 部 通報 制度 の 担当 部 署 や 処理 手続 を 明確 に 定め 、 迅 速 か つ 適切 に 処理 ・ 対 応 が 
行わ れる 態勢 と な っ て いる か 。 
② 内 部 通報 の 内 容 に つい て 、 必 要 か つ 適 切な 範囲 内 で 情報 共有 が 図ら れる 態勢 と な 


っ て いる か 。 
③ 内 部 通報 へ の 対応 状況 に つい て 、 適 切 に フォ ロー アッ プ が 行わ れる 態勢 と な っ て 
いる か 。 


④ 内 部 通報 の 内 容 及 びそ の 調査 結果 は 、 正 確か つ 適切 に 記録 ・ 保 存 さ れる と と も に 、 
業務 管理 体制 の 改善 、 再 発 防止 策 の 策定 等 に 十分 活用 され て いる か 。 


IV 一 3ー1 一 2 公正 な 参加 要件 等 


(1) 意義 
金融 取引 に お ける 処理 等 を 集中 的 に 行う こと で 、 参 加 者 の 安定 的 ・ 効 率 的 な 業務 運 
営 に 資す る と いう 資金 清算 機関 の 役割 を 踏ま えれ ば 、 資 金 清算 機関 の サー ビス は 、 参 
加 者 や 他 の 資金 清算 機関 等 に 対し て 公正 で 開か れ た も の で ある べき で ある 。 
同時 に 、 資 金 清 算 機関 は 自ら の 財務 の 健全 性 を 確保 し 、 安 定 的 に 資金 清算 業務 を 提 
供する た め 、 リ スク に 関連 する 合理 的 な 参加 要件 を 定め 、 参 加 者 が 資金 清算 機関 に も 
た ら す リス ク を 管理 する こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 資金 清算 機関 は 、 参 加 者 に 対し て 、 リ スク に 関連 する 合理 的 な 参加 要件 を 設定 し 
て いる か 。 
② 当該 参加 要件 は 、 資 金 清算 業務 を 安定 的 に 提供 する 等 の 観点 か ら 公正 な も の で あ 
る か に つき 検証 を 行い 、 当 該 検証 を 踏ま えた 参加 要件 を 公表 する こと と し て いる か 。 
③ 資金 清算 機関 は 、 資 金 清算 業務 で 提供 を 受け た 情報 の 他 の サー ビス へ の 利用 、 関 
連 サ ービス の 契約 締結 等 に お いて 、 自 ら の 地位 を 溢 用 する こと と な っ て いな いか 。 
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④ 資金 清算 機関 は 、 参 加 者 か ら 適時 に 財務 状況 等 の 報告 を 受け る な ど 参 加 要 件 の 遵 
守 状 況 の モニ タリ ング を 継続 的 に 行っ て いる か 。 ま た 、 参 加 要 件 を 満た さ な く な っ 
た 参加 者 に つい て 、 資 金 清算 参加 の 停止 や 退出 を 円 滑 に 行う た め の 明 確 な 手続 を 設 
け 、 こ れ を 公表 し て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
参加 要件 と 遵守 状況 の モニ タリ ング に つい て 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 
改善 人 策 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 
の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 資 金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め られ る と き に は 、 
資金 決済 法 第 81 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


IV 一 3ー1 一 3 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 の 防止 


(1) 意義 

反 社 会 的 勢力 を 社会 か ら 排 除 し て いく こと は 、 社 会 の 秩序 や 安全 を 確保 する 上 で 極 
め て 重要 な 課題 で あり 、 反 社会 的 勢力 と の 関係 を 遮断 する た め の 取 組み を 推進 し て い 
く こ と は 、 社 会 的 責任 を 果たす 観点 か ら 必要 か つ 重 要 な こと で ある 。 特 に 、 高 い 公共 
性 を 有 し 、 経 済 的 に 重要 な 機能 を 営む 資金 清算 機関 に お いて は 、 資 金 清算 機関 自身 や 
役職 員 の みな ら ず 、 参 加 者 等 の 様々 な ステ ー ク ホル ダー が 被害 を 受け る こと を 防止 す 
る た め 、 反 社会 的 勢力 を 金融 取引 か ら 排 除 し て いく こと が 求め られ る 。 

も と より 資金 清算 機関 と し て 公共 の 信頼 を 維持 し 、 業 務 の 適切 性 及び 健全 性 を 確保 
する た め に は 、 反 社会 的 勢力 に 対し て 屈する こと な く 法 令 等 に 則 し て 対応 する こと が 
不可 欠 で あり 、 資金 清 算 機関 に お いて は 、 「 企 業 が 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する 
た め の 指 針 に つい て 」( 平 成 19 年 6 月 19 日 犯罪 対策 閣僚 会 議 幹 事 会 申 合せ ) の 趣旨 を 
踏ま よ え 、 平 素 よ り 、 反 社会 的 勢力 と の 関係 遮断 に 向け た 態勢 整備 に 取り 組む 必要 が あ 
る 。 

特に 、 近 時 反 社 会 的 勢力 の 資金 獲得 活動 が 巧妙 化し て お り 、 関 係 企 業 を 使い 通常 の 
経済 取引 を 装っ て 巧み に 取引 関係 を 構築 し 、 後 々 トラ ブル と な る 事例 も 見 られ る 。 こ 
うし た ケー ス に 適切 に 対処 する に は 経営 陣 の 断固 た る 対応 、 具 体 的 な 対応 が 必要 で あ 
る 。 

な お 、 役 職員 の 安全 が 脅かさ れる 等 不測 の 事態 が 危 眼 され る こと を 口実 に 問題 解決 
に 向け た 具体 的 な 取組 み を 遅らせ る こと は 、 か えっ て 資金 清算 機関 や 役職 員 自 身 等 へ 
の 最終 的 な 被害 を 大 きく し 得る こと に 留意 する 必要 が ある 。 
(参考 )「 企 業 が 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 指 針 に つい て 」( 平 成 19 年 
6 月 19 日 犯罪 対策 閣僚 会 議 幹 事 会 申 合せ ) 
① 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 基 本 原則 
組織 と し て の 対応 
外部 専門 機関 と の 連携 
取引 を 含め た 一 切 の 関係 遮断 
有事 に お ける 民事 と 刑事 の 法 的 対応 
裏 取 引 や 資金 提供 の 禁止 


OOOOO 
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② 反 社 会 的 勢力 の と ら え 方 
暴力 、 威 力 と 詐欺 的 手法 を 駆使 し て 経済 的 利益 を 追求 する 集団 又は 個人 で 
ある 「 反 社会 的 勢力 」 を と ら え る に 際 し て は 、 暴力 団 、 暴力 団 関係 企業 、 総会 
屋 、 社会 運動 標 頂 ゴ ロ 、 政治 活動 標 棒 ゴロ 、 特殊 知能 暴力 集団 等 と いっ た 属性 
要件 に 着目 する と と も に 、 暴 力 的 な 要求 行為 、 法 的 な 責任 を 超え た 不当 な 要求 
と いっ た 行為 要件 に も 着目 する こと が 重要 で ある (平成 23 年 12 月 22 日 付 警 
察 庁 次 長 通達 「 組 織 犯罪 対策 要綱 」 参 照 ) 。 


(2) 主 な 着眼 点 
反 社 会 的 勢力 と は 一 切 の 関係 を も た ず 、 反 社 会 的 勢力 で ある こと を 知ら ず に 関係 を 有 し 
て し まっ た 場合 に は 、 相 手 方 が 反 社 会 的 勢力 で ある と 判明 し た 時 点 で 可能 な 限り 速やか に 
関係 を 解消 する た め の 熊 勢 整備 及び 反 社 会 的 勢力 に よる 不当 要求 に 適切 に 対応 する た め 
の 態勢 整備 の 検証 に つい て は 、 個 々 の 取引 状況 等 を 考慮 し つつ 、 例 えば 以下 の よう な 点 に 
留意 する こと と する 。 
① 組織 と し て の 対応 
反 社会 的 勢力 と の 関係 の 遮断 に 組織 的 に 対応 する 必要 性 ・ 重 要 性 を 踏ま え 、 担 当 者 や 
担当 部 署 だ け に 任せ る こと な く 取 締 役 等 の 経営 陣 が 適切 に 関与 し 、 組 織 と し て 対応 する 
こと と し て いる か 。 ま た 、 資 金 清算 機関 単体 の みな ら ず 、 グ ルー プー 体 と な っ て 、 反 社 
会 的 勢力 の 排除 に 取り 組む こと と し て いる か 。 さ ら に 、 グ ルー プ 外 の 他社 と の 提携 に よ 
る 金融 サー ビス の 提供 な どの 取引 を 行う 場合 に お いて も 、 反 社会 的 勢力 の 排除 に 取り 組 
むこ と と し て いる か 。 
② 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 に よる 一 元 的 な 管理 態 
反 社 会 的 勢力 対応 部 署 を 整備 し 、 反 社会 的 勢 
管理 態勢 が 構築 され 、 機 能 し て いる か 。 
特に 、 一 元 的 な 管理 態勢 の 構築 に 当たっ て は 、 以 下 の 点 に 十分 留意 し て いる か 。 
ア . 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 に お いて 反 社 会 的 勢力 に 関す る 情報 を 積極 的 に 収集 ・ 分 析 す 
る と と も に 、 当 該 情 報 を 一 元 的 に 管理 し た デー タベース を 構築 し 、 適 切 に 更新 (情報 
の 追加 、 削 除 、 変 更 等 ) する 体制 と な か なっ て いる か 。 ま た 、 当 該 情 報 の 収集 ・ 分 析 等 に 
際 し て は 、 グ ルー プ 内 で 情報 の 共有 に 努め て いる か 。 さ ら に 、 当 該 情 報 を 取引 先 の 審 
査 や 当該 資金 清算 機関 機関 に お ける 株 主 の 属性 判断 等 を 行う 際 に 、 適 切 に 活用 する 体 
制 と な っ て いる か 。 
イ . 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 に お いて 対応 マニ ュ ア ル の 整備 や 継続 的 な 研修 活動 、 警 察 ・ 
暴力 追放 運動 推進 セン ター・ 弁 護 士 等 の 外部 専門 機関 と の 平素 か ら の 緊密 な 連携 体制 
の 構築 を 行う な ど 、 反 社会 的 勢力 と の 関係 を 遮断 する た め の 取 組み の 実効 性 を 確保 す 
る 体制 と な っ て いる か 。 特 に 、 平 素 よ り 警 察 と の パイ プ を 強化 し 、 組 織 的 な 連絡 体制 
と 問題 発生 時 の 協力 体制 を 構築 する こと に より 、 脅 迫 ・ 暴 力行 為 の 危険 性 が 高く 緊急 
を 要する 場合 に は 直ちに 警察 に 通報 する 体制 と な っ て いる か 。 
ウ . 反 社 会 的 勢力 と の 取引 が 判明 し た 場合 及び 反 社 会 的 勢力 に よる 不当 要求 が な され た 
場合 等 に お いて 、 当 該 情 報 を 反 社会 的 勢力 対応 部 署 へ 適切 に 報告 ・ 相 談 す る 体制 と な 
っ て いる か 。 ま た 、 反 社会 的 勢力 対応 部 署 は 、 当 該 情 報 を 適切 に 経営 陣 に 対し 報告 す 
る 体制 と な っ て いる か 。 さ ら に 、 反 社会 的 勢力 対応 部 署 に お いて 実際 に 反 社 会 的 勢力 
に 対応 する 担当 者 の 安全 を 確保 し 担当 部 署 を 支援 する 体制 と な っ て いる か 。 


勢 の 構築 
力 に よる 被害 を 防止 する た め の 一 元 的 な 
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③ 適切 な 事前 審査 の 実施 
反 社 会 的 勢力 と の 取引 を 未然 に 防止 する た め 、 反 社会 的 勢力 に 関す る 情報 等 を 活用 し 
た 適切 な 事前 審査 を 実施 する と と も に 、 契 約 書 や 取引 約款 へ の 暴力 団 排除 条項 の 導入 を 
徹底 する な ど 、 反 社会 的 勢力 が 参加 者 ・ 取 引 先 と な る こと を 防止 し て いる か 。 
④ 適切 な 事後 検証 の 実施 
反 社 会 的 勢力 と の 関係 遮断 を 徹底 する 観点 か ら 、 既 存 の 債権 や 契約 の 適切 な 事後 検証 
を 行う た め の 熊 勢 が 整備 され て いる か 。 
⑤ 反 社 会 的 勢力 と の 取引 解消 に 向け た 取組 み 

ア . 反 社 会 的 勢力 と の 取引 が 判明 し た 旨 の 情報 が 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 を 経由 し て 適切 
に 取締 役 等 の 経営 陣 に 報告 され 、 経 営 陣 の 適切 な 指示 ・ 関 与 の も と 対応 を 行う こと と 
し て いる か 。 

イ . 平素 か ら 警 察 ・ 暴 力 追放 運動 推進 セン ター・ 弁 護 士 等 の 外部 専門 機関 と 緊密 に 連携 
し つつ 、 反 社会 的 勢力 と の 取引 の 解消 を 推進 し て いる か 。 

ウ . 事後 検証 の 実施 等 に より 、 取 引 開 始 後に 取引 の 相手 方 が 反 社 会 的 勢力 で ある と 判明 
し た 場合 に は 、 可 能 な 限り 回 収 を 図る な ど 、 反 社会 的 勢力 へ の 利益 供与 に な ら な いよ 
う 配 意 し て いる か 。 

エ . いか な る 理由 で あれ 、 反 社会 的 勢力 で ある こと が 判明 し た 場合 に は 、 資 金 提供 や 不 
適切 ・ 異 例 な 取引 を 行わ な い 態勢 を 整備 し て いる か 。 

⑥ 反 社 会 的 勢力 に よる 不当 要求 へ の 対処 

ア . 反 社 会 的 勢力 に より 不当 要求 が な され た 計 の 情報 が 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 を 経由 し 
て 速やか に 取締 役 等 の 経営 陣 に 報告 され 、 経 営 陣 の 適切 な 指示 ・ 関 与 の も と 対応 を 行 
うこ と と し て いる か 。 

イ . 反 社 会 的 勢力 か ら の 不当 要求 が あっ た 場合 に は 積極 的 に 警察 ・ 暴 力 追放 運動 推進 セ 
ンタ ー・ 弁 護 士 等 の 外部 専門 機関 に 相談 する と と も に 、 暴 力 追放 運動 推進 セン ター 等 
が 示し て いる 不当 要求 対応 要領 等 を 踏ま えた 対応 を 行う こと と し て いる か 。 特 に 、 奮 
迫 ・ 暴 力行 為 の 危険 性 が 高く 緊急 を 要する 場合 に は 直ちに 警察 に 通報 を 行う こと と し 
て いる か 。 

ウ . 反 社 会 的 勢力 か ら の 不当 要求 に 対し て は 、 あ ら ゆ る 民事 上 の 法 的 対抗 手段 を 講ず る 
と と も に 、 積 極 的 に 被害 届 を 提出 する な ど 、 刑 事 事 件 化 も 中 踏 し な い 対 応 を 行う こと 
と し て いる か 。 

エ . 反 社 会 的 勢力 か ら の 不当 要求 が 、 事 業 活動 上 の 不祥事 や 役職 員 の 不祥事 を 理由 と す 
る 場合 に は 、 反 社会 的 勢力 対応 部 署 の 要請 を 受け て 、 不 祥 事 案 を 担当 する 部 署 が 速 や 
か に 事実 関係 を 調査 する こと と し て いる か 。 

⑦ 株 主 情報 の 管理 
定期 的 に 自社 株 の 取引 状況 や 株 主 の 属性 情報 等 を 確認 する な ど 、 株 主 情報 の 管理 を 適 
切 に 行っ て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
検査 結果 や 日 常 の 監督 事務 等 を 通じ て 把握 され た 資金 清算 機関 の 反 社 会 的 勢力 と の 関 
係 を 遮断 する た め の 熊 勢 に つき 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 深 度 あ る ヒア リン グ を 行う こ 
と や 、 必 要 に 応じ て 資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと を 通じ て 、 
資金 清算 機関 に お ける 自主 的 な 改善 状況 を 把握 する 。 そ の 際 、 反 社会 的 勢力 へ の 資金 提供 
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や 反 社 会 的 勢力 と の 不適 切な 関係 を 認識 し て いる に も か か わら ず 関 係 解消 に 向け た 適切 
な 対応 が 図ら れ な いな ど 内 部 管理 態勢 が 極め て 脆弱 で あり 、 資 金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 
遂行 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 に は 、 資 金 決済 法 第 81 条 の 規定 に 基 
づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う 。 


IV 一 3 一 2 業務 継続 体制 


(1) 意義 
資金 清算 機関 は 、 銀 行 等 の 間 で 生じ た 為替 取引 に 基づく 債務 を 集中 的 に 引き 受け 、 
多額 の 為替 取引 の 決済 を 行う も の で あり 、 テ ロ 、 大 規模 災害 等 の 危機 発生 時 に お いて 
も 、 可 及 的 速やか に その 業務 を 復帰 ・ 継 続 さ せる た め 、 適 切な 業務 継続 計画 の 策定 等 
が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 平時 より 、 何 が 危機 で ある か を 認識 し 、 可 能 な 限り その 回 避 ・ 予 防 に 努め る よう 、 
定期 的 な 点検 ・ 訓 練 を 行う な ど 未 然 防止 に 向け た 取組 み に 努 め て いる か 。 

② 危機 時 に お いて も 、 可 及 的 速やか に その 業務 を 復帰 ・ 継 続 さ せる た め 、 業 務 継 続 
計画 等 の 危機 時 に お ける 対応 方 針 等 を 策定 し 、 定 期 的 に 見 直し を 行う こと と し て い 
る か 。 

③ 業務 継続 計画 等 は 、 不 可 欠 な 情報 シス テム は 停止 か ら 2 時 間 以 内 に 再開 する こと 
(バッ クア ッ プ シス テム で は 直ちに 処理 を 開始 で きる こと ) を 、 ま た 、 障 害 の あっ 
た 当日 中 に 決済 を 完了 で きる こと を 、 目 標 と し た も の と な っ て いる か 。 

④ 危機 的 状況 の 発生 又は その 可能 性 が 認め られ る 場合 に は 、 速 や か に 金融 庁 監督 局 
銀行 第 一 課 へ の 報告 を 行なう と と も に 、 資 金 清算 機関 内 部 の 関係 組織 間 の 連携 を 密 
接 に 行う 態勢 が 整備 され て いる か 。 

⑤ 危機 に 備え た 安全 対策 と し て 、 地 理 的 な 要因 も 勘案 し つつ 、 バ ッ ク ア ッ プ セン タ 
ー を 設け る こと と し て いる か 。 業務 デー タ を 適時 に バッ クア ッ プ し 、 バ ッ ク ア ッ プ 
セン ター へ の 切替 え 等 の 訓練 を 定期 的 に 行っ て いる か 。 

⑥ 電力 供給 ・ 通 信 回 線 ・ 公 共 交 通 機関 等 社会 イン フラ の 停止 可能 性 を 想定 し た 対策 
が 検討 され て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 

日 常 の 監督 事務 等 を 通じ て 把握 され た 資金 清算 機関 の 危機 管理 態勢 上 の 課題 に つい 
て 、 深度 ある ヒア リン グ を 行う こと や 、 必要 に 応じ て 資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 規定 
に 基づく 報告 を 求め る こと を 通じ て 、 資 金 清算 機関 に お ける 自主 的 な 改善 状況 を 把握 
する 。 

な お 、 危 機 的 状況 の 発生 又は その 蓋然性 が 認め られ る 場合 に は 、 事 態 が 改善 する ま 
で の 間 、 当 該 資 金 清算 機関 に お ける 危機 対応 の 状況 (危機 管理 態勢 の 整備 状況 、 資 金 
清算 機能 の 確保 、 参 加 者 を は じ め と する 関係 者 へ の 連絡 状況 、 情 報 発信 の 状況 等 ) が 
危機 の レベ ル ・ 類 型 に 応じ て 十分 な も の と な っ て いる か に つい て 、 定 期 的 に 、 ヒ アリ 
ング 又は 現地 の 状況 等 を 確認 する な ど に より 実態 把握 に 努め る と と も に 、 必 要 に 応じ 
資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 徴 求 を 行う 。 


73 


IV 一 3 一 3 事務 リス ク 管 理 


(1) 意義 
事務 リス ク と は 、 役 職員 が 正確 な 事務 処理 を 怠る 、 又 は 事故 ・ 不 正 等 を 起こ すこ と 
に より 参加 者 や 資金 清算 機関 が 損失 を 被る 6 リス ク で あり 、 人 為 的 ミス の ほか 、 情 報 シ 
ステ ム や 内 部 手続 等 に よる も の な ど 、 多 様 な 要因 に よる も の と 考え られ る 。 
資金 清算 機関 に お いて も 、 事 務 リ スク に 係る 管理 体制 を 整備 し 、 業 務 の 健全 か つ 適 
切な 運営 を 図る こと が 重要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 事務 リス ク を 特定 し 、 管 理 す る た め の 、 適 切な 方 針 ・ 手 続 等 を 定め て いる か 。 ま 
た 、 こ れ を 定期 的 に 検証 、 必 要 に 応じ 見 直す こと と し て いる か 。 さ ら に 、 事 務 リ ス 
ク 軽 減 の た め の 具 体 的 な 方 策 を 講じ て いる か 。 

② 将来 見 込ま れる 事務 処理 量 等 も 勘案 し 、 一 定 の サー ビス 水準 を 達成 する た め に 十 
分 な 処理 能力 を 備え る こと と し て いる か 。 

③ 事務 の 一 部 を 第 三 者 の サー ビス 業者 等 に 委託 ・ 依 拠 する 場合 に は 、 外 部 委託 の 対 
象 先 が 、 当 該 業務 を 資金 清算 機関 が 自ら 行う 場合 に 満た すべ き 要 件 を 充足 し て いる 
こと を 確認 し て いる か 。 

④ 外部 委託 の 対象 と する 事務 や 外部 委託 先 の 選定 に 関す る 方 針 ・ 手 続 が 明確 に 定め 
られ て お り 、 委 託 先 に 対す る 管理 が 十分 に 行え る よう な 契約 、 態 勢 を 構築 し て いる 
か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
資金 清算 機関 に お ける 対応 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善 策 に つい て 、 
深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 
報告 を 求め る こと を 通じ て 、 資 金 清算 機関 に お ける 自主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 事 務 リ スク 管理 態勢 に 重大 な 問題 が ある と 認め られ 、 資 金 清算 業 の 適正 か 
つ 確 実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め られ る と き に は 、 資 金 決済 法 第 81 条 の 規定 に 基 
づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う 。 


IV 一 3ー4 シス テム リス ク 管 理 


(1) 意義 

シス テム リス ク と は 、 一 般 に 、 コ ンピュータ シス テム の ダウ ン 又 は 誤 作動 等 の 、 シ 
ステ ム の 不備 等 に 伴い 、 資 金 清算 機関 等 が 損失 を 被る リス ク や 、 コ ンピュータ が 不正 
に 使用 され る こと に より 資金 清算 機関 等 が 損失 を 被る 6 リスク を いう 。 

資金 清算 機関 の シス テム は 、 資 金 清算 等 の た め に 不可 欠 な 市 場 の 基盤 その も の で あ 
り 、 仮 に シス テム 障害 や サイ バー セキ ュ リ ティ 事案 が 発生 し た 場合 に は 、 資 金 清算 機 
関 及 び シ ステ ム に 接続 する 参加 者 等 に 損害 が 生じ 、 ひ いて は 、 人 金融 レス テム 全体 に 影 
響 を 及ぼ すこ と と な りか ね な い 。 

この た め 、 資 金 清算 機関 に お ける 堅 中 な シス テム リス ク 管 理 態勢 の 構築 が 重要 で あ 
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る 。 

( 注 ) サイ バー セキ ュ リ ティ 事案 と は 、 情 報 通 信 ネ ットワーク や 情報 シス テム 等 の 悪 
用 に より 、 サ イ バ ー 空 間 を 経由 し て 行わ れる 不正 侵入 、 情 報 の 初 取 、 改 ざん や 破 
壊 、 情 報 シ ステ ム の 作動 停止 や 誤 作 動 、 不 正 プ ログ ラム の 実行 や DDoS 攻撃 等 の 、 
いわ ゆる 「 サ イ バ ー 攻 撃 」 に より 、 サ イ バ ー セ キュ リティ が 脅かさ れる 事案 を い 
う 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① シス テム リス ク に 対す る 認識 等 

ア . 取締 役 会 叉 は 理事 会 等 に お いて 、 シ ステ ムリ スク が 十分 認識 され 、 全 社 的 な リ 
スク 管理 の 基本 方 針 が 策定 され て いる か 。 

イ . 取締 役 会 又は 理事 会 等 は 、 シス テム 障害 や サイ バー セキ ュ リ ティ 事案 (以下 「 シ 
ステ ム 障 害 等 」 と いう 。) の 未然 防止 と 発生 時 の 迅速 な 復旧 対応 に つい て 、 経営 上 
の 重大 な 課題 と 認識 し 、 態 勢 を 整備 し て いる か 。 

ウ . シス テム リス ク に 関す る 情報 が 、 適 切 に 経営 陣 に 報告 され る 体制 と な っ て いる 
か 。 

② 適切 な リス ク 管 理 態 勢 の 確立 

ア . シス テム リス ク 管 理 の 基本 方 針 が 定め られ 、 管 理 態勢 が 構築 され て いる か 。 

イ . 具体 的 基準 に 従い 、 管 理 す べき リス ク の 所 在 や 種類 を 特定 し て いる か 。 

ウ . 自ら の 業務 の 実態 や シス テム 障害 等 を 把握 ・ 分 析 し 、 シス テム 環境 等 に 応じ て 、 
その 障害 の 発生 件 数 ・ 規 模 を で きる 限り 低下 させ て 適切 な 品質 を 維持 する よう な 、 
実効 性 ある 態勢 と な っ て いる か 。 

③ シス テム リス ク 評 価 
シス テム リス ク 管 理 部 門 は 、 顧 客 チ ャ ネル の 多様 化 に よる 大 量 取 引 の 発生 や 、 ネ 

ットワーク の 拡充 に よる シス テム 障害 等 の 影響 の 複雑 化 ・ 広 範 化 な ど 、 外 部 環境 の 

変化 に より リス ク が 多様 化し て いる こと を 踏ま え 、 定 期 的 に 又は 適時 に リス ク を 認 

識 ・ 評 価 し て いる か 。 
また 、 洗 い 出し た リス ク に 対し 、 十 分 な 対応 策 を 講じ て いる か 。 

④ 情報 セキ ュ リ ティ 管理 

ア . 情報 資産 を 適切 に 管理 する た め に 方 針 の 策定 、 組 織 体制 の 整備 、 規 則 等 の 策定 、 
内 部 管理 態勢 の 整備 を 図っ て いる か 。 ま た 、 他 社 に お ける 不正 ・ 不 祥 事 件 も 参考 
に 、 情 報 セ キュ リティ 管理 態勢 の PDCA サイ クル に よる 継続 的 な 改善 を 図っ て いる 
か 。 

イ . 情報 の 機密 性 、 完 全 性 、 可 用 性 を 維持 する た め に 、 情 報 セ キュ リティ に 係る 管理 
者 を 定め 、 そ の 役割 ・ 責 任 を 明確 に し た 上 で 、 管 理 し て いる か 。 ま た 、 管 理 者 は 、 
シス テム 、 デ ー タ 、 ネ ットワーク 管理 上 の セキ ュ リ ティ に 関す る こと に つい て 統括 
し て いる か 。 

ウ . コン ピュ ー タ シス テム の 不正 使用 防止 対策 、 不 正 ア クセ ス 防 止 対策 、 コ ン ピ ュ ー 
タウ ィ ル ス 等 の 不正 プロ グラ ム の 侵入 防止 対策 等 を 実施 し て いる か 。 

エ . 資金 清算 機関 が 責任 を 負う べき 参加 者 の 重要 情報 を 網羅 的 に 洗い 出し 、 把 握 、 管 
理 し て いる か 。 
参加 者 の 重要 情報 の 洗い 出し に あたっ て は 、 業 務 、 シ ステ ム 、 外 部 委託 先 を 対象 
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範囲 と し 、 例 えば 、 以 下 の よ うな デー タ を 洗い 出し の 対象 範囲 と し て いる か 。 
・ 通 常 の 業務 で は 使用 し な い シ ステ ム 領 域 に 格納 され た デー タ 
・ 障 害 解 析 の た め に シス テム か ら 出 力 さ れ た 障害 解析 用 デー タ 等 
オ . 洗い 出し た 参加 者 の 重要 情報 に つい て 、 重 要 度 判定 や リス ク 評 価 を 実施 し て いる 
か 。 
また 、 そ れ ぞ れ の 重要 度 や リス ク に 応じ 、 以 下 の よ うな 情報 管理 ルー ル を 策定 し 
て いる か 。 
・ 情 報 の 暗号 化 、 マ スキ ング の ルー ル 
・ 情 報 を 利用 する 際 の 利用 ルー ル 
・ 記録 媒体 等 の 取扱 い ル ー ル 等 
カ . 参加 者 の 重要 情報 に つい て 、 以 下 の よ うな 不正 アク セス 、 不 正 情報 取得 、 情 報 漏 
えい 等 を 率 制 、 防 止 する 仕組 み を 導入 し て いる か 。 
・ 職 員 の 権限 に 応じ て 必要 な 範囲 に 限定 され た アク セス 権限 の 付与 
・ ア クセ ス 記 録 の 保存 、 検 証 
・ 開発 担当 者 と 運用 担当 者 の 分 離 、 管 理 者 と 担当 者 の 分 離 等 の 相互 牽制 体制 等 
キ . 機密 情報 に つい て 、 暗 号 化 や マス キン グ 等 の 管理 ルー ル を 定め て いる か 。 ま た 、 
首 号 化 プ ログ ラム 、 暗 号 鍵 、 暗 号 化 プロ グラ ム の 設計 書 等 の 管理 に 関す る ルー ル を 
定め て いる か 。 
な お 、「 機 密 情報 」 と は 、 暗 証 番 号 、 パ スワ ー ド 等 、 参 加 者 に 損失 が 発生 する 可能 
性 の ある 情報 を いう 。 
ク . 機密 情報 の 保有 ・ 廃 棄 、 ア クセ ス 制 限 、 外 部 持ち 出し 等 に つい て 、 業 務 上 の 必要 
性 を 十分 に 検討 し 、 よ り 厳 格 な 取扱 い を し て いる か 。 
ケ . 情報 資産 に つい て 、 管 理 ル ー ル 等 に 基づい て 適切 に 管理 され て いる こと を 定期 的 
に モニ タリ ング し 、 管 理 態 勢 を 継続 的 に 見 直し て いる か 。 
コ . セキ ュ リ ティ 意識 の 向上 を 図る た め 、 全 役職 員 に 対す る セキ ュ リ ティ 教育 (外部 
委託 先 に お ける セキ ュ リ ティ 教育 を 含む ) を 行っ て いる か 。 
⑤ サイ バー セキ ュ リ ティ 管理 
ア . サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、 取 締 役 会 叉 は 理事 会 等 は 、 サ イ バ ー 攻 撃 が 高度 
化 ・ 巧 妙 化し て いる こと を 踏ま え を 、 サ イ バ ー セ キュ リティ の 重要 性 を 認識 し 必要 な 
態勢 を 整備 し て いる か 。 
イ . サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、 組 織 体制 の 整備 、 規 則 等 の 策定 の ほか 、 以 下 の 
よう な サイ バー セキ ュ リ ティ 管理 態勢 の 整備 を 図っ て いる か 。 
・ サ イ バ ー 攻 撃 に 対す る 監視 体制 
・ サ イ バ ー 攻 撃 を 受け た 際 の 報告 及び 広報 体制 
・ 組 織 内 CSIRT (Computer Security Incident Response Team) 等 の 緊急 時 対応 及び 
早期 警戒 の た め の 体 制 
・ 情 報 共有 機関 等 を 通じ た 情報 収集 ・ 共 有 体 制 等 
ウ . サイ バー 攻撃 に 備え 、 入 口 対策 、 内 部 対策 、 出 口 対策 と いっ た 多段 階 の サイ バー 
セキ ュ リ ティ 対策 を 組み 合わ せ た 多 層 防 御 を 講じ て いる か 。 
・ 入 口 対策 (例え ば 、 フ ァ イ ア ウォ ー ル の 設置 、 抗 ウィ ルス ソフ ト の 導入 、 不 正 侵入 
検知 シス テム ・ 不 正 侵入 防止 シス テム の 導入 等 ) 
・ 内 部 対策 (例え ば 、 特 権 ID・ パ スワ ー ド の 適切 な 管理 、 不 要 な ID の 削除 、 特 定 コ 
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マン ド の 実行 監視 等 ) 
・ 出 口 対策 (例え ば 、 通 信 ロ グ ・ イ ベン トロ グ 等 の 取得 と 分 析 、 不 適切 な 通信 の 検 
知 ・ 庶 断 等 ) 

エ . サイ バー 攻撃 を 受け た 場合 に 被害 の 拡大 を 防止 する た め に 、 以 下 の よ うな 措置 を 

講じ て いる か 。 

・ 攻 撃 元 の IP アド レス の 特定 と 遮断 

・DDoS 攻撃 に 対し て 自動 的 に アク セス を 分 散 さ せる 機能 
・ シ ステ ム の 全部 又は 一 部 の 一 時 的 停止 等 

オ . シス テム の 脆弱 性 に つい て 、0S の 最新 化 や セキ ュ リ ティ パッ チ の 適用 な ど 必 要 な 
対策 を 適時 に 講じ て いる か 。 

カ . サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、 ネ ットワーク へ の 侵入 検査 や 脆弱 性 診断 等 を 活 
用 する な ど 、 セ キュ リティ 水準 の 定期 的 な 評価 を 実施 し 、 セ キュ リティ 対策 の 向上 
を 図っ て いる か 。 

キ . イン ター ネッ ト 等 の 通信 手段 を 利用 し て 業務 を 行う 場合 に は 、 例 えば 、 以 下 の よ 
うな 業務 の リス ク に 見 合っ た 適切 な 認証 方 式 を 導入 し て いる か 。 

・ 可 変 式 パ スワ ー ド や 電子 証明 書 な どの 、 固 定式 の IT D・ パ スワ ー ド の み に 頼 ら な い 
認証 方 式 
・ ハ ー ド ウェ アト ー ク ン 等 で トラ ン ザ クシ ョ ン 暑 名 を 行う トラ ン ザ クシ ョ ン 認 証 等 

ク . イン ター ネッ ト 等 の 通信 手段 を 利用 し て 業務 を 行う 場合 に は 、 例 えば 、 以 下 の よ 
うな 業務 に 応じ た 不正 防止 策 を 講じ て いる か 。 

・ 参加 者 の シス テム の ウィ ルス 感染 状況 を 資金 清算 機関 側 で 検知 し 、 警 告 を 発する ソ 
フト の 導入 

・ 電 子 証明 書 を IC カー ド 等 、 当 該 業務 に 利用 し て いる シス テム と は 別 の 媒体 ・ 機 器 
へ 格納 する 方 式 の 採用 

・ 不 正 な ログ イン ・ 異 常 な 入力 等 を 検知 し 、 速 や か に 参加 者 に 連絡 する 体制 の 整備 
等 

ケ . サイ バー 攻撃 を 想定 し た コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン を 策定 し 、 訓 練 や 見 直し を 
実施 し て いる か 。 ま た 、 必 要 に 応じ て 、 業 界 横断 的 な 演習 に 参加 し て いる か 。 

コ . サイ バー セキ ュ リ ティ に 係る 人 材 に つい て 、 育 成 、 拡 充 す る た め の 計 画 を 策定 
し 、 実 施し て いる か 。 

⑥ シス テム 企画 ・ 開 発 ・ 運 用 管理 

ア . 経営 戦略 の 一 環 と し て シス テム 戦略 方 針 を 明確 に し た 上 で 、 中 長期 の 開発 計画 
を 策定 し て いる か 。 ま た 、 中 長期 の 開発 計画 は 、 取 締 役 会 叉 は 理事 会 の 承認 を 受 
け て いる か 。 

イ . 現行 シス テム に 内 在 す る リス ク を 継続 的 に 洗い 出し 、 そ の 維持 ・ 改 善 の た め の 
投資 を 計画 的 に 行っ て いる か 。 

ウ . 開発 案件 の 企画 ・ 開 発 ・ 移 行 の 承認 ルー ル が 明確 に な っ て いる か 。 

エ . 開発 プロ ジェ クト ご と に 責任 者 を 定め 、 開 発 計画 に 基づき 進捗 管理 され て いる 
か 。 

オ . シス テム 開発 に 当たっ て は 、 テ スト 計画 を 作成 し 、 ユーザー 部 門 も 参加 する な 
ど 、 適 切 か つ 十 分 に テス ト を 行っ て いる か 。 

カ . 人 材 育 成 に つい て は 、 現 行 シ ステ ム の 仕組 み 及び 開発 技術 の 継承 並び に 専門 性 
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を 持っ た 人 材 の 育成 の た め の 具 体 的 な 計画 を 策定 し 、 実 施し て いる か 。 
⑦ シス テム 監査 

ア . シス テム 部 門 か ら 独 立 し た 内 部 監査 部 門 に お いて 、 定 期 的 な シス テム 監査 が 行 
われ て いる か 。 

イ . シス テム 関係 に 精通 し た 要員 に よる 内 部 監査 や 、 シ ステ ム 監 査 人 等 に よる 外部 
監査 の 活用 を 行っ て いる か 。 

ウ . 監査 の 対象 は シス テム リス ク に 関す る 業務 全体 を カバ ー し て いる か 。 

⑧ 外部 委託 管理 

ア . 外部 委託 先 (シス テム 子会社 を 含む 。) の 選定 に 当たり 、 選 定 基準 に 基づき 評価 、 
検討 の 上 、 選 定 し て いる か 。 

イ . 外部 委託 契約 に お いて 、 外 部 委託 先 と の 役割 分 担 ・ 責 任 、 監 査 権限 、 再 委託 手 
続 、 提 供 さ れる サー ビス 水準 等 を 定め て いる か 。 ま た 、 外 部 委託 先 の 役職 員 が 遵 
守 す べき ルー ル や セキ ュ リ ティ 要件 を 外部 委託 先 へ 提示 し 、 契 約 書 等 に 明記 し て 
いる か 。 

ウ . シス テム に 係る 外部 委託 業務 ( 二 段 階 以 上 の 委託 を 含む ) に つい て 、 リ スク 管 
理 が 適切 に 行わ れ て いる か 。( シ ステ ム 関 連 事務 を 外部 委託 する 場合 に つい て も 、 
シス テム に 係る 外部 委託 に 準じ て 、 適 切な リス ク 管 理 を 行っ て いる か 。 

エ . 外部 委託 し た 業務 ( 二 段 階 以上 の 委託 を 含む ) に つい て 、 委 託 元 と し て 委託 業 
務 が 適切 に 行わ れ て いる こと を 定期 的 に モニ タリ ング し て いる か 。 

また 、 外 部 委託 先 に お ける 参加 者 の デー タ の 運用 状況 を 委託 元 が 監視 、 追 跡 で 
きる 態勢 と な っ て いる か 。 
⑨ コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン 

ア . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン が 策定 され 、 緊 急 時 体制 が 構築 され て いる か 。 

イ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン の 策定 に 当たっ て は 、 そ の 内 容 に つい て 客観 的 な 
水準 が 判断 で きる も の (例え ば 「 人 金融 機関 等 に お ける コン ティ ンジ ェ ン シー プラ 
ン (緊急 時 対応 計画 ) 策定 の た め の 手 引 書 」( 公 益 財団 法人 金融 情報 シス テム セン 
ター 編 )) を 根拠 と し て いる か 。 

ウ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン の 策定 に 当たっ て は 、 災 害 に よる 緊急 事態 を 想定 
する だ け で は な く 、 資 金 清算 機関 の 内 部 又は 外部 に 起因 する シス テム 障害 等 も 想 
定 し て いる か 。 

また 、 バ ッ チ 処理 が 大 幅 に 遅延 し た 場合 な ど 、 十 分 な リス クシ ナリ オ を 想定 し 
て いる か 。 

エ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン は 、 他 の 金融 機関 及び 清算 ・ 振 替 機関 等 に お ける 
シス テム 障害 等 の 事例 や 中 央 防災 会 議 等 の 検討 結果 を 踏ま そえ る な ど 、 想 定 シ ナリ 
オ の 見 直し を 適宜 行っ て いる か 。 

オ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン に 基づく 訓練 は 、 全 社 レ ベル で 行い 、 外 部 委託 先 
等 と 合同 で 、 定 期 的 に 実施 し て いる か 。 

カカ. 業務 へ の 影響 が 大 きい 重要 な シス テム に つい て は 、 オ フサ イト バッ クア ッ プ シ 
ステ ム 等 を 事前 に 準備 し 、 災 害 、 シ ステ ム 障 害 等 が 発生 し た 場合 に 、 速 や か に 業 
務 を 継続 で きる 態勢 を 整備 し て いる か 。 

⑩ シス テム 更改 等 の リス ク 
ア . 役職 員 は 、 シ ステ ム 更 改 等 の リス ク に つい て 十分 認識 し 、 そ の リス ク 管 理 態勢 
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を 整備 し て いる か 。 

イ . テス ト 体 制 を 整備 し て いる か 。 ま た 、 テ スト 計画 は シス テム 更改 等 に 伴う 開発 
内 容 に 適合 し た も の と な っ て いる か 。 

ウ . 業務 を 外部 委託 する 場合 で あっ て も 、 資 金 清算 機関 生 ら が 主体 的 に 関与 する 態 
勢 を 構築 し て いる か 。 

エ . シス テム 更改 等 に 係る 重要 事項 の 判断 に 際 し て 、 シ ステ ム 監 査 人 に よる 監査 等 
の 第 三 者 機関 に よる 評価 を 活用 し て いる か 。 

オ . 不測 の 事態 に 対応 する た め 、 コ ン テ ィ ン ジェ ン シ ー プ ラン 等 を 整備 し て いる か 。 

⑪ 障害 発生 時 の 対応 等 

ア . シス テム 障害 等 が 発生 し た 場合 に 、 参 加 者 等 に 無用 の 混乱 を 生じ させ な いた め 
の 適切 な 措置 を 講じ る と と も に 、 速 や か に 復旧 や 代替 手段 の 稼働 に 向け た 作業 を 
実施 する こと と な っ て いる か 。 

また 、 シ ステ ム 障 害 等 の 発生 に 備え 、 最 悪 の シナ リオ を 想定 し た 上 で 、 必 要 な 
対応 を 行う 態勢 と な っ て いる か 。 

イ . シス テム 障害 等 の 発生 に 備え 、 外 部 委託 先 を 含め た 報告 態勢 、 指 揮 ・ 命 令 系 統 
が 明確 に な っ て いる か 。 

ウ . 経営 に 重大 な 影響 を 及ぼ す シ ステ ム 障 害 等 が 発生 し た 場合 に 、 速 や か に 代表 取 
締 役 や 理事 長 を は じ め と する 役員 に 報告 する と と も に 、 報 告 に 当たっ て は 、 最 悪 
の シナ リオ の 下 で 生じ うる 最大 リス ク 等 を 報告 する 態勢 (例え ば 、 参 加 者 に 重大 
な 影響 を 及ぼ す 可 能 性 が ある 場合 、 報 告 者 の 判断 で 過小 報告 する こと な く 、 最 大 
の 可能 性 を 速やか に 報告 する こと ) と な っ て いる か 。 

また 、 必 要 に 応じ て 、 対 策 本 部 を 立ち 上 げ 、 代 表 取 締 役 や 理事 長 等 自ら が 適切 
な 指示 ・ 命 令 を 行い 、 速 や か に 問題 の 解決 を 図る 態勢 と な っ て いる か 。 

エ . 発生 し た シス テム 障害 等 に つい て 、 原 因 を 分 析 し 、 そ れ に 応じ た 再発 防止 策 を 

講じ る こと と し て いる か 。 
また 、 シ ステ ム 障 害 等 の 原因 等 の 定期 的 な 傾向 分 析 を 行い 、 そ れ に 応じ た 対応 
素 を と っ て いる か 。 

オ . シス テム 障害 等 の 発生 時 に 速やか に 当局 に 対す る 報告 行う こと と な っ て いる 

か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
① 問題 認識 時 
日 常 の 監督 事務 等 を 通じ て 把握 され た シス テム リス ク 管 理 態勢 上 の 課題 に つい て 
は 、 資 金 清算 機関 又は その 業務 委託 先 に 対し 深度 ある ヒア リン グ を 行う こと や 、 必 
要 に 応じ て 資金 決済 法 第 80 条 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと を 通じ て 、 資 金 清算 
機関 に お ける 自主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
また 、 資 金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が ある と 認め られ 
る 等 の 場合 に は 、 資 金 決 済 法 第 81 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対 
応 を 行う 。 
② シス テム 更改 等 時 
資金 清算 機関 が シス テム 更改 等 を 行う 場合 に は 、 そ の 態様 に 応じ 、 シ ステ ム 更 改 
等 実施 に 向け た 具体 的 な 計画 、 シ ステ ム 更 改 等 の リス ク に 係る 内 部 管理 態勢 (内 部 
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m 食 を 含む 。) 、 そ の 他 の 事項 に つい て 資料 の 提出 を 求め る 。 
な お 、 熊 様 が 大 規模 な 場合 に は 、 当 該 シ ステ ム 更 改 等 完了 まで の 間 、 資 金 決済 法 
第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 定期 的 に 求め る 。 


(4) シス テム 障害 に 対す る 対応 
① シス テム 障害 の 発生 を 認識 次 第 、 直 ち に 、 そ の 事実 の 当局 宛て 報告 を 求め る と と 
も に 、「 障 害 発 生 等 報告 書 」 (別紙 様式 2 一 1) に て 当局 宛て 報告 を 求め る も の と す 
る 。 
また 、 復 旧 時 、 原 因 解 明 時 に は 改め て その 電報 告 を 求め る こと と する (た だ し 、 
復旧 原因 の 解明 が され て いな い 場 合 で も 1 か 月 以内 に 現状 に つい て 報告 を 求め る )。 
( 注 ) 報告 すべ き シ ステ ム 人 障害 
その 原因 の 如何 を 問わ ず 、 資 金 清算 機関 又は 資金 清算 機関 か ら 業 務 の 委託 を 
受け た 者 等 が 現に 使用 し て いる シス テム ・ 機 器 (ハー ドウ ェ ア 、 ソ フト ウェ ア 
共 ) に 発生 し た 障害 で あっ て 、 取 引 、 決済 、 入 出 金 、 資金 繰り 、 財務 状況 把握 、 
その 他 参 加 者 等 の 利便 等 に 影響 が ある も の 又は その お それ が ある も の 。 
た だ し 、 一 部 の シス テム ・ 機 器 に これ ら の 影響 が 生じ て も 他 の シス テム ・ 機 器 
が 速やか に 代替 する こと で 実質 的 に は これ ら の 影響 が 生じ な い 場 合 を 除く 。 
な お 、 障 害 が 発生 し て いな い 場 合 で あっ て も 、 サ イ バ ー 攻 撃 の 予告 が な され 、 
又は サイ バー 攻撃 が 検知 され る 等 に より 、 参 加 者 や 業務 に 影響 を 及ぼ す 、 又 は 
及ぼ す 可 能 性 が 高い と 認め られ る 時 は 、 報 告 を 要する も の と する 。 
② 必要 に 応じ て 資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 追加 の 報告 を 求め 、 資 金 清 
算 業 の 適正 か つ 確実 な 遂行 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 に は 、 資 
金 決済 法 第 81 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う も の と す 
る 。 
さら に 、 重 大 ・ 悪 質 な 法令 違反 行為 が 認め られ る 等 の 場合 に は 、 資 金 決済 法 第 81 
条 の 規定 に 基づく 業務 停止 命令 等 の 発出 も 含め 、 必 要 な 対応 を 検討 する も の と する 。 


IV 一 3 一 5 参加 者 破綻 等 へ の 対応 手続 


(1) 意義 

参加 者 等 が 破綻 等 に 陥っ た 場合 に 、 資 金 清算 機関 が 、 資 金 清算 機能 を 円 滑 に 継続 す 
る た め に は 、 担 保 処分 、 損 失 を 補填 する た め の 財 務 資 源 の 手当 て 、 追 加 の 財務 資源 の 
手当 て が 必要 と な っ た 場合 の 対応 等 を 、 速 や か に 実施 する 必要 が ある 。 

こう し た 観点 か ら 、 破 綻 等 へ の 対応 に つい て は 、 資 金 清算 機関 の 権限 や 参加 者 の 義 
務 等 を 含む 手続 が 、 明 確 に 定め られ て いる こと が 求め られ る 。 ま た 、 こ うし た 手続 が 
実際 に 参加 者 破綻 等 の 際 に 、 実 務 上 実行 可能 で ある か に つき 、 適 切な 検証 を 行う こと 
が 必要 と な る 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 参加 者 の 破綻 等 に 際 し て も 、 資 金 清算 機関 の 債務 履行 等 の 業務 の 円 滑 な 継続 を 可 
能 と する よう 、 参 加 者 破綻 等 の 際 の 財務 資源 の 手当 て その 他 の 必要 な 手続 に つい て 、 
業務 方 法 書 等 に お いて 、 明 確 に 定め て いる か 。 
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特に 、 参 加 者 の 破綻 等 に より 生じ る 損失 を 補償 する た め の 財 務 資 源 の 所 要 額 及び 
利用 順位 、 事 前 拠出 型 の 財務 資源 の 手当 て で カバ ー で き な い 損失 が 生じ た 場合 の 追 
加 的 徴収 の 権限 及び 割当 方 法 に つい て 、 ピ 明確 に 定め て いる か 。 
② また 、 参 加 者 の 破綻 等 へ の 対応 に 関す る 手続 に つい て 、 参 加 者 その 他 の 関係 者 と 
協 働 し て 、 定 期 的 に 、 少 な く と も 年 に 1 回 、 検 証 及び 必要 に 応じ た 見 直し を 行う こ 
と と し て いる か 。 
③ 参加 者 の 破綻 等 へ の 対応 に 関す る 手続 に 関与 する 職員 、 参 加 者 その 他 の 関係 者 と 
の 間 で 、 参 加 者 破綻 等 へ の 対応 マニ ュ ア ル 等 を 整備 し 、 そ の 実行 可能 性 を 定期 的 に 
検証 する こと と し て いる か 。 
④ 資金 清算 機関 は 、 個 別 又 は 複合 的 な 参加 者 の 破綻 等 に 際 し て も 、 支 払 債務 を 適時 
に 決済 する た め の 明 確 な 規則 ・ 手 続 を 設け て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
参加 者 の 破綻 等 へ の 対応 手続 に 関す る 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善 策 
に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 規定 
に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 資 金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め られ る と き に は 、 
資金 決済 法 第 81 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


IV 一 3 一 6 担保 等 の 管理 等 


(1) 意義 
資金 清算 機関 の 財務 の 健全 性 確保 等 の た め に は 、 参 加 者 等 か ら 差 し 入れ られ た 担保 
が 、 十 分 に 信用 力 が 高い 資産 と し て 保全 され て お り 、 ま た 保管 先 に お いて 適切 に 管理 
され 、 危 機 時 に 資金 清算 機関 が 当該 担保 を 速やか に 利用 可能 で ある こと が 重要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 
受入 れ 担保 の 保管 先 に つい て 、 当 該 者 の 信用 力 、 保 管 手続 等 の 管理 体制 、 危 機 時 に 
お ける 担保 の 利用 手続 等 を 勘案 し 、 厳 格 に これ を 選定 する こと と し て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
担保 等 の 管理 等 に 係る 体制 等 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善 策 に つい 
て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基 づ 
く 報 告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 資 金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め られ る と き に は 、 
資金 決済 法 第 81 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


MVー3 一 7 参加 者 の 階層 構造 等 に 係る 留意 点 
(1) 意義 


資金 清算 機関 の 利用 に 際 し 、 あ る 者 (間接 参加 者 ) が 他 の 者 (直接 参加 者 ) を 通じ 
て 、 資 金 清算 機関 の シス テム を 利用 する 、 随 層 的 な 参加 形態 が 存在 する 。 こ うし た 階 
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層 的 な 参加 形態 は 、 直 接 参加 者 を 通じ て 、 よ り 多 く の 参 加 者 に 間接 参加 者 と し て 資金 
清算 業務 に アク セス する こと を 可能 と する 一 方 、 直 接 参加 者 ・ 間 接 参 加 者 間 の 関係 や 
業務 プロ セス の 内 容 に よっ て は 、 業 務 構 造 が 複雑 化 さ れ 、 様 々 な リス ク が 潜在 化す る 
可能 性 が ある 。 資金 清 算 機関 に お いて は 、 こ うし た 随 層 的 な 参加 形態 に 内 在 す る リス 
ク を 特定 し 、 適 切な 管理 体制 を 構築 し て いく こと が 必要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 資金 清算 機関 は 、 規 則 ・ 手 続 等 に お いて 、 間 接 参加 に 関す る 基本 的 な 情報 の 収集 
な ど 、 階 層 的 な 参加 形態 に 係る リス ク を 特定 し 、 管 理 す る た め の 方 策 を 講じ て いる 
か 。 

② 上 記 の 情報 収集 等 を 通じ て 把握 し た 、 財 務 の 状況 に 比較 し て 間接 参加 者 分 の ポジ 
ショ ン の 比率 が 大 きい 直接 参加 者 、 多 数 の 金融 機関 か ら 決済 の 委託 を 受け て いる 直 
接 参 加 者 等 に つい て は 、 そ の リス ク の 検証 を 行う こと と し て いる か 。 

③ 資金 清算 機関 は 、 間 接 参加 者 が 破綻 し た 場合 に 生じ 得る 資金 清算 機関 に 対す る リ 
スク を 定期 的 に 検証 し 、 必 要 か つ 適 切な 場合 に は 、 こ うし た リス ク の 軽減 措置 を 講 
じ て い る か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
参加 者 の 随 層 構造 等 か ら 生じ る リス ク の 管理 体制 の 状況 に 問題 が 認め られ る 場合 に 
は 、 原 因 及 び 改 善 策 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 資金 決済 法 
第 80 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 
する 。 
さら に 、 資 金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必 要 が ある と 認め られ る と き に は 、 
資金 決済 法 第 81 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


IV 一 3 一 8 情報 開示 の 適切 性 等 


(1) 意義 
資金 清算 機関 に お いて は 、 参 加 者 や 参加 予定 者 が 、 資 金 清算 制度 へ の 参加 か ら 生 ず 
る リス ク と 責任 を 明確 に 認識 し 、 十 分 に 理解 する こと が で きる よう 、 十 分 な 情報 を 提 
供する こと が 重要 で ある 。 
また 、 参 加 者 等 へ の 十分 な 情報 提供 の 観点 か ら 、 参 加 者 等 の 権利 ・ 義 務 及 び リ スク 
に 係る 重要 な 手続 等 に つい て は 、 業 務 方 法 書 等 の 規則 ・ 手 続 に 明記 し 、 併 せ て これ を 
公表 する こと が 、 重 要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 資金 清算 機関 は 、 明 確か つ 包 括 的 な 規則 ・ 手 続 を 策定 し 、 参 加 者 に 開示 し て いる 
か 。 ま た 、 主 要 な 規則 ・ 手 続 等 に つい て は 、 こ れ を 公表 する こと と し て いる か 。 
② 上 記 の 規則 ・ 手 続 等 に つい て は 、 参 加 者 が 資金 清算 機関 へ の 参加 か ら 生 じ る リス 
ク を 評価 で きる よう 、 資 金 清算 機関 と 参加 者 の 権利 ・ 義 務 に つい て 明瞭 な 記述 を 行 
っ て いる か 。 
③ 資金 清算 機関 は 、 有 償 で 行う 業務 と 無償 で 行う 業務 と を 明確 に し 、 個 別 サ ービス 
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の 料金 ・ 内 容 を 公表 し て いる か 。 

④ 資金 清算 機関 は 、「 金 融 市 場 イ ン フ ラ の た め の 原 則 」 及 び こ れ を 補足 する 「 情 報 開 
示 の 枠組 み と 評価 方 法 」 “を 踏ま えた 情報 開示 を 定期 的 に 行っ て いる か 。 ( 注 ) CPSS 
及び 10SCO「 情 報 開示 の 枠組 み と 評 価 方 法 」(2012 年 12 月 ) 





(3) 監督 手法 ・ 対 応 
資金 清算 機関 に よる 主要 な 規則 等 の 開示 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 
善人 策 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 資金 決済 法 第 80 条 第 1 項 の 
規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 資 金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め られ る と き に は 、 
資金 決済 法 第 81 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


83 


IV 一 4 諸手 続 
IV 一 4 一 1 業務 方 法 書 認可 等 に 係る 留意 点 


(1) 意義 
業務 方 法 書 に は 、 資 金 清算 機関 の 業務 の あり 方 と と も に 、 当 局 認可 を 前 提 と し て 、 
参加 者 の 要件 等 、 資 金 清 算 機 関 が 参加 者 に 行う こと の で きる 措置 な ど 、 当 該 資 金 清算 
機関 に お ける 清算 制度 の 基本 的 な 事項 が 盛り 込ま れ て いる 。 
上 記 を 踏ま え 、 資 金 清算 機関 に お いて は 、 参 加 者 が 、 円 滑 な 為替 取引 に 係る 債権 債 
務 の 清算 を 継続 的 ・ 安 定 的 に 行う こと が で きる よう 、 業 務 方 法 書 の 規則 ・ 手 続 等 を 明 
瞭 に 規定 し 、 そ の 根拠 及び 性 質 を 明確 化す る こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 業務 方 法 書 の 変更 等 に 当たっ て は 、 業 務 方 法 書 及び 下位 規則 等 も 含め た 資金 清算 
制度 の 全体 が 、 法 令 等 と 整合 的 で ある こと を 確認 し て いる か 。 

② 資金 清算 機関 は 、 少 な く と も 当局 の 認可 の 後 で 、 又 は 必要 に 応じ 当局 の 認可 の 前 
に 、 当 該 業 務 方 法 書 の 変更 等 に つき 、 明 確か つ 理 解 し や すい 形 で 参加 者 ・ 参 加 者 の 
顧客 等 に 開示 し 、 必 要 に 応じ て 説明 する こと と し て いる か 。 

③ 資金 清算 機関 は 、 当 該 説明 に 当たっ て は 、 参 加 者 の 破綻 等 の 際 の 契約 の 有効 性 及 
び 優 先 性 な ど に つい て 、 資 金 清算 等 の 契約 に 係る 関連 法規 上 の 根拠 及び 適用 関係 を 
整理 し て 、 説 明 す る こと と し て いる か 。 

④ 外国 か ら の 参加 者 が 存在 する 場合 や 、 海 外 に 資金 清算 に 係る 担保 等 の 資産 を 保有 
し て いる 場合 に は 、 当 該 国 の 法令 等 を 確認 する な ど 、 破 綻 等 の 際 に 契約 の 有効 性 が 
損なわ れる こと と な ら な いか 等 の 法令 の 差異 に 係る リス ク を 確認 し て いる か 。 

⑤ 上 記 の 確認 や 説明 に 当たっ て は 、 必 要 に 応じ 、 外 部 の 専門 家 を 活用 する な ど に よ 
り 、 当 該 確認 や 説明 の 正確 性 に 配慮 し た 取扱 いと し て いる か 。 

⑥ 業務 方 法 書 等 の 規則 に お いて 、 決済 が いつ の 時 点 で ファ イナ ル と な る の か 、 規 則 ・ 
手続 で 明確 に し て いる か 。 ま た 、 決 済 未 了 の 支払 ・ 振 替 指図 ・ そ の 他 の 債務 を 参加 
者 が いつ の 時 点 以降 に 取り 消す こと が で き な く な る の か に つい て 、 明 確 に し て いる 
か 。 

⑦ これ ら の 定め が 、 法 令 等 と 整合 的 で ある こと を 確認 し 、 参 加 者 ・ 参 加 者 の 顧客 等 
に 、 必 要 に 応じ て 説明 し て いる か 。 


IV 一 4 一 2 兼業 承認 に 係る 留意 点 


(1) 趣旨 
資金 清算 機関 の 健全 性 が 確保 され な い 場 合 に は 、 当 該 資 金 清算 機関 の 業務 の 安定 性 
が 損なわ れる の みな ら ず 、 当 該 資金 清算 機関 の 経営 不安 等 を 通じ 、 金 融 シ レス テム 全体 
の 健全 性 を 損なう 恐れ が ある (シス テ ミ ッ ク ・ リ スク )。 
こう し た 高い 公共 性 に 鑑み 、 資 金 清算 機関 に は 、 本 業 以外 の 業務 か ら の リス ク 遮 断 
等 を 目的 と し て 、 資金 清算 業 及び その 関連 業務 き に 専念 し 、 原則 と し て 他 業 を 行う こ 
と は で き な い も の と され て いる (資金 決済 法 第 69 条 第 1 項 ) 。 
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一 方 で 、 資 金 清算 業 及び 関連 業務 以外 で あっ て も 、 こ うし た 本 来 業務 以外 の サー ビ 
ス を 提供 する こと が 決済 シス テム 全体 の 利便 性 ・ 安 定性 向上 等 に 寄与 する こと も あり 
得る 等 の 観点 か ら 、 資 金 清算 業 を 適正 か つ 確実 に 行う こと に つき 支障 を 生ずる お それ 
が な いと 認め られ る も の に つい て は 、 承 認 を 受け て 行う こと が で きる も の と され て い 
る 。 
( 注 ) 関連 業務 の 内 容 に つい て は 、 資 金 清算 業 の 目的 が 、 銀 行 等 の 間 で 生じ た 為替 取 

引 に 係る 債権 債務 の 清算 を 目的 と し て いる こと を 踏ま え 、 個 々 の 業務 ご と に 検証 

する 必要 が ある が 、 例 えば 、 為 替 取 引 の 支払 指図 情報 の 送受 信 、 受 払 差額 の 決済 

情報 の 送受 信 や 、 こ れ ら を 処理 する 情報 シス テム の 維持 ・ 管 理 等 、 資 金 清算 業 と 

関連 性 を 有する 周辺 事務 が 該当 する も の と 考え られ る 。 


(2 ) 承認 申請 
認 申請 に 当たっ て は 、 資 金 清算 機関 か ら 、 資 金 清算 機関 に 関す る 内 閣府 令 第 5 条 
第 1 項 に 規定 する 承認 申請 書 (別紙 様式 2 一 2) 及び 同 条 第 2 項 各 号 に 掲げ る 添付 書 
類 の 提出 を 受け る も の と する 。 


(3 ) 承認 審査 

承認 審査 に 当たっ て は 、 個 々 の 事例 に 応じ て 、 当 該 資 金 清算 機関 が 資金 清算 業 を 適 

切 か つ 確 実に 行う こと に つき 支障 を 及ぼ す お それ が な いか 等 の 観点 か ら 承 認 の 適切 性 

に つい て 判断 する 必要 が ある が 、 具 体 的 に は 、 以 下 の 観 点 か ら 承 認 審査 を 行う も の と 

する 。 

① 資金 清算 機関 に 損失 を 生じ させ 、 経 営 に 影響 を 及ぼ す 蓋 然 性 が 高く な いか 。 

② 資金 清算 機関 に 及ぼ す リ スク が 特定 され 、 適 切 に 管理 する 体制 が 整備 され て いる 
か 。 

③ 清算 業務 の 運営 の 公正 性 、 中 立 性 に 対す る 信頼 が 損なわ れる 又は 資金 清算 機関 と 
し て の 社会 的 信用 を 損なう お それ が な いか 。 

④ 業務 量 が 資金 清算 業 の 適切 な 運営 に 支障 を 及ぼ す も の で は な いか 。 


(4) 承認 付与 後 の 監 督 手法 ・ 対 応 
資金 清算 機関 は 、 迅 速 ・ 確 実 な 決済 手段 を 確 保 する 重要 な 社会 的 イン フラ で あり 、 
他 業 の 運営 を 理由 と し て 、 資 金 清算 機関 に 対す る 信頼 を 損ね る こと 等 に よっ て 本 来 業 
務 の 健全 か つ 適 切な 運営 に 支障 を 生じ させ る こと の な いよ う 、 継 続 的 な モニ タリ ング 
が 求め られ る 。 
他 業 を 営む こと に より 本 来 業 務 の 健全 か つ 適 切な 運営 に 支障 が 生じ て いる 又は 生じ 
る お それ が ある 場合 に は 、 深 度 あ る ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 資金 決済 法 第 
80 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 す 
る 。 
さら に 、 資 金 清算 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め られ る と き に は 、 
資金 決済 法 第 81 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 等 の 処分 を 行う こと を 検討 する 。 
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V. 監督 上 の 評価 項目 と 諸手 続 (振替 機関) 


Vー1 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 


Vー1 一 1 経営 管理 体制 


(1) 意義 

振替 機関 は 、 有 価 証券 の 保管 や 振替 等 の 多量 ・ 多 額 の 処理 を 行っ て お り 、 有 価 証券 
の 流通 の 円 滑 化 に あたっ て 重要 な 役割 を 果たし て いる 。 こ うし た 中 で 、 振 替 機関 の 業 
務 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 を 確保 し 、 も っ て 金融 レス テム の 安定 を 確保 する た め に は 、 
振替 機関 に お いて 経営 に 対す る 規律 付け が 有効 に 機能 し 、 適 切な 経営 管理 (ガバ ナン 
ス ) が 行わ れる こと が 重要 で ある 。 

経営 管理 が 有効 に 機能 する た め に は 、 そ の 組織 の 構成 要素 が それ ぞ れ 本 来 求め られ 
る 役割 を 果たし て いる こと が 前 提 と な る 。 具体 的 に は 、 取 締 役 会 、 監 査 役 会 と いっ た 
機関 が 経営 を チェ ッ ク で き て いる こと 、 各 部 門間 の けん 制 や 内 部 監査 部 門 が 健全 に 機 
能 し て いる こと 等 が 重要 で ある 。 ま た 、 代 表 取 締 役 、 取 締 役 、 執 行 役 、 監 査 役 及び 全 
て の 職 階 に お ける 職員 が 自ら の 役割 を 理解 し 、 そ の プロ セス に 十分 関与 する こと が 必 
要 と な る 。 

( 注 ) 指名 委員 会 等 設置 会 社 で ある 場合 に つい て は 、 取 締 役 会 、 指 名 委員 会 等 、 執 行 
役 等 の 機関 等 、 ま た 、 監 査 等 委員 会 設置 会 社 で ある 場合 に つい て は 、 取 締 役 会 、 
監査 等 委員 会 等 の 機関 等 が 、 そ れ ぞ れ 与 えら れ た 権限 等 を 適切 に 行使 し て いる の 
か どう か と いっ た 観点 か ら 検 証する 必要 が ある 。 こ の 場合 に お いて は 、 本 監督 指 
針 の 趣旨 を 踏ま え 、 実態 に 即 し て 検証 を 行う こと と する 。 


(2) 主 な 着眼 点 
[代表 取締 役 ] 
① 法令 等 遵守 を 経営 上 の 重要 課題 の 一 つと し て 位置 付け 、 代 表 取 締 役 が 率先 し て 法 
令 等 遵守 態勢 の 構築 に 取り 組ん で いる か 。 
② 代表 取締 役 は 、 リ スク 管理 部 門 を 軽視 する こと が 企業 収益 に 重大 な 影響 を 与え る 
こと を 十分 認識 し 、 リ スク 管理 部 門 を 重視 し て いる か 。 


[取締 役 ・ 取 締 役 会 

① 取締 役 は 、 業 務 執 行 に あたる 代表 取締 役 等 の 独断 専行 を けん 制 ・ 抑 止 し 、 取 締 役 
会 に お ける 業務 執行 の 意思 決定 及び 取締 役 の 業務 執行 の 監督 に 積極 的 に 参加 し て い 
る か 。 

② 社外 取締 役 が 選任 され て いる 場合 に は 、 社 外 取 締 役 は 、 経 営 の 意思 決定 の 客観 性 
を 確保 する 等 の 観点 か ら 自 ら の 意義 を 認識 し 、 積 極 的 に 取締 役 会 に 参加 し て いる か 。 
また 、 社 外 取 締 役 の 選任 議案 を 決定 する 場合 に は 、 社 外 取 締 役 に 期待 され る 役割 を 
踏ま え 、 振 替 機関 と の 人 的 関係 、 資 本 的 関係 その 他 の 利害 関係 を 検証 し 、 そ の 独立 
性 ・ 適 格 性 等 を 慎重 に 検討 し て いる か 。 ま た 、 社 外 取 締 役 が 取締 役 会 で 適切 な 判断 
を し 得る よう 、 例 えば 、 情 報 提供 を 継続 的 に 行う 等 、 何 ら か の 枠組 み を 設け て いる 
か 。 
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③ 取締 役 会 は 、 例 えば 、 法 令 等 遵守 等 に 関す る 経営 上 の 重要 な 意思 決定 ・ 経 営 判断 
に 際 し 、 必 要 に 応じ 、 外 部 の 有識者 の 助言 、 外 部 の 有識者 を 委員 と する 任意 の 委員 
会 等 を 活用 する な ど 、 そ の 妥当 性 ・ 公 正 性 を 客観 的 に 確保 する た め の 方 策 を 講じ て 
いる か 。 

④ 取締 役 会 は 、 振 替 機関 が 目指 すべ き 全 体 像 等 に 基づい た 経営 方 針 を 明確 に 定め て 
いる か 。 さ ら に 、 経 営 方 針 に 沿っ た 経営 計画 を 明確 に 定め 、 そ れ を 組織 全体 に 周知 
し て いる か 。 ま た 、 そ の 達成 度合 い を 定期 的 に 検証 し 必要 に 応じ 見 直し を 行っ て い 
る か 。 

⑤ 取締 役 及び 取締 役 会 は 、 法 令 等 遵守 に 関し 、 誠 実に 、 か つ 率 先 垂 範 し て 取組 み 、 
全社 的 な 内 部 管理 態勢 の 確立 の た め 適切 に 機能 を 発揮 し て いる か 。 

⑥ 取締 役 会 は 、 リ スク 管理 部 門 を 軽視 する こと が 重大 な 問題 を 生じ させ うる 可能 性 
を 十分 認識 し 、 リ スク 管理 部 門 を 重視 し て いる か 。 特 に 担当 取締 役 は リス ク の 所 在 
及び リス ク の 種類 を 理解 し た 上 で 、 各 種 リ スク の 測定 ・ モ ニタ リン グ ・ 管 理 等 の 手 
法 に つい て 深い 認識 と 理解 を 有 し て いる か 。 

⑦ 取締 役 会 は 、 戦 略 目標 を 踏ま えた リス ク 管 理 の 方 針 を 明確 に 定め 、 社 内 に 周知 し 
て いる か 。 また 、 リ スク 管理 の 方 針 は 、 定 期 的 又は 必要 に 応じ 随時 見 直し て いる か 。 
さら に 、 定 期 的 に リス ク の 状況 の 報告 を 受け 、 必 要 な 意思 決定 を 行う な ど 、 把 握 し 
た リス ク 情 報 を 業務 の 執行 及び 管理 体制 の 整備 等 に 活用 し て いる か 。 


[監査 役 ・ 監 査 役 会 

① 監査 役 ・ 監 査 役 会 は 、 制 度 の 趣旨 に 則り 、 そ の 独立 性 が 確保 され て いる か 。 

② 監査 役 ・ 監 査 役 会 は 、 付 与 さ れ た 広範 な 権限 を 適切 に 行使 し 、 会 計 監査 に 加え 業 
務 監 査 を 実施 し て いる か 。 

③ 監査 役 会 が 組織 され る 場合 で あっ て も 、 各 監査 役 は 、 あ くま で も 独 任 制 の 機関 で 
ある こと を 自覚 し 、 自 己 の 責任 に 基づき 積極 的 な 監査 を 実施 し て いる か 。 

④ 監査 役 ・ 監 査 役 会 は 、 外 部 監査 の 内 容 に 応じ て その 結果 の 報告 を 受け る な ど し て 、 
自ら の 監査 の 実効 性 の 確保 に 努め て いる か 。 


[内 部 監査 部 門 ] 

① 内 部 監査 部 門 は 、 被 監査 部 門 に 対し て 十分 けん 制 機能 が 働く よう 独立 する 一 方 、 
被 監査 部 門 の 業務 状況 等 に 関す る 重要 な 情報 を 適時 収集 する 態勢 ・ 能 力 を 有 し 、 振 
替 機関 を 取り 巻く 環境 や 業務 状況 に 的 確 に 対応 し た 、 実 効 性 ある 内 部 監査 が 実施 で 
きる 体制 と な っ て いる か 。 

② 内 部 監査 部 門 は 、 被 監査 部 門 に お ける リス ク 管 理 状況 等 を 把握 し た 上 、 リ スク の 
種類 ・ 程 度 に 応じ て 、 頻 度 ・ 深 度 に 配慮 し た 効率 的 か つ 実 効 性 ある 内 部 監査 計画 を 
立案 し 、 状 況 に 応じ て 適切 に 見 直す と と も に 、 内 部 監査 計画 に 基づき 効率 的 ・ 実 効 
性 ある 内 部 監査 を 実施 し て いる か 。 

③ 内 部 監査 部 門 は 、 内 部 監査 で 指摘 し た 重要 な 事項 に つい て 遅滞 な く 代 表 取 締 役 及 
ひび 取締役 会 に 報告 し て いる か 。 内 部 監査 部 門 は 、 指 摘 事項 の 改善 状況 を 的 確 に 把握 
し て いる か 。 


[外部 監査 の 活用 ] 
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① 実効 性 ある 外部 監査 が 、 振 替 機関 の 業務 の 健全 か つ 適 切な 運営 の 確保 に 不可 欠 で 
ある こと を 十分 認識 し 、 有 効 に 活用 され て いる か 。 

② 外部 監査 が 有効 に 機能 し て いる か を 定期 的 に 検証 する と と も に 、 外 部 監査 の 結果 
等 に つい て 適切 な 措置 を 講じ て いる か 。 

③ 関与 公認 会 計 士 の 監査 継続 年 数 等 が 適切 に 取り 扱わ れ て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
下記 の ヒア リン グ 及 び 通 常 の 監督 事務 を 通じ て 、 経 営 管理 に つい て 検証 する こと と 
する 。 
① 総合 的 な ヒア リン グ (II 一 1 一 1 (1) 参照 ) 
総合 的 な ヒア リン グ に お いて 、 経 営 上 の 課題 、 経 営 戦 略 及 びそ の 諸 リ スク 、 ガ バ 
ナン ス の 状況 等 に 関し 、 ヒ アリ ング を 行う こと と する 。 ま た 、 必 要 に 応じ て 、 経 営 
陣 に 対し て 直接 に トッ プ ヒ アリ ング を 行う こと と する 。 
② 日 常 の 監督 事務 を 通じ た 経営 管理 の 検証 
上 記 の ヒア リン グ に 加え 、 例 えば 、 検 査 に お ける 指摘 事項 に 対す る 業務 改善 報告 
の フォ ロー アッ プ 等 の 日 常 の 監督 事務 を 通じ て も 、 経 営 管理 の 有効 性 に つい て 検証 
する こと と する 。 
③ モニ タリ ング 結果 の 記録 
上 記 モ ニタ リン グ 結 果 を 踏ま え 、 特 記す べき 事項 に つい て は その 記録 を 作成 ・ 保 
存する こと に より 、 そ の 後 の 監 督 事務 に お ける 有効 な 活用 を 図る こと と する 。 
④ 監督 手法 ・ 対 応 
振替 機関 に お いて 、 経 営 管理 の 有効 性 等 に 疑義 が 生じ た 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善 
策 等 に つい て 、 深度 ある ヒア リン グ や 、 必要 に 応じ て 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 
基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 振 替 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必 要 が ある と 認め られ る と き に は 、 
振替 法 第 21 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う も の と する 。 


Vー1 一 2 振替 機関 の 役員 


(1) 主 な 着眼 点 

振替 機関 の 役員 の 選任 議案 の 決定 プロ セス 等 に お いて は 、 振 替 業 の 公共 性 を 維持 す 
る と の 観点 か ら 、 以 下 の 点 に 留意 し て 検証 する 。 

① 欠格 事由 (振替 法 第 3 条 第 1 項 第 4 号 イ か ら へ まで ) の いずれ か に 該当 する か 又 
は 指定 時 既に 該当 し て いた 者 で な いこ と 。 

② 振替 業 又は これ に 付随 する 業務 に 関し 法令 又は 法令 に 基づい て する 行政 官庁 の 処 
分 に 違反 し て いな いこ と 。 

③ 振替 業 に 関し 、 不 正 又 は 著しく 不当 な 行為 を し 、 そ の 情状 が 特に 重い と 認め られ 
る こと が な いこ と 。 


(2) 監督 手法 ・ 対 応 


振替 機関 の 役員 が 、① 振 替 法 第 3 条 第 1 項 第 4 号 イ か ら へ まで に 該当 する こと と な 
っ た と き 又 は 指定 時 既に 該当 し て いた こと が 判明 し た と き 、② 不 正 の 手段 に より 振替 
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機関 の 役員 と な っ た 者 で ある こと が 判明 し た と き 、③ 法 令 若しくは 法令 に 基づく 行政 
官庁 の 処分 に 違反 し た と き 又 は 違反 し た こと が 判明 し た と き は 、 振 替 法 第 22 条 第 1 項 
の 規定 に 基づき 、 当 該 役 員 の 解任 命令 等 の 処分 を 検討 する 。 

併せ て 、 当 該 役 員 又 は 委員 の 選任 プロ セス 等 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 行い 、 
必要 な 場合 に は 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 求め 、 さ ら に 、 当該 振替 機 
関 の 経 営 管理 態勢 に 重大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 で あっ て 、 振 替 業 の 適正 か つ 
確実 な 遂行 の た め 必 要 が ある と 認め る と き は 、 業務 改善 命令 (振替 法 第 21 条 ) 等 の 処 
分 を 検討 する 。 


Vー]1 一 3 人 的 構成 


(1) 主 な 着眼 点 

振替 機関 の 役員 又は 使用 人 に 関す る 以下 の 事項 に 照ら し 、 振 替 業 を 適正 か つ 確 実に 

遂行 する に 足り る 人 的 構成 が 確保 され て いる と 認め られ る か 。 

① 振替 法 及 び 関 連 諸 規則 や 本 監督 指針 で 示し て いる 経営 管理 の 着眼 点 の 内 容 を 理解 
し 、 実 行 す る に 足る 知識 ・ 経 験 、 並 びに 振替 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 に 必要 と な る 
法令 等 遵守 態勢 等 に 関す る 十分 な 知識 ・ 経 験 を 有 m し て いる 者 を 確保 し て いる か 。 

② 暴力 団員 で な いか (過去 に 暴力 団員 で あっ た 場合 を 含む 。) 又は 暴力 団 と 密接 な 関 
係 を 有する 者 で は な いか 。 

③ 振替 法 等 わが 国 の 金融 関連 法令 又は これ ら に 相当 する 外国 の 法令 の 規定 に 違反 し 、 
禄 金 の 刑 ( こ れ に 相当 する 外国 の 法令 に よる 刑 を 含む 。) に 処せ られ た こと が な いか 。 

④ 暴力 団員 に よる 不当 な 行為 の 防止 等 に 関す る 法律 の 規定 ( 同 法 第 32 条 の 3 第 7 項 
及び 第 32 条 の 11 第 1 項 の 規定 を 除く 。) 若しくは これ に 相当 する 外国 の 法令 の 規定 
に 違反 し 、 又 は 刑法 若しくは 暴力 行為 等 処罰 に 関す る 法律 の 罪 を 犯し 、 入金 の 刑 ( こ 
れ に 相当 する 外国 の 法令 に よる 刑 を 含む 。) に 処せ られ た こと が な いか 。 

⑤ 禁 銅 以上 の 刑 (これ に 相当 する 外国 の 法令 に よる 刑 を 含む 。) に 処せ られ た こと が 
な いか 。 特に 、 刑法 第 246 条 か ら 第 250 条 ま で (詐欺 、 電子 計算 機 使用 詐欺 、 背任 、 
準 誕 欺 、 恐 喝 及 び こ れ ら の 未遂 ) の 罪 に 問わ れ て いな いか 。 


(2) 監督 手法 ・ 対 応 

上 記 ① か ら ⑤ ま で に 掲げ る 要素 は 、 振 替 機関 が 振替 業 を 適正 か つ 確 実に 遂行 する に 
足り る 人 的 構成 を 有 し て いる と 認め られ る か 否 か を 審査 する た め に 総合 的 に 勘案 する 
要素 の 一 部 で あり 、 特 定 の 要素 へ の 該当 を も っ て 直ちに その 人 的 構成 の 適合 を 判断 す 
る も の で は な い 。 ま ず は 振替 機関 自身 が その 責任 に お いて 、 こ うし た 要素 を 踏ま えつ 
つ 、 適 切な 人 的 構成 の 確保 に 努め る べき で ある 。 

た だ し 、 振 替 機関 の 役員 又は 使用 人 の 選任 プロ セス 等 に お いて 、 こ うし た 要素 が 十 
分 に 勘案 され て いな いと 認め られ る 場合 で あっ て 、 振 替 機 関 の 業 務 の 運営 に 関し 振替 
業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め る と き は 、 当 該 人 的 構成 に 関す る 振 
替 機関 の 認識 、 及 び 役 員 又 は 使用 人 の 選任 プロ セス 等 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 
行い 、 必 要 な 場合 に は 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る 。 

報告 徴 求 の 結果 、 振 替 機関 の 経営 管理 態勢 に 重大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 で 
あっ て 、 振 替 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め る と き は 、 振替 法 第 21 
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条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 等 の 処分 を 検討 する 。 
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Vー2 財務 の 健全 性 
Vー2 一 1 資本 の 充実 


(1) 意義 

振替 機関 が 、 事 務 リ スク 等 に 係る 適切 な リス ク 管 理 体制 を 整備 し つつ 、 経 営 の 態様 
に 応じ た 十分 な 財務 基盤 を 保有 すす る こと は 、 振 替 機 関 に 対す る 加入 者 ・ 市 場 関係 者 の 
信任 を 確保 し 、 振 替 機関 が 継続 的 ・ 安 定 的 に 業務 運営 を 行う 上 で 重要 で ある 。 

この た め 、 振 替 機 関 に お いて は 、 各 種 の リス ク が 顕在 化し た 場合 で も それ に 伴う 損 
失 に 十分 耐え られ る だ け の 流動 的 な 資産 を 保持 すべ き で ある 。 

また 、 リ スク 特性 に 照ら し た 資本 の 充実 の 程度 を 評価 する プロ セス を 有 し 、 十 分 な 
資本 を 維持 する た め の 適 切な 方 策 を 講じ る 必要 が ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 
[取締 役 ・ 取 締 役 会 
① 取締 役 は 、 自 社 が 取っ て いる リス ク の 性 質 及 び 水 準 並び に リス ク と 適切 な 資本 の 
水準 と の 関係 に つい て 理解 し て いる か 。 
② 取締 役 及び 取締 役 会 は 、 戦 略 目標 を 達成 する た め に は 、 そ れ に 見 合う 資本 計画 が 
不可 欠 な 要素 で ある こと を 理解 し 、 自 社 の 経営 課題 を 踏ま えた 適切 な 資本 計画 を 策 
定 し て いる か 。 
③ 取締 役 は 、 上 記 資 本 計画 の 策定 、 資 本 の 充実 の 程度 を 評価 する プロ セス 、 及 び 十 
分 な 資本 を 維持 する た め の 適 切な 方 策 を 講じ る こと に 十分 に 関与 し て いる か 。 


[資本 の 充実 の 評価 ] 

① 上 記 資 本 計画 の 策定 に 当たっ て は 、 事 業 環境 の 変化 等 を 踏ま えた リス ク と の 対比 
に お いて 充実 し た も の と な っ て いる か に つい て 、 評 価 が 行わ れ て いる か 。 

② 純資産 の 額 な ど 、 営 業 上 の リス ク に 備え て 保有 すべ き 金 額 に つい て は 、 少 な く と 
も 減価 償却 費 を 控除 し た 営業 費用 の 6 月 分 に 相当 する 額 を 確保 する こと と し 、 ま た 、 
当該 金額 が 自社 の 業務 の 継続 を 確実 な も の と する 観点 か ら 十 分 な 水準 に ある か を 検 
証し て いる か 。 

③ 自己 資本 に つい て も 、 例 えば 、 現 金 ・ 現 金 等 価 物 を 中 心 と する 等 に より スト レス 
シナ リオ 下 で 容易 に 流動 化す る こと で きる か な ど 、 適 切な 検証 を 行っ て いる か 。 

④ 仮に 資本 の 水準 が 自社 の 業務 の 継続 を 不 確 実 な も の と する 水準 に 近づい た り 、 下 
回 っ つた りす る 場合 に は 、 追 加 的 な 資本 を 調達 する た め の 実 行 可能 な 計画 を 有 し て い 
る か 。 


Vー2 一 2 リス ク 管 理 の 体制 
(1) 意義 
特別 の 法 的 効果 を 伴っ た 振替 口座 簿 の 記録 ・ 管 理 を 通じ 、 証 券 決済 制度 の 中 核 と し 


て の 機能 を 担う も の で ある 振替 機関 は 、 そ の 業務 を 行う に 当たっ て は 、 自 ら が 、 事 務 
過誤 や 情報 漏えい な どの 事務 リス ク の みな ら ず 、 シ ステ ムリ スク その 他 の 多様 な リス 
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ク に 直面 し て いる こと を 認識 し 、 こ れ ら の リス ク が 業務 運営 に 影響 を 与え る こと が な 
いか を 包括 的 に 確認 し 、 適 切な リス ク 管 理 体制 を 整備 し て いく こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 多様 な リス ク を 包括 的 に 把握 する た め 、 全 て の リス ク を 洗い 出し 、 特 定 し た 上 で 、 
可能 な 場合 に は 計量 的 な リス ク 管 理 の 対象 と し て 、 リ スク カテ ゴリ ー を 適切 に 決定 
し て いる か 。 

② 必要 に 応じ て 、 計 量化 の 範囲 及び 精度 を 向上 させ る た め の 検 討 を 行っ て いる か 。 
例え ば 、 異 な る 種類 の リス ク の 重要 性 や 相関 等 に つい て 、 適 切 性 を 確保 すべ く 検 討 
を 行っ て いる か 。 

③ 取締役 会 は 、 振 替 機関 全体 の 経営 方 針 に 沿っ た 戦略 目標 を 踏 す は えた リス ク 管 理 の 
方 針 を 明確 に 定め 、 定 期 的 に 、 少 な く と も 年 次 で 、 検 証 及び 必要 に 応じ た 見 直し を 
行う こと と し て いる か 。 加 えて 、 取 締 役 会 は 、 リ スク 管理 の 方 針 が 組織 内 で 周知 さ 
れる よう 、 適 切な 方 策 を 講じ て いる か 。 

④ 取締 役 会 は 、 定 期 的 に リス ク の 状況 の 報告 を 受け 、 必 要 な 意思 決定 を 行う な ど 、 
把握 され た リス ク 情 報 を 業務 の 執行 及び 管理 体制 の 整備 等 に 活用 し て いる か 。 

⑤ また 、 わ が 国 に お いて は 、 振 替 法 に よる 振替 制度 が 実施 され て いる が 、 例 えば 外 
国 株 式 等 の 取扱 いな ど 、 必 要 な 場合 に は 、 振 替 機 関 が 適 切な 規則 ・ 手 続 を 通じ 保管 
リス ク を 管理 する こと と し て いる か 。 


Vー2 一 3 監督 手法 ・ 対 応 

振替 機関 の 財務 の 健全 性 の 状況 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善 策 に つい て 
深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 
求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 

さら に 、 振 替 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め られ る と き に は 、 振 替 法 
第 21 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 
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Vー3 業務 の 適切 性 


Vー3 一 1 一 1 法令 等 遵守 を 確保 する た め の 措 置 


(1) 法令 等 遵守 に 関す る 方 針 及び 手続 等 に 係る 留意 点 

① 法令 等 遵守 を 経営 の 最 重要 課題 の 0 つと し て 位置 付け 、 そ の 実践 に 係る 基本 方 針 、 
更に 具体 的 な 実践 計画 (コン プラ イア ンス ・ プ ログ ラム ) や 行動 規範 (倫理 規程 、 
コン プラ イア ンス ・ マ ニュ アル ) 等 を 策定 し て いる か 。 

② 法令 等 遵守 責任 者 の 権限 と 責任 を 明確 に し 、 そ の 機能 が 十分 に 発揮 され る 態勢 と 
な っ て いる か 。 

③ 法令 等 遵守 関連 の 情報 が 、 振 替 業 務 を 行う 部 門 、 法 令 等 遵守 部 門 法 令 等 遵守 責 
任 者 等 の 担当 者 及び 経営 陣 の 間 で 、 的 確 に 連絡 ・ 報 告 さ れる 体制 と な っ て いる か 。 


(2) 内 部 通報 制度 に 係る 留意 点 
① 内 部 通報 制度 の 担当 部 署 や 処理 手続 を 明確 に 定め 、 迅 速 か つ 適切 に 処理 ・ 対 応 が 
行わ れる 態勢 と な っ て いる か 。 
② 内 部 通報 の 内 容 に つい て 、 必 要 か つ 適 切な 範囲 内 で 情報 共有 が 図ら れる 態勢 と な 


っ て いる か 。 
③ 内 部 通報 へ の 対応 状況 に つい て 、 適 切 に フォ ロー アッ プ が 行わ れる 態勢 と な っ て 
いる か 。 


④ 内 部 通報 の 内 容 及 びそ の 調査 結果 は 、 正 確か つ 適切 に 記録 ・ 保 存 さ れる と と も に 、 
業務 管理 体制 の 改善 、 再 発 防止 策 の 策定 等 に 十分 活用 され て いる か 。 


Vー3ー1 一 2 公正 な 参加 要件 等 


(1) 意義 
金融 取引 に お ける 多量 ・ 多 額 の 処理 等 を 行う こと で 、 口 座 管理 機関 等 の 安定 的 ・ 効 
率 的 な 業務 運営 に 資す る と いう 振替 機関 の 役割 を 踏ま そえ れ ば 、 振 替 機 関 の サ ービス は 、 
口座 管理 機関 や 他 の 振替 機関 等 に 対し て 公正 で 開か れ た も の で ある べき で ある 。 
同時 に 、 振 替 機関 は 自ら の 財務 の 健全 性 等 を 確保 し 、 安 定 的 に 振替 業務 を 提供 する 
た め 、 合 理 的 な 参加 要件 を 定め 、 口 座 管理 機関 が 振替 機関 に も た ら す リス ク を 管理 す 
る こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 振替 機関 は 、 口 座 管理 機関 に 対し て 、 合 理 的 な 参加 要件 を 設定 し て いる か 。 
② 当該 参加 要件 が 、 振 替 業 務 を 適正 か つ 確 実に 行う 等 の 観点 か ら 公 正 な も の で ある 
か に つき 検証 を 行い 、 当 該 検証 を 踏ま えた 参加 要件 を 公表 する こと と し て いる か 。 
③ 振替 機関 は 、 振 替 業 務 で 提供 を 受け た 情報 の 他 の サー ビス へ の 利用 、 振 替 業 務 に 
付随 する サー ビス の 締結 等 に お いて 、 自 ら の 地位 を 沙 用 する こと と な っ て いな いか 。 
④ 振替 機関 は 、 参 加 要件 に 照ら し て 、 口 座 管理 機関 が 振替 業 の 適正 か つ 円 滑 な 運営 
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を 確保 する こと の 支障 と な る こと が な いか 定期 的 に 検証 する こと と し て いる か 。 ま 
た 、 必 要 か つ 適 当 な 場合 に は 、 振 替 参加 の 停止 や 退出 を 円 滑 に 行う た め の 明 確 な 手 
続 を 設け 、 こ れ を 公表 し て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
参加 要件 と 遵守 状況 の モニ タリ ング に つい て 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 
改善 人 策 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規 
定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 振 替 業 の 適正 か つ 確実 な 遂行 の た め 必 要 が ある と 認め られ る と き に は 、 振 
替 法 第 21 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


Vー3ー1 一 3 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 の 防止 


(1) 意義 
反 社 会 的 勢力 を 社会 か ら 排除 し て いく こと は 、 社 会 の 秩序 や 安全 を 確保 する 上 で 極 
め て 重要 な 課題 で あり 、 反 社会 的 勢力 と の 関係 を 遮断 する た め の 取 組み を 推進 し て い 
く こ と は 、 社 会 的 責任 を 果たす 観点 か ら 必要 か つ 重 要 な こと で ある 。 特 に 、 高 い 公共 
性 を 有 し 、 経 済 的 に 重要 な 機能 を 営む 振替 機関 に お いて は 、 振 替 機関 自身 や 役職 員 の 
みな ら ず 、 金 融 商 品 市 場 に 参加 する 様々 な ステ ー ク ホル ダー が 被害 を 受け る こと を 防 
止 する た め 、 反 社会 的 勢力 を 金融 商品 市 場 か ら 排除 し て いく こと が 求め られ る 。 
も と より 振替 機関 と し て 公共 の 信頼 を 維持 し 、 業 務 の 適切 性 及び 健全 性 を 確保 する 
た め に は 、 反 社会 的 勢力 に 対し て 屈する こと な く 法 令 等 に 則 し て 対応 する こと が 不可 
欠 で あり 、 振替 機関 に お いて は 、「 企 業 が 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 指 
針 に つい て 」 (平成 19 年 6 月 19 日 犯罪 対策 閣僚 会 議 幹 事 会 中 合せ ) の 趣旨 を 踏ま え 、 
平素 より 、 反 社会 的 勢力 と の 関係 遮断 に 向け た 態勢 整備 に 取り 組む 必要 が ある 。 
特に 、 近 時 反 社 会 的 勢力 の 資金 獲得 活動 が 巧妙 化し て お り 、 関 係 企業 を 使い 通常 の 
経済 取引 を 装っ て 巧み に 取引 関係 を 構築 し 、 後 々 トラ ブル と な る 事例 も 見 られ る 。 こ 
うし た ケー ス に 適切 に 対処 する に は 経営 陣 の 断固 た る 対応 、 具 体 的 な 対応 が 必要 で あ 
る 。 
な お 、 役 職員 の 安全 が 脅かさ れる 等 不測 の 事態 が 危 恨 され る こと を 口実 に 問題 解決 
に 向け た 具体 的 な 取組 み を 遅らせ る こと は 、 か えっ て 振替 機関 や 役職 員 自 身 等 へ の 最 
終 的 な 被害 を 大 きく し 得る こと に 留意 する 必要 が ある 。 
(参考 )「 企 業 が 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 指 針 に つい て 」( 平 成 19 年 
6 月 19 日 犯罪 対策 閣僚 会 議 幹事 会 中 合せ ) 
① 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 基 本 原則 
組織 と し て の 対応 
外部 専門 機関 と の 連携 
取引 を 含め た 一 切 の 関係 遮断 
有事 に お ける 民事 と 刑事 の 法 的 対応 
裏 取引 や 資金 提供 の 禁止 
② 反 社 会 的 勢力 の と ら え 方 
暴力 、 威 力 と 詐欺 的 手法 を 駆使 し て 経済 的 利益 を 追求 する 集団 又は 個人 で 
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ある 「 反 社会 的 勢力 」 を と ら え る に 際 し て は 、 暴力 団 、 暴力 団 関係 企業 、 総会 
屋 、 社会 運動 標 枯 ゴ ロ 、 政治 活動 標 棒 ゴ ロ 、 特殊 知能 暴力 集団 等 と いっ た 属性 
要件 に 着目 する と と も に 、 暴 力 的 な 要求 行為 、 法 的 な 責任 を 超え た 不当 な 要求 
と いっ た 行為 要件 に も 着目 する こと が 重要 で ある (平成 23 年 12 月 22 日 付 警 
察 庁 次 長 通達 「 組 織 犯罪 対策 要綱 」 参照) 。 


(2) 主 な 着眼 点 
反 社 会 的 勢力 と は 一 切 の 関係 を も た ず 、 反 社 会 的 勢力 で ある こと を 知ら ず に 関係 を 有 し 
て し まっ た 場合 に は 、 相 手 方 が 反 社 会 的 勢力 で ある と 判明 し た 時 点 で 可能 な 限り 速やか に 
関係 を 解消 する た め の 態 勢 整備 及び 反 社 会 的 勢力 に よる 不当 要求 に 適切 に 対応 する た め 
の 態勢 整備 の 検証 に つい て は 、 個 々 の 取引 状況 等 を 考慮 し つつ 、 例 えば 以下 の よう な 点 に 
留意 する こと と する 。 
① 組織 と し て の 対応 
反 社会 的 勢力 と の 関係 の 遮断 に 組織 的 に 対応 する 必要 性 ・ 重 要 性 を 踏ま え 、 担 当 者 や 
担当 部 署 だ け に 任せ る こと な く 取 締 役 等 の 経営 陣 が 適切 に 関与 し 、 組 織 と し て 対応 する 
こと と し て いる か 。 ま た 、 振 替 機関 単体 の みな ら ず 、 グ ルー プー 体 と な っ て 、 反 社会 的 
勢力 の 排除 に 取り 組む こと と し て いる か 。 さ ら に 、 グ ルー プ 外 の 他社 と の 提携 に よる 金 
融 サ ービス の 提供 な どの 取引 を 行う 場合 に お いて も 、 反 社会 的 勢力 の 排除 に 取り 組む こ 
と と し て いる か 。 
② 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 に よる 一 元 的 な 管理 態勢 の 構築 
反 社 会 的 勢力 対応 部 署 を 整備 し 、 反 社会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 一 元 的 な 
管理 態勢 が 構築 され 、 機 能 し て いる か 。 
特に 、 一 元 的 な 管理 態勢 の 構築 に 当たっ て は 、 以 下 の 点 に 十分 留意 し て いる か 。 
ア . 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 に お いて 反 社 会 的 勢力 に 関す る 情報 を 積極 的 に 収集 ・ 分 析 す 
る と と も に 、 当 該 情 報 を 一 元 的 に 管理 し た デー タベース を 構築 し 、 適 切 に 更新 (情報 
の 追加 、 削 除 、 変 更 等 ) する 体制 と な っ て いる か 。 ま た 、 当 該 情 報 の 収集 ・ 分 析 等 に 
際 し て は 、 グ ルー プ 内 で 情報 の 共有 に 努め て いる か 。 さ ら に 、 当 該 情 報 を 取引 先 の 審 
査 や 当該 振替 機関 に お ける 株 主 の 属性 判断 等 を 行う 際 に 、 適 切 に 活用 する 体制 と な っ 
て いる か 。 
イ . 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 に お いて 対応 マニ ュ ア ル の 整備 や 継続 的 な 研修 活動 、 警 察 ・ 
暴力 追放 運動 推進 セン ター・ 弁 護 士 等 の 外部 専門 機関 と の 平素 か ら の 緊密 な 連携 体制 
の 構築 を 行う な ど 、 反 社会 的 勢力 と の 関係 を 遮断 する た め の 取 組み の 実効 性 を 確保 す 
る 体制 と な っ て いる か 。 特 に 、 平 素 よ り 警 察 と の パイ プ を 強化 し 、 組 織 的 な 連絡 体制 
と 問題 発生 時 の 協力 体制 を 構築 する こと に より 、 脅 迫 ・ 暴 力行 為 の 危険 性 が 高く 緊急 
を 要する 場合 に は 直ちに 警察 に 通報 する 体制 と な っ て いる か 。 
ウ . 反 社 会 的 勢力 と の 取引 が 判明 し た 場合 及び 反 社 会 的 勢力 に よる 不当 要求 が な され た 
場合 等 に お いて 、 当 該 情 報 を 反 社会 的 勢力 対応 部 署 へ 適切 に 報告 ・ 相 談 す る 体制 と な 
っ て いる か 。 ま た 、 反 社会 的 勢力 対応 部 署 は 、 当 該 情 報 を 適切 に 経営 陣 に 対し 報告 す 
る 体制 と な っ て いる か 。 さ ら に 、 反 社会 的 勢力 対応 部 署 に お いて 実際 に 反 社 会 的 勢力 
に 対応 する 担当 者 の 安全 を 確保 し 担当 部 署 を 支援 する 体制 と な っ て いる か 。 
③ 適切 な 事前 審査 の 実施 
反 社会 的 勢力 と の 取引 を 未然 に 防止 する た め 、 反 社会 的 勢力 に 関す る 情報 等 を 活用 し 
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た 適切 な 事前 審査 を 実施 する と と も に 、 契 約 書 や 取引 約款 へ の 暴力 団 排除 条項 の 導入 を 
徹底 する な ど 、 反 社会 的 勢力 が 参加 者 ・ 取 引 先 と な る こと を 防止 し て いる か 。 
④ 適切 な 事後 検証 の 実施 
反 社 会 的 勢力 と の 関係 遮断 を 徹底 する 観点 か ら 、 既 存 の 債権 や 契約 の 適切 な 事後 検証 
を 行う た め の 態 勢 が 整備 され て いる か 。 
⑤ 反 社 会 的 勢力 と の 取引 解消 に 向け た 取組 み 

ア . 反 社 会 的 勢力 と の 取引 が 判明 し た 旨 の 情報 が 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 を 経由 し て 適切 
に 取締 役 等 の 経営 陣 に 報告 され 、 経 営 陣 の 適切 な 指示 ・ 関 与 の も と 対応 を 行う こと と 
し て いる か 。 

イ . 平素 か ら 警 察 ・ 暴 力 追放 運動 推進 セン ター・ 弁 護 士 等 の 外部 専門 機関 と 緊密 に 連携 
し つつ 、 反 社会 的 勢力 と の 取引 の 解消 を 推進 し て いる か 。 

ウ . 事後 検証 の 実施 等 に より 、 取 引 開始 後に 取引 の 相手 方 が 反 社 会 的 勢力 で ある と 判明 
し た 場合 に は 、 可 能 な 限り 回 収 を 図る な ど 、 反 社会 的 勢力 へ の 利益 供与 に な ら な いよ 
う 配 意 し て いる か 。 

エ . いか な る 理由 で あれ 、 反 社会 的 勢力 で ある こと が 判明 し た 場合 に は 、 資 金 提供 や 不 
適切 ・ 異 例 な 取引 を 行わ な い 態勢 を 整備 し て いる か 。 

⑥ 反 社 会 的 勢力 に よる 不当 要求 へ の 対処 

ア . 反 社 会 的 勢力 に より 不当 要求 が な され た 計 の 情報 が 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 を 経由 し 
て 速やか に 取締 役 等 の 経営 陣 に 報告 され 、 経 営 陣 の 適切 な 指示 ・ 関 与 の も と 対応 を 行 
うこ と と し で いる か 。 

イ . 反 社 会 的 勢力 か ら の 不当 要求 が あっ た 場合 に は 積極 的 に 警察 ・ 暴 力 追 放 運 動 推進 セ 
ンタ ー・ 弁 護 士 等 の 外部 専門 機関 に 相談 する と と も に 、 暴 力 追放 運動 推進 セン ター 等 
が 示し て いる 不当 要求 対応 要領 等 を 踏ま えた 対応 を 行う こと と し て いる か 。 特 に 、 奮 
迫 ・ 暴 力行 為 の 危険 性 が 高く 緊急 を 要する 場合 に は 直ちに 警察 に 通報 を 行う こと と し 
て いる か 。 

ウ . 反 社 会 的 勢力 か ら の 不当 要求 に 対し て は 、 あ ら ゆ る 民事 上 の 法 的 対抗 手段 を 講ず る 
と と も に 、 積 極 的 に 被害 届 を 提出 する な ど 、 刑 事 事 件 化 も 中 踏 し な い 対 応 を 行う こと 
と し て いる か 。 

エ . 反 社 会 的 勢力 か ら の 不当 要求 が 、 事 業 活動 上 の 不祥事 や 役職 員 の 不祥事 を 理由 と す 
る 場合 に は 、 反 社会 的 勢力 対応 部 署 の 要請 を 受け て 、 不 祥 事 案 を 担当 する 部 署 が 速 や 
か に 事実 関係 を 調査 する こと と し て いる か 。 

⑦ 株 主 情報 の 管理 
定期 的 に 自社 株 の 取引 状況 や 株 主 の 属性 情報 等 を 確認 する な ど 、 株 主 情報 の 管理 を 適 
切 に 行っ て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
検査 結果 や 日 常 の 監督 事務 等 を 通じ て 把握 され た 振替 機関 の 反 社会 的 勢力 と の 関係 を 
遮断 する た め の 熊 勢 に つき 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 深 度 あ る ヒア リン グ を 行う こと や 、 
必要 に 応じ て 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと を 通じ て 、 振 替 機関 
に お ける 自主 的 な 改善 状況 を 把握 する 。 そ の 際 、 反 社会 的 勢力 へ の 資金 提供 や 反 社 会 的 勢 
力 と の 不適 切な 関係 を 認識 し て いる に も か か わら ず 関 係 解消 に 向け た 適切 な 対応 が 図ら 
れ な いな ど 内 部 管理 態勢 が 極め て 脆弱 で あり 、 振 替 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の 観点 か ら 重 
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大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 に は 、 振 替 法 21 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 
する 等 の 対応 を 行う 。 


Vー3ー1 一 4 取引 時 確認 、 疑 わし い 取 引 の 届出 


(1) 意義 
犯罪 に よる 収益 の 移転 防止 に 関す る 法律 (平成 19 年 法律 第 22 号 。 以 下 「 犯 収 法 」 
と いう 。) に 基づく 取引 時 確認 等 の 措置 ( 犯 収 法 第 11 条 に 定め る 取引 時 確認 等 の 措置 
を いう 。 以下 同じ 。) に 関す る 内 部 管理 態勢 を 構築 する こと は 、 組織 犯罪 に よる 金融 サ 
ービス の 沙 用 を 防止 し 、 わ が 国人 金融 市 場 に 対す る 信頼 を 確 保 する た め に も 重要 な 意義 
を 有 し て いる 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 取引 時 確認 等 の 措置 を 的 確 に 実施 する た め の 態 勢 が 整備 され て いる か 。 

ア . 社内 規則 等 に お いて 、 取 引 時 確認 等 の 措置 を 行う た め の 社 内 体制 や 手続 が 明確 
に 定め られ て いる か 。 また 、 役 職員 に 対し て 、 その 内 容 に つい て 周知 徹底 を 行い 、 
その 理解 が 十分 に 図ら れ て いる か 。 

イ . 取引 時 確認 等 の 措置 を 行う に 当たっ て 、 生 年 月 日 や 住所 等 の 利用 者 の 属性 を 適 
切 に 把握 する と と も に 、 本 人 確認 書類 の 提出 等 に より 、 そ の 信 閉 性 ・ 妥 当 性 の 確 
認 が 行わ れ て いる か 。 利用 者 に 関し て 特に 問題 等 が 認め られ た 場合 、 適正 に 対応 ・ 
管理 を 行っ て いる か 。 

ウ . また 、 利 用 者 か ら 取 得 し た 本 人 確認 情報 に つい て は 、 取 引 の 継続 的 な モニ タリ 
ング 等 を 通じ て 、 そ の 属性 の 把握 に 常時 努め 、 最 新 の も の と する こと が 確保 され 
て いる か 。 

エ . 過去 に 取得 し た 本 人 確認 情報 に つい て の 信 海 性 ・ 妥 当 性 に 疑い が 生じ た 場合 、 
又は 取引 の 相手 方 が 取引 の 名 義人 に な りす まし て いる 疑い が ある 場合 は 、 本 人 確 
認 書類 の 再 提出 を 求め る 等 、 そ の 利用 者 の 取引 時 確認 に つい て 再 確認 が 行わ れ て 
いる か 。 

オ . 利用 者 の 取引 時 確認 に 当たっ て 、 取 引 形 態 を 考慮 し た 措置 が 講じ られ て いる か 。 

カ . 役職 員 の 採用 に 当たっ て 、 テ ロ 資 金 供与 や マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 対策 の 適切 
な 実施 の 観点 も 含め て 選考 が 行わ れ て いる か 。 

キ . 役職 員 に 対し て 、 取 引 時 確認 に 関す る 研修 ・ 教 育 が 定期 的 か つ 継 続 的 に 実施 さ 
れ て いる か 。 ま た 、 研 修 等 を 受け た 役職 員 の 理解 状況 に つい て 、 日 常 業 務 に お け 
る 実践 も 踏ま え 、 評 価 及び フォ ロー アッ プ が 適宜 行わ れ て いる か 。 

ク . 取引 時 確認 の 実施 に 関し て 、 社 内 に お ける 定期 的 な 点検 や 内 部 監査 を 通じ て 、 
その 実施 状況 を 把握 ・ 検証 し 、 実 施 方 法 の 見 直し を 行う 等 、 そ の 実効 性 が 確保 さ 
れ て いる か 。 

② 疑わ し い 取引 の 届出 を 的 確 に 実施 する た め の 態 勢 が 整備 され て いる か 。 

ア . 社内 規則 等 に お いて 、 疑 わし い 取 引 の 届出 を 行う た め の 社 内 体制 や 手続 が 明確 
に 定め られ て いる か 。 また 、 役 職員 に 対し て 、 その 内 容 に つい て 周知 徹底 を 行い 、 
その 理解 が 十分 に 図ら れ て いる か 。 

イ . 疑わ し い 取 引 に 該当 する と 判断 され た 場合 に は 、 統 括 部 署 に お いて 、 速 や か に 
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当局 に 届出 を 行う こと と され て いる か 。 

ウ . 疑わ し い 取引 の 届出 に 該当 する か 否 か の 判断 を 行う に 当たっ て 、 振 替 機 関 が 取 
得 し た 本 人 確認 情報 、 取 引 時 の 状況 その 他 振替 機関 が 保有 し て いる 当該 取引 に 係 
る 具体 的 な 情報 を 総合 的 に 勘案 し た 上 で 、 犯 収 法 第 8 条 第 2 項 並び に 犯罪 に よる 
収益 の 移転 防止 に 関す る 法律 施行 規則 第 26 条 及 び 第 27 条 に 基づい た 届出 の 必要 
性 の 判断 が 行わ れ て いる か 。 ま た 、 そ の 取引 等 に 関し て 特に 問題 等 が 認め られ た 
場合 、 適 正 に 対応 ・ 管 理 を 行っ て いる か 。 

エ . 疑わ し い 取 引 の 判断 に 当たっ て 、 振 替 機 関 の 業 務 内 容 、 利 用 者 の 属性 等 が 考慮 
され て いる か 。 

オ . 役職 員 の 採用 に 当たっ て 、 テ ロ 資 金 供与 や マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 対策 の 適切 
な 実施 の 観点 も 含め て 選考 が 行わ れ て いる か 。 

カ . 役職 員 に 対し て 、 疑 わし い 取引 の 届出 に 関す る 研修 ・ 教 育 が 定期 的 か つ 継 続 的 
に 実施 され て いる か 。 ま た 、 研 修 等 を 受け た 役職 員 の 理解 状況 に つい て 、 日 常 業 
務 に お ける 実践 も 踏ま え 、 評 価 及び フォ ロー アッ プ が 適宜 行わ れ て いる か 。 

キ . 疑わ し い 取 引 の 届出 に 関し て 、 社 内 に お ける 定期 的 な 点検 や 内 部 監査 を 通じ て 、 
その 実施 状況 を 把握 ・ 検 証し 、 実 施 方 法 の 見 直し 等 を 行う 等 、 そ の 実効 性 が 確保 
され て いる か 。 

③ 取引 時 確認 と 疑わ し い 取 引 の 届出 が 相互 に 関連 性 を 有 し て いる こと を 十分 に 認識 

し 、 取 引 時 確認 の 的 確 な 実施 に より 利用 者 の 基礎 的 な 情報 を 把握 し 、 そ の 上 で 当該 

情報 及び 利用 者 の 取引 態様 等 を 総合 的 に 勘案 の 上 判断 し 、 疑 わし い 取 引 の 届出 が 行 

われ る よう 、 一 体 的 、 一 元 的 な 社内 体制 等 が 構築 され て いる か 。 

④ リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ を 含む 「 マ ネー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供与 対 

策 に 関す る ガイ ドラ イン 」( 以 下 「 マ ネロ ン ・ テ ロロ 資金 供 与 対策 ガイ ドラ イン 」 と い 

う 。) 記載 の 措置 を 的 確 に 実施 する た め の 態勢 が 整備 され て いる か 。 

( 注 ) リス クベ ー ス ・ ア プロ ー チ と は 、 自 己 の マネ ー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 

供与 リス ク を 特定 ・ 評 価 し 、 こ れ を 実効 的 に 低減 する た め 、 当 該 リ スク に 見 合っ た 

対策 を 講ず る こと を いう 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 

検査 の 指摘 事項 に 対す る フォ ロー アッ プ や 、 日 常 の 監督 事務 を 通じ て 把握 され た 取 
引 時 確認 、 疑 わし い 取引 の 届出 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 ガイ ドラ イン 記載 の 措 
置 に 係る 課題 等 に つい て は 、 上 記 の 着眼 点 に 基づき 、 原 因 及 び 改 善 策 等 に つい て 、 深 
度 あ る ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 書 
を 徴収 する こと に より 、 振 替 機 関 に お ける 自主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する こと と す 
る 。 

また 、 内 部 管理 態勢 が 極め て 脆弱 で あり 、 反 社会 的 勢力 ・ テ ロリ スト 等 の 組織 的 犯 
罪 等 に 利用 され 続け る お それ が ある と 認め られ る と き は 、 振 替 機関 に 対し 、 振 替 法 第 
21 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 等 を 発出 する も の と する 。 

さら に 、 取 引 時 確認 義務 及び 疑わ し い 取 引 の 届出 義務 に 違反 し 、 著 し く 公 益 を 害し 
た と 認め られ る 場合 な ど 、 重大 な 法令 違反 行為 が 認め られ る と き に は 、 振替 法 第 22 条 
第 1 項 の 規定 に 基づく 業務 停止 命令 等 の 発出 を 検討 する も の と する 。 

( 注 ) 取引 時 確認 の 取扱 い に つ いて は 、 必 要 に 応じ 別途 、 犯 収 法 に 基づき 必要 な 措置 
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を 執る こと が で きる こと に 留意 する 。 
Vー3 一 2 業務 継続 体制 


(1) 意義 
振替 機関 は 、 特 別 の 法 的 効果 を 伴っ た 振替 口座 簿 の 記録 ・ 管 理 を 通じ 、 証 券 決済 制 
度 の 中 枢 と し て の 機能 を 果たし て お り 、 テ ロ 、 大 規模 災害 等 の 危機 発生 時 に お いて も 、 
可 及 的 速やか に その 業務 を 復帰 ・ 継 続 さ せる た め 、 適 切な 業務 継続 計画 の 策定 等 が 来 
め ら れる 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 平時 より 、 何 が 危機 で ある か を 認識 し 、 可能 な 限り その 回 避 ・ 予 防 に 努め る よう 、 
定期 的 な 点検 ・ 訓 練 を 行う な ど 未 然 防止 に 向け た 取組 み に 努 め て いる か 。 

② 危機 時 に お いて も 、 可 及 的 速やか に その 業務 を 復帰 ・ 継 続 さ せる た め 、 業 務 継 続 
計画 等 の 危機 時 に お ける 対応 方 針 等 を 策定 し 、 定 期 的 に 見 直し を 行う こと と し て い 
る か 。 

③ 業務 継続 計画 等 は 、 不 可 欠 な 情報 シス テム は 停止 か ら 2 時 間 以 内 に 再開 する こと 
を 、 ま た 、 障 害 の あっ た 当日 中 に 決済 を 完了 で きる こと を 、 目 標 と し た も の と な っ 
て いる か 。 

④ 危機 的 状況 の 発生 又は その 可能 性 が 認め られ る 場合 に は 、 速 や か に 金融 店 企画 市 
場 局 市 場 課 へ の 報告 を 行なう と と も に 、 振 替 機関 内 部 の 関係 組織 間 の 連携 を 密接 に 
行う 態勢 が 整備 され て いる か 。 

⑤ 危機 に 備え た 安全 対策 と し て 、 地 理 的 な 要因 も 勘案 し つつ 、 バ ッ ク ア ッ プ セン タ 
ー を 設け る こと と し て いる か 。 業 務 デ ー タ を 適時 に バッ クア ッ プ し 、 バ ッ ク ア ッ プ 
セン ター へ の 切替 え 等 の 訓練 を 定期 的 に 行っ て いる か 。 

⑥ 電力 供給 ・ 通 信 回 線 ・ 公 共 交 通 機関 等 社会 イン フラ の 停止 可能 性 を 想定 し た 対策 
が 検討 され て いる か 。 


(3 ) 監督 手法 ・ 対 応 

日 常 の 監督 事務 等 を 通じ て 把握 され た 振替 機関 の 危機 管理 態勢 上 の 課題 に つい て 、 
深度 ある ヒア リン グ を 行う こと や 、 必 要 に 応じ て 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 
報告 を 求め る こと を 通じ て 、 振 替 機関 に お ける 自主 的 な 改善 状況 を 把握 する 。 

な お 、 危 機 的 状況 の 発生 又は その 蓋然性 が 認め られ る 場合 に は 、 事 態 が 改善 する ま 
で の 間 、 当 該 振替 機関 に お ける 危機 対応 の 状況 (危機 管理 態勢 の 整備 状況 、 振 替 機能 
の 確保 、 口 座 管理 機関 を は じ め と する 関係 者 へ の 連絡 状況 、 情 報 発信 の 状況 等 ) が 危 
機 の レベ ル ・ 類型 に 応じ て 十分 な も の と な っ て いる か に つい て 、 定 期 的 に 、 ヒ アリ ン 
グ 又 は 現地 の 状況 等 を 確認 する な ど に より 実態 把握 に 努め る と と も に 、 必 要 に 応じ 振 
替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 徴 求 を 行う 。 


Vー3 一 3 事務 リス ク 管 理 


(1) 意義 
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事務 リス ク と は 、 役 職員 が 正確 な 事務 処理 を 怠る 、 又 は 事故 ・ 不 正 等 を 起こ すこ と 
に より 振替 機関 等 が 損失 を 被る リス ク で あり 、 人 為 的 ミス の ほか 、 情 報 シ ステ ム や 内 
部 手続 等 に に よる も の な ど 、 多 様 な 要因 に よる も の と 考え られ る 。 

振替 機関 に お いて も 、 事 務 リ スク に 係る 管理 体制 を 整備 し 、 業 務 の 健全 か つ 適切 な 
運営 を 図る こと が 重要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 事務 リス ク を 特定 し 、 管 理 す る た め の 、 適 切な 方 針 ・ 手 続 等 を 定め て いる か 。 ま 
た 、 こ れ を 定期 的 に 検証 、 必 要 に 応じ 見 直す こと と し て いる か 。 さ ら に 、 事 務 リ ス 
ク 軽 減 の た め の 具 体 的 な 方 策 を 講じ て いる か 。 

② 将来 見 込ま れる 事務 処理 量 等 も 勘案 し 、 一 定 の サー ビス 水準 を 達成 する た め に 十 
分 な 処理 能力 を 備え る こと と し て いる か 。 

③ 事務 の 一 部 を 第 三 者 の サー ビス 業者 等 に 委託 ・ 依 拠 する 場合 に は 、 外 部 委託 の 対 
象 先 が 、 当 該 業務 を 振替 機関 が 自ら 行う 場合 に 満た すべ き 要 件 を 充足 し て いる こと 
を 確認 し て いる か 。 

④ 外部 委託 の 対象 と する 事務 や 外部 委託 先 の 選定 に 関す る 方 針 ・ 手 続 が 明確 に 定め 
られ て お り 、 委 託 先 に 対す る 管理 が 十分 に 行え る よう な 契約 、 態 勢 を 構築 し て いる 
か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
振替 機関 に お ける 対応 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善 策 に つい て 、 深 
度 あ る ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 振替 法 第 20 条 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る 
こと を 通じ て 、 振 替 機 関 に お ける 自主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 事 務 リ スク 管理 態勢 に 重大 な 問題 が ある と 認め られ 、 振 替 業 の 適正 か つ 確 
実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め られ る と き に は 、 振 替 法 第 21 条 の 規定 に 基づく 業務 
改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う 。 


Vー3ー4 シス テム リス ク 管 理 


(1) 意義 
シス テム リス ク と は 、 一 般 に 、 コ ンピュータ シス テム の ダウ ン 又 は 誤 作動 等 の 、 シ 
ステ ム の 不備 等 に 伴い 、 振 替 機 関 等 が 損失 を 被る リス ク や 、 コ ンピュータ が 不正 に 使 
用 され る こと に より 振替 機関 等 が 損失 を 被る リス ク を いう 。 
振替 機関 の シス テム は 、 振 替 等 の た め に 不可 欠 な 市 場 の 基盤 その も の で あり 、 仮 に 
シス テム 障害 や サイ バー セキ ュ リ ティ 事案 が 発生 し た 場合 に は 、 振 替 機 関 及 び シ ステ 
ム に 接続 する 口座 管理 機関 等 に 損害 が 生じ 、 ひ いて は 、 人 金融 シス テム 全体 に 影響 を 及 
ぼ す こと と な りか ね な い 。 
この た め 、 振 替 機 関 に お ける 堅 生 な シス テム リス ク 管 理 態 勢 の 構築 が 重要 で ある 。 
( 注 ) サイ バー セキ ュ リ ティ 事案 と は 、 情 報 通 信 ネ ットワーク や 情報 シス テム 等 の 悪 
用 に より 、 サ イ バ ー 空 間 を 経由 し て 行わ れる 不正 侵入 、 情 報 の 初 取 、 改 ざん や 破 
壊 、 情 報 シ ステ ム の 作動 停止 や 誤 作 動 、 不 正 プ ログ ラム の 実行 や DDoS 攻撃 等 の 、 
いわ ゆる 「 サ イ バ ー 攻 撃 」 に より 、 サ イ バ ー セ キュ リティ が 脅かさ れる 事案 を い 
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う 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① シス テム リス ク に 対す る 認識 等 

ア . 取締 役 会 に お いて 、 シ ステ ムリ スク が 十分 認識 され 、 全 社 的 な リス ク 管 理 の 基 
本 方 針 が 策定 され て いる か 。 

イ . 取締 役 会 は 、 シ ステ ム 障 害 や サイ バー セキ ュ リ ティ 事案 (以下 「 シ ステ ム 障 害 
等 」 と いう 。) の 未然 防止 と 発生 時 の 迅速 な 復旧 対応 に つい て 、 経営 上 の 重大 な 課 
題 と 認識 し 、 態 勢 を 整備 し て いる か 。 

ウ . シス テム リス ク に 関す る 情報 が 、 適 切 に 経営 陣 に 報告 され る 体制 と な っ て いる 
か 。 

② 適切 な リス ク 管 理 態 勢 の 確立 

ア . シス テム リス ク 管 理 の 基本 方 針 が 定め られ 、 管 理 態 勢 が 構築 され て いる か 。 

イ . 具体 的 基準 に 従い 、 管 理 す べき リス ク の 所 在 や 種類 を 特定 し て いる か 。 

ウ . 自ら の 業務 の 実態 や シス テム 障害 等 を 把握 ・ 分 析 し 、 シス テム 環境 等 に 応じ て 、 
その 障害 の 発生 件 数 ・ 規 模 を で きる 限り 低下 させ て 適切 な 品質 を 維持 する よう な 、 
実効 性 ある 態勢 と な っ て いる か 。 

③ シス テム リス ク 評 価 
シス テム リス ク 管 理 部 門 は 、 顧 客 チ ャ ネル の 多様 化 に よる 大 量 取 引 の 発生 や 、 ネ 

ットワーク の 拡充 に よる シス テム 障害 等 の 影響 の 複雑 化 ・ 広 範 化 な ど 、 外 部 環境 の 

変化 に より リス ク が 多様 化し て いる こと を 踏ま え 、 定 期 的 に 又は 適時 に リス ク を 認 

識 ・ 評 価 し て いる か 。 
また 、 洗 い 出 し た リス ク に 対し 、 十 分 な 対応 策 を 講じ て いる か 。 

④ 情報 セキ ュ リ ティ 管理 

ア . 情報 資産 を 適切 に 管理 する た め に 方 針 の 策定 、 組織 体制 の 整備 、 社内 規則 等 の 策 
定 、 内 部 管理 態勢 の 整備 を 図っ て いる か 。 ま た 、 他 社 に お ける 不正 ・ 不 祥 事 件 も 
参考 に 、 情報 セキ ュ リ ティ 管理 態勢 の PDCA サイ クル に よる 継続 的 な 改善 を 図っ て 
いる か 。 

イ . 情報 の 機密 性 、 完 全 性 、 可 用 性 を 維持 する た め に 、 情 報 セ キュ リティ に 係る 管 
理 者 を 定め 、 そ の 役割 ・ 責 任 を 明確 に し た 上 で 、 管 理 し て いる か 。 ま た 、 管 理 者 
は 、 シ ステ ム 、 デ ー タ 、 ネ ットワーク 管理 上 の セキ ュ リ ティ に 関す る こと に つい 
て 統括 し て いる か 。 

ウ . コン ピュ ー タ シス テム の 不正 使用 防止 対策 、 不 正 ア クセ ス 防 止 対策 、 コ ン ピ ュ 
ー タ ウィ ルス 等 の 不正 プロ グラ ム の 侵入 防止 対策 等 を 実施 し て いる か 。 

エ . 振替 機関 が 責任 を 負う べき 口座 管理 機関 の 重要 情報 を 綱 第 的 に 洗い 出し 、 把 握 、 
管理 し て いる か 。 

口座 管理 機関 の 重要 情報 の 洗い 出し に あたっ て は 、 業 務 、 シ ステ ム 、 外 部 委託 
先 を 対象 範囲 と し 、 例 えば 、 以 下 の よ うな デー タ を 洗い 出し の 対象 範囲 と し て い 
る か 。 
・ 通 常 の 業務 で は 使用 し な い シ ステ ム 領 域 に 格納 され た デー タ 
・ 障 害 解 析 の た め に シス テム か ら 出 力 さ れ た 障害 解析 用 デー タ 等 
オ . 洗い 出し た 口座 管理 機関 の 重要 情報 に つい て 、 重 要 度 判定 や リス ク 評 価 を 実施 
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し て いる か 。 
また 、 そ れ ぞ れ の 重要 度 や リス ク に 応じ 、 以 下 の よ うな 情報 管理 ルー ル を 策定 
し て いる か 。 
・ 情 報 の 暗号 化 、 マ スキ ング の ルー ル 
・ 情 報 を 利用 する 際 の 利用 ルー ル 
・ 記録 媒体 等 の 取扱 い ル ー ル 等 
カ . 口座 管理 機関 の 重要 情報 に つい て 、 以下 の よう な 不正 アク セス 、 不 正 情報 取得 、 
情報 漏えい 等 を 牽制 、 防 止 する 仕組 み を 導入 し て いる か 。 
・ 職 員 の 権限 に 応じ て 必要 な 範囲 に 限定 され た アク セス 権限 の 付与 
・ ア クセ ス 記 録 の 保存 、 検 証 
・ 開発 担当 者 と 運用 担当 者 の 分 離 、 管 理 者 と 担当 者 の 分 離 等 の 相互 率 制 体制 等 
キ . 機密 情報 に つい て 、 暗 号 化 や マス キン グ 等 の 管理 ルー ル を 定め て いる か 。 また 、 
誕 号 化 プ ログ ラム 、 暗 号 鍵 、 暗 号 化 プ ログ ラム の 設計 書 等 の 管理 に 関す る ルー ル 
を 定め て いる か 。 
な お 、「 機 容 情報 」 と は 、 暗証 番 号 、 パ スワ ー ド 等 、 口 座 管理 機関 に 損失 が 発生 
する 可能 性 の ある 情報 を いう 。 
ク . 機密 情報 の 保有 ・ 廃 棄 、 ア クセ ス 制 限 、 外部 持ち 出し 等 に つい て 、 業務 上 の 必要 
性 を 十分 に 検討 し 、 よ り 上 厳格 な 取扱 い を し て いる か 。 
ケ . 情報 資産 に つい て 、 管 理 ル ー ル 等 に 基づい て 適切 に 管理 され て いる こと を 定期 
的 に モニ タリ ング し 、 管 理 態勢 を 継続 的 に 見 直し て いる か 。 
コ . セキ ュ リ ティ 意識 の 向上 を 図る た め 、 全 役職 員 に 対す る セキ ュ リ ティ 教育 ( 外 
部 委託 先 に お ける セキ ュ リ ティ 教育 を 含む ) を 行っ て いる か 。 
⑤ サイ バー セキ ュ リ ティ 管理 
ア . サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、 取 締 役 会 等 は 、 サ イ バ ー 攻 撃 が 高度 化 ・ 巧 妙 
化し て いる こと を 踏ま え を 、 サ イ バ ー セ キュ リティ の 重要 性 を 認識 し 必要 な 態勢 を 
整備 し て いる か 。 
イ . サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、 組 織 体制 の 整備 、 社 内 規程 の 策定 の ほか 、 以 
下 の よ うな サイ バー セキ ュ リ ティ 管理 態勢 の 整備 を 図っ て いる か 。 
・ サ イ バ ー 攻 撃 に 対す る 監視 体制 
・ サ イ バ ー 攻 撃 を 受け た 際 の 報告 及び 広報 体制 
・ 組 織 内 CSIRT (Computer Security Incident Response Team) 等 の 緊急 時 対応 及 
び 早 期 警 戒 の た め の 体 制 
・ 情 報 共有 機関 等 を 通じ た 情報 収集 ・ 共 有 体 制 等 
ウ . サイ バー 攻撃 に 備え 、 入 口 対策 、 内 部 対策 、 出 口 対策 と いっ た 多段 階 の サイ バ 
ー セ キュ リティ 対策 を 組み 合わ せ た 多 層 防 御 を 講じ て いる か 。 
・ 入 口 対策 (例え ば 、 フ ァ イ ア ウォ ー ル の 設置 、 抗 ウィ ルス ソフ ト の 導入 、 不正 侵 
入 検知 シス テム ・ 不 正 侵入 防止 シス テム の 導入 等 ) 
・ 内 部 対策 (例え ば 、 特権 ID・ パ スワ ー ド の 適切 な 管理 、 不 要 な ID の 削除 、 特 定 
コマ ンド の 実行 監視 等 ) 
・ 出 口 対策 (例え ば 、 通信 ログ ・ イ ベン トロ グ 等 の 取得 と 分 析 、 不適 切な 通信 の 検 
知 ・ 遮 断 等 ) 
エ . サイ バー 攻撃 を 受け た 場合 に 被害 の 拡大 を 防止 する た め に 、 以 下 の よ うな 措置 


102 


を 講じ て いる か 。 

・ 攻 撃 元 の IP アド レス の 特定 と 人 遮断 

・DDoS 攻撃 に 対し て 自動 的 に アク セス を 分 散 さ せる 機能 
・ シ ステ ム の 全部 又は 一 部 の 一 時 的 停止 等 

オ . シス テム の 脆弱 性 に つい て 、0S の 最新 化 や セキ ュ リ ティ パッ チ の 適用 な ど 必 要 
な 対策 を 適時 に 講じ て いる か 。 

カ . サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、 ネ ットワーク へ の 侵入 検査 や 脆弱 性 診断 等 を 
活用 する な ど 、 セ キュ リティ 水準 の 定期 的 な 評価 を 実施 し 、 セ キュ リティ 対策 の 
向上 を 図っ て いる か 。 

キ . イン ター ネッ ト 等 の 通信 手段 を 利用 し て 業務 を 行う 場合 に は 、 例 えば 、 以 下 の 
よう な 業務 の リス ク に 見 合っ た 適切 な 認証 方 式 を 導入 し て いる か 。 

・ 可 変 式 パ スワ ー ド や 電子 証明 書 な どの 、 固 定式 の ID・ パ スワ ー ド の み に 頼 ら な 


い 認証 方 式 
・ ハ ー ド ウェ アト ー ク ン 等 で トラ ン ザ クシ ョ ン 賭 名 を 行う トラ ン ザ クシ ョ ン 認 証 
等 


ク . イン ター ネッ ト 等 の 通信 手段 を 利用 し て 業務 を 行う 場合 に は 、 例 えば 、 以 下 の 
よう な 業務 に 応じ た 不正 防止 策 を 講じ て いる か 。 
・ 口 座 管 理 機関 等 の パソ コン の ウィ ルス 感染 状況 を 振替 機関 側 で 検知 し 、 警 告 を 
発する ソフ ト の 導入 
・ 電 子 証明 書 を IC カー ド 等 、 当 該 業務 に 利用 し て いる パソ コン と は 別 の 媒体 ・ 機 
器 へ 格納 する 方 式 の 採用 
・ 不 正 な ログ イン ・ 異 常 な 入力 等 を 検知 し 、 速 や か に 口座 管理 機関 等 に 連絡 する 
体制 の 整備 等 
ケ . サイ バー 攻撃 を 想定 し た コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン を 策定 し 、 訓 練 や 見 直し 
を 実施 し て いる か 。 ま た 、 必 要 に 応じ て 、 業 界 横断 的 な 演習 に 参加 し て いる か 。 
コ . サイ バー セキ ュ リ ティ に 係る 人 材 に つい て 、 育 成 、 拡 充 す る た め の 計 画 を 策定 
し 、 実 施し て いる か 。 
⑥ シス テム 企画 ・ 開 発 ・ 運 用 管理 
ア . 経営 戦略 の 一 環 と し て シス テム 戦略 方 針 を 明確 に し た 上 で 、 中 長期 の 開発 計画 
を 策定 し て いる か 。 また 、 中 長期 の 開発 計画 は 、 取締 役 会 の 承認 を 受け て いる か 。 
イ . 現行 シス テム に 内 在 す る リス ク を 継続 的 に 洗い 出し 、 そ の 維持 ・ 改 善 の た め の 
投資 を 計画 的 に 行っ て いる か 。 
ウ . 開発 案件 の 企画 ・ 開 発 ・ 移 行 の 承認 ルー ル が 明確 に な っ て いる か 。 
エ . 開発 プロ ジェ クト ご と に 責任 者 を 定め 、 開 発 計画 に 基づき 進捗 管理 され て いる 
か 。 
オ . シス テム 開発 に 当たっ て は 、 テ スト 計画 を 作成 し 、 ユーザー 部 門 も 参加 する な 
ど 、 適 切 か つ 十 分 に テス ト を 行っ て いる か 。 
カ . 人 材 育成 に つい て は 、 現 行 シ ステ ム の 仕組 み 及び 開発 技術 の 継承 並び に 専門 性 
を 持っ た 人 材 の 育成 の た め の 具 体 的 な 計画 を 策定 し 、 実 施し て いる か 。 
⑦ シス テム 監査 
ア . シス テム 部 門 か ら 独 立 し た 内 部 監査 部 門 に お いて 、 定 期 的 な シス テム 監査 が 行 
われ て いる か 。 
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イ . シス テム 関係 に 精通 し た 要員 に よる 内 部 監査 やめ 、 シ ステ ム 監 査 人 等 に よる 外部 
監査 の 活用 を 行っ て いる か 。 

ウ . 監査 の 対象 は シス テム リス ク に 関す る 業務 全体 を カバ ー し て いる か 。 

⑧ 外部 委託 管理 

ア . 外部 委託 先 (シス テム 子会社 を 含む 。) の 選定 に 当たり 、 選 定 基準 に 基づき 評価 、 
検討 の 上 、 選 定 し て いる か 。 

イ . 外部 委託 契約 に お いて 、 外 部 委託 先 と の 役割 分 担 ・ 責 任 、 監 査 権限 、 再 委託 手 
続 、 提 供 さ れる サー ビス 水準 等 を 定め て いる か 。 ま た 、 外 部 委託 先 の 社員 が 遵守 
すべ き ル ー ル や セキ ュ リ ティ 要件 を 外部 委託 先 へ 提示 し 、 契 約 書 等 に 明記 し て い 
る か 。 

ウ . シス テム に 係る 外部 委託 業務 ( 二 段 階 以 上 の 委託 を 含む ) に つい て 、 リ スク 管 
理 が 適切 に 行わ れ て いる か 。 シ ステ ム 関 連 事務 を 外部 委託 する 場合 に つい て も 、 
シス テム に 係る 外部 委託 に 準じ て 、 適 切な リス ク 管 理 を 行っ て いる か 。 

エ . 外部 委託 し た 業務 ( 二 段 階 以 上 の 委託 を 含む ) に つい て 、 委 託 元 と し て 委託 業 
務 が 適切 に 行わ れ て いる こと を 定期 的 に モニ タリ ング し て いる か 。 

また 、 外 部 委託 先 に お ける 投資 者 や 口座 管理 機関 等 の デー タ の 運用 状況 を 委託 
元 が 監視 、 追 跡 で きる 態勢 と な っ て いる か 。 
⑨ コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン 

ア . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン が 策定 され 、 緊 急 時 体制 が 構築 され て いる か 。 

イ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン の 策定 に 当たっ て は 、 そ の 内 容 に つい て 客観 的 な 
水準 が 判断 で きる も の (例え ば 「 人 金融 機関 等 に お ける コン ティ ンジ ェ ン シー プラ 
ン (緊急 時 対応 計画 ) 策定 の た め の 手 引 書 」( 公 益 財団 法人 金融 情報 シス テム セン 
ター 編 )) を 根拠 と し て いる か 。 

ウ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン の 策定 に 当たっ て は 、 災 害 に よる 緊急 事態 を 想定 
する だ け で は な く 、 振 替 機 関 の 内 部 又は 外部 に 起因 する シス テム 障害 等 も 想定 し 
て いる か 。 

また 、 バ ッ チ 処理 が 大 幅 に 遅延 し た 場合 な ど 、 十 分 な リス クシ ナリ オ を 想定 し 
て いる か 。 

エ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン は 、 他 の 金融 機関 及び 清算 ・ 振 替 機関 等 に お ける 
シス テム 障害 等 の 事例 や 中 央 防災 会 議 等 の 検討 結果 を 踏ま そえ る な ど 、 想 定 シ ナリ 
オ の 見 直し を 適宜 行っ て いる か 。 

オ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン に 基づく 訓練 は 、 全 社 レ ベル で 行い 、 外 部 委託 先 
等 と 合同 で 、 定 期 的 に 実施 し て いる か 。 

カ . 業務 へ の 影響 が 大 きい 重要 な シス テム に つい て は 、 オ フサ イト バッ クア ッ プ シ 
ステ ム 等 を 事前 に 準備 し 、 災 害 、 シ ステ ム 障 害 等 が 発生 し た 場合 に 、 速 や か に 業 
務 を 継続 で きる 態勢 を 整備 し て いる か 。 

⑩ シス テム 更改 等 の リス ク 

ア . 役職 員 は 、 シ ステ ム 更 改 等 の リス ク に つい て 十分 認識 し 、 そ の リス ク 管 理 態 勢 
を 整備 し て いる か 。 

イ . テス ト 体 制 を 整備 し て いる か 。 ま た 、 テ スト 計画 は シス テム 更改 等 に 伴う 開発 
内 容 に 適合 し た も の と な っ て いる か 。 

ウ . 業務 を 外部 委託 する 場合 で あっ て も 、 振 替 機 関 自 ら が 主体 的 に 関与 する 態勢 を 
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構築 し て いる か 。 

エ . シス テム 更改 等 に 係る 重要 事項 の 判断 に 際 し て 、 シ ステ ム 監 査 人 に よる 監査 等 
の 第 三 者 機関 に よる 評価 を 活用 し て いる か 。 

オ . 不測 の 事態 に 対応 する た め 、 コ ン テ ィ ン ジェ ン シ ー プ ラン 等 を 整備 し て いる か 。 

⑪ 障害 発生 時 の 対応 等 

ア . シス テム 障害 等 が 発生 し た 場合 に 、 投 資 者 や 口座 管理 機関 等 に 無用 の 混乱 を 生 
じ さ せな いた め の 適 切な 措置 を 講じ る と と も に 、 速 や か に 復旧 や 代替 手段 の 稼働 
に 向け た 作業 を 実施 する こと と な っ て いる か 。 

また 、 シ ステ ム 障 害 等 の 発生 に 備え 、 最 悪 の シナ リオ を 想定 し た 上 で 、 必 要 な 
対応 を 行う 態勢 と な っ て いる か 。 

イ . シス テム 障害 等 の 発生 に 備え 、 外 部 委託 先 を 含め た 報告 態勢 、 指 揮 ・ 命 令 系 統 
が 明確 に な っ て いる か 。 

ウ . 経営 に 重大 な 影響 を 及ぼ す シ ステ ム 障 害 等 が 発生 し た 場合 に 、 速 や か に 代表 取 
締 役 を は じ め と する 取締 役 に 報 告 す る と と も に 、 報 告 に 当たっ て は 、 最 悪 の シナ 
リオ の 下 で 生じ うる 最大 リス ク 等 を 報告 する 態勢 (例え ば 、 投 資 者 や 口座 管理 機 
関 等 に 重大 な 影響 を 及ぼ す 可 能 性 が ある 場合 、 報 告 者 の 判断 で 過小 報告 する こと 
な く 、 最 大 の 可能 性 を 速やか に 報告 する こと ) と な っ て いる か 。 

また 、 必 要 に 応じ て 、 対 策 本 部 を 立ち 上 げ 、 代 表 取 締 役 等 自ら が 適切 な 指示 ・ 
命令 を 行い 、 速 や か に 問題 の 解決 を 図る 態勢 と な っ て いる か 。 

エ . 発生 し た シス テム 障害 等 に つい て 、 原 因 を 分 析 し 、 そ れ に 応じ た 再発 防止 策 を 
講じ る こと と し て いる か 。 

また 、 シ ステ ム 障 害 等 の 原因 等 の 定期 的 な 傾向 分 析 を 行い 、 そ れ に 応じ た 対応 
素 を と っ て いる か 。 

オ . シス テム 障害 等 の 発生 時 に 速やか に 当局 に 対す る 報告 行う こと と な っ て いる 

が 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
① 問題 認識 時 
日 常 の 監督 事務 等 を 通じ て 把握 され た シス テム リス ク 管 理 態勢 上 の 課題 に つい て 
は 、 振 替 機 関 又は その 業務 委託 先 に 対し 深度 ある ヒア リン グ を 行う こと や 、 必 要 に 
応じ て 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと を 通じ て 、 振 替 機 関 に 
お ける 自主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
また 、 振 替 業 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が ある と 認め られ る 等 
の 場合 に は 、 振 替 法 第 21 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行 
う 。 
② シス テム 更改 等 時 
振替 機関 が シス テム 更改 等 を 行う 場合 に は 、 そ の 態様 に 応じ し 、 シ ステ ム 更 改 等 実 
施 に 向け た 具体 的 な 計画 、 シ ステ ム 更 改 等 の リス ク に 係る 内 部 管理 態勢 (内 部 臣 
を 含む 。) 、 そ の 他 の 事項 に つい て 資料 の 提出 を 求め る 。 
な お 、 熊 様 が 大 規模 な 場合 に は 、 当 該 シ ステ ム 更 改 等 完了 まで の 間 、 振 替 法 第 20 
条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 定期 的 に 求め る 。 
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(4) シス テム 障害 に 対す る 対応 
① シス テム 障害 の 発生 を 認識 次 第 、 直 ち に 、 そ の 事実 の 当局 宛て 報告 を 求め る と と 
も に 、「 障 害 発 生 等 報告 書 」( 別 紙 様式 3 一 1) に て 当局 宛て 報告 を 求め る も の と す 
る 。 
また 、 復 旧 時 、 原 因 解 明 時 に は 改め て その 旨 報 告 を 求め る こと と する (た だ し 、 
復旧 原因 の 解明 が され て いな い 場 合 で も 1 か 月 以内 に 現状 に つい て 報告 を 求め る )。 
( 注 ) 報告 すべ き シ ステ ム 人 障害 

その 原因 の 如何 を 問わ ず 、 振 替 機関 又は 振替 機関 か ら 業 務 の 委託 を 受け た 者 
等 が 現に 使用 し て いる シス テム ・ 機 器 (ハー ドウ ェ ア 、 ソ フト ウェ ア 共 ) に 発生 
し た 障害 で あっ て 、 取 引 、 決済 、 入 出 金 、 資金 繰り 、 財務 状況 把握 、 そ の 他 口 座 
管理 機関 等 の 利便 等 に 影響 が ある も の 又は その お それ が ある も の 。 

た だ し 、 一 部 の シス テム ・ 機 器 に これ ら の 影響 が 生じ て も 他 の シス テム ・ 機 器 
が 速やか に 代替 する こと で 実質 的 に は これ ら の 影響 が 生じ な い 場 合 を 除く 。 

な お 、 障 害 が 発生 し て いな い 場 合 で あっ て も 、 サ イ バ ー 攻 撃 の 予告 が な され 、 
又は サイ バー 攻撃 が 検知 され る 等 に より 、 口座 管理 機関 や 業務 に 影響 を 及ぼ す 、 
又は 及ぼ す 可 能 性 が 高い と 認め られ る 時 は 、 報 告 を 要する も の と する 。 

② 必要 に 応じ て 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基づく 追加 の 報告 を 求め 、 振 替 業 の 適 
正 か つ 確 実 な 遂行 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 に は 、 振替 法 第 21 
条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う も の と する 。 

さら に 、 重大 ・ 悪 質 な 法令 違反 行為 が 認め られ る 等 の 場合 に は 、 振替 法 第 22 条 第 
1 項 の 規定 に 基づく 業務 停止 命令 等 の 発出 も 含め 、 必 要 な 対応 を 検討 する も の と す 
る 。 


Vー3 一 5 口座 管理 機関 の 破綻 等 へ の 対応 手続 


(1) 意義 

口座 管理 機関 が 破綻 等 に 陥っ た 場合 に 、 振 替 機関 が 、 振 替 機能 を 円 滑 に 継続 し 、 有 
価 証券 の 円 滑 な 流通 を 確保 する 観点 か ら 、 事 務 手 続 上 の 対応 等 を 、 速 や か に 実施 する 
必要 が ある 。 

こう し た 観点 か ら 、 破 綻 等 へ の 対応 に つい て は 、 振 替 機 関 や ロ 座 管理 機関 等 に お け 
る 事務 手続 等 が 、 明 確 に 定め られ て いる こと が 求め られ る 。 ま た 、 こ うし た 手続 が 実 
際 に 口座 管理 機関 の 破綻 等 の 際 に 、 実 務 上 実行 可能 で ある か に つき 、 適 切な 検証 を 行 
うこ と が 必要 と な る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 口座 管理 機関 の 破綻 等 に 際 し て も 、 振 替 機 関 の 口座 振替 等 の 業務 の 円 滑 な 継続 を 
可能 と する よう 、 口 座 管理 機関 破綻 等 の 必要 な 手続 に つい て 、 業 務 規 程 等 に お いて 、 
明確 に 定め て いる か 。 

② また 、 口 座 管 理 機関 の 破綻 等 へ の 対応 に 関す る 手続 に つい て 、 口 座 管理 機関 その 
他 の 関係 者 と 協 働 し て 、 定 期 的 に 、 少 な く と も 年 に 1 回 、 検 証 及び 必要 に 応じ た 見 
直し を 行う こと と し て いる か 。 

③ 口座 管理 機関 の 破綻 等 へ の 対応 に 関す る 手続 に 関与 する 職員 、 口 座 管理 機関 その 
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他 の 関係 者 と の 間 で 、 口 座 管理 機関 破綻 等 へ の 対応 マニ ュ ア ル 等 を 整備 し 、 そ の 実 
行 可能 性 を 定期 的 に 検証 する こと と し て いる か 。 

④ 振替 機関 は 、 個 別 又は 複合 的 な 口座 管理 機関 の 破綻 等 に 際 し て も 円 滑 に 事務 手続 
上 の 対応 等 を 行う た め の 明 確 な 規則 ・ 手 続 を 設け て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
口座 管理 機関 の 破綻 等 へ の 対応 手続 に 関す る 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 
改善 人 策 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規 
定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 振 替 業 の 適正 か つ 確実 な 遂行 の た め 必 要 が ある と 認め られ る と き に は 、 振 
替 法 第 21 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


Vー3 一 6 参加 者 の 階層 構造 等 に 係る 留意 点 


(1) 意義 

振替 機関 の 利用 に つい て は 、 振 替 機関 に 直接 口座 開設 を 行う 口座 管理 機関 に 、 他 の 
者 が 口座 を 開設 し 、 こ れ を 通じ 振替 機関 の シス テム に 参加 する 階層 的 な 参加 形態 と な 
っ て いる 。 こ うし た 階層 的 な 参加 形態 は 、 上 位 の 口座 管理 機関 を 通じ て 、 よ り 下 位 の 
多く の 口座 管理 機関 等 が 振替 制度 を 利用 する こと を 可能 と する 一 方 、 上 位 ・ 下 位 の 口 
座 管理 機関 間 の 関係 や 業務 プロ セス の 内 容 に よっ て は 、 業 務 構 造 が 複雑 化 さ れ 、 様 々 
な リス ク が 潜在 化す る 可能 性 が ある 。 振替 機 関 に お いて は 、 こ うし た 階 層 的 な 参加 形 
態 に 内 在 す る リス ク を 特定 し 、 適 切な 管理 体制 を 構築 し て いく こと が 必要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 振替 機関 は 、 規 則 ・ 手 続 等 に お いて 、 階 層 構 造 に 関す る 基本 的 な 情報 の 収集 な ど 、 
階層 的 な 参加 形態 に 係る 重要 な リス ク を 特定 し 、 管 理 す る た め の 方 策 を 講じ て いる 
か 。 
② 上 記 の 情報 収集 等 を 通じ て 把握 し た 、 極 め て 多数 の 者 を 傘下 に 有する 口座 管理 機 
関 等 に つい て は 、 そ の リス ク の 検証 を 行う こと と し て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
参加 者 の 随 層 構造 等 か ら 生じ る リス ク の 管理 体制 の 状況 に 問題 が 認め られ る 場合 に 
は 、 原 因 及 び 改 善 策 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必要 に 応じ て 振替 法 第 20 
条 第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 振 替 業 の 適正 か つ 確実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め られ る と き に は 、 振 
替 法 第 21 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


Vー3 一 7 情報 開示 の 適切 性 等 
(1) 意義 


振替 機関 に お いて は 、 口 座 管 理 機関 や その 予定 者 が 、 振 替 制 度 へ の 参加 か ら 生 ずる 
責任 を 明確 に 認識 し 、 十 分 に 理解 する こと が で きる よう 、 十 分 な 情報 を 提供 する こと 
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が 重要 で ある 。 

また 、 利 用 者 等 へ の 十分 な 情報 提供 の 観点 か ら 、 利 用 者 等 の 権利 ・ 義 務 に 係る 重要 
な 手続 等 に つい て は 、 業 務 規 程 等 の 規則 ・ 手 続 に 明記 し 、 併 せ て これ を 公表 する こと 
が 、 重 要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 振替 機関 は 、 明 確か つ 包 括 的 な 規則 ・ 手 続 を 策定 し 、 口 座 管理 機関 に 開示 し て い 
る か 。 ま た 、 主 要 な 規則 ・ 手 続 等 に つい て は 、 こ れ を 公表 する こと と し て いる か 。 

② 上 記 の 規則 ・ 手 続 等 に つい て は 、 振 替 機関 と 口座 管理 機関 の 権利 ・ 義 務 に つい て 
明瞭 な 記述 を 行っ て いる か 。 

③ 振替 機関 は 、 有 償 で 行う 業務 と 無償 で 行う 業務 と を 明確 に し 、 個 別 サ ービス の 料 
金 ・ 内 容 を 公表 し て いる か 。 

④ 振替 機関 は 、「 金 融 市 場 イ ン フ ラ の た め の 原 則 」 及 び こ れ を 補足 する 「 情 報 開示 の 
枠組 み と 評価 方 法 」′ を 踏ま えた 情報 開示 を 定期 的 に 行っ て いる か 。 
( 注 ) CPSS 及び I0SCO「 情 報 開 示 の 枠組 み と 評価 方 法 」(2012 年 12 月 ) 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
振替 機関 に よる 主要 な 規則 等 の 開示 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善 策 
に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 振替 法 第 20 条 第 1 項 の 規定 に 基 
づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 振 替 業 の 適正 か つ 確実 な 遂行 の た め 必要 が ある と 認め られ る と き に は 、 振 
替 法 第 21 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 
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Vー4 諸手 続 


Vー4 一 1 業務 規程 認可 等 に 係る 留意 点 


(1) 意義 

業務 規程 に は 、 振 替 機 関 の 業 務 の あり 方 と と も に 、 当 局 認可 を 前 提 と し て 、 振 替 機 
関 ・ 口 座 管理 機関 の 義務 等 、 振 替 機関 が ポ 行 うこ と の で きる 措置 、 口 座 管理 機関 と その 
加入 者 の 契約 な ど 、 当 該 振替 機関 に お ける 振替 制度 の 基本 的 な 事項 が 盛り 込ま れ て い 
る 。 

上 記 を 踏ま え 、 振替 機関 に お いて は 、 口座 管理 機関 等 が 、 円 滑 な 金融 取引 を 継続 的 ・ 
安定 的 に 行う こと が で きる よう 、 業 務 規 程 の 規則 ・ 手 続 等 を 明瞭 に 規定 し 、 そ の 根拠 
及び 性 質 を 明確 化す る こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 業務 規程 の 変更 等 に 当たっ て は 、 業 務 規 程 及 び 下 位 規則 等 も 含め た 振替 制度 の 全 
体 が 、 法 令 等 と 整合 的 で ある こと を 確認 し て いる か 。 

② 振替 機関 は 、 少 な く と も 当局 の 認可 の 後 で 、 又 は 必要 に 応じ 当局 の 認可 の 前 に 、 
当該 業務 規程 の 変更 等 に つき 、 明 確か つ 理 解 し や すい 形 で 口座 管理 機関 等 に 開示 し 、 
必要 に 応じ て 説明 する こと と し て いる か 。 

③ 振替 機関 は 、 当 該 説明 に 当たっ て は 、 振 替 等 の 契約 に 係る 関連 法規 上 の 根拠 及び 
適用 関係 を 整理 し て 、 説 有明 する こと と し て いる か 。 

④ 外国 か ら の 口座 管理 機関 が 存在 する 場合 に は 、 当 該 国 の 法令 等 を 確認 する な どの 
法令 の 差異 に 係る リス ク を 確認 し て いる か 。 

⑤ 上記 の 確認 や 説明 に 当たっ て は 、 必 要 に 応じ 、 外 部 の 専門 家 を 活用 する な ど に よ 
り 、 当 該 確認 や 説明 の 正確 性 に 配慮 し た 取扱 いと し て いる か 。 

⑥ 業務 規程 等 の 規則 に お いて 、 決 済 が いつ の 時 点 で ファ イナ ル と な る の か 、 規 則 ・ 
手続 で 明確 に し て いる か 。 

⑦ これ ら の 定め が 、 法 令 等 と 整合 的 で ある こと を 確認 し 、 口 座 管理 機関 等 に 必要 に 
応じ て 説明 し て いる か 。 


Vー4 一 2 兼業 承認 に 係る 留意 点 


(1) 趣旨 

振替 機関 は 、 特 別 の 法 的 効果 を 伴っ た 振替 口座 簿 の 記録 ・ 管 理 を 行い 、 一 般 投資 家 
の 利害 関係 に 直接 の 影響 を 及ぼ す も の で ある こと か ら 、 財 務 の 健全 性 を 確保 し 、 安 定 
的 な 業務 運営 を 行う こと が 強く 要請 され る 。 

こう し た 高い 公共 性 に 鑑み 、 振 替 機関 に は 、 本 業 以外 の 業務 か ら の リス ク 遮 断 等 を 
目的 と し て 、 振 替 業 に 専念 し 、 原 則 と し て 他 業 を 行う こと は で き な い も の と され て い 
る (振替 法 第 9 条 第 1 項 ) 。 

一 方 で 、 振 替 業 以外 で あっ て も 、 本 来 業 務 以 外 の サー ビス を 提供 する こと が 利用 者 
の ニー ズ を 踏ま えた 決済 シス テム 全体 の 利便 性 ・ 安 全 性 向上 等 に 寄与 する こと も あり 
得る 等 の 観点 か ら 、 振 替 業 に 関連 する 業務 で あっ て 、 振 替 業 を 適正 か つ 確 実に 行う こ 
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と に つき 支障 を 生ずる お それ が な いと 認め られ る も の に つい て は 、 承 認 を 受け て 行う 
こと が で きる も の と され て いる 。 


(2 ) 承認 申請 
承認 申請 に 当たっ て は 、 振 替 機 関 か ら 、 一 般 振替 機関 の 監督 に 関す る 命令 第 6 条 第 
1 項 等 に 規定 する 承認 申請 書 (別紙 様式 3 一 2) 及び 同 条 第 2 項 各 号 に 掲げ る 書類 の 
提出 を 受け る も の と する 。 


(3) 承認 審査 
認 審 査 に 当たっ て は 、 個 々 の 事例 に 応じ て 、 当 該 振 替 機関 が 振替 業 を 適切 か つ 確 
実に 行う こと に つき 支障 を 及ぼ す お それ が な いか 等 の 観点 か ら 承認 の 適切 性 に つい て 
判断 する 必要 が ある が 、 具 体 的 に は 、 以 下 の 観点 か ら 承 認 審 査 を 行う も の と する 。 
① 振替 機関 に 損失 を 生じ させ 、 経 営 に 影響 を 及ぼ す 蓋 然 性 が 高く な いか 。 
② 振替 機関 に 及ぼ す リ スク が 特定 され 、 適 切 に 管理 する 体制 が 整備 され て いる か 。 
③ 振替 業務 の 運営 の 公正 性 、 中 立 性 に 対す る 信頼 が 損なわ れる 又は 振替 機関 と し て 
の 社会 的 信用 を 損なう お それ が な いか 。 
④ 業務 量 が 振替 業 の 適切 な 運営 に 支障 を 及ぼ す も の で は な いか 。 
⑤ その 業務 の 内 容 及 び 性 質 に 照ら し て 、 振 替 業 の 円 滑 な 運用 に 資す る も の か 。 ま た 、 
口座 管理 機関 の 利便 性 の 向上 を 通じ 、 社 債 等 の 流通 の 円 滑 化 に 資す る も の で ある か 。 


(4 ) 承認 付与 後 の 監督 手法 ・ 対 応 
振替 機関 は 、 迅 速 ・ 確 実 な 決済 手段 を 確保 する 重要 な 社会 的 イン フラ で あり 、 他 業 
の 運営 を 理由 と し て 、 振 替 機関 に 対す る 信頼 を 損ね る 等 に よっ て 本 来 業 務 の 健全 か つ 
適切 な 運営 に 支障 を 生じ させ る こと の な いよ う 、 継 続 的 な モニ タリ ング が 求め られ る 。 
他 業 を 営む こと に より 本 来 業 務 の 健全 か つ 適 切な 運営 に 支障 が 生じ て いる 又は 生じ 
る お それ が ある 場合 に は 、 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必要 に 応じ て 振替 法 第 20 条 
第 1 項 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 振 替 業 の 適正 か つ 確実 な 遂行 の た め 必 要 が ある と 認め られ る と き に は 、 振 
替 法 第 21 条 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 等 の 処分 を 行う こと を 検討 する 。 


110 


VW. 監督 上 の 評価 項目 と 諸手 続 (取引 情報 蓄積 機関) 


Wー1 経営 管理 (ガバ ナン ス ) 


Wー1 一 1 経営 管理 体制 


( 1) 意義 

取引 情報 蓄積 機関 は 、 店 頭 デ リバ ティ ブ 取 引 市 場 に お ける 取引 デー タ の 集中 的 な 管 

理 等 を 行う こと に より 、 取 引 情 報 の 透明 性 向上 に 重要 な 役割 を 果たし て いる 。 こ うし 

た 中 で 、 取 引 情 報 蓄 積 機関 の 業務 の 的 確 な 運営 と 経営 の 健全 性 を 確保 し 、 も っ て 金融 

シス テム の 安定 を 確保 する に は 、 取 引 情 報 蓄 積 機関 に お いて 、 経 営 に 対す る 規律 付け 

が 有効 に 機能 し 、 適 切な 経営 管理 (ガバ ナン ス ) が 行わ れる こと が 重要 で ある 。 

経営 管理 が 有効 に 機能 する た め に は 、 そ の 組織 の 構成 要素 が それ ぞ れ 本 来 求 め ら れ 

る 役割 を 果たし て いる こと が 前 提 と な る 。 具 体 的 に は 、 取 締 役 会 、 監 査 役 会 と いっ た 

機関 が 経営 を チェ ッ ク で き て いる こと 、 各 部 門間 の けん 制 や 内 部 監査 部 門 が 健全 に 機 

能 し て いる こと 等 が 重要 で ある 。 ま た 、 代 表 取 締 役 、 取 締 役 、 執 行 役 、 監 査 役 及び 全 

て の 職 階 に お ける 職員 が 自ら の 役割 を 理解 し 、 そ の プロ セス に 十分 関与 する こと か が 必 

要 と な る 。 

( 注 ) 取引 情報 蓄積 機関 に つい て は 、 金 商法 上 、 監 査 役 設置 会 社 等 に 止ま ら ず 、 会 社 
その 他 の 法人 (法人 で な い 団 体 で 代表 者 又は 管理 人 の 定め の ある も の を 含む 。) も 
許容 され て いる 。 こ の た め 、 監 査 役 設置 会 社 以外 で ある 場合 に つい て も 、 取 引 情 
報 蓄積 機関 に お ける 実態 に 肥 し て 、 代 表 者 、 管 理 人 、 各 種 委 員 会 等 の 機関 が 、 そ 
れ ぞ れ 与 えら れ た 権限 を 適切 に 行使 し て いる か 、 本 監督 指針 の 趣旨 を 踏ま え 検証 
を 行う こと と する 。 


(2) 主 な 着眼 点 
[代表 取締 役 ] 
① 法令 等 遵守 を 経営 上 の 重要 課題 の つと し て 位置 付け 、 代 表 取 締 役 が 率先 し て 法 
令 等 遵守 態勢 の 構築 に 取り 組ん で いる か 。 
② 代表 取締 役 は 、 リ スク 管理 部 門 を 軽視 する こと が 企業 収益 に 重大 な 影響 を 与え る 
こと を 十分 認識 し 、 リ スク 管理 部 門 を 重視 し て いる か 。 


[取締 役 ・ 取 締 役 会 

① 取締 役 は 、 業 務 執 行 に あたる 代表 取締 役 等 の 独断 専行 を けん 制 ・ 抑 止 し 、 取 締 役 
会 に お ける 業務 執行 の 意思 決定 及び 取締 役 の 業務 執行 の 監督 に 積極 的 に 参加 し て い 
る か 。 

② 社外 取締 役 が 選任 され て いる 場合 に は 、 社 外 取 締 役 は 、 経 営 の 意思 決定 の 客観 性 
を 確保 する 等 の 観点 か ら 自 ら の 意義 を 認識 し 、 積 極 的 に 取締 役 会 に 参加 し て いる か 。 
また 、 社 外 取 締 役 の 選任 議案 を 決定 する 場合 に は 、 社 外 取 締 役 に 期待 され る 役割 を 
踏ま え 、 取 引 情報 蓄積 機関 と の 人 的 関係 、 資 本 的 関係 その 他 の 利害 関係 を 検証 し 、 
その 独立 性 ・ 適 格 性 等 を 慎重 に 検討 し て いる か 。 ま た 、 社 外 取締 役 が 取締 役 会 で 適 
切な 判断 を し 得る よう 、 例 えば 、 情 報 提供 を 継続 的 に 行う 等 、 何 ら か の 枠組 み を 設 
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け て いる か 。 

③ 取締 役 会 は 、 例 えば 、 法 令 等 遵守 等 に 関す る 経営 上 の 重要 な 意思 決定 ・ 経 営 判断 
に 際 し 、 必 要 に 応じ 、 外 部 の 有識者 の 助言 、 外 部 の 有識者 を 委員 と する 任意 の 委員 
会 等 を 活用 する な ど 、 そ の 妥当 性 ・ 公 正 性 を 客観 的 に 確保 する た め の 方 策 を 講じ て 
いる か 。 

④ 取締 役 会 は 、 取 引 情報 蓄積 機関 が 目指 すべ き 全 体 像 等 に 基づい た 経営 方 針 を 明確 
に 定め て いる か 。 さ ら に 、 経 営 方 針 に 沿っ た 経営 計画 を 明確 に 定め 、 そ れ を 組織 全 
体 に 周知 し て いる か 。 ま た 、 そ の 達成 度合 い を 定期 的 に 検証 し 必要 に 応じ 見 直し を 
行っ て いる か 。 

⑤ 取締 役 及び 取締 役 会 は 、 法 令 等 遵守 に 関し 、 誠 実に 、 か つ 率 先 垂 範 し て 取組 み 、 
全社 的 な 内 部 管理 態勢 の 確立 の た め 適 切 に 機能 を 発揮 し て いる か 。 

⑥ 取締 役 会 は 、 リ スク 管理 部 門 を 軽視 する こと が 企業 収益 に 重大 な 影響 を 与え る こ 
と を 十分 認識 し 、 リ スク 管理 部 門 を 重視 し て いる か 。 特 に 担当 取締 役 は リス ク の 所 
在 及 び リ スク の 種類 を 理解 し た 上 で 、 各 種 リ スク の 測定 ・ モ ニタ リン グ ・ 管 理 等 の 
手法 に つい て 深い 認識 と 理解 を 有 し て いる か 。 

⑦ 取締 役 会 は 、 戦 略 目 標 を 踏ま は えた リス ク 管 理 の 方 針 を 明確 に 定め 、 社 内 に 周知 し 
て いる か 。 また 、 リ スク 管理 の 方 針 は 、 定期 的 又は 必要 に 応じ 随時 見 直し て いる か 。 
さら に 、 定 期 的 に リス ク の 状況 の 報告 を 受け 、 必 要 な 意思 決定 を 行う な ど 、 把 握 し 
た リス ク 情 報 を 業務 の 執行 及び 管理 体制 の 整備 等 に 活用 し て いる か 。 


[監査 役 ・ 監 査 役 会 

① 監査 役 ・ 監 査 役 会 は 、 制 度 の 趣旨 に 則り 、 そ の 独立 性 が 確保 され て いる か 。 

② 監査 役 ・ 監 査 役 会 は 、 付 与 さ れ た 広範 な 権限 を 適切 に 行使 し 、 会 計 監 査 に 加え 業 
務 監 査 を 実施 し て いる か 。 

③ 監査 役 会 が 組織 され る 場合 で あっ て も 、 各 監査 徹 よ 、 あ くま で も 独 任 制 の 機関 で 
ある こと を 自覚 し 、 自 己 の 責任 に 基づき 積極 的 な 監査 を 実施 し て いる か 。 

④ 監査 役 ・ 監 査 役 会 は 、 外 部 監査 の 内 容 に 応じ て その 結果 の 報告 を 受け る な ど し て 、 
自ら の 監査 の 実効 性 の 確保 に 努め て いる か 。 


[内 部 監査 部 門 ] 

① 内 部 監査 部 門 は 、 被 監査 部 門 に 対し て 十分 けん 制 機能 が 働く よう 独立 する 一 方 、 
被 監査 部 門 の 業務 状況 等 に 関す る 重要 な 情報 を 適時 収集 する 態勢 ・ 能 力 を 有 し 、 取 
引 情 報 蓄積 機関 を 取り 巻く 環境 や 業務 状況 に 的 確 に 対応 し た 、 実 効 性 ある 内 部 監査 
が 実施 で きる 体制 と な っ て いる か 。 

② 内 部 監査 部 門 は 、 被 監査 部 門 に お ける リス ク 管 理 状況 等 を 把握 し た 上 、 リ スク の 
種類 ・ 程 度 に 応じ て 、 頻 度 ・ 深 度 に 配慮 し た 効率 的 か つ 実 効 性 ある 内 部 監査 計画 を 
立案 し 、 状 況 に 応じ て 適切 に 見 直す と と も に 、 内 部 監査 計画 に 基づき 効率 的 ・ 実 効 
性 ある 内 部 監査 を 実施 し て いる か 。 

③ 内 部 監査 部 門 は 、 内 部 監査 で 指摘 し た 重要 な 事項 に つい て 遅滞 な く 代 表 取 締 役 及 
ひび 取締役 会 に 報告 し て いる か 。 内 部 監査 部 門 は 、 指 摘 事項 の 改善 状況 を 的 確 に 把握 
し て いる か 。 
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[外部 監査 の 活用 ] 

① 実効 性 ある 外部 監査 が 、 取 引 情報 蓄積 機関 の 業務 の 健全 か つ 適 切な 運営 の 確保 に 
不可 欠 で ある こと を 十 分 認識 し 、 有 効 に 活用 され て いる か 。 

② 外部 監査 が 有効 に 機能 し て いる か を 定期 的 に 検証 する と と も に 、 外 部 監査 の 結果 
等 に つい て 適切 な 措置 を 講じ て いる か 。 

③ 関与 公認 会 計 士 の 監査 継続 年 数 等 が 適切 に 取り 扱わ れ て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
下記 の ヒア リン グ 及 び 通 常 の 監督 事務 を 通じ て 、 経 営 管理 に つい て 検証 する こと と 
する 。 
① 総合 的 な ヒア リン グ (II 一 1 一 1 (1) 参照 ) 
総合 的 な ヒア リン グ に お いて 、 経営 上 の 課題 、 経 営 戦 略 及び その 諸 リ スク 、 ガ バ 
ナン ス の 状況 等 に 関し 、 ヒ アリ ング を 行う こと と する 。 ま た 、 必 要 に 応じ て 、 経 営 
陣 に 対し て 直接 に トッ プ ヒ アリ ング を 行う こと と する 。 
② 日 常 の 監督 事務 を 通じ た 経営 管理 の 検証 
上 記 の ヒア リン グ に 加え 、 例 えば 、 検 査 に お ける 指摘 事項 に 対す る 業務 改善 報告 
の フォ ロー アッ プ 等 の 日 常 の 監督 事務 を 通じ て も 、 経 営 管理 の 有効 性 に つい て 検証 
する こと と する 。 
③ モニ タリ ング 結果 の 記録 
上 記 モ ニタ リン グ 結 果 を 踏ま え 、 特 記す べき 事項 に つい て は その 記録 を 作成 ・ 保 
存する こと に より 、 そ の 後 の 監 督 事務 に お ける 有効 な 活用 を 図る こと と する 。 
④ 監督 手法 ・ 対 応 
取引 情報 蓄積 機関 に お いて 、 経 営 管理 の 有効 性 等 に 疑義 が 生じ た 場合 に は 、 原 因 
及び 改善 策 等 に つい て 、 深 度 あ る ヒア リン グ や 、 必 要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 80 
の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 
金 商法 第 156 条 の 81 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う も の 
と する 。 


一 1 一 2 取引 情報 蓄積 機関 の 役員 


( 1 ) 主 な 着眼 点 

取引 情報 蓄積 機関 の 役員 の 選任 議案 の 決定 プロ セス 等 に お いて は 、 取 引 情報 蓄積 業 

務 の 公共 性 を 維持 する と の 観点 か ら 、 以 下 の 点 に 留意 し て 検証 する 。 

① 欠格 事由 ( 金 商法 第 156 条 の 67 第 1 項 第 4 号 イ か ら へ まで ) の いずれ か に 該当 す 
る か 又は 指定 当時 既に 該当 し て いた 者 で な いこ と 。 

② 取引 情報 蓄積 業務 又は これ に 付随 する 業務 に 関し 法令 又は 法令 に 基づい て する 行 
政官 庁 の 処分 に 違反 し て いな いこ と 。 

③ 取引 情報 蓄積 業務 に 関し 、 不 正 又 は 著しく 不当 な 行為 を し 、 そ の 情状 が 特に 重い 
と 認め られ る こと が な いこ と 。 


(2) 監督 手法 ・ 対 応 
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取引 情報 蓄積 機関 の 役員 が 、① 人 金 商法 第 156 の 67 条 第 1 項 第 4 号 イ か ら へ まで に 該 
当 す る こと と な っ た と き 又 は 該当 し て いた こと が 判明 し た と き 、② 不 正 の 手段 に より 
取引 情報 蓄積 機関 の 役員 と な っ た 者 で ある こと が 判明 し た と き 、③ 法 令 若 し く は 法令 
に 基づく 行政 官庁 の 処分 に 違反 し た と き 又 は 違反 し た こと が 判明 し た と き は 、 人 金 商法 
第 156 条 の 83 第 1 項 の 規定 に 基づき 、 当 該 役 員 の 解任 命令 等 の 処分 を 検討 する 。 

併せ て 、 当 該 役 員 の 選任 プロ セス 等 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 行い 、 必 要 な 場 
合 に は 人 金 商法 第 156 条 の 80 の 規定 に 基づく 報告 を 求め 、 さ ら に 、 当該 取引 情報 蓄積 機 
関 の 経営 管理 態勢 に 重大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 で あっ て 、 公 益 又は 投資 者 保 
護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め る と き は 、 業 務 改 善 命令 ( 金 商法 第 156 条 の 81) 
等 の 処分 を 検討 する 。 


VI-1 一 3 人 的 構成 


(1) 主 な 着眼 点 

取引 情報 蓄積 機関 の 役員 又は 使用 人 に 関す る 以下 の 事項 に 照ら し 、 取 引 情報 蓄積 業 

務 を 適正 か つ 確 実に 遂行 する に 足り る 人 的 構成 が 確保 され て いる と 認め られ る か 。 

① 金 商法 及び 関連 諸 規 則 や 本 監督 指針 で 示し て いる 経営 管理 の 着眼 点 の 内 容 を 理解 
し 、 実 行 す る に 足る 知識 ・ 経 験 、 並 びに 取引 情報 蓄積 業務 の 適正 か つ 確 実 な 遂行 に 
必要 と な る 法令 等 遵守 態勢 に 関す る 十分 な 知識 ・ 経 験 を 有 し て いる 者 を 確保 し て い 
る か 。 

② 暴力 団員 で な いか (過去 に 暴力 団員 で あっ た 場合 を 含む 。) 又は 暴力 団 と 密接 な 関 
係 を 有する 者 で は な いか 。 

③ 金 商法 等 わが 国 の 金融 関連 法令 又は これ ら に 相当 する 外国 の 法令 の 規定 に 違反 し 、 
割 金 の 刑 ( こ れ に 相当 する 外国 の 法令 に よる 刑 を 含む 。) に 処せ られ た こと が な いか 。 

④ 暴力 団員 に よる 不当 な 行為 の 防止 等 に 関す る 法律 の 規定 ( 同 法 第 32 条 の 3 第 7 項 
及び 第 32 条 の 11 第 1 項 の 規定 を 除く 。) 若しくは これ に 相当 する 外国 の 法令 の 規定 
に 違反 し 、 又は 刑法 若しくは 暴力 行為 等 処罰 に 関す る 法律 の 罪 を 犯し 、 罰金 の 刑 ( こ 
れ に 相当 する 外国 の 法令 に よる 刑 を 含む 。) に 処せ られ た こと が な いか 。 

⑤ 禁 銅 以上 の 刑 (これ に 相当 する 外国 の 法令 に よる 刑 を 含む 。) に 処せ られ た こと が 
な いか 。 特に 、 刑法 第 246 条 か ら 第 250 条 ま で (詐欺 、 電子 計算 機 使用 詐欺 、 背任 、 
準 詐欺 、 恐 喝 及 び こ れ ら の 未遂 ) の 罪 に 問わ れ て いな いか 。 


(2) 監督 手法 ・ 対 応 

上 記 ① か ら ⑤ ま で に 掲げ る 要素 は 、 取 引 情 報 蓄積 機関 が 取引 情報 蓄積 業務 を 適正 か 
つ 確 実に 遂行 する に 足り る 人 的 構成 を 有 し て いる と 認め られ る か 否 か を 審査 する た め 
に 総合 的 に 勘案 する 要素 の 一 部 で あり 、 特 定 の 要素 へ の 該当 を も っ て 直ちに その 人 的 
構成 の 適合 を 判断 する も の で は な い 。 ま ず は 取引 情報 蓄積 機関 自身 が その 責任 に お い 
て 、 こ うし た 要素 を 踏ま そえ つつ 、 適 切な 人 的 構成 の 確保 に 努め る べき で ある 。 

た だ し 、 取 引 情 報 蓄積 機関 の 役員 又は 使用 人 の 選任 プロ セス 等 に お いて 、 こ うし た 
要素 が 十分 に 勘案 され て いな いと 認め られ る 場合 で あっ て 、 取 引 情報 蓄積 機関 の 業務 
の 運営 に 関し 公益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め る と き は 、 当 該 人 
的 構成 に 関す る 取引 情報 蓄積 機関 の 認識 、 及 び 役 員 又 は 使用 人 の 選任 プロ セス 等 に つ 
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いて 深度 ある ヒア リン グ を 行い 、 必 要 な 場合 に は 金 商法 第 156 条 の 80 の 規定 に 基づく 
報告 を 求め る 。 

報告 徴 求 の 結果 、 取 引 情 報 蓄積 機関 の 経営 管理 態勢 に 重大 な 問題 が ある と 認め られ 
る 場合 で あっ て 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め る と き は 、 金 
商法 第 156 条 の 81 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 等 の 処分 を 検討 する 。 
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ー2 財務 の 健全 性 
2 一 1 資本 の 充実 


(1) 意義 

取引 情報 蓄積 機関 が 、 事 務 リ スク 等 に 係る 適切 な リス ク 管 理 体制 を 整備 し つつ 、 経 
営 の 態様 に 応じ た 十分 な 財務 基盤 を 保有 する こと は 、 取 引 情報 蓄積 機関 に 対す る 利用 
者 、 市 場 関係 者 の 信任 を 確保 し 、 取 引 情報 蓄積 機関 が 継続 的 ・ 安 定 的 に 業務 運営 を 行 
う 上 で 重要 で ある 。 

この た め 、 取 引 情報 蓄積 機関 に お いて は 、 各 種 の リス ク が 顕在 化し た 場合 で も 、 そ 
れ に 伴う 損失 に 十分 耐え られ る だ け の 流動 的 な 資産 を 保持 すべ き で ある 。 

また 、 リ スク 特性 に 照ら し た 資本 の 充実 の 程度 を 評価 する プロ セス を 有 し 、 十 分 な 
資本 を 維持 する た め の 適 切な 方 策 を 講じ る 必要 が ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 
[取締 役 ・ 取 締 役 会 
① 取締 役 は 、 自 社 が 取っ て いる リス ク の 性 質 及び 水準 並び に リス ク と 適切 な 資本 の 
水準 と の 関係 に つい て 理解 し て いる か 。 
② 取締 役 及 び 取 締 役 会 は 、 戦 略 目標 を 達成 する た め に は 、 そ れ に 見 合う 資本 計画 が 
不可 欠 な 要素 で ある こと を 理解 し 、 自 社 の 経営 課題 を 踏ま えた 適切 な 資本 計画 を 策 
定 し て いる か 。 
③ 取締役 は 、 上 記 資 本 計画 の 策定 、 資 本 の 充実 の 程度 を 評価 する プロ セス 、 及 び 十 
分 な 資本 を 維持 する た め の 適 切な 方 策 を 講じ る こと に 十分 に 関与 し て いる か 。 


[資本 の 充実 の 評価 ] 

① 上 記 資 本 計画 の 策定 に 当たっ て は 、 事 業 環境 の 変化 等 を 踏ま えた リス ク と の 対比 
に お いて 充実 し た も の と な っ て いる か に つい て 、 評 価 が 行わ れ て いる か 。 

② 純資産 の 額 な ど 、 営 業 上 の リス ク に 備え て 保有 すべ き 金 額 に つい て は 、 少 な く と 
も 減価 償却 費 を 控除 し た 営業 費用 の 6 月 分 に 相当 する 額 を 確保 する こと と し 、 ま た 、 
当該 金額 が 自社 の 業務 の 継続 を 確実 な も の と する 観点 か ら 十 分 な 水準 に ある か を 検 
証し て いる か 。 

③ 自己 資本 に つい て も 、 例 えば 、 現 金 ・ 現 金 等 価 物 を 中 心 と する 等 に より スト レス 
シナ リオ 下 で 容易 に 流動 化す る こと で きる か な ど 、 適 切な 検証 を 行っ て いる か 。 

④ 仮に 資本 の 水準 が 自社 の 業務 の 継続 を 不 確 実 な も の と する 水準 に 近づい た り 、 下 
回 っ つた りす る 場合 に は 、 追 加 的 な 資本 を 調達 する た め の 実 行 可能 な 計画 を 有 し て い 
る か 。 


VI 一 2ー2 リス ク 管 理 の 体制 
(1) 意義 


利用 者 か ら 提 供 を 受け た 店 頭 デ リバ ティ ブ 取 引 情報 の 蓄積 等 を 集中 的 に 行う 取引 情 
報 蓄積 機関 は 、 そ の 業務 を 行う に 当たっ て は 、 自 ら が 、 事 務 過 誤 や 情報 漏えい な どの 
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事務 リス ク の みな ら ず 、 シ ステ ムリ スク その 他 の 多様 な リス ク に 直面 し て いる こと を 
認識 し 、 こ れ ら の リス ク が 業務 運営 に 影響 を 与え る こと が な いか を 包括 的 に 確認 し 、 
適切 な リス ク 管 理 体制 を 整備 し て いく こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 多様 な リス ク を 包括 的 に 把握 する た め 、 全 て の リス ク を 洗い 出し 、 特 定 し た 上 で 、 
可能 な 場合 に は 計量 的 な リス ク 管 理 の 対象 と し て 、 リ スク カテ ゴリ ー を 適切 に 決定 
し て いる か 。 

② 必要 に 応じ て 、 計 量化 の 範囲 及び 精度 を 向上 させ る た め の 検 討 を 行っ て いる か 。 
例え ば 、 異 な る 種類 の リス ク の 重要 性 や 相関 等 に つい て 、 適 切 性 を 確保 すべ く 検 討 
を 行っ て いる か 。 

③ 取締役 会 は 、 取 引 情報 蓄積 機関 全体 の 経営 方 針 に 沿っ た 戦略 目標 を 踏ま えた リス 
ク 管 理 の 方 針 を 明確 に 定め 、 定 期 的 に 、 少 な く と も 年 次 で 、 検 証 及び 必要 に 応じ た 
見 直し を 行う こと と し て いる か 。 加え て 、 取 締 役 会 は 、 リ スク 管理 の 方 針 が 組織 内 
で 周知 され る よう 、 適 切な 方 策 を 講じ て いる か 。 

④ 取締 役 会 は 、 定 期 的 に リス ク の 状況 の 報告 を 受け 、 必 要 な 意思 決定 を 行う な ど 、 
把握 され た リス ク 情 報 を 業務 の 執行 及び 管理 体制 の 整備 等 に 活用 し て いる か 。 


W-ー2 一 3 監督 手法 ・ 対 応 

取引 情報 蓄積 機関 の 財務 の 健全 性 の 状況 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善 策 
に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 80 の 規定 に 基 づ 
く 報 告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 

さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 人 金 商法 
第 156 条 の 81 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 
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Wー3 業務 の 適切 性 


一 3ー1 一 1 法令 等 遵守 を 確保 する た め の 措 置 


(1) 法令 等 遵守 に 関す る 方 針 及び 手続 等 に 係る 留意 点 

① 法令 等 遵守 を 経営 の 最 重要 課題 の つと し て 位置 付け 、 そ の 実践 に 係る 基本 方 針 、 
更に 具体 的 な 実践 計画 (コン プラ イア ンス ・ プ ログ ラム ) や 行動 規範 (倫理 規程 、 
コン プラ イア ンス ・ マ ニュ アル ) 等 を 策定 し て いる か 。 

② 法令 等 遵守 責任 者 の 権限 と 責任 を 明確 に し 、 そ の 機能 が 十分 に 発揮 され る 態勢 と 
な っ て いる か 。 

③ 法令 等 遵守 関連 の 情報 が 、 取 引 情 報 蓄積 業務 を 行う 部 門 、 法 令 等 遵守 部 門 ン 法令 
等 遵守 責任 者 等 の 担当 者 及び 経営 陣 の 間 で 、 的 確 に 連絡 ・ 報 告 さ れる 体制 と な っ て 
いる か 。 


(2) 内 部 通報 制度 に 係る 留意 点 
① 内 部 通報 制度 の 担当 部 署 や 処理 手続 を 明確 に 定め 、 迅 速 か つ 適切 に 処理 ・ 対 応 が 
行わ れる 態勢 と な っ て いる か 。 
② 内 部 通報 の 内 容 に つい て 、 必 要 か つ 適 切な 範囲 内 で 情報 共有 が 図ら れる 態勢 と な 


っ て いる か 。 
③ 内 部 通報 へ の 対応 状況 に つい て 、 適 切 に フォ ロー アッ プ が 行わ れる 態勢 と な っ て 
いる か 。 


④ 内 部 通報 の 内 容 及 びそ の 調査 結果 は 、 正 確か つ 適切 に 記録 ・ 保 存 さ れる と と も に 、 
業務 管理 体制 の 改善 、 再 発 防止 策 の 策定 等 に 十分 活用 され て いる か 。 


VI 一 3ー1 一 2 公正 な 利用 要件 等 


(1) 意義 
店 頭 デ リバ ティ ブ 取 引 情 報 の 蓄積 ・ 保 存 等 を 集中 的 に 行う こと で 、 利 用 者 の 効率 的 
な 業務 運営 に 資す る と いう 取引 情報 蓄積 機関 の 役割 を 踏ま えれ ば 、 取 引 情 報 蓄積 機関 
の サー ビス は 、 利 用 者 に 対し て 公正 で 開か れ た も の で ある べき で ある 。 
同時 に 、 取 引 情報 蓄積 機関 は 自ら の 財務 の 健全 性 等 を 確保 し 、 安 定 的 に 取引 情報 鞭 
積 業 務 を 提供 する た め 、 合 理 的 な 利用 要件 を 定め 、 利 用 者 が 取引 情報 蓄積 機関 に も た 
ら す リス ク を 管理 する こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 利用 要件 を 設定 する 場合 に は 、 取 引 情 報 蓄 積 業務 を 適正 か つ 確 実に 行う 等 の 観点 
か ら 公 正 な も の で ある か に つき 検証 を 行い 、 当 該 検証 を 踏ま えた 利用 要件 を 公表 す 
る こと と し て いる か 。 
② 取引 情報 蓄積 機関 は 、 取 引 情 報 蓄積 業務 で 提供 を 受け た 情報 の 他 の サー ビス へ の 
利用 、 取 引 情報 蓄積 業務 に 付随 する サー ビス の 契約 締結 等 に お いて 、 自 ら の 地位 を 
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溢 用 する こと と な っ て いな いか 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
利用 要件 等 に つい て 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善 策 に つい て 深度 ある 
ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 人 金 商法 第 156 条 の 80 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る 
こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 金 
商法 第 156 条 の 81 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


VI 一 3ー1 一 3 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 の 防止 


(1) 意義 

反 社 会 的 勢力 を 社会 か ら 排 除 し て いく こと は 、 社 会 の 秩序 や 安全 を 確保 する 上 で 極 
め て 重要 な 課題 で あり 、 反 社会 的 勢力 と の 関係 を 遮断 する た め の 取 組み を 推進 し て い 
く こ と は 、 社 会 的 責任 を 果たす 観点 か ら 必要 か つ 重 要 な こと で ある 。 特 に 、 高 い 公共 
性 を 有 し 、 経 済 的 に 重要 な 機能 を 営む 取引 情報 蓄積 機関 に お いて は 、 取 引 情報 蓄積 機 
関 自身 や 役職 員 の みな ら ず 、 金 融 商品 市 場 に 参加 する 様々 な ステ ー ク ホル ダー が 被害 
を 受け る こと を 防止 する た め 、 反 社会 的 勢力 を 金融 商品 市 場 か ら 排除 し て いく こと が 
求め られ る 。 

も と より 取引 情報 蓄積 機関 と し て 公共 の 信頼 を 維持 し 、 業 務 の 適切 性 及び 健全 性 を 
確 全 する た め に は 、 反 社会 的 勢力 に 対し て 屈する こと な く 法 令 等 に 則 し て 対応 する こ 
と が 不可 欠 で あり 、 取引 情報 蓄積 機関 に お いて は 、 「 企 業 が 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 
防止 する た め の 指 針 に つい て 」 (平成 19 年 6 月 19 日 犯罪 対策 閣僚 会 議 幹 事 会 申 合せ ) 
の 趣旨 を 踏ま え 、 平 素 よ り 、 反 社会 的 勢力 と の 関係 遮断 に 向け た 態勢 整備 に 取り 組む 
必要 が ある 。 

特に 、 近 時 反 社 会 的 勢力 の 資金 獲得 活動 が 巧妙 化し て お り 、 関 係 企 業 を 使い 通常 の 
経済 取引 を 装っ て 巧み に 取引 関係 を 構築 し 、 後 々 トラ ブル と な る 事例 も 見 られ る 。 こ 
うし た ケー ス に 適切 に 対処 する に は 経営 陣 の 断固 た る 対応 、 具 体 的 な 対応 が 必要 で あ 
る 。 

な お 、 役 職員 の 安全 が 脅かさ れる 等 不測 の 事態 が 危 恨 され る こと を 口実 に 問題 解決 
に 向け た 具体 的 な 取組 み を 遅らせ る こと は 、 か えっ て 取引 情報 蓄積 機関 や 役職 員 自 身 
等 へ の 最終 的 な 被害 を 大 きく し 得る こと に 留意 する 必要 が ある 。 
(参考 )「 企 業 が 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 指 針 に つい て 」( 平 成 19 年 
6 月 19 日 犯罪 対策 閣僚 会 議 幹事 会 中 合せ ) 
① 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 基 本 原則 
組織 と し て の 対応 
外部 専門 機関 と の 連携 
取引 を 含め た 一 切 の 関係 遮断 
有事 に お ける 民事 と 刑事 の 法 的 対応 
裏 取引 や 資金 提供 の 禁止 
② 反 社 会 的 勢力 の と ら え 方 
暴力 、 威 力 と 詐欺 的 手法 を 駆使 し て 経済 的 利益 を 追求 する 集団 又は 個人 で 
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ある 「 反 社会 的 勢力 」 を と ら え る に 際 し て は 、 暴力 団 、 暴力 団 関係 企業 、 総会 
屋 、 社会 運動 標 枯 ゴ ロ 、 政治 活動 標 棒 ゴ ロ 、 特殊 知能 暴力 集団 等 と いっ た 属性 
要件 に 着目 する と と も に 、 暴 力 的 な 要求 行為 、 法 的 な 責任 を 超え た 不当 な 要求 
と いっ た 行為 要件 に も 着目 する こと が 重要 で ある (平成 23 年 12 月 22 日 付 警 
察 庁 次 長 通達 「 組 織 犯罪 対策 要綱 」 参照) 。 


(2) 主 な 着眼 点 
反 社 会 的 勢力 と は 一 切 の 関係 を も た ず 、 反 社 会 的 勢力 で ある こと を 知ら ず に 関係 を 有 し 
て し まっ た 場合 に は 、 相 手 方 が 反 社 会 的 勢力 で ある と 判明 し た 時 点 で 可能 な 限り 速やか に 
関係 を 解消 する た め の 態 勢 整備 及び 反 社 会 的 勢力 に よる 不当 要求 に 適切 に 対応 する た め 
の 態勢 整備 の 検証 に つい て は 、 個 々 の 取引 状況 等 を 考慮 し つつ 、 例 えば 以下 の よう な 点 に 
留意 する こと と する 。 
① 組織 と し て の 対応 
反 社会 的 勢力 と の 関係 の 遮断 に 組織 的 に 対応 する 必要 性 ・ 重 要 性 を 踏ま え 、 担 当 者 や 
担当 部 署 だ け に 任せ る こと な く 取 締 役 等 の 経営 陣 が 適切 に 関与 し 、 組 織 と し て 対応 する 
こと と し て いる か 。 ま た 、 取 引 情報 蓄積 機関 単体 の みな ら ず 、 グ ルー プー 体 と な っ て 、 
反 社会 的 勢力 の 排除 に 取り 組む こと と し て いる か 。 さ ら に 、 グ ルー プ 外 の 他社 と の 提携 
に よる 金融 サー ビス の 提供 な どの 取引 を 行う 場合 に お いて も 、 反 社会 的 勢力 の 排除 に 取 
り 組 むこ と と し て いる か 。 
② 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 に よる 一 元 的 な 管理 態勢 の 構築 
反 社 会 的 勢力 と の 関係 を 遮断 する た め の 対 応 を 総括 する 部 署 (以下 「 反 社会 的 勢力 対 
応 部 署 」 と いう 。) を 整備 し 、 反 社 会 的 勢力 に よる 被害 を 防止 する た め の 一 元 的 な 管理 態 
勢 が 構築 され 、 機 能 し て いる か 。 
特に 、 一 元 的 な 管理 態勢 の 構築 に 当たっ て は 、 以 下 の 点 に 十分 留意 し て いる か 。 
ア . 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 に お いて 反 社 会 的 勢力 に 関す る 情報 を 積極 的 に 収集 ・ 分 析 す 
る と と も に 、 当 該 情 報 を 一 元 的 に 管理 し た デー タベース を 構築 し 、 適 切 に 更新 (情報 
の 追加 、 削 除 、 変 更 等 ) する 体制 と な か なっ て いる か 。 ま た 、 当 該 情 報 の 収集 ・ 分 析 等 に 
際 し て は 、 グ ルー プ 内 で 情報 の 共有 に 努め て いる か 。 さ ら に 、 当 該 情 報 を 取引 先 の 審 
査 や 当該 取引 情報 蓄積 機関 機関 に お ける 株 主 の 属性 判断 等 を 行う 際 に 、 適 切 に 活用 す 
る 体制 と な っ て いる か 。 
イ . 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 に お いて 対応 マニ ュ ア ル の 整備 や 継続 的 な 研修 活動 、 警 察 ・ 
暴力 追放 運動 推進 セン ター・ 弁 護 士 等 の 外部 専門 機関 と の 平素 か ら の 緊密 な 連携 体制 
の 構築 を 行う な ど 、 反 社会 的 勢力 と の 関係 を 遮断 する た め の 取 組み の 実効 性 を 確保 す 
る 体制 と な っ て いる か 。 特 に 、 平 素 よ り 警 察 と の パイ プ を 強化 し 、 組 織 的 な 連絡 体制 
と 問題 発生 時 の 協力 体制 を 構築 する こと に より 、 脅 迫 ・ 暴 力行 為 の 危険 性 が 高く 緊急 
を 要する 場合 に は 直ちに 警察 に 通報 する 体制 と な っ て いる か 。 
ウ . 反 社 会 的 勢力 と の 取引 が 判明 し た 場合 及び 反 社 会 的 勢力 に よる 不当 要求 が な され た 
場合 等 に お いて 、 当 該 情 報 を 反 社会 的 勢力 対応 部 署 へ 適切 に 報告 ・ 相 談 す る 体制 と な 
っ て いる か 。 ま た 、 反 社会 的 勢力 対応 部 署 は 、 当 該 情 報 を 適切 に 経営 陣 に 対し 報告 す 
る 体制 と な っ て いる か 。 さ ら に 、 反 社会 的 勢力 対応 部 署 に お いて 実際 に 反 社 会 的 勢力 
に 対応 する 担当 者 の 安全 を 確保 し 担当 部 署 を 支援 する 体制 と な っ て いる か 。 
③ 適切 な 事前 審査 の 実施 
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反 社 会 的 勢力 と の 取引 を 未然 に 防止 する た め 、 反 社会 的 勢力 に 関す る 情報 等 を 活用 し 

た 適切 な 事前 審査 を 実施 する と と も に 、 契 約 書 や 取引 約款 へ の 暴力 団 排除 条項 の 導入 を 

徹底 する な ど 、 反 社会 的 勢力 が 参加 者 ・ 取 引 先 と な る こと を 防止 し て いる か 。 

④ 適切 な 事後 検証 の 実施 
反 社 会 的 勢力 と の 関係 遮断 を 徹底 する 観点 か ら 、 既 存 の 債権 や 契約 の 適切 な 事後 検証 
を 行う た め の 態 勢 が 整備 され て いる か 。 

⑤ 反 社 会 的 勢力 と の 取引 解消 に 向け た 取組 み 

ア . 反 社 会 的 勢力 と の 取引 が 判明 し た 旨 の 情報 が 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 を 経由 し て 適切 
に 取締 役 等 の 経営 陣 に 報告 され 、 経 営 陣 の 適切 な 指示 ・ 関 与 の も と 対応 を 行う こと と 
し て いる か 。 

イ . 平素 か ら 警 察 ・ 暴 力 追放 運動 推進 セン ター・ 弁 護 士 等 の 外部 専門 機関 と 緊密 に 連携 
し つつ 、 反 社会 的 勢力 と の 取引 の 解消 を 推進 し て いる か 。 

ウ . 事後 検証 の 実施 等 に より 、 取 引 開始 後に 取引 の 相手 方 が 反 社 会 的 勢力 で ある と 判明 
し た 場合 に は 、 可 能 な 限り 回 収 を 図る な ど 、 反 社会 的 勢力 へ の 利益 供与 に な ら な いよ 
う 配 意 し て いる か 。 

エ . いか な る 理由 で あれ 、 反 社会 的 勢力 で ある こと が 判明 し た 場合 に は 、 資 金 提供 や 不 
適切 ・ 異 例 な 取引 を 行わ な い 態勢 を 整備 し て いる か 。 

⑥ 反 社 会 的 勢力 に よる 不当 要求 へ の 対処 

ア . 反 社 会 的 勢力 に より 不当 要求 が な され た 計 の 情報 が 反 社 会 的 勢力 対応 部 署 を 経由 し 
て 速やか に 取締 役 等 の 経営 陣 に 報告 され 、 経 営 陣 の 適切 な 指示 ・ 関 与 の も と 対応 を 行 
うこ と と し て いる か 。 

イ . 反 社 会 的 勢力 か ら の 不当 要求 が あっ た 場合 に は 積極 的 に 警察 ・ 暴 力 追 放 運 動 推 進 セ 
ンタ ー・ 弁 護 士 等 の 外部 専門 機関 に 相談 する と と も に 、 暴 力 追放 運動 推進 セン ター 等 
が 示し て いる 不当 要求 対応 要領 等 を 踏ま えた 対応 を 行う こと と し て いる か 。 特 に 、 奮 
迫 ・ 暴 力行 為 の 危険 性 が 高く 緊急 を 要する 場合 に は 直ちに 警察 に 通報 を 行う こと と し 
て いる か 。 

ウ . 反 社 会 的 勢力 か ら の 不当 要求 に 対し て は 、 あ ら ゆ る 民事 上 の 法 的 対抗 手段 を 講ず る 
と と も に 、 積 極 的 に 被害 届 を 提出 する な ど 、 刑 事 事 件 化 も 中 踏 し な い 対 応 を 行う こと 
と し て いる か 。 

エ . 反 社 会 的 勢力 か ら の 不当 要求 が 、 事 業 活動 上 の 不祥事 や 役職 員 の 不祥事 を 理由 と す 
る 場合 に は 、 反 社会 的 勢力 対応 部 署 の 要請 を 受け て 、 不 祥 事 案 を 担当 する 部 署 が 速 や 
か に 事実 関係 を 調査 する こと と し て いる か 。 

⑦ 株 主 情報 の 管理 
定期 的 に 自社 株 の 取引 状況 や 株 主 の 属性 情報 等 を 確認 する な ど 、 株 主 情報 の 管理 を 適 
切 に 行っ て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
検査 結果 や 日 常 の 監督 事務 等 を 通じ て 把握 され た 取引 情報 蓄積 機関 の 反 社 会 的 勢力 と 
の 関係 を 遮断 する た め の 態 勢 に つき 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 深 度 あ る ヒア リン グ を 行 
うこ と や 、 必 要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 80 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと を 通じ て 、 
取引 情報 蓄積 機関 に お ける 自主 的 な 改善 状況 を 把握 する 。 そ の 際 、 反 社会 的 勢力 へ の 資金 
提供 や 反 社 会 的 勢力 と の 不適 切な 関係 を 認識 し て いる に も か か わら ず 関 係 解消 に 向け た 
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適切 な 対応 が 図ら れ な いな ど 内 部 管理 態勢 が 極め て 脆弱 で あり 、 公 益 又 は 投資 者 保護 の 観 
点 か ら 重 大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 に は 、 金 商法 第 156 条 の 81 の 規定 に 基づく 業 
務 改 善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う 。 


V 一 3 一 2 業務 継続 体制 


(1) 意義 
取引 情報 蓄積 機関 は 、 店 頭 デ リバ ティ ブ 取 引 情 報 の 蓄積 ・ 保 存 を 集中 的 に 行い 、 当 
該 取 引 情 報 を も と に 市 場 の 透明 性 の 向上 に 役割 を 果たし て いる も の で あり 、 テ ロ 、 大 
規模 災害 等 の 危機 発生 時 に お いて も 、 可 及 的 速やか に その 業務 を 復帰 ・ 継 続 させ る た 
め 、 適 切な 業務 継続 計画 の 策定 等 が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 平時 より 、 何 が 危機 で ある か を 認識 し 、 可能 な 限り その 回 避 ・ 予 防 に 努め る よう 、 
定期 的 な 点検 ・ 訓 練 を 行う な ど 未 然 防止 に 向け た 取組 み に 努 め て いる か 。 

② 危機 時 に お いて も 、 可 及 的 速やか に その 業務 を 復帰 ・ 継 続 さ せる た め 、 業 務 継 続 
計画 等 の 危機 時 に お ける 対応 方 針 等 を 策定 し 、 定 期 的 に 見 直し を 行う こと と し て い 
る か 。 

③ 業務 継続 計画 等 は 、 不 可 欠 な 情報 シス テム は 停止 か ら 2 時 間 以 内 に 再開 する こと 
を 目標 と し た も の と な っ て いる か 。 

④ 危機 的 状況 の 発生 又は その 可能 性 が 認め られ る 場合 に は 、 速 や か に 金融 店 企画 市 
場 局 市 場 課 へ の 報告 行なう と と も に 、 取 引 情報 蓄積 機関 内 部 の 関係 組織 間 の 連携 
を 密接 に 行う 態勢 が 整備 され て いる か 。 

⑤ 危機 に 備え た 安全 対策 と し て 、 地 理 的 な 要因 も 勘案 し つつ 、 バ ッ ク ア ッ プ セン タ 
ーー を 設け る こと と し て いる か 。 業 務 デ ー タ を 適時 に バッ クア ッ プ し 、 バ ッ ク ア ッ プ 
セン ター へ の 切替 え 等 の 訓練 を 定期 的 に 行っ て いる か 。 

⑥ 電力 供給 ・ 通 信 回 線 ・ 公 共 交 通 機関 等 社会 イン フラ の 停止 可能 性 を 想定 し た 対策 
が 検討 され て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 

日 常 の 監督 事務 等 を 通じ て 把握 され た 取引 情報 蓄積 機関 の 危機 管理 態勢 上 の 課題 に 
つい て 、 深度 ある ヒア リン グ を 行う こと や 、 必要 に 応じ て 人 金 商法 第 156 条 の 80 の 規定 
に 基づく 報告 を 求め る こと を 通じ て 、 取 引 情 報 蓄積 機関 に お ける 自主 的 な 改善 状況 を 
把握 する 。 

な お 、 危 機 的 状況 の 発生 又は その 蓋然性 が 認め られ る 場合 に は 、 事 態 が 改善 する ま 
で の 間 、 当 該 取 引 情 報 蓄積 機関 に お ける 危機 対応 の 状況 (危機 管理 態勢 の 整備 状況 、 
取引 情報 鞭 積 機能 の 確保 、 利 用 者 を は じ め と する 関係 者 へ の 連絡 状況 、 情 報 発 信 の 状 
況 等 ) が 危機 の レベ ル ・ 類 型 に 応じ て 十分 な も の と な っ て いる か に つい て 、 定 期 的 に 、 
ヒア リン グ 又 は 現地 の 状況 等 を 確認 する な ど に より 実態 把握 に 努め る と と も に 、 必 要 
に 応じ 金 商法 第 156 条 の 80 の 規定 に 基づく 報告 徴 求 を 行う 。 


VI 一 3 一 3 事務 リス ク 管 理 


122 


(1) 意義 
事務 リス ク と は 、 役 職員 が 正確 な 事務 処理 を 怠る 、 又 は 事故 ・ 不 正 等 を 起こ すこ と 
に より 取引 情報 蓄積 機関 や 利用 者 が 損失 を 被る 6 リス ク で あり 、 人 為 的 ミス の ほか 、 情 
報 シ ステ ム や 内 部 手続 等 に よる も の な ど 、 多 様 な 要因 に よる も の と 考え られ る 。 
取引 情報 蓄積 機関 に お いて も 、 事 務 リ スク に 係る 管理 体制 を 整備 し 、 業 務 の 健全 か 
つ 適 切な 運営 を 図る こと が 重要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 事務 リス ク を 特定 し 、 管 理 す る た め の 、 適 切な 方 針 ・ 手 続 等 を 定め て いる か 。 ま 
た 、 こ れ を 定期 的 に 検証 、 必 要 に 応じ 見 直す こと と し て いる か 。 さ ら に 、 事 務 リ ス 
ク 軽 減 の た め の 具 体 的 な 方 策 を 講じ て いる か 。 

② 将来 見 込ま れる 事務 処理 量 等 も 勘案 し 、 一 定 の サー ビス 水準 を 達成 する た め に 十 
分 な 処理 能力 を 備え る こと と し て いる か 。 

③ 事務 の 一 部 を 第 三 者 の サー ビス 業者 等 に 委託 ・ 依 拠 する 場合 に は 、 外 部 委託 の 対 
象 先 が 、 当 該 業務 を 取引 情報 蓄積 機関 が 自ら 行う 場合 に 満た すべ き 要 件 を 充足 し て 
いる こと を 確認 し て いる か 。 

④ 外部 委託 の 対象 と する 事務 や 外部 委託 先 の 選定 に 関す る 方 針 ・ 手 続 が 明確 に 定め 
られ て お り 、 委 託 先 に 対す る 管理 が 十分 に 行え る よう な 契約 、 態 勢 を 構築 し て いる 
か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 

取引 情報 蓄積 機関 に お ける 対応 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 改 善人 策 に つ 
いて 、 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 80 の 規定 に 基 づ 
く 報 告 を 求め る こと を 通じ て 、 取 引 情報 蓄積 機関 に お ける 自主 的 な 業務 改善 状況 を 把 
握 する 。 

さら に 、 事 務 リ スク 管理 態勢 に 重大 な 問題 が ある と 認め られ 、 公 益 又 は 投資 者 保護 
の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 金 商法 第 156 条 の 81 の 規定 に 基 づ 
く 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う 。 


WMー3 一 4 シス テム リス ク 管 理 


(1) 意義 
シス テム リス ク と は 、 一 般 に 、 コ ンピュータ シス テム の ダウ ン 又 は 誤 作 動 等 の 、 シ 
ステ ム の 不備 等 に 伴い 、 取 引 情 報 蓄 積 機関 や 利用 者 が 損失 を 被る リスク や 、 コ ン ピ ュ 
ー タ が 不正 に 使用 され る こと に より 取引 情報 蓄積 機関 や 利用 者 が 損失 を 被る リス ク を 
いう 。 
取引 情報 蓄積 機関 の シス テム は 、 取 引 情 報 蓄積 業務 等 の た め に 不可 欠 な 市 場 の 基盤 
その も の で あり 、 仮 に シス テム 障害 や サイ バー セキ ュ リ ティ 事案 が 発生 し た 場合 に は 、 
取引 情報 蓄積 機関 及び シス テム に 接続 する 利用 者 等 に 損害 が 生じ か ね な い 。 
この た め 、 取 引 情 報 蓄積 機関 に お ける 堅 生 な シス テム リス ク 管 理 態勢 の 構築 が 重要 
で ある 。 
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( 注 ) サイ バー セキ ュ リ ティ 事案 と は 、 情 報 通 信 ネ ットワーク や 情報 シス テム 等 の 悪 
用 に より 、 サ イ バ ー 空 間 を 経由 し て 行わ れる 不正 侵入 、 情 報 の 初 取 、 改 ざん や 破 
壊 、 情 報 シ ステ ム の 作動 停止 や 誤 作 動 、 不 正 プ ログ ラム の 実行 や DDoS 攻撃 等 の 、 
いわ ゆる 「 サ イ バ ー 攻 撃 」 に より 、 サ イ バ ー セ キュ リティ が 脅かさ れる 事案 を い 
う 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① シス テム リス ク に 対す る 認識 等 

ア . 取締 役 会 に お いて 、 シ ステ ムリ スク が 十分 認識 され 、 全 社 的 な リス ク 管 理 の 基 
本 方 針 が 策定 され て いる か 。 

イ . 取締 役 会 は 、 シ ステ ム 障 害 や サイ バー セキ ュ リ ティ 事案 (以下 「 シ ステ ム 障 害 
等 」 と いう 。) の 未然 防止 と 発生 時 の 迅速 な 復旧 対応 に つい て 、 経営 上 の 重大 な 課 
題 と 認識 し 、 熊 勢 を 整備 し て いる か 。 

ウ . シス テム リス ク に 関す る 情報 が 、 適 切 に 経営 陣 に 報告 され る 体制 と な っ て いる 
か 。 

② 適切 な リス ク 管 理 態 勢 の 確立 

ア . シス テム リス ク 管 理 の 基本 方 針 が 定め られ 、 管 理 態 勢 が 構築 され て いる か 。 

イ . 具体 的 基準 に 従い 、 管 理 す べき リス ク の 所 在 や 種類 を 特定 し て いる か 。 

ウ . 自ら の 業務 の 実態 や シス テム 障害 等 を 把握 ・ 分 析 し 、 シス テム 環境 等 に 応じ て 、 
その 障害 の 発生 件 数 ・ 規 模 を で きる 限り 低下 させ て 適切 な 品質 を 維持 する よう な 、 
実効 性 ある 態勢 と な っ て いる か 。 

③ シス テム リス ク 評 価 
シス テム リス ク 管 理 部 門 は 、 顧 客 チ ャ ネル の 多様 化 に よる 大 量 取 引 の 発生 や 、 ネ 

ットワーク の 拡充 に よる シス テム 障害 等 の 影響 の 複雑 化 ・ 広 範 化 な ど 、 外 部 環境 の 

変化 に より リス ク が 多様 化し て いる こと を 踏ま え 、 定 期 的 に 又は 適時 に リス ク を 認 

識 ・ 評 価 し て いる か 。 
また 、 洗 い 出 し た リス ク に 対し 、 十 分 な 対応 策 を 講じ て いる か 。 

④ 情報 セキ ュ リ ティ 管理 

ア . 情報 資産 を 適切 に 管理 する た め に 方 針 の 策定 、 組織 体制 の 整備 、 社内 規則 等 の 策 
定 、 内 部 管理 態勢 の 整備 を 図っ て いる か 。 ま た 、 他 社 に お ける 不正 ・ 不 祥 事 件 も 
参考 に 、 情報 セキ ュ リ ティ 管理 態勢 の PDCA サイ クル に よる 継続 的 な 改善 を 図っ て 
いる か 。 

イ . 情報 の 機密 性 、 完 全 性 、 可 用 性 を 維持 する た め に 、 情 報 セ キュ リティ に 係る 管 
理 者 を 定め 、 そ の 役割 ・ 責 任 を 明確 に し た 上 で 、 管 理 し て いる か 。 ま た 、 管 理 者 
は 、 シ ステ ム 、 デ ー タ 、 ネ ットワーク 管理 上 の セキ ュ リ ティ に 関す る こと に つい 
て 統括 し て いる か 。 

ウ . コン ピュ ー タ シス テム の 不正 使用 防止 対策 、 不 正 ア クセ ス 防 止 対策 、 コ ン ピ ュ 
ー タ ウィ ルス 等 の 不正 プロ グラ ム の 侵入 防止 対策 等 を 実施 し て いる か 。 

エ . 取引 情報 蓄積 機関 が 責任 を 負う べき 利用 者 の 重要 情報 を 網羅 的 に 洗い 出し 、 把 
握 、 管 理 し て いる か 。 

利用 者 の 重要 情報 の 洗い 出し に あたっ て は 、 業 務 、 シ ステ ム 、 外 部 委託 先 を 対 
象 範囲 と し 、 例 えば 、 以 下 の よ うな デー タ を 洗い 出し の 対象 範囲 と し て いる か 。 
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・ 通 常 の 業務 で は 使用 し な い シ ステ ム 領 域 に 格納 され た デー タ 
・ 障 害 解析 の た め に シス テム か ら 出 力 さ れ た 障害 解析 用 デー タ 等 
オ . 洗い 出し た 利用 者 の 重要 情報 に つい て 、 重 要 度 判定 や リス ク 評 価 を 実施 し て い 
る か 。 
また 、 そ れ ぞ れ の 重要 度 や リス ク に 応じ 、 以 下 の よ うな 情報 管理 ルー ル を 策定 
し て いる か 。 
・ 情 報 の 暗号 化 、 マ スキ ング の ルー ル 
・ 情 報 を 利用 する 際 の 利用 ルー ル 
・ 記録 媒体 等 の 取扱 い ル ー ル 等 
力 . 利用 者 の 重要 情報 に つい て 、 以 下 の よ うな 不正 アク セス 、 不 正 情報 取得 、 情 報 
漏えい 等 を 牽制 、 防 止 する 仕組 み を 導入 し て いる か 。 
・ 職 員 の 権限 に 応じ て 必要 な 範囲 に 限定 され た アク セス 権限 の 付与 
・ ア クセ ス 記 録 の 保存 、 検 証 
・ 開発 担当 者 と 運用 担当 者 の 分 離 、 管 理 者 と 担当 者 の 分 離 等 の 相互 率 制 体制 等 
キ . 機密 情報 に つい て 、 暗 号 化 や マス キン グ 等 の 管理 ルー ル を 定め て いる か 。 また 、 
誕 号 化 プ ログ ラム 、 暗 号 鍵 、 暗 号 化 プ ログ ラム の 設計 書 等 の 管理 に 関す る ルー ル 
を 定め て いる か 。 
な お 、「 機 密 情報 」 と は 、 暗 証 番 号 、 パ スワ ー ド 等 、 利 用 者 に 損失 が 発生 する 可 
能 性 の ある 情報 を いう 。 
ク . 機密 情報 の 保有 ・ 廃 棄 、 ア クセ ス 制 限 、 外部 持ち 出し 等 に つい て 、 業務 上 の 必要 
性 を 十分 に 検討 し 、 よ り 上 厳格 な 取扱 い を し て いる か 。 
ケ . 情報 資産 に つい て 、 管 理 ル ー ル 等 に 基づい て 適切 に 管理 され て いる こと を 定期 
的 に モニ タリ ング し 、 管 理 態勢 を 継続 的 に 見 直し て いる か 。 
コ . セキ ュ リ ティ 意識 の 向上 を 図る た め 、 全 役職 員 に 対す る セキ ュ リ ティ 教育 ( 外 
部 委託 先 に お ける セキ ュ リ ティ 教育 を 含む ) を 行っ て いる か 。 
⑤ サイ バー セキ ュ リ ティ 管理 
ア . サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、 取 締 役 会 等 は 、 サ イ バ ー 攻 撃 が 高度 化 ・ 巧 妙 
化し て いる こと を 踏ま え を 、 サ イ バ ー セ キュ リティ の 重要 性 を 認識 し 必要 な 態勢 を 
整備 し て いる か 。 
イ . サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、 組 織 体 制 の 整備 、 社 内 規則 等 の 策定 の ほか 、 
以下 の よう な サイ バー セキ ュ リ ティ 管理 態勢 の 整備 を 図っ て いる か 。 
・ サ イ バ ー 攻 撃 に 対す る 監視 体制 
・ サ イ バ ー 攻 撃 を 受け た 際 の 報告 及び 広報 体制 
・ 組 織 内 CSIRT (Computer Security Incident Response Team) 等 の 緊急 時 対応 及 
び 早 期 警 戒 の た め の 体 制 
・ 情 報 共 有機 関 等 を 通じ た 情報 収集 ・ 共 有 体 制 等 
ウ . サイ バー 攻撃 に 備え 、 入 口 対策 、 内 部 対策 、 出 口 対策 と いっ た 多段 階 の サイ バ 
ー セ キュ リティ 対策 を 組み 合わ せ た 多 層 防 御 を 講じ て いる か 。 
・ 入 口 対策 (例え ば 、 フ ァ イ ア ウォ ー ル の 設置 、 抗 ウィ ルス ソフ ト の 導入 、 不正 侵 
入 検知 シス テム ・ 不 正 侵入 防止 シス テム の 導入 等 ) 
・ 内 部 対策 (例え ば 、 特権 D・ パ スワ ー ド の 適切 な 管理 、 不要 な 1 D の 削除 、 特 
定 コ マン ド の 実行 監視 等 ) 


125 


・ 出 口 対策 (例え ば 、 通信 ログ ・ イ ベン トロ グ 等 の 取得 と 分 析 、 不適 切な 通信 の 検 
知 ・ 遮 断 等 ) 

エ . サイ バー 攻撃 を 受け た 場合 に 被害 の 拡大 を 防止 する た め に 、 以 下 の よ うな 措置 

を 講じ て いる か 。 
・ 攻 撃 元 の IP アド レス の 特定 と 遮断 
・DDoS 攻撃 に 対し て 自動 釣 に アク セス を 分 散 さ せる 機能 
・ シ ステ ム の 全部 又は 一 部 の 一 時 的 停止 等 
オ . シス テム の 脆弱 性 に つい て 、0S の 最新 化 や セキ ュ リ ティ パッ チ の 適用 な ど 必 要 
な 対策 を 適時 に 講じ て いる か 。 
カ . サイ バー セキ ュ リ ティ に つい て 、 ネ ットワーク へ の 侵入 検査 や 脆弱 性 診断 等 を 
活用 する な ど 、 セ キュ リティ 水準 の 定期 的 な 評価 を 実施 し 、 セ キュ リティ 対策 の 
向上 を 図っ て いる か 。 
キ . イン ター ネッ ト 等 の 通信 手段 を 利用 し て 業務 を 行う 場合 に は 、 例 えば 、 以 下 の 
よう な 業務 の リス ク に 見 合っ た 適切 な 認証 方 式 を 導入 し て いる か 。 
・ 可 変 式 パ スワ ー ド や 電子 証明 書 な どの 、 固 定式 の ID・ パ スワ ー ド の み に 頼 ら な 
い 認 証 方 式 
・ ハ ー ド ウェ アト ー ク ン 等 で トラ ン ザ クシ ョ ン 署 名 を 行う トラ ン ザ クシ ョ ン 認 証 
等 
ク . イン ター ネッ ト 等 の 通信 手段 を 利用 し て 業務 を 行う 場合 に は 、 例 えば 、 以 下 の 
よう な 業務 に 応じ た 不正 防止 策 を 講じ て いる か 。 
・ 利 用 者 の パソ コン の ウィ ルス 感染 状況 を 取引 情報 蓄積 機関 側 で 検知 し 、 警 告 を 
発する ソフ ト の 導入 

・ 電子 証 明 書 を IC カー ド 等 、 当 該 業 務 に 利用 し て いる パソ コン と は 別 の 媒体 ・ 機 
器 へ 格納 する 方 式 の 採用 

・ 不 正 な ログ イン ・ 異 常 な 入力 等 を 検知 し 、 速 や か に 利用 者 に 連絡 する 体制 の 整 
備 等 

ケ . サイ バー 攻撃 を 想定 し た コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン を 策定 し 、 訓 練 や 見 直し 
を 実施 し て いる か 。 ま た 、 必 要 に 応じ て 、 業 界 横 断 的 な 演習 に 参加 し て いる か 。 

コ . サイ バー セキ ュ リ ティ に 係る 人 材 に つい て 、 育 成 、 拡 充 す る た め の 計 画 を 策定 
し 、 実施 し て いる か 。 

⑥ シス テム 企画 ・ 開 発 ・ 運 用 管理 

ア . 経営 戦略 の 一 環 と し て シス テム 戦略 方 針 を 明確 に し た 上 で 、 中 長期 の 開発 計画 
を 策定 し て いる か 。 また 、 中 長期 の 開発 計画 は 、 取締 役 会 の 承認 を 受け て いる か 。 

イ . 現行 シス テム に 内 在 す る リス ク を 継続 的 に 洗い 出し 、 そ の 維持 ・ 改 善 の た め の 
投資 を 計画 的 に 行っ て いる か 。 

ウ . 開発 案件 の 企画 ・ 開 発 ・ 移 行 の 承認 ルー ル が 明確 に な っ て いる か 。 

エ . 開発 プロ ジェ クト ご と に 責任 者 を 定め 、 開 発 計画 に 基づき 進捗 管理 され て いる 
か 。 

オ . シス テム 開発 に 当たっ て は 、 テ スト 計画 を 作成 し 、 ユ ー ザ ー 部 門 も 参加 する な 
ど 、 適 切 か つ 十 分 に テス ト を 行っ て いる か 。 

カ . 人 材 育成 に つい て は 、 現 行 シ ステ ム の 仕組 み 及び 開発 技術 の 継承 並び に 専門 性 
を 持っ た 人 材 の 育成 の た め の 具 体 的 な 計画 を 策定 し 、 実 施し て いる か 。 
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⑦ シス テム 監査 

ア . シス テム 部 門 か ら 独立 し た 内 部 監査 部 門 に お いて 、 定 期 的 な シス テム 監査 が 行 
われ て いる か 。 

イ . シス テム 関係 に 精通 し た 要員 に よる 内 部 監査 や 、 シ ステ ム 監 査 人 等 に よる 外部 
監査 の 活用 を 行っ て いる か 。 

ウ . 監査 の 対象 は と システ ムリ スク に 関す る 業務 全体 を カバ ー し て いる か 。 

⑧ 外部 委託 管理 

ア . 外部 委託 先 ( シ ステ ム 子 会 社 を 含む 。) の 選定 に 当たり 、 選 定 基準 に 基づき 評価 、 
検討 の 上 、 選 定 し て いる か 。 

イ . 外部 委託 契約 に お いて 、 外 部 委託 先 と の 役割 分 担 ・ 責 任 、 監 査 権限 、 再 委託 手 
続 、 提 供 さ れる サー ビス 水準 等 を 定め て いる か 。 ま た 、 人 外部 委託 先 の 社員 が 遵守 
すべ き ル ー ル や セキ ュ リ ティ 要件 を 外部 委託 先 へ 提示 し 、 契 約 書 等 に 明記 し て い 
る か 。 

ウ . シス テム に 係る 外部 委託 業務 ( 二 段階 以 上 の 委託 を 含む ) に つい て 、 リ スク 管 
理 が 適切 に 行わ れ て いる か 。 シ ステ ム 関 連 事務 を 外部 委託 する 場合 に つい て も 、 
シス テム に 係る 外部 委託 に 準じ て 、 適 切な リス ク 管 理 を 行っ て いる か 。 

エ . 外部 委託 し た 業務 ( 二 段階 以 上 の 委託 を 含む に つい て 、 委 託 元 と し て 委託 業 
務 が 適切 に 行わ れ て いる こと を 定期 的 に モニ タリ ング し て いる か 。 

また 、 外 部 委託 先 に お ける 投資 者 や 利用 者 等 の デー タ の 運用 状況 を 委託 元 が 監 
視 、 追 跡 で きる 態勢 と な っ て いる か 。 
⑨ コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン 

ア . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン が 策定 され 、 緊 急 時 体制 が 構築 され て いる か 。 

イ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン の 策定 に 当たっ て は 、 そ の 内 容 に つい て 客観 的 な 
水準 が 判断 で きる も の (例え ば 「 金 融 機関 等 に お ける コン ティ ンジ ェ ン シー プラ 
ン (緊急 時 対応 計画 ) 策定 の た め の 手 引 書 」( 公 益 財団 法人 金融 情報 シス テム セン 
ター 編 )) を 根拠 と し て いる か 。 

ウ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン の 策定 に 当たっ て は 、 災 害 に よる 緊急 事態 を 想定 
する だ け で は な く 、 取 引 情 報 蓄積 機関 の 内 部 又は 外部 に 起因 する シス テム 障害 等 
も 想定 し て いる か 。 

また 、 バ ッ チ 処理 が 大 幅 に 遅延 し た 場合 な ど 、 十 分 な リス クシ ナリ オ を 想定 し 
て いる か 。 

エ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン は 、 他 の 人 金融 機関 及び 清算 ・ 振 替 機関 等 に お ける 
シス テム 障害 等 の 事例 や 中 央 防災 会 議 等 の 検討 結果 を 踏ま そる な ど 、 想 定 シ ナリ 
オ の 見 直し を 適宜 行っ て いる か 。 

オ . コン ティ ンジ ェ ン シー プラ ン に 基づく 訓練 は 、 全 社 レ ベル で 行い 、 外 部 委託 先 
等 と 合同 で 、 定 期 的 に 実施 し て いる か 。 

カ . 業務 へ の 影響 が 大 きい 重要 な シス テム に つい て は 、 オ フサ イト バッ クア ッ プ シ 
ステ ム 等 を 事前 に 準備 し 、 災 害 、 シ ステ ム 障 害 等 が 発生 し た 場合 に 、 速 や か に 業 
務 を 継続 で きる 態勢 を 整備 し て いる か 。 

⑩ シス テム 更改 等 の リス ク 

ア . 役職 員 は 、 シ ステ ム 更 改 等 の リス ク に つい て 十分 認識 し 、 そ の リス ク 管 理 態勢 

を 整備 し て いる か 。 
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イ . テス ト 体 制 を 整備 し て いる か 。 ま た 、 テ スト 計画 は シス テム 更改 等 に 伴う 開発 
内 容 に 適合 し た も の と な っ て いる か 。 

ウ . 業務 を 外部 委託 する 場合 で あっ て も 、 取 引 情 報 蓄積 機関 向 ら が 主体 的 に 関与 す 
る 態勢 を 構築 し て いる か 。 

エ . シス テム 更改 等 に 係る 重要 事項 の 判断 に 際 し て 、 シ ステ ム 監 査 人 に よる 監査 等 
の 第 三 者 機関 に よる 評価 を 活用 し て いる か 。 

オ . 不測 の 事態 に 対応 する た め 、 コ ン テ ィ ン ジェ ン シ ー プ ラン 等 を 整備 し て いる か 。 

⑪ 障害 発生 時 の 対応 等 

ア . シス テム 障害 等 が 発生 し た 場合 に 、 投 資 者 や 利用 者 等 に 無用 の 混乱 を 生じ させ 
な いた め の 適 切な 措置 を 講じ る と と も に 、 速 や か に 復旧 や 代替 手段 の 稼働 に 向け 
た 作業 を 実施 する こと と な っ て いる か 。 

また 、 シ ステ ム 障 害 等 の 発生 に 備え 、 最 悪 の シナ リオ を 想定 し た 上 で 、 必 要 な 
対応 を 行う 態勢 と な っ て いる か 。 

イ . シス テム 障害 等 の 発生 に 備え 、 外 部 委託 先 を 含め た 報告 態勢 、 指 揮 ・ 命 令 系 統 
が 明確 に な っ て いる か 。 

ウ . 経営 に 重大 な 影響 を 及ぼ す シ ステ ム 障 害 等 が 発生 し た 場合 に 、 速 や か に 代表 取 
締 役 を は じ め と する 取締 役 に 報 告 す る と と も に 、 報 告 に 当たっ て は 、 最 悪 の シナ 
リオ の 下 で 生じ うる 最大 リス ク 等 を 報告 する 態勢 (例え ば 、 投 資 者 や 利用 者 等 に 
重大 な 影響 を 及ぼ す 可 能 性 が ある 場合 、 報 告 者 の 判断 で 過小 報告 する こと な く 、 
最大 の 可能 性 を 速やか に 報告 する こと ) と な っ て いる か 。 

また 、 必 要 に 応じ て 、 対 策 本 部 を 立ち 上 げ 、 代 表 取 締 役 等 自ら が 適切 な 指示 ・ 
命令 を 行い 、 速 や か に 問題 の 解決 を 図る 態勢 と な っ て いる か 。 

エ . 発生 し た シス テム 障害 等 に つい て 、 原 因 を 分 析 し 、 そ れ に 応じ た 再発 防止 策 を 
講じ る こと と し て いる か 。 

また 、 シ ステ ム 障 害 等 の 原因 等 の 定期 的 な 傾向 分 析 を 行い 、 そ れ に 応じ た 対応 
素 を と っ て いる か 。 

オ . シス テム 障害 等 の 発生 時 に 速やか に 当局 に 対す る 報告 行う こと と な っ て いる 

か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
① 問題 認識 時 
日 常 の 監督 事務 等 を 通じ て 把握 され た シス テム リス ク 管 理 態勢 上 の 課題 に つい て 
は 、 取引 情報 蓄積 機関 又は その 業務 委託 先 に 対し 深度 ある ヒア リン グ を 行う こと や 、 
必要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 80 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと を 通じ て 、 取 引 
情報 蓄積 機関 に お ける 自主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
また 、 公 益 又は 投資 者 保護 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が ある と 認め られ る 等 の 場合 に 
は 、 金 商法 第 156 条 の 81 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う 。 
② シス テム 更改 等 時 
取引 情報 蓄積 機関 が シス テム 更改 等 を 行う 場合 に は 、 そ の 態様 に 応じ 、 シ ステ ム 
更改 等 実施 に 向け た 具体 的 な 計画 、 シ ステ ム 更 改 等 の リス ク に 係る 内 部 管理 態勢 (内 
部 監査 を 含む 。)、 そ の 他 の 事項 に つい て 資料 の 提出 を 求め る 。 
な お 、 態様 が 大 規模 な 場合 に は 、 当該 シス テム 更改 等 完了 まで の 間 、 金 商法 第 156 
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条 の 80 の 規定 に 基づく 報告 を 定期 的 に 求め る 。 


(4) シス テム 障害 に 対す る 対応 
① シス テム 障害 の 発生 を 認識 次 第 、 直 ち に 、 そ の 事実 の 当局 宛て 報告 を 求め る と と 
も に 、「 障 害 発 生 等 報告 書 」( 別 紙 様式 4 一 1) に て 当局 宛て 報告 を 求め る も の と す 
る 。 
また 、 復 旧 時 、 原 因 解 明 時 に は 改め て その 電報 告 を 求め る こと と する (た だ し 、 
復旧 原因 の 解明 が され て いな い 場 合 で も 1 か 月 以内 に 現状 に つい て 報告 を 求め る )。 
( 注 ) 報告 すべ き シ ステ ム 人 障害 
その 原因 の 如何 を 問わ ず 、 取 引 情報 蓄積 機関 又は 取引 情報 蓄積 機関 か ら 業 務 
の 委託 を 受け た 者 等 が 現に 使用 し て いる シス テム ・ 機 器 (ハー ドウ ェ ア 、 ソ フト 
ウェ ア 共 ) に 発生 し た 障害 で あっ て 、 取 引 情 報 の 収集 ・ 保 存 ・ 報 告 に 遅延 、 停止 
等 が 生じ て いる も の その 他 利 用 者 等 の 利便 等 に 影響 が ある も の 又は その お それ 
が ある も の 。 
た だ し 、 一 部 の シス テム ・ 機 器 に これ ら の 影響 が 生じ て も 他 の シス テム ・ 機 器 
が 速やか に 代替 する こと で 実質 的 に は これ ら の 影響 が 生じ な い 場 合 を 除く 。 
な お 、 障 害 が 発生 し て いな い 場 合 で あっ て も 、 サ イ バ ー 攻 撃 の 予告 が な され 、 
又は サイ バー 攻撃 が 検知 され る 等 に より 、 利 用 者 や 業務 に 影響 を 及ぼ す 、 又 は 
及ぼ す 可 能 性 が 高い と 認め られ る 時 は 、 報 告 を 要する も の と する 。 
② 必要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 80 の 規定 に 基づく 追加 の 報告 を 求め 、 公 益 又は 投 
資 者 保護 の 観点 か ら 重 大 な 問題 が ある と 認め られ る 場合 に は 、 金 商法 第 156 条 の 81 
の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 等 の 対応 を 行う も の と する 。 
さら に 、 重 大 ・ 悪 質 な 法令 違反 行為 が 認め られ る 等 の 場合 に は 、 人 金 商法 第 156 条 
の 83 第 1 項 の 規定 に 基づく 業務 停止 命令 等 の 発出 も 含め 、 必 要 な 対応 を 検討 する も 
の と する 。 


ー3 一 5 情報 開示 の 適切 性 等 
VI 一 3ー5 一 1 主要 な 規則 等 の 開示 


(1) 意義 
取引 情報 蓄積 機関 に お いて は 、 利 用 者 や 利用 予定 者 が 、 取 引 情 報 蓄積 制度 の 利用 か 
ら 生 ずる リス ク と 責任 を 明確 に 認識 し 、 十 分 に 理解 する こと が で きる よう 、 十 分 な 情 
報 を 提供 する こと が 重要 で ある 。 
また 、 利 用 者 等 へ の 十分 な 情報 提供 の 観点 か ら 、 利 用 者 等 の 権利 ・ 義 務 及 び リ スク 
に 係る 重要 な 手続 等 に つい て は 、 業 務 規 程 等 の 規則 ・ 手 続 に 明記 し 、 併 せ て これ を 公 
表す る こと が 、 重 要 で ある 。 


(2) 主 な 着眼 点 
① 取引 情報 蓄積 機関 は 、 明 確か つ 包 括 的 な 規則 ・ 手 続 を 策定 し 、 利 用 者 に 開示 し て 
いる か 。 また 、 主要 な 規則 ・ 手 続 等 に つい て は 、 これ を 公表 する こと と し て いる か 。 
② 上 記 の 規則 ・ 手 続 等 に つい て は 、 利 用 者 が 取引 情報 蓄積 機関 の 利用 か ら 生じ る リ 
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スク を 評価 で きる よう 、 取 引 情 報 蓄積 機関 と 利用 者 の 権利 ・ 義 務 に つい て 明瞭 な 記 
述 を 行っ て いる か 。 
③ 取引 情報 蓄積 機関 は 、 有 償 で 行う 業務 と 無償 で 行う 業務 と を 明確 に し 、 個 別 サ ー 
ビス の 料金 ・ 内 容 を 公表 し て いる か 。 
④ 取引 情報 蓄積 機関 は 、「 金 融 市 場 イ ン フ ラ の た め の 原 則 」 及 び こ れ を 補足 する 「 情 
報 開示 の 枠組 み と 評 価 方 法 」““ を 踏ま えた 情報 開示 を 定期 的 に 行っ て いる か 。 
( 注 ) CPSS 及び I0SCO「 情 報 開 示 の 枠組 み と 評価 方 法 」(2012 年 12 月 ) 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
取引 情報 蓄積 機関 に よる 主要 な 規則 等 の 開示 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 
び 改 善 策 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 人 金 商法 第 156 条 の 80 の 
規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 人 金 
商法 第 156 条 の 81 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 


VI 一 3ー5 一 2 市場 デー タ の 開示 


(1) 意義 
取引 情報 蓄積 機関 は 、 市 場 の 透明 性 確保 の 観点 か ら 重 要 な 役割 を 果たす べき も の で 
あり 、 そ の 蓄積 する デー タ は 、 市 場 の 透明 性 を 向上 させ 、 金 融 シ ステ ム の 安定 に 資す 
る べき で ある 。 
取引 情報 蓄積 機関 は 、 そ の 収集 し た 情報 を 、 関 係 当 局 に 対し て 、 適 時 ・ 正 確 に 提供 
する と と も に 、 一 般 に 対す る 市 場 透明 性 の 向上 の 観点 か ら の 取組 み も 期待 され る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 取引 情報 蓄積 機関 は 、 関 係 当 局 に 対し 、 市 場 の 透明 性 を 高め 、 金 融 シ レス テム の 安 
定 を 向上 させ る 観点 か ら 、 収 集 し た 情報 を 、 包 括 的 か つ 十 分 に 提供 する こと と し て 
いる か 。 ま た 、 当 該 情報 が 、 正 確か つ 適 切な 範囲 で 公表 され る よう 、 十 分 に 配慮 し 
た 取組 み が な され て いる か 。 

② 取引 情報 の 公表 の 観点 か ら 、 市 場 関係 者 と 対話 等 を 通じ し 、 そ の ニー ズ に 見 合っ た 
も の と な る よう デー タベース の 整備 な ど に 努め て いる か 。 

③ 取引 情報 蓄積 機関 は 最新 デー タ と 過去 デー タ を 正確 に 提供 で きる 強固 な 情報 シス 
テム を 整備 し て いる か 。 ま た 、 デ ー タ は 適時 に 、 分 析 が 容易 な 形式 で 提供 され る こ 
と が 可能 と な っ て いる か 。 


(3) 監督 手法 ・ 対 応 
取引 情報 蓄積 機関 に よる 市 場 デ ー タ の 開示 に 問題 が 認め られ る 場合 に は 、 原 因 及 び 
改善 人 策 に つい て 深度 ある ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 金 商法 第 156 条 の 80 の 規 
定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 人 金 
商法 第 156 条 の 81 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 を 発出 する 。 
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Vー4 諸手 続 
VI 一 4ー1 業務 規程 認可 等 に 係る 留意 点 


(1) 意義 
業務 規程 に は 、 当 局 認可 を 前 提 と し て 、 情 報 提供 を 行う 金 商業 者 等 と の 契約 の 締結 
に 関す る 事項 、 料 金 、 収 集 し た 情報 の 安全 管理 な ど 、 当 該 取 引 情 報 蓄積 機関 に お ける 
取引 情報 蓄積 制度 の 基本 的 な 事項 が 盛り 込ま れ て いる 。 
上 記 を 踏ま え 、 取 引 情報 蓄積 機関 に お いて は 、 利 用 者 等 が 、 円 滑 な 金融 取引 を 継続 
的 ・ 安 定 的 に 行う こと が で きる よう 、 業 務 規 程 の 規則 ・ 手 続 等 を 明瞭 に 規定 し 、 そ の 
根拠 及び 性 質 を 明確 化す る こと が 求め られ る 。 


(2) 主 な 着眼 点 

① 業務 規程 の 変更 等 に 当たっ て は 、 業 務 規 程 及 び 下 位 規則 等 も 含め た 取引 情報 蓄積 
制度 の 全体 が 、 法 令 等 と 整合 的 で ある こと を 確認 し て いる か 。 

② 取引 情報 蓄積 機関 は 、 少 な く と も 当局 の 認可 の 後 で 、 又 は 必要 に 応じ 当局 の 認 
EC 
し 、 必 要 に 応じ て 説明 する こと と し て いる か 。 

③ 取引 情報 蓄積 機関 は 、 当 該 説明 に 当たっ て は 、 取 引 情報 蓄積 等 の 契約 に 係る 関連 
法規 上 の 根拠 及び 適用 関係 を 整理 し て 、 説 明 す る こと と し て いる か 。 

④ 外国 か ら の 利用 者 が 存在 する 場合 、 当 該 国 の 法令 等 を 確認 する な ど 、 法 令 の 差異 
に 係る リス ク を 確認 し て いる か 。 

⑤ 上 記 の 確認 や 説明 に 当たっ て は 、 必 要 に 応じ 、 外 部 の 専門 家 を 活用 する な ど に よ 
り 、 当 該 確認 や 説明 の 正確 性 に 配慮 し た 取扱 いと し て いる か 。 

⑥ これ ら の 定め が 、 法 令 等 と 整合 的 で ある こと を 確認 し 、 利 用 者 等 に 必要 に 応じ て 
説明 し て いる か 。 


WI 一 4 一 2 兼業 承認 に 係る 留意 点 


(1 ) 趣 計 

取引 情報 蓄積 機関 は 、 取 引 情 報 の 保存 ・ 報 告 を 行い 、 市 場 の 透明 性 の 向上 等 の 観点 
か ら 、 重 要 な 役割 を 果たす も の で あり 、 安定 的 な 業務 運営 を 行う こと が 要請 され る 。 
また 、 取 引 情報 の 保存 等 は 、 金 融 商品 取引 業者 等 の 営業 秘密 を 取り 扱う も の で あり 、 
適切 な 業務 の 遂行 が 求め られ る 。 

こう し た 高い 公共 性 に 鑑み 、 取 引 情 報 蓄積 機関 に は 、 本 業 以外 の 業務 か ら の リス ク 
遮断 等 を 目的 と し て 、 取 引 情 報 鞭 積 業務 及び その 付随 業務 に 専念 し 、 原 則 と し て 他 
業 を 行う こと は で き な い も の と され て いる ( 金 商法 第 156 条 の 72 第 1 項 ) 。 

一 方 で 、 取 引 情 報 蓄積 業務 及び その 付随 業務 以外 で あっ て も 、 本 来 業 務 以 外 の サー 
ビス を 提供 する こと が 利用 者 の ニー ズ を 踏ま えた 市 場 の 透明 性 の 向上 等 に 寄与 する こ 
と も あり 得る 等 の 観点 か ら 、 取 引 情報 蓄積 業務 を 適正 か つ 確 実に 行う こと に つき 支障 
を 生ずる お それ が な いと 認め られ る も の に つい て は 、 承 認 を 受け て 行う こと が で きる 
も の と され て いる 。 
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( 注 ) 付随 業務 の 内 容 に つい て は 、 取 引 情 報 蓄積 機関 が 、 取 引 情報 の 収集 及び 保存 に 
関す る 業務 を 行う も の で ある こと を 踏ま え 、 個 々 の 業務 ご と に 検証 する 必要 が あ 
る 。 


(2) 承認 申請 
承認 申請 に 当たっ て は 、 取 引 情報 蓄積 機関 か ら 、 店 頭 デ リバ ティ ブ 取 引 等 の 規制 に 
関す る 内 閣府 令 第 15 条 第 1 項 に 規定 する 承認 申請 書 (別紙 様式 4 一 2) 及び 同 条 第 2 
項 各 号 に 掲げ る 添付 書類 の 提出 を 受け る も の と する 。 


( 3 ) 承認 審査 

承認 審査 に 当たっ て は 、 個 々 の 事例 に 応じ て 、 当 該 取 引 情 報 蓄積 機関 が 取引 情報 鞭 

積 業務 を 適切 か つ 確 実に 行う に つき 支障 を 及ぼ す お それ が な いか 等 の 観点 か ら 承 認 の 

適切 性 に つい て 判断 する 必要 が ある が 、 具 体 的 に は 、 以 下 の 観 点 か ら 承 認 審 査 を 行う 

も の と する 。 

① 取引 情報 蓄積 機関 に 損失 を 生じ させ 、 経 営 に 影響 を 及ぼ す 薔 然 性 が 高く な いか 。 

② 取引 情報 蓄積 機関 に 及ぼ す リ スク が 特定 され 、 適 切 に 管理 する 体制 が 整備 され て 
いる か 。 

③ 取引 情報 の 信頼 性 、 正 確 性 を 損なう お それ が 生じ る な ど に より 、 取 引 情 報 蓄 積 業 
務 の 運営 の 公正 性 、 中 立 性 に 対す る 信頼 感 が 損なわ れる 又は 取引 情報 蓄積 機関 と し 
て の 社会 的 信用 を 損なう お それ が な いか 。 

④ 業務 量 が 取引 情報 蓄積 業 の 適切 な 運営 に 支障 を 及ぼ す も の で は な いか 。 

⑤ その 業務 の 内 容 及び 性 質 に 照ら し て 、 取 引 情 報 蓄積 業務 の 円 滑 な 運用 に 資す る も 
の か 。 ま た 、 利 用 者 の 利便 性 の 向上 を 通じ 、 有 価 証券 の 円 滑 化 等 に 資す る も の で あ 
る か 。 


また 、 上 記 審 査 に 当たっ て は 、 取 引 情 報 蓄 積 機関 は 、 金 融 商品 取引 業者 等 の 義務 で 
ある 取引 情報 報告 制度 に 関し 、 当 局 指定 を 受け 、 情 報 の 収集 を 行っ て いる こと を 踏ま 
え 、 取 引 情報 を 兼業 に 使用 する 場合 に は 、 情 報 の 正確 性 や 不適 切な 流用 等 が な いか 等 
の 観点 か ら 、 以 下 の 点 に 留意 する こと と する 。 
① 当該 兼業 業務 に 取引 情報 を 使用 する こと に つい て 、 当 該 取 引 情報 蓄積 機関 を 利用 

し て いる 金融 商品 取引 業者 等 の 同意 を 得 て い る か 。 
② 第 三 者 に 取引 情報 を 提供 する 場合 、 第 三 者 に 提供 する こと に つい て 、 当 該 取引 情 

報 蓄積 機関 を 利用 し て いる 金融 商品 取引 業者 等 の 同意 を 得 て お り 、 正 確 に 第 三 者 に 

提供 し て いる か 。 ま た 、 提 供 先 の 第 三 者 に お いて 、 取 引 情報 の 取扱 い に 関 し 、 安 全 

管理 措置 が 封 ら れ て いる こと を 確認 し て いる か 。 


(4 ) 承認 付与 後 の 監督 手法 ・ 対 応 
取引 情報 蓄積 機関 は 、 市 場 の 透明 性 を 向上 させ 、 人 金融 シス テム の 安定 を 確保 する 重 
要 な 社会 的 イン フラ で あり 、 他 業 の 運営 を 理由 と し て 、 取 引 情 報 蓄積 機関 に 対す る 信 
頼 を 損ね る 等 に よっ て 本 来 業 務 の 健全 か つ 適 切な 運営 に 支障 を 生じ させ る こと の な い 
よう 、 継 続 的 な モニ タリ ング が 求め られ る 。 
他 業 を 営む こと に より 本 来 業 務 の 健全 か つ 適 切な 運営 に 支障 が 生じ て いる 又は 生じ 
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る お それ が ある 場合 に は 、 深 度 あ る ヒア リン グ を 実施 し 、 必 要 に 応じ て 金 商法 第 156 

条 の 80 の 規定 に 基づく 報告 を 求め る こと に より 、 自 主 的 な 業務 改善 状況 を 把握 する 。 
さら に 、 公 益 又は 投資 者 保護 の た め 必 要 か つ 適 当 で ある と 認め られ る と き に は 、 人 金 

商法 第 156 条 の 81 の 規定 に 基づく 業務 改善 命令 等 の 処分 を 行う こと を 検討 する 。 


133 


